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    プロローグ　リバーブ


    



    　僕は、あと数秒で終わる自分の人生について考えていた。


    　母親の胎内から始まり、今に至る僕という人間の十四年間。その間に感じたこと、思ったこと、記憶したことについて思いを巡らせ、その結果として現在、幕を下ろそうとしているこの一生について思索する。そして、果たしてそれに意味や価値があったのかという疑問にまで思考を延ばそうとして、そこで打ち切った。返ってくる答えの虚むなしさに気付いたからだ。


    　どうせ今回の人生にそんな立派なものなどありはしないことを、僕は知っていた。


    　手を伸ばしても摑つかめるものはなく、足を伸ばしても支えてくれる地面が存在しない。そんな状態でも、いつものように溜ため息いきをついて苦笑する僕。


    　改めて見てみると、ここは本当に何もない空間だった。


    　これまで、僕に干渉してきた全ての物事から引き離され、僕を拘束してきた全ての呪じゆ縛ばくから解き放たれるこの瞬間。まるで広大な宇宙に、単身投げ出されているかのような、そんな感覚。


    　つまりが僕は今、落ちていた。


    　塔の天てつ辺ぺんから地面に向けての一直線。どんどんと加速していく落下速度。どう足あ搔がいても死しか待っていないこの状況。


    　しかし、当然ながら恐怖はない。あるのは織り交ぜられた諦てい念ねんと解放感。皮肉なものだ。呪のろわれ苛さいなまれ、苦しみ続けたこの僕が最も自由な生を感じることができるのが、最期にあるこの短い時間だけだとは。


    　苦悩が、解きほぐされていく。


    　先ほどまで僕の中で渦巻いていたあらゆる感情が、どんどんと意味をなさなくなっていく。


    　僕の中で全てが、許されていく。


    　全てを許せるような、そんな気持ちになっていく。


    　瞼まぶたをそっと閉じ、重力加速に全てを委ゆだねる僕の自我。


    　何な故ぜ、あんな目にあった自分がこんな心情になれるのか。ふとそんなことを考えたが、その回答はすぐに出る。多分、それは決定されてしまったからなのだ。もう引き返せない。僕の死とそれによる再生は、既に運命づけられているのだから。


    　だって、無駄なのだ。


    　この人生に、ここまで辿たどった僕の日々に未練なんか感じても、もう、どうしようもないことなのだ。どんなに失いたくないと願っても、この世界はじきに巻き戻され、上書きされて消えていくのだ。


    　よって、そんな感傷になど意味がない。……意味が、ないのに。


    　ふいに脳裏を掠かすめる、昨日の映像。


    『──あ、ごめん。もしかして、待った？』


    　ここまで走ってきたのか、少しだけ滲にじんだ汗と、上気した頰ほお。


    『──いや、ちょっとさ、用事っていうか、なんていうか……』


    　夕日に照らされたその笑顔は緊張しているのか、若干ぎこちなく見えて。


    『──今のうちに、言っておきたいことがあってさ……』


    　あぁ……、くそ、駄目だ。僕って奴は、どうして、こう……。


    『──あのさ、ずっと前から言おう言おうと思ってたことなんだけどさ……』


    　なんて……、なんて気の利かない走馬灯なのだろう。よりにもよって、


    『──言うよ？　覚悟して聞いてよ？　聞き逃のがしたりしないでよ？』


    　よりにもよって、この記憶を僕に見せるなんて。


    『──あと、笑うのも禁止。茶化すのも、ごまかすのも全部禁止。……いい？』


    　強こわ張ばった心より漏れ出す正直な心情。なんで、どうして、今になって、そんな。


    『──えっと、ね？』


    　嫌だ、と思った。死にたくない、と願った。でも……、


    『──　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』


    　それでも、僕は死ぬのか。


    



    　目を開く。


    　そこには、逆さまに映った仙せん岳がく町の夜景があった。


    　僕──十四歳まで生きた榊さかき潔きよ人とは、諦あきらめきれずに手を伸ばす。


    　これまでも幾度となく僕を窮きゆう地ちから救ってくれた「最後の足あ搔がき」。


    　しかし、今度こそそれはどこにも届かず、その指先が何かに触れることもなかった。


    　じきに、最期の瞬間がやってくる。


    　あぁ、僕は、死ぬのだ。


    



    　そして訪れる───────────────────────────────衝突。

  


  
    １章　リニューアル


    



    　　　　　１


    



    　自分が死ぬ夢。


    　それ自体は別に不吉なものではない。いつか読んだ夢占いの本によると、そのような夢は一般的に連想されるようなネガティブなものでなく、むしろ逆、幸福を象徴しているものらしい。


    　なんでも、夢の中での死は古い自分の終わりと新しい自分の再生を意味しており、行き詰まった現状の好転や伸び悩んだ能力の向上を暗示しているのだとか。


    　夢の中で死んだのは眠りにつく前のよくない自分であり、夢から覚めた自分は生まれ変わった新しい自分、ということらしい。


    　つまり、本来なら自分が死ぬ夢は、決して悪いものではないはずなのである。


    　だがしかし、先ほどまで僕が見ていた夢は、悪夢以外の何物でもなかった。


    　暴走トラックによる轢れき死しから始まり、高いところからの転落死、刃物による失血死、劇薬による中毒死、果ては海に身を投げ入れての溺でき死しまで……、あらゆる場所、時間、手段で幾度となく死に続ける夢の中の自分。肉体が破壊され、生命が停止したその次の瞬間には、また再生した肉体で新たな死の状況に追いやられているという、そんな夢。


    　連続して流され続ける死のビジョンは、まるで実体験であったかのようにリアルで、鮮明。なのに、当事者であり、犠牲者であり、死体にもなる僕自身には何な故ぜかなんの痛みも苦しみも発生せず、まるでテレビに映った映像を見ているかのような冷静さで、砕ける骨や焼け焦げる皮膚を眺めることができている。


    　最初はただの悪夢だと思っていたその夢だったが、死のカウントが百を超えてもいっこうに目覚める気配がないことから、僕はこう思うようになっていた。


    　もしかして、ここは地獄なのではないだろうか。これは夢などではなく、何か重い罪を犯して死んだ自分が地獄に落ちて、今はそこで刑罰を受けている最中なのではないか、と。


    　幼い頃にテレビか何かで見た地獄絵図。既に死んでいるが故ゆえに死んで楽になることもできず、永遠の責め苦に苦しみ続ける罪人たち。その姿はまさしく今の自分そのものだ。


    　もし本当にここが地獄だったとしたら、どうしよう。この死と再生の連鎖が未み来らい永えい劫ごう続けられるのだとしたら、僕は。


    　そんなことを考えていたちょうどその時、高所から突き落とされての墜落を最後に、延々と続いていた死の連鎖はふいに断ち切れ、


    　僕は悪夢から目を覚ます。


    



    　どうやら、僕は眠っていたらしかった。


    　夕暮れ時なのか、強い西日に左手を翳かざそうとして、自分の腕が妙に重くなっていることに思い当たる。まるで風邪を引いた時のような身体の重さと、肉体の節々に走る妙な痛みに眉まゆを顰ひそめる。


    　その原因の一端は、汗で濡れた寝巻きにもあるようだった。尋常じゃない量の発汗、よほど怖い夢でも見ていたのか。僕はぼやけた思考回路のままでそんなことを考えながら、身体を起き上がらせ、そして気付く。


    「……ここ、どこ？」


    　てっきり自分の部屋で眠っていたのだと思っていたのだが、ここは明らかに慣れ親しんだ自室などではなかった。ベッドが並ぶ広めの室内、真白いシーツとベッド単位に設置された奇妙なカーテン。妙に重い空気と、微かすかに香る薬の匂におい。


    　そして、いつの間にか頭に巻かれていた包帯に触れ、自分の右腕に繋つながれていた点滴のチューブ、ベッド脇のナースコールを見て、僕はようやくこの場所がどこか理解する。


    「病……院？」


    　最初は学校の保健室かとも思ったが、普通、学校の保健室にこんなものないしなぁ。なんて、未いまだにいつもの三割も回転していないであろう頭でそんなことを考えながら、ナースコールのコードを摑つかみ、ぶらぶらと揺らしてみせる。鼻先を振り子のように左右するその装置を眺めること数十秒、そこで僕はやっと当然行き着くべき疑問に思いあたった。


    「……なんで僕は、こんなところに？」


    　この身体の状態からして、僕が怪け我がか何かで入院しているのはどうやら間違いないようなのだが、あいにくそのような覚えが少しもない。もっと言うと、眠りにつく前に何があったのか、思い出すことすらできないでいた。


    　僕はどうして、こんなところにいるのか。僕の身に何があったのか。


    　その答えを得るべく、僕は目の前のナースコールに指をかける。


    



    　　　　　２


    



    　その人物は、病院からの連絡を受け、急きゆう遽きよこちらに向かっているはずの両親よりも三十分以上早く、僕の目の前に現れた。


    「病院内ではお静かに！」という看護師らしき声を背景に、近づいてくる荒々しい足音。それがこの部屋の前で止まったと思うなり、病室の扉が物もの凄すごい勢いで開け放たれる。


    　直後、まるでマフィアの取引現場に突入する刑事のような俊敏さで室内に駆け込んできたその足音の主は、僕の姿を確認すると、眼球がこぼれんばかりに目を見開いた。


    「な、あ、あ、あ……」


    　あんぐりと開かれた口から言葉にならぬ声をこぼし、震えるその女性。一瞬、何者かと警戒した僕だったが、すぐにそれが自分の見知った人物であることを確認し、緊張を解く。


    　彼女のことを、僕はよく知っていた。


    　梓あずさ由ゆ衣い。僕と同い年で、幼稚園からずっと同じクラスの腐れ縁。


    　趣味はサッカーとテレビゲームで、チャームポイントは動くたびに元気よく跳ね回るポニーテール。父親同士の仲が良く、よく家族ぐるみの付き合いをする仲だった。


    　……はずなのだが、どうも何かしっくりこない。正体不明の違和感に、三十度右に傾く僕の首。そんな僕をよそに、病室入り口に立ち尽くしたままの由衣。


    　遠くから聞こえてきた蜩ひぐらしの声を背景に、静止したままの二人。


    「……あ、あの」そのまま互いに硬直しているのもなんなので、とりあえず挨あい拶さつしてみる。「こ、こんにち……は!?　え？　ちょっと？」


    　最後まで言いきることはできなかった。僕が呼びかけるなり、びくりと肩を動かした由衣は、何な故ぜか突然、その大きく見開いた目からぼろぼろと涙をこぼしはじめたのだ。


    「あっ、……え？　なんで!?」


    　慌あわてて宥なだめようとベッドから身を起こそうとする僕。うまく力の入らない手足に戸惑っているうちに彼女は僕の元へと走り寄ってきた。なんとか上半身を起き上がらせ、彼女と向き合った僕はそこで、先ほどから感じていた違和感の正体に気が付く。


    　確かに目の前にいる彼女は梓由衣その人なのだが、顔がん貌ぼうや体型、服装が僕の記憶にあるそれと、どこか違って見えるのだ。


    　心なしか背も伸びている気がするし、しかも妙に大人びているような……。


    　それに、そうだ。どうして気付かなかったのか、彼女のチャームポイントであるあの長いポニーテールが、ばっさりと切り落とされている。


    「あれ？　由衣、その髪……」


    　そう問いかけようとした瞬間、横っ面つらに走った衝撃で僕は再び、仰向けに倒れていた。


    　由衣が持っていた花束で僕の顔をぶん殴なぐったらしいということに気付いたのは、白い布ふ団とんの上に散った花びらを目視した後。


    「うえっ？」


    「キョートのアホ！」突然の出来事に奇声をあげることしかできない僕の胸倉を摑つかんで持ち上げ、顔を真っ赤にして迫ってくる由衣。「心配したんだから！　もう二度と起きないんじゃないかって……、このまま死んじゃうんじゃないかって思ったんだからぁ！」


    「え、えっと……？」すぐ目の前に迫る彼女の顔にどぎまぎしながら、返す言葉を探す僕。


    　それにしても、由衣のこの尋常じゃない様子はどういうことなのだろうか。先ほどやってきた医者もなんだか複雑そうな顔で当たり障さわりない質問をしただけで帰っていったし、正直、今になっても自分が置かれているこの状況がどうなっているのか、まったく理解できていない。


    「と、とりあえず、何がどうなっているかの説明が欲しいのだけど……、今の反応や、この状況からして、僕は何か冗談にならないくらいの怪け我がか何かをしたってことだよね？」


    「え？　そりゃ……、そうだけど……？」きょとんとした顔で僕から手を離し、洟はなを啜すすりながら由ゆ衣いが答える。「まさか、事故のこと、覚えてないの？」


    「事故？　……っ!?」


    　まるでその言葉が鍵かぎだったかのように、僕の脳のう味み噌そに電撃が走った。脳細胞の眠っていた部分が揺り起こされ、とある映像が脳裏に蘇よみがえる。


    　中学受験の帰り道、迫り来る暴走トラック、跳ね飛ばされる自分の身体。


    　折れる腰骨、舞い散る血液、逆転する周囲の光景。


    　……そうだ、思い出してしまった。あの最低最悪な人生最期の日のことを、僕が本気で神を呪のろったあの日の出来事を。てっきり僕はあの時、即死したものとばかり思っていたが、どうやら奇跡的に命を拾っていたらしい。


    「本当に、九死に一生だったみたいだね」


    「……お医者さんから聞いた話では、万死に一生くらいのレベルだったって」


    　体勢を整えながら呟つぶやく僕に、赤くなった目元を擦こすりながら由衣が付け加える。


    　確かにその通りだろう。僕の記憶が正しければ、あの事故の衝突で僕の上半身と下半身はそれぞれ逆の方向に捻ねじ曲がり、ギャグ漫画みたいに空高く弾はじき飛ばされたはずだった。常識的に考えて即死。現在、こうして何事もなく会話が可能な状態にまでなるなんて、奇跡としか言いようがない。


    「……でも、大変だったんだから。手術は無事成功したっていうのに、キョートは全然目を覚まさないし。おじさんもおばさんも、すっごく心配しててさ。わ、私だって、ここんとこ毎日、ずっと、ずっと……」
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    　自分で言っていて感極まったのか、再びじわりと涙を溜ためてそう繰り返す由ゆ衣い。


    「ずっと、って……」だが、僕の耳はもっと別の聞き捨てならないワードに反応していた。「僕はそんな長い間、ここで眠っていたっていうの!?」


    　……そういえば、今も窓の外からは蜩ひぐらしの鳴き声が煩うるさいくらいに聞こえてきている。つまり、現在は夏。僕の知らないうちに春をぶっ飛ばして蝉せみの鳴く季節になってしまったということなのだろうか？　……いや、違う。この違和感は、それだけじゃない。もっと別の……。


    　そこにあるのは、形容しがたい規模の認識のズレだった。


    　まるでノイズが走っているかのように、思考と認識にズレができている。


    「でも、無事に起きてくれてよかった……。骨の方だってもうくっついてるらしいし……、本当、悪運だけは強いよね、キョートって。あの高さから落ちて、その程度の怪我で済むなんてさ」


    「は……、え？」


    　今、なんて言った？


    「でもさ、足を踏み外したって聞いたけど、どうしてキョート。あんな時間に、あんな場所へ行ってたの？　その直前にあったことが、その、あったことだったから、わ、私は……」


    　ちょっと。


    　ちょっと、待った。


    　僕は俯うつむいたまま、よくわからないことをもにょもにょと口くち籠ごもる由衣にストップをかける。


    「な、何……？」


    　何な故ぜか強こわ張ばった表情でこちらを向く由衣。僕はその肩を摑つかみ、再び問いかけた。


    「由衣は、いったいなんの話をしているの？」


    「何って……」由衣は戸惑うように身を捩よじり、続ける。「だ、だから、夏休み前の事故の……」


    「事故……、夏休み前？」


    　どくんと、心臓が高鳴るのを感じた。それを境に、血の気がさぁっと引いていく。


    　おかしい。由衣の言っていることが、なんかおかしい。夏休み前って、なんだ。いったい、いつの夏休みのことを言っている？　それに、事故って。もしかして、交通事故のことじゃなく、


    「うん。だから、あの時計塔での転落事故が……」


    「……っ！」


    　やはり、そうだ。由衣の言う話は僕の記憶とは完全に食い違っていて、そして、由衣の言う転落事故とやらについて、僕には全く、一切の、覚えがない。


    　何かがズレているのだ。違っているのだ。決定的に、致命的に、絶望的に。


    「……そんな」


    　なんなのだ、これは。いったい、何が起きているのだ。嫌な汗が噴ふき出すのを感じながら、僕は頭を抱え、ごちゃごちゃと絡み合う脳の中を整理する。そうだ。まずは冷静にならないと。


    「……？　キョート？」


    　いや待て、もしかして、もしかしてだよ？　さっき、由ゆ衣いと対面した時に感じたあの違和感の正体が、もし、僕の予想通りのものだったとしたならば……、


    「…………由衣、その髪型、変えたのって、いつ？」


    「はい？」


    「いや、違う……。僕は、そんなことが聞きたいんじゃなくて……」


    「……？　あの、言ってることがよく、わかんないんだけど？」


    　由衣が釈然としない表情で眉まゆを顰ひそめる。だが、僕だって何がなんだかわからないのだ、そう叫び出したいのを我慢して僕は質問を別の、もっと的確なものへと差し換える。


    「……あのさ、由衣。今日って……、何年の、何月何日？」


    「へ？　何を今更……」


    　そんな僕の質問に拍子抜けしたのか、緊張した表情を緩めてベッド脇わきにある棚を指差す由衣。そこにはデジタル式の置き時計が設置されており、その日付の欄には、2010 / 8 / 20と表示されている。


    「二〇一〇年、八月、二十日？」


    「そ。残念ながら夏休みも、もうすぐ終わりだね」


    　どこか茶化した様子でそう答えている由衣の言葉も、全然頭に入ってこなかった。僕はその置き時計を摑つかみ取って再度確認し、魘うなされるように繰り返す。


    「……二〇一〇年、八月、二十日」


    　見間違いでも、読み間違いでも、機械の故障でもないようだった。そこには確かに、2010の文字がはっきりと浮かび上がっている。


    「……二〇一〇年。……八月。……二十日」


    　自分の声が震えているのが、自分でもわかる。


    「……キョート？」


    　それは、絶大なる恐怖であり、一つの絶望でもあった。


    　何な故ぜなら僕は、漠然とこう認識していたのだ。


    　今年は二〇〇八年であり、僕はまだ十二歳で、小学六年生なのだと。


    　だが、違うのだ。その認識からして、決定的にズレている。


    　今、僕の抱える違和感の正体。それは、記憶だった。


    　無いのだ。


    　ここ二年半という期間にあった出来事を、どうしても思い出すことができないのだ。
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    　入試時の記憶と、生徒手帳に記された住所だけでは心こころ許もとなかったのだが、道を行く同じ制服の生徒たちを追いかけるだけで、案外簡単と目的地に辿たどり着くことができていた。


    　私立貴たか苗なえ学園。僕はその無駄に立派な門を潜くぐり抜け、同じ色のネクタイをした同級生を探して、その後を追跡する。次なるゴールは自分の下駄箱か。


    　なんだか未知の場所を探検しているかのような気分になり、自分の中の冒険心がくすぐられる。現状はそんな楽観的なものではないのだが……。


    　部分的な記憶喪失。今の僕が置かれた状況を一言で説明するならば、そういうことになる。


    　失くした記憶は、僕が事故にあった中学受験の日から現在までの約二年半。つまり、僕の中学生活に関する一連の記憶が、まるまる落っこちてしまっているというわけだ。


    　自分が榊さかき潔きよ人とであり、十四歳の中学三年生であるということまでは認識できる。だが、肝かん心じんの、この二年半に自分が何をしていたか、何を感じ、どう思って生活していたかとなると、てんで思い出せないのだ。なんとも気味の悪い、記憶の空白。


    　まるでＲＰＧの長ったらしいムービーシーンをスキップしてみたら、場面が飛びすぎて話に全然ついていけなくなった時のような気分だった。


    　それじゃあ、なんで僕がこんな状態になったのか。なんで病院で眠っていたのかというと、僕はてっきり、想起できる最も新しい記憶……小学六年の中学入試時に遭そう遇ぐうした交通事故が原因で昏こん睡すい状態にでも陥おちいっていたのだと考えていたのだが、どうやらそうではないようだった。


    　なんと、実際にはそんな事故なんて起きず、僕は無事に中学へと進学していたらしいのだ。医者の話では事故の衝撃で脳が混乱し、テレビドラマかなにかと記憶を混同しているのだろうとの事だったが……。


    　僕が昏睡状態にまで陥った真の原因は、今年の夏休み前に僕が引き起こした、とある事件にあるという。僕自身に記憶がなく、周りから聞かされた情報なので俄にわかには信じられないのだが、どうやら僕は肝試しか何かのつもりで深夜に一人、貴苗駅旧駅舎に忍び込み、そして、あろうことかそこにある時計搭の天てつ辺ぺんから足を滑らせて、およそ二十メートルほどの高さを転落したらしいのだ。自分で言うのもなんだが、かなり馬鹿っぽい話である。


    　普通に考えて間違いなく即死しているはずだったのだが、落下途中に引っ掛かった垂れ幕や木の枝、そして偶然道路に停とめられていたトラックの幌ほろがクッションの役割をしてくれたとかで、僕は奇跡的に今もまだ生きていた。しかも、一応あちこちの骨が折れていたくせに、新学期にはこうして普通に登校できるまで回復するとは……、頭の包帯も無事取れたし、奇跡って奴は起きる時には一斉に起こってくれるものらしい。


    　医者が言うには、身体の方はもう問題なし。頭の方は事故の際に受けた外傷のせいで、部分的な逆ぎやつ行こう性せい健けん忘ぼうだかなんだかになってしまっているんだとか。奇跡ついでにそちらの方も都合よく処理してほしかったのだが、そこまで神様に要求するのは贅ぜい沢たくというものか。失った記憶と、入院生活で丸々つぶれた夏休みを引き算しても、自分は相当ラッキーな方なのだろう。


    　その記憶のことだって、ただ記憶が混乱しているだけなのだから普段通りの生活をしていれば、すぐにポロッと思い出すので心配ないとのことだった。だからこそ僕はこうやって日常生活に戻ってきたわけなのだが、しかし、問題はここからだ。


    「おっと、多分、これだよ、ね……？」


    　自分の学年と学籍番号のロッカーをようやく見つけ、上履きへと履き替えながら、僕は自分の周囲で繰り広げられている貴たか苗なえ学園、朝の風景をしげしげと観察する。


    　あれやこれやと話をしながら、自分のクラスへと次々移動していく、僕と同じ制服を着た年の近い男女たち。まぁ、普通に考えれば当たり前の光景であり、僕もその一部に外ほかならないのだが……、それでも、だ。


    「まさか、僕が貴苗生になっているなんて……」


    　今の僕にとって最も近い過去、中学受験に向けて厳しい勉強を積み重ねていた日々のことを思い出す。小学六年生だった僕は、この学校に入学するためだけに毎日毎日、参考書や問題集を読み漁あさり、ドリルの空欄を埋め続けていた。今、冷静になって思うと、若じやつ干かん狂信的なまでに。


    　それが、なんだかわからないうちに合格していて、しかも、あと少しで卒業しなければならないなんて。喜んでいいのか、悲しんでいいのか自分でも自分の気持ちがよくわからない。まぁ、中高一貫の学校だから、高等部があと三年残っているのだけれど。


    「さて……、と」


    　無事、靴くつを履き替えた僕は、とんとんと爪つま先さきを慣らしながら顔を上げた。始業式までまだ時間はあるが、そろそろ次のミッションへと移る必要がある。それ即すなわち、担任教師への挨あい拶さつだ。


    　これまで散々心配をかけ、これからもちょくちょく迷惑をかけるであろうその人物に、とりあえずの詫わびをしなければならない。というか、教師のこともクラスのことも全然全く覚えていないので、まずその辺りの立ち振る舞いについて相談しておかなければならないのだ。


    　幸い、英語とか二次関数とか、中学で習ったらしい勉強の知識はそっくりそのまま残っていたので授業面では問題ないと思うのだが、学校とはただ勉強するだけの場所ではない。


    　そこが、問題なのだ。


    　中学生になった僕がどのような人間になっていて、どのような人間関係を築き、どのような学園生活を送っていたのか。僕はまず、それを知らなければならない。


    　それを知ることは正直言って、かなり恐ろしいのだが、甘えたことは言っていられなかった。僕はもう、中学三年生になっているのだ。今の榊さかき潔きよ人とは由ゆ衣いに頼ってばかりの甘ったれたガキンチョではない、はずである。はずなのだが、


    「……で？　結局、どこへ行けば会えるんだろう？」


    　そもそも、この学校で過ごした記憶がないのだから、職員室の場所なんて覚えているはずがない。見たところ近くに案内板の類たぐいもないし、はてさて、どうしたものか。どうも、この階にはなさそうだし、二階より上のどこかではあるのだろうが。そう思い、階段へと向かう僕。その途中で、廊下に設置された大鏡の存在に気が付く。


    「あ……」


    　そこには、僕の全身が映し出されていた。


    　僕の記憶より二年半分成長した榊さかき潔きよ人と。幸さちの薄そうな顔に撫なで肩猫背、冴さえない風ふう貌ぼうは相変わらずだが、やはり違う。背も伸びたし、声もいがらっぽく変わってしまった。それになんと言うか、顔面の皮膚に、僕の知らない「苦労」が刻みこまれているような、そんな気がする。


    　なんだか、浦島太郎みたいだ。いや、浦島太郎とは状況が全然違うのだけど、なんとなく。そんな的外れなことを考えながら、鏡に向かって手を伸ばしてみる僕。


    　お先どころか足元すら真っ暗で、不安で不安で仕方がないのに。それでもまぁ、なんとかなるんじゃないかと楽観視するしかない。そんな複雑な心境をした男の顔が、そこにあった。


    「……ん？」


    　僕の指が、同じく伸ばされた男の指に触れる直前、気が付く。


    　鏡に映った僕の背後。少し離れた位置からこちらをじっと見つめる、その人物の存在に。


    　それは恐ろしく綺き麗れいな人だった。腰辺りまで伸びた長い黒髪と陶器のような白い肌が対照的で、すらりとした容姿に落ち着いた佇まいが印象的なその女性。


    　美しく整った顔がん貌ぼうはなんの感情も浮かべておらず、それがどこか人形じみた印象を僕に与える。


    　そして、その美び貌ぼうの上に痛々しく巻かれた包帯。


    　どうやら彼女は、顔に浅からぬ怪け我がを負っているらしかった。


    　彼女の顔面、その左半分を覆い隠すように巻かれた包帯と、唯一見える右目が湛たたえた虚うつろな光。それらの異常は彼女の外見が持つ美しさを、なんともいえない気味の悪さにすりかえる。


    　まるで幽霊のよう。鏡越しに偶然、目が合ったその女性に僕が下した感想は、それだった。


    「二階へ上がって右、です」


    「え？」


    　僕が昔、ホラー映画で見たテレビから出てくる某女幽霊を連想していたコンマ数秒の間に、その女性は僕のすぐ背後まで近づいてきていたらしい。突然話しかけられ、慌あわてて振り返る僕。少なくとも幽霊じゃないようだ。そんな失礼なことを考える僕に、その女性は少しだけ目元を緩め、繰り返す。


    「職員室を探しているのでしょう？　でしたら、この先の階段から二階へ上がり、廊下に出てすぐ右側にある部屋がそうです」


    「あ……、はい。ありがとうございます。……って、え？　でも、えっと……」


    　咄とつ嗟さのことで言葉にならない僕の疑問を、ゆっくりと首を傾かしげることで受け止め、先を促うながす彼女。その黒髪が首の動きに合わせて、さらりと揺れる。


    「……なんでしょう？」


    「あ、あの、なんで僕が職員室を探してるって、わかったんですか？」


    　それは当然の疑問だった。何な故ぜ、彼女には僕が道に迷って困っていることがわかったのか。確かに僕は多少、挙動不審だったかもしれないが、一言も職員室を探しているなんて口に出していないはず。それに、二学期の初めになってまだ職員室の場所を知らない生徒がいるなんて、普通は思いつきもしないんじゃ……？


    「それは……」


    　そんな僕の質問に、口元を綻ほころばせ返答しようとするその女性。しかし、ふいに何かに気付いたように言葉を止め、言い直す。


    「それは、……そんな顔をしていたから、です」


    　そう囁ささやいた彼女の微笑。そのどこか複雑そうな表情の理由が、今の僕にはさっぱりわからなかった。
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    　無事、職員室に辿たどり着いた僕を待っていたのは担任教師、松まつ尾おのぎこちない作り笑いだった。まるで腫はれ物に触るかのように言葉を選び、意識して表情を作っているのがバレバレなその様子。まぁ、確かに自分の教え子が記憶喪失になるなんていう状況はめったにないことだし、対応に戸惑うのもわかるのだが……、僕は釈然としない思いに駆られながらも、追い出されるようにして、職員室から退室する。

  


  [image: ]


  
    　両手にかかえるは、今さっき渡された前学期までの成績表と山盛りになった夏休みの宿題。


    　事故を起こす前の僕が、本来受け取るはずだったそれらのプリントの重みに嘆たん息そくしながら、僕は先ほどまでの会話を思い返す。


    　記憶をなくす前までの僕の行いや、友人関係について聞いた際、ぴしりと凍りついた教師のあの表情。そしてその後の露骨な話題転換はいったい、何を意味しているのだろうか。


    「なんだか、嫌な予感がするんですけど……」


    　まさか僕に限って、クラス一の問題児であったり、不良グループと付き合いがあったりすることなどはないと思うのだが、しかし、それを否定する証拠など何一つない。


    　どちらにせよ、もうなるようにしかならないってことか。そう結論付け、時計を確認する僕。担任との話が予想していたよりもずっと早く終わってしまったので、中途半端に時間が余ってしまった。なんとなく自分の教室に入るのが躊躇ためらわれ、廊下に設置された自動販売機前で、一服することにする。


    　僕が着慣れない制服のポケットから見慣れない財布を取り出し、中身の小銭を確認していると突然、背後から肩を叩たたかれた。


    「よう、榊さかき！」


    「うぇあっ!?」


    　予期せぬ接触に、思わず財布を取り落としてしまう。盛大な音を立てて、リノリウムの床に撒まき散らされる僕の小銭たち。


    「おいおい、大丈夫か？　相変わらずそそっかしいな、お前」


    　慌あわてて小銭を追いかける僕を苦笑しながら手伝ってくれるその人物は、この学校の生徒ではなかった。紺色のシャツの上に白衣を羽織った二十代後半くらいのその男性。理科の先生か何かだろうか。そう思い眺める僕に、彼は親しげな笑みを浮かべる。


    「ほれ」


    「あ、ありがとうございます」


    「……ありがとうございます？」


    　拾ってもらった小銭を受け取り軽く頭を下げる僕を、怪け訝げんそうに見返してくるその男。[image: ]やせたその頰ほおをぽりぽりと搔かきながら、眉み間けんに皺しわを寄せる。


    「あの？」


    「あ、いや、担任の松まつ尾お先生から話だけは聞いてたんだが……」


    「あ……」その台詞せりふや親しげな様子から察することは簡単だった。どうやら彼は僕と面識があるらしい。途端に申し訳ない気持ちになり、再度頭を下げる僕。「えっと……、すみません」


    「あぁ、いい、いい。大丈夫、気にするなって」そんな僕に軽く手を振ることで応えたその男性は自分の胸に手をあて、軽く口元を吊つり上げる。「俺の名前は赤あか樫がし智とも也や。この学校の養護教諭を務めてる。んー、まぁ、要するに、保健室の先生ってことだな」


    「保健室の先生……」


    　なるほど、その白衣はそういうことか。妙に納得する僕に、変わらず気さくに話しかけてくる赤樫と名乗ったその男性。


    「お前、一年の頃はちょくちょく保健室に顔見せてたんだよ。この学校で仮病を使って授業をふけようとする奴なんてお前くらいなもんだったから、それで仲良くなったのさ」


    「へ、へぇ……」


    　仮病って。何やってんだ、過去の僕。なんと反応していいかわからず苦笑いをしておくにとどめる僕の様子に、何を思ったのか、ぽんぽんと肩を叩たたいて笑う赤樫。


    「ま、お前みたいな一時的な健けん忘ぼうってよくあることだし。大抵は普通に過ごすだけで普通に思い出すもんだから、あんま気に病むことでもないさ。むしろ、なんか知らんけど貴重な経験してるぜ、僕ってラッキー！　くらいに思っとけばいい」


    「……あ。はぁ、どうも？」


    　どうやら励ましてくれているらしい。少ししてやっとそのことに気付き、ぎこちなく礼を言う僕に、彼は「あぁ、それと」と手を叩く。


    「俺、臨床心理士の資格も持ってるから、理事長に頼まれてスクールカウンセラーの真ま似ね事ごともしてるんだ。お前も何か困ったこととか、悩み事とかあったらどしどし話しに来てくれよ。あ、でも、相談窓口は昼休みと放課後の五時までしか空いてないから、注意してくれ」


    「窓口って」


    　役所じゃないんだから。心の中でそう突っ込んだ僕に、彼は続ける。


    「ま、それはともかく。とりあえずは快気祝いだな。ここは一つ、この学園内で最も優しい大人であるともっぱらの評判であるこの俺が、ジュースでも奢おごってやろうじゃないか！　おっと、でもこれは他の先生たちには内密に頼む」


    　そう言って、彼は目の前の自販機に小銭を投入しはじめる。先ほどの担任教師とは天と地ほどの差があるその態度。彼ならば、記憶喪失前の僕について詳しいことを知っているかもしれない。そう思った僕は、彼の差し出してくる缶ジュースを受け取りながら、さり気なく聞いてみる。


    「あの、ちょっと聞きたいことがあるんですけど」


    「ん？　別に記憶がないことに託かこつけて、覚えのない借金を背負わせようなんて考えてないぞ？」


    「いや、そうじゃなくて。一学期までの僕のことで……」


    「一学期の、つまり事故前までのお前について？」


    　今度は自分の分を買うつもりなのか。再度自販機に向き直りながら、赤あか樫がしはそう聞き返す。


    「はい。現在の僕の交友関係……、というか、僕と仲の良い生徒の名前を知りたいんですが」


    　そんな僕の質問に、彼は初めて返答を躊躇ためらった。


    「…………、……ふむ」


    「……先生？」


    「……………………」


    　微妙な顔をしたまま、おもむろに缶コーヒーのボタンを押しこむ赤樫先生。


    「あ、あの……？」


    　ガコン、という缶の落ちる大きな音が、僕たち二人しかいないこの空間に響き渡る。


    　なんだか、すっごく嫌な予感がしてきた。
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    『──うーむ、なんて言うか。不幸中の幸いというか。不幸中の不幸というか……』


    　そんな切り出しから明かされた赤樫先生の話を反はん芻すうしながら、僕はぼんやりと黒板の方を眺めていた。彼と別れてからかれこれ二時間、なんの滞とどこおりもなく始業式は終了し、今は二学期最初のロングホームルームが行われている。


    　担任による生活指導じみた説教を聞き流しながら、周囲を見回してみる僕。こちらを観察していた何人かのクラスメイトと視線が合うが、すぐに逸そらされてしまう。だがその一瞬でも、視線の意味を測るには十分だった。間違いない。あれは親しみでも心配でもなく、好奇の視線。


    　夏休み前の自分が起こした転落事件や、それによる記憶喪失などの特殊な状況から、ある程度クラス内で浮いたり友情に齟そ齬ごが発生したりするのは覚悟していたのだが、問題はそれ以前の所にあった。現実は想像を遥かに凌りよう駕がしているということか。


    　どうやら榊さかき潔きよ人とには、クラス内に友達が一人もいないらしい。


    「なんてこった……」


    　その事実に、軽く寒気がする。


    　確かに記憶に残る僕だって決して社交的な性格ではなかったが、それでもクラスメイトとの交友関係はないわけではなかった。……まぁ、それも、ガキ大将的ポジションにいた由ゆ衣いの腰こし巾ぎん着ちやくをしていたお陰だったのかもしれないが。


    　僕はおもむろに、先ほど担任から渡された前期までの成績表を開いてみる。そこに記されているのは、僕の知らない榊潔人の記録だった。


    　ずらりと並ぶ最高評価、「Ｓ」の文字。初めて見たそれに戸惑う僕の頭に、赤樫の話が蘇よみがえる。


    　特に勉強している様子も熱心に授業を受けている風もないのに、入学当時から学内学外問わずあらゆる試験で常に好成績を維持し続けてきた榊さかき潔きよ人と。成績優秀、頭脳明めい晰せきで周囲からは五年に一度の逸材とまで呼ばれていた榊潔人。二年次三学期の中間試験では何な故ぜかその成績を急落させ教師陣を困惑させたが、次の期末試験からは再び持ち直していた榊潔人。


    　クラス内に交友関係は一切なく、普段何をしているのかすら誰にもわからない。別にどこかの部活動に所属しているわけでもないのに、昼休みや放課後になるとあっという間にその姿を消していた。常に好奇心がまるまる欠落したかのような詰まらなそうな顔をしながらも、全ての物事を完かん璧ぺきにこなすことができていた……などなど。


    　一言で言うならば、謎なぞ。それが周囲から見た榊潔人像だった。


    「謎って……、五年に一度の逸材って……」


    　聞く話知る話全てが、どうにもしっくりこない。どれもこれも、僕の自覚している榊潔人には当てはまらない全くの別人像。ここまで来ると、本当にそれが榊潔人だったのかすら怪しく思えてしまう。


    　だってそうだろう。僕の知っている僕はただの冴さえない男子小学生だったはずなのに。運動も勉強も平均よりちょっとだけ劣る、そんなどこにでもいる普通の子供だったはずなのに。


    　その僕が、どうしてこんな、おかしなことになっているのだ？　もしかして、同姓同名の別人と勘違いしているんじゃないだろうか？　今となってはそっちの方がよっぽど説得力がありそうだ。だが、担任の松まつ尾おも保険室の赤あか樫がしも、そして周囲からの視線も、僕を記憶を失う前と同じ榊潔人であると認識しているのも確か。


    　では、どういうことなんだろう。彼らの話が全部本当で、それが本当に僕自身のことだったとするならば、小学校を卒業し、由ゆ衣いと別れてこの学校に入学した僕にいったい何が起きたのか。


    「きりーつ、れーっ」


    　深い思考に沈んでいた僕の意識に突然、そんな号令と雑多な騒音が入り込んできた。どうやらホームルームが終わったらしい。机と椅い子すが奏でる騒々しい物音に、慌あわてて僕も立ち上がる。


    　早く行かなければいけない。ふいに、そんな衝動が心の中に生まれた。


    　だが、どこに行けばいいのか、今の僕にはわからない。別に部活動に参加していたわけでもないらしいのに、この焦りに似た感情はなんなのか。名状しがたい不安で、苦しい。


    　やはり僕は今の榊潔人について、もっとよく知る必要があるようだった。そして、それを知っている人間は残念ながら、かなり少ない。


    　僕はおもむろにポケットから携帯電話を取り出した。転落事故で破損してしまい、つい先日、修理から帰ってきたその機械。さすがの修理センターでも記憶媒体ごと破壊されたデータは復元できなかったらしく、現在はなんのデータも残されていない。


    　なら新しい物に買い換えればいい。そんな両親の勧めを断ってまで修理してもらったその携帯を開き、アドレス帳画面を呼び出す。


    　そこには自宅の番号と、入院中に教えられた幼おさな馴な染じみの番号の二つしか登録されていなかった。壊れる前はいくつの、そしてどんな人間の名前が登録されていたのだろうか。僕はそんな意味のないことを考えながらカーソルを移動させ、梓あずさ由ゆ衣いの携帯に電話をかける。
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    　由衣が待ち合わせ場所として指定したのは、駅の近くにあるレトロな印象の喫茶店だった。入店した途端に投げかけられるマスターの陰気な視線。慣れない雰囲気にたじろぐ僕を、先に到着していたらしい由衣が店の奥から手招きしてくる。


    「どうだった？」


    　席に着くなりかけられた由衣の質問。短い言葉に込められたその意味をなんとなく察し、僕は首を横に振る。それだけで僕が得た本日の成果を理解したのか、彼女は複雑そうに顔を伏せた。


    「そっか、……残念だったね」


    　事故によって失われた記憶、それを揺り起こすきっかけは日常生活のいたるところに転がっているはずだと、僕を担当した医者は言っていた。そして、そのきっかけとなりうる「何か」が一番溢あふれているであろう場所こそが、僕が先ほどまでいた私立貴たか苗なえ学園だったのだ。


    　だが今日一日、僕があの学校で過ごして手に入れた情報は「榊さかき潔きよ人とは想像よりずっとつまらない人間になっていた」「そしてそれ以上に変な奴になっていた」という二つのみ。それらの結果は、今の自分を知ろうとする僕のやる気を削そぐには十分すぎた。


    「……あ、えっと」沈みかけた意識を持ち直そうと、話題の転換を試みる。「由衣の方こそ、今日から新学期だったんでしょ？　どうだったの？」


    「え、私？」まるでこちらから話を振ってくるのが意外であったかのような反応。「……うーん、まぁ、普通かな。今日は初日だったから、練習メニューも軽めにしたし」


    「練習？」


    　ちらりと横の椅い子すに置かれたスポーツバッグへ視線を向ける。入院中に見舞いに来た由衣本人から聞いた話、彼女が学校の女子サッカー部チームに所属し、今年からキャプテンも務めているという情報を思い出す。中学に行っても、由衣は由衣のままでいるらしい。明るく元気でみんなの上に立ち、周囲に元気を供給する太陽みたいな女の子。


    　そのずぼらな性格も直ってはいないようで、彼女の短髪は微妙に濡れていた。練習後にシャワーを浴び、乾かさないままにやって来たらしい。やはり、変わっているのは外見だけか。セミショートの長さに切りそろえられたその髪を見て、僕はそう苦笑する。


    　それにしても、あの由衣が自慢の長髪をばっさり切り落とすなんて。改めてその事実に驚きながら、未いまだに見慣れないその髪型を再度眺める僕。その視線に気付いた由衣が何を思ったか、赤面しながら自分の頭に手て櫛ぐしをかけはじめる。


    「な、何？　何か変？」


    「いや、そういうわけじゃないよ」咄とつ嗟さに誤ご魔ま化かす。今の自分がポニーテールじゃない由ゆ衣いに違和感を覚えているなんて、知られたくなかった。「……ちょっと、虫がとまってただけ」


    「げげっ……」


    　顔を引きつらせ、髪を搔かき乱す由衣。その様子がおかしくて笑う僕。そんな些さ細さいなきっかけから、他愛もない会話が始まってしまう。


    　どうしよう、この二年半について聞きたいのに、なかなか切り出せない空気ができてしまった。だが、このまま楽しく雑談を続け、なんの核心にも触れぬまま笑顔で家路につくのも悪くない。なんとなく、そんな甘ったれた気分になってしまう。


    　しばらくして、ウェイターが頼んでいたコーヒーをテーブルに運んできた。僕と由衣、二人の前に置かれるコーヒー。僕はおもむろに砂糖とミルクに手を伸ばそうとして、気付く。


    　由衣が、そんな僕の手をじっと凝ぎよう視ししていた。


    「……？　先、使う？」視線の意味がわからず、そう問いかける僕に慌あわてて首を振る由衣。その仕草で、やっと彼女の意図がわかる。「……僕、ブラックでコーヒーを飲む人だったんだ？」


    「ご、ごめん……」


    　少しだけ生まれた動揺。すぐに笑顔を取り繕つくろうことで、由衣はそれを隠そうとする。いつの間にか彼女が会え得とくしていた作り笑いの技術に驚きながら、僕は唐突に踏み込むことを決意した。


    「……僕がなくしてしまった二年半について、由衣の知っている僕について、詳しく知りたいんだ。もしかしたら、それが上う手まい具合にきっかけとなって、記憶が戻ってくれるかも」


    　由衣が作り笑いを引っ込める。


    「学校にも僕と親しい生徒はいないみたいだったし、親も大したことは知らなかった。もう由衣くらいしか他には……」


    「親しい人が、いない？」その言葉だけに反応する由衣。「……なんで？」


    「え？　いや、なんでって言われても……」改めて言われると、なんだか情けない気持ちになってしまう。「それは、僕が周囲に壁を作っていたから、なのかな……。別に変な事件を起こしたとか、誰かに苛いじめられてたとか、そういうわけじゃないらしいんだけど……」


    「……………………」


    「……由衣？」


    「あ、いや……」難しい顔で、何事かを考えはじめる由衣。しかし、すぐに顔を横に振り、その何かを振り払うような仕草をする。「うーん……、つっても、私もよくわかんないんだよね」


    「え？」


    「いやさ、中学校に上がって学校も変わっちゃったから、学校での様子とかも全然知らないしさ。それに実は私たち、小学校卒業してから全然連絡とれなくなって、またこうやって話すようになったのも、去年の年末ごろに再会してからなんだ」


    「そ、そうなんだ？」それは初耳の情報だった。「……てっきり小学校を卒業した後も、今みたいにちょくちょく会って、話したり遊んだりしてたんだと思ってた」


    　驚きと同時に深まる疑問。じゃあ僕は小学校を卒業してからの二年半、学内に友人も作らず、学外の友人とも会わず、いったい一人で何をやっていたんだろう？


    「まぁ、いろいろあってさ……」また、偽物の笑顔を浮かべる由ゆ衣い。「だから、実はあんま協力できそうにないんだ。ごめんね」


    「ふーん……、そっか……」僕はそう呟つぶやきながら、砂糖もミルクも入っていない真っ黒なコーヒーを手に取って、口をつけてみる。「……苦っ」


    「ぷふっ……」そんな僕の渋面を見て、由衣が吹き出した。「いや、悪い……。でも、その顔……、ぷっ、くく……」


    「…………」なんて返答していいかわからず、そのままコーヒーを飲み干す僕。顔を顰しかめないよう頑張ってはみたが、由衣の愉快げな反応からするに失敗していたらしかった。


    「水、頼む？」


    「いや……、いい」


    　小学校卒業後にあったらしい、いろいろ。そして、年末に再会することになった理由。更に踏み込んでみるかどうか、口に残った苦味に妙な感触を覚えながら思案してみる。


    　由衣は何かを隠しているような気がする。だが確証は何一つなく、同時に彼女が話したがっていない事柄を無理に聞き出すことも躊躇ためらわれた。


    　さて、どうしよう。そう考えながら、何気なく顔を窓の外へと向けてみる。夕焼けによって、オレンジ色に染まった仙せん岳がく町の駅前通り。夏が終わろうとしているのに、蝉せみは相変わらずの激しさで存在を主張している。


    　そんな晩夏の一風景の中に、僕は見覚えのある人影を発見した。


    　慌あわただしげに通りを行き交う人々の中で、ただ一人静止しているその女性。


    　顔面に巻かれた包帯、長い黒髪に白い肌、物静かな佇たたずまい。そして貴たか苗なえ学園の制服。


    　間違いない。今朝、職員室の場所を教えてくれた幽霊みたいなあの人だ。


    　こんなところで立ち止まって、何をしているのだろうか。ふとそんなことが気になって、彼女の虚うつろな右目が向けられた先を追ってみる。


    　西の空、ビル群に沈む夕日でも眺めているのか？　僕がそんな推測をしていると、彼女はその視線をゆっくりと下ろした。そして、そのまま視線をこちらへ向け、僕の姿を直視する。


    「え……？」こちらに気付いていた？　驚きながらも逸そらせない瞳ひとみ。前回は鏡越し、今回はガラス越しに交わされる二人の視線。「……あ」


    　ふいに彼女は顔を伏せ、その表情が夕日の影に隠された。見えなくなる一瞬、包帯と髪の隙すき間まから覗のぞいた彼女の顔が悲しげに見え、それが僕の心を無性にざわつかせる。


    「どうしたの？」


    　突然かけられた由ゆ衣いの声に、はっと我われに返る僕。今の感覚をなんと説明したらいいのかわからず、それでも今の女性を指差そうとして、その姿がなくなっていることに気付く。


    「……？　外がどうかした？」


    「いや、そうじゃなくて……」少し目を離した隙すきに消えた女性。彼女が本当にこの場所にいたのかどうかすら、疑わしくなってくる。そして、あの幽霊のような透明な印象。「……まさか、ね」


    「……？　って、あれ？　どうしたんだろ？」


    　僕の独り言に首を傾かしげていた由衣が、ふと何かに気付く。その視線は未いまだ窓の外。なんだろうと僕が再びその視線を追うと、さっきまで右へ左へとあくせくしていた人々が一様にその足を止め、何やら緊迫した表情で西の空へと視線を向けていた。


    　先ほど、あの幽霊っぽい人が見ていた地点。ここからでは見えない何かがあるのだろうか。なんとなく気になって、確かめようと窓へ近づいた、その時。


    　窓の向こう側にいる人々が一斉にその目を見開き、息を呑のんだ。


    　直後、店内にいる僕の耳にまで届く、湿った衝突音と、耳を劈つんざくような悲鳴。


    　何が起きたのかはわからなかったが、何かが起きたということだけは確信できた。
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    　女子高生の飛び降り自殺。それが、窓の外で起きた「何か」の正体だった。


    　興奮した野次馬たちが交わす会話から察するに、先ほど窓の外で立ち止まっていた人々の視線の先、そこにあったのはどうやら、今にも飛び降りようと柵さくを乗り越えていた彼女の姿だったらしい。ということは、あの場にいた全員が彼女の死の瞬間を目撃していたということか、かなりのトラウマものである。


    　見なくて良かった。そう思うと同時に、見なければならなかったのに。という反対の感情が僕の心に去来する。心に注がれていく、謎なぞの焦しよう燥そう感かん。


    「ね、ねぇ、どうするつもりなの？」


    　不安気な由衣の声を背に、僕は喫茶店の出口へと向かっている。店を出てすぐの道路、その脇わきに人だかりができていた。口元を押さえ輪から離脱する者と興味本位で輪に参加する者が交互に入れ替わる奇妙な光景。場を搔かき乱す混乱と周囲に飛び交う怒声から、その輪の中心にそれがあるのだと推測する。突然、鼓動が早くなり、感覚が痺しびれていくのがわかった。


    　何かに背中を押されるように、自分の足がその輪へと向かって進んでいる。この身体を動かしているのがなんなのかわからない。下げ卑びた好奇心か、それとも別の何かか。


    　頭痛。脳が軋きしむような痛みを覚える。


    　飛び降り。高いところから落ちて死んだ女性。高いところから落ちて失った記憶。なんの関連性もないはずなのに何な故ぜか無理やり両者の間に線を引かれ、繋つなげられるような、そんな感覚。


    「ちょっと、キョート？　やめなってば……」


    　由ゆ衣いの制止を振り切り、野次馬の中に突入する。肩を押し、脇わきをすり抜け、輪の中央へ移動する僕の身体。そして見た。輪の中央。生物のいない、その空虚な空間に佇たたずむ「それ」を。


    　道路の片隅。固いコンクリートに激突して拉ひしやげた、人間の身体だったもの。


    　夕焼け空に照らされ、オレンジ色に染まった空間にどす黒い水みず溜たまりを広げるその物体を。かろうじて形を残したセーラー服と、破けた皮膚から突き出す骨や、砕けて潰つぶれたその顔を。僕は、全て見た。


    「……ッ」


    　人間の内臓物が発する匂いが鼻や口から入り込み、思考を冒おかす。反射的にせり上がる胃。強烈な吐き気の衝動。それらに耐えるため、僕は死体の前で膝ひざをつく。


    　そして、彼女と目が合った。潰つぶれた顔面から覗のぞくピンク色の眼球。その瞳ひとみが、僕を見ていた。


    「～～～～ッ!?」


    　突然、頭痛がその激しさを増し、身体が、心が、脳のう味み噌そが、同時に悲鳴をあげる。


    　明滅する視界。反転する自我。何か、大きな波が押し寄せてくるような、そんな恐怖。


    



    　気が付くと僕は人ごみの外にいて、由衣にその頰ほおを叩たたかれていた。


    「大丈夫？」気遣うような声をかけながら容赦ないビンタを繰り返す由衣。


    「だ、大丈夫」僕はいつの間にか抱かれていた肩を由衣から離し、なんとか近くの壁に寄りかかる。相当数、叩かれていたらしい。触れてみると、僕の頰は想像以上に腫はれていた。「痛いけど」


    「だって、いくら呼びかけても全然返事しないんだもの。さすがに心配するでしょ？」そう言って、やれやれと肩を竦すくめて見せる由衣。「まったく、だからやめなって言ったのに。あんなもの見たがるなんて、あんまりいい趣味とは言えないよ？」


    「そうじゃない……」さっきの衝動は、決して好奇心や怖いもの見たさではなく、もっと重大で大切なものだった。「……ような気がする」


    「気がするって……」


    　呆あきれ顔で僕を睨にらむ由衣。その背後には、ようやく到着した警察や救急隊員が人ごみを搔かき分け、混乱の収拾を試みている姿があった。散らされた野次馬たちが不満げに、楽しげに、恐ろしげに、各々の日常へと戻っていく。


    　その中で交わされていく会話。何な故ぜか興味を覚え、耳をそばだてる。


    「っていうか、まただよね。これで今月、何度目なわけ？」「うん、最近多いよね。飛び降り自殺。前も確か、高校生だった気がする。んでもって、その前は中年のサラリーマン」「まじで？　そんなトコまで伝わってんの？　あの話！」「話って……、まさか、あの？」「そうそう、それ。だって、この自殺だってあれ関連でしょ？」「えぇっ、そうだったの？　でも、そうか。なるほどねぇ」「だろ？　……どうなんだろうな、実際」「試したい？」「まさか！」「ま、そうだよな」


    　妙に深刻ぶって何事かを話し合う高校生たちが、僕たちの前を通り過ぎる。回収される幾つかの情報。最近、増加する自殺事件。今、死んだ女子校生もその中の一人。そして……、


    「……あの話、って？」


    　なんのことかわからず、首を傾かしげる。そんな僕を睨にらんでいた由ゆ衣いが、ふいにぽつりと呟つぶやいた。


    「へぇ。本当に広まってるんだ、あの噂うわさ」


    「知ってるの!?」


    「え、いや、私も人から聞いた話だから全然、詳しくないんだけど……」


    　突然、僕に詰め寄られ、たじたじと後あと退ずさる由衣。なんで僕が、ここまでその話に食いつくのか全く理解できないといった表情。でもそれは僕も同じだ。どうして、自分の中にここまでの興味が湧わき上がるのか、さっぱりわからない。


    　でも……。


    「なんていうんだろ、中学生や高校生の間で囁ささやかれる噂……っていうか、都市伝説っていうのかな？　それを信じこんだ人が、みんなして自殺しちゃうって話、聞いたことない？」


    「いや、全然……」記憶がない上に、クラスメイトと会話すらしていなかったらしい僕が、生徒間で交わされる噂話を知っているはずもない。「……それで？　それって、どんな噂なの？」


    「えーっと、なんか、言葉にすると馬鹿馬鹿しい話なんだけどさ……」


    　真剣に問いかける僕に、由衣はそう前置きする。軽く手を振り、冗談めかす仕草。ただの噂、都市伝説、戯ざれ言ごと、そう信じてやまぬ調子で彼女は笑い、言った。


    



    「──『クイックセーブ＆ロード』っていう魔法が、あるらしくてね？」

  


  
    ２章　リクエスト
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    　クイックセーブ＆ロード。それは子供たちの間で持て囃はやされる、都市伝説の一つ。


    　クイックセーブ＆ロード。それは誰もが持っている、不思議な力。


    　クイックセーブ＆ロード。それは間違ってしまった人々を正しく救う、魔法の言葉。


    



    「ルール」は簡単。ゲームなどでよくやる、あのセーブ機能とほぼ同じ。


    　違うところは、記録できる場面がゲーム内世界なのか現実世界なのかという、その一点だけ。


    「手段」もそこそこ簡単。未来から巻き戻ってきたい今、つまりセーブデータとして残しておきたい現在を強く意識するだけでいい。願って願って、強く念じ続けている間に、頭にちょっとでも痛みが走ったら、それが成功。後々、その痛みを感じた瞬間にまで人生を巻き戻すことが可能となる。いつまでたってもその痛みを感じない人は仕方ない、念じている間に額に針かなにかを刺せばいい。その際の痛みでも代用可能。大切なのは脳に刺激を与えること、それのみ。


    「実行」だけはちょっぴり困難。この力を使うには、というかセーブポイントから人生をやり直すためには一度、現在の人生をゲームオーバーの状態にまでもっていかなければならない。つまり、今ある肉体を殺してしまわなければならないのだ。でも、別にそこで本当に死ぬわけじゃない。なぜならその人は、過去の望んだ場面から思い通りの人生をやり直すことができるのだから。詰まらない人生の失敗を上書きし、新たな未来を歩むことができるのだから。


    　まさにその名の通り、人生におけるセーブ機能。それこそが、クイックセーブ＆ロード。


    　本当のセーブ機能よりもちょっぴり不便で、ちょっぴり簡易。でも、だからこそ、みんなにも使いこなすことのできる不思議な魔法。救済の力。神の秘術。それがクイックセーブ＆ロード。


    



    　由ゆ衣いからその話を聞いた僕の感想は「アホくさ」、それだけだった。それに対する由衣の反応も「でしょ？　馬鹿な話だよね」といったもの。


    　だって、そうだろう。人生にセーブ機能が備わっている、自由に時間を巻き戻すことができる。という点だけでも相当馬鹿らしいのに、その魔法の発動条件が自分を殺すこと？　それで、魔法とやらが発動せずにそのままだったら、単に無駄死にじゃないか。いや、そんな魔法なんて存在するはずがないのだから正真正銘、一〇〇パーセントの無駄死にというものだろう。


    　これを馬鹿と呼ばずになんと呼ぶのか？　あの日はそう言いあって由衣と別れたが、しかし、その噂うわさは「アホくさ」の一言で片付けることができない次元に至っているらしかった。


    　現にそれは由衣の学校だけでなく、この街にある小中高、全ての学校にまで広く行き渡り、囁ささやかれるようになっている。そういった浮わついた噂からは縁の遠い、お堅い進学校であるはずの貴たか苗なえ学園でも時折耳にするのだから間違いない。


    　それどころか……、僕は複雑な心境のまま顔を上げる。クーラーがなく、熱気の籠こもった体育館の中で、自分と同じように「休め」の姿勢を保ったまま整列する貴苗学園の生徒一同。暑さと息苦しさで倒れそうなその空間に、校長先生の長々とした演説が響き渡る。


    『……確かに、生きていれば辛つらいことだってあるでしょう。悲しいことだって、耐えきれない苦しみだってあるかもしれません。ですが、そこで死を選ぶのは、絶対に間違っているのです……』


    　この全校集会が始まってから同じフレーズを何度聞いただろうか。いい加減うんざりしながら、僕は首筋に溜たまった汗をじっと堪こらえる。


    　校長の隣に立てかけられた大きな写真。そこに写った笑顔の女子中学生、その額縁の前には大量の白い花が手た向むけられている。そう、これは彼女の遺影だった。


    　そうだ。もう、馬鹿な噂うわさ話ばなしと一いつ蹴しゆうすることはできない。なぜならその噂話を真に受け、人生をゲームオーバーに持ち込む人間が、確かに存在しているのだから。


    『……今は辛いかもしれない、苦しいかもしれない。でも、そんな今を笑って思い返すことのできる幸福な未来は、君たちの生きた先にこそあるのです……』


    　僕があの喫茶店前で女子高校生の自殺体を目撃してからまだ一週間。あれから、この街だけで更に三名の自殺者が現れていた。今月に入ってから換算すると、全部で九人。


    　しかもそのうちの四名はうちの学校の生徒だというのだから、驚きである。由ゆ衣いからその噂話を聞いたときは、単なる自殺事件に悪趣味な連中が後付けでそんな噂をでっち上げ、触れ回っているだけなのだと思っていたのだが、どうやらそうと断言することもできなくなってきた。


    　まさか自殺した全員が、その噂を信じて死んだというのは考えすぎだろうが、しかし……。


    『……周囲を見渡してみてください。そこには君たちの友人や、君たちを大切に思う大人が必ずいるはずです。安易に死を選んでしまうその前に、まずはその頼れる人々に相談を……』


    　盗み聞いた噂によると、写真の女子は生前、問題の噂を信じ込み、その内容を周囲に触れ回っていたらしい。そしてなんの躊躇ためらいも見せずに突然その首を吊つったというのだ。


    　つまり、彼女は本気でその魔法とやらを発動させるために、自ら死を選んだということか。それにより彼女が時間を巻き戻せたのかどうかは知らないが、彼女の死体はきちんとまだこの世界にあるし、彼女たちの死は一応、事実として残り、こうして暑い中、集会まで開かれている。


    『……くれぐれも、自分の命を大切に。君たちがいなくなることで、悲しむ人々がいることを決して忘れないでもらいたい。私に言えることは、ただ、それだけです』


    　その言葉を最後に、全校集会は終了する。


    　号令に従い頭を下げる生徒からは、長話と蒸し地獄から解放される安あん堵どの溜ため息いきが漏れていた。


    　死んだ女子生徒について考える者は、少なくとも僕の周りには一人もいない。


    



    　　　　　２


    



    　体育館出口。自分の教室へと戻っていく生徒の流れに乗りながら、僕は先週から続く妙な引っ掛かりについて考えていた。


    　由ゆ衣いから教えてもらったその噂うわさ。これほどまでに広がり、しかもその内容を信じて実行する人間まで出てくるというのは確かに恐ろしい話だし、現代に蔓延はびこる精神の病理を垣間見たような気分にさせられたが、でもそれだけだ。


    　そんな戯ざれ言ごと、信じた奴が馬鹿なだけだし僕にはなんの関係もない。ないはずなのだが……、その噂話の内容、ヘンテコな名前を持ったその魔法の話が妙に気にかかる。なんだろう、由衣からその話を聞くそのずっと前から、そのヘンテコな魔法について知っていたような、そんな感覚。


    　高いところから落ちて死んだ女性。高いところから落ちて消えた僕の記憶。


    　僕が引き起こしたという夏休み前の転落事件。あれは単に僕が足を滑らせただけ、不幸な事故でしかないはずである。だがもし、そうじゃなかったとしたら？　もし、記憶を失う前の僕が問題の噂を耳にし、そして、それを実行しようとしていたのだとしたら……、


    「……んなわきゃないか」


    「なんのワケがないんだ？」


    「うわっ!?」突然、聞き返されて僕は思わず立ち止まった。慌あわてて顔を上げると、そこには白衣を羽織った赤あか樫がし先生の姿。訝いぶかしげな表情でこちらを覗のぞき込んでいる。「な、なんで先生が？」


    「なんでって……、俺にはむしろ、なんでお前がここにいるのかが疑問だが」


    　そう言って自分の背後を指差す先生。そこには保健室と書かれたプレートが。あれ、おかしい。体育館から教室までの順路に保健室なんてなかったはず。僕はそう思って振り返り、そして気付く。思考に没頭していたせいか、いつの間にか僕は列からはぐれ、一人で廊下を歩いていたらしかった。


    「うあ……」


    　他人のことを馬鹿だ阿あ呆ほうだと断じていたわりには、僕も相当なドジらしい。


    「くく……、やっぱそういうところは変わらないのな」僕の間抜け顔から状況を察したらしい先生が含み笑いを堪こらえている。「何をそんなに悩んでたんだ？　言ってみ、言ってみ？」


    「あ、いや……」なんとなく心の中を見透かされそうな感覚に、慌てて首を振る僕。「自殺したうちの生徒について、少し……」


    　そんな僕の台詞せりふを聞き、彼は意外そうにこっちを見る。


    「ん？　お前、彼女と知り合いだったっけ？」


    「いや、そういうわけじゃないんですけど……って、先生はあの人のこと、知ってたんですか？」


    「ま、そりゃな」彼は当然と言わんばかりに頷うなずき、「っていうかお前、俺を誰だと思ってるんだ？」


    「あ、そっか……」


    　彼は保健室の先生兼、スクールカウンセラー。自殺した女生徒のことを知っていてもなんら不思議じゃない。


    「あ、もしかして、彼女にカウンセリングとか……？」


    「いや、そうじゃない」僕の質問に、彼は少しだけ眉まゆを顰ひそめて答える。「ちょくちょく保健室の方にな。彼女、軽音部に所属しててさ。まだ素人だから指先のマメが潰つぶれることがよくあって、そのたびに手当てを受けに来てたんだ。俺も昔はバンド組んでたからさ、その関係でも話が合ってな。まぁ、お前は知らないだろうが、かつての俺は神の指を持つ男と崇あがめられ……」


    　得意げにそこまで言ってから僕の関心がないことに気付いたのか、彼は咳せき払ばらいして話を戻す。


    「……若じやつ干かん世間知らずだが、明るくて元気な奴だった。決して、あんな選択をする奴じゃないはずだった」すっと表情を消し、小さくそう呟つぶやく先生。彼の奥歯が嚙かみ締められ、微かすかに軋きしむ音がする。「それだけじゃない……、他の三人も、いや、もっと……」


    　恐らく初めて見るであろう彼の険しい様子。スクールカウンセラーも兼任している立場としては、何か思うところでもあるのだろうが。その口調からすると、どうやら問題の噂うわさのことも、そして、あの自殺した少女が噂の信しん奉ぼう者しやであったことも知らないようだが。


    　生徒間でのみ蔓まん延えんする噂話、教師たちにはまだ伝染していないらしい。だが、口コミだけじゃ、ここまで大々的、かつ限定的に広がったりはしない。何か特殊な媒体があるということか。


    「あ、いや、悪い。つい愚ぐ痴ちっちまった」黙り込む僕に気付いたのか、彼はぱっと表情を和やわらげ笑う。「……そういやお前、聞いたぞ？　なかなか上う手まくやってるらしいじゃないか。えぇ？」


    「へ？」


    　突然切り替わる話題。なんの話かと訝いぶかしむ僕に、彼は少しだけ口元を吊つり上げて続けた。


    「とぼけんなって、お前のクラスの奴らから聞いたんだからな？　お前、新学期になってから急に人付き合いがよくなって、とっつきやすくなったって」


    「えぇっ!?」


    「照れんな、このっ」僕の肩に腕を回し、顔を近づける赤あか樫がし先生。「雰囲気が和らいで、親しみやすいって女子からも評判だぞ。おい、どうするよ色男」


    「ちょ、ちょっと……」うりうりと押し付けてくる彼の手を逃れ、僕は慌あわてて距離を取る。これ以上からかわれる前にと、咄とつ嗟さの判断で撤退を選択。「じゃ、じゃあ教室に戻らなきゃいけないので、これで……」


    「おぅ、いつでも遊びに来いよ。おっと、授業中以外でな！」


    　そんな声を背に受けて、もと来た道を戻る僕。すぐにはぐれていた列を見つけ、担任教師にばれないよう合流する。


    「お、榊さかき。お前、どこ行ってたんだ？　トイレ？」


    「違う違う、つい余よ所そ見みしてたらはぐれてた」


    「おいおい、小学生じゃねーんだから」


    　すぐ前を歩く男子と軽い会話を交わし、笑いあう。意識せずに行えた自然な応おう酬しゆう。脳裏についさっき聞いたばかりの赤あか樫がし先生の台詞せりふが蘇よみがえり、思わず口元が緩みそうになった。


    　二学期が始まってから一週間。


    　僕は着実に、この学園生活に慣れはじめていた。最初は緊張したクラスメイトとのコミュニケーションも思い切ってしまえば、どうということはない。今では席の近い男子と軽い冗談を言い合うことだってできる。それもこれも会話を行う際、「由ゆ衣いならどうするか」を意識して行った賜たま物ものだろうか。順調すぎて、怖いくらいである。


    　記憶喪失の話も最初は周囲を驚かせていたが、元々喪失以前の交流がなかったためか、これといった障害にはならなかった。むしろ、これまでの溝を上う手まい具合にリセットしてくれる、いいきっかけとして働いてくれているような気さえする。


    　問題の記憶は未いまだ戻る気配すらなかったが、いろいろと混乱し、なんだかフワフワして地に足の着かない感じだった一週間前に比べると、ずいぶん落ち着いてきたのを感じる。長い昏こん睡すいで寝ね惚ぼけていた脳のう味み噌そがようやく元の状態に覚かく醒せいしていく、そんな感覚。もう僕は貴たか苗なえ学園中等部三年の榊潔きよ人とに完かん璧ぺきに適応しつつある、そんな確信すら持てていた。


    　なんだか、もう別に記憶なんて戻らなくてもいいんじゃないかな。そんなふざけた思考が頭の隅っこを微かすかによぎる。その危険な安あん堵ど感かんに慌あわてて首を振る僕。


    　そんなことより、問題はこの後だ。二階への階段を上りながら僕は思考を切り替える。


    　合同集会に三限四限を使ったのでこの後すぐに昼休み。今日は弁当を用意していないので、食堂に行くか購買でパンを買わなければいけない。どちらも昼休み開始時は激戦地だし、ピークを過ぎたら目ぼしい商品は全て売り切れてしまうだろう。教室に戻って財布を取るなりダッシュで行かないと美お味いしいものは食べられない。食べ盛りな学生にとって、昼食とは戦争なのだ。


    　そんなことを考えながら、自教室から食堂までの最短ルートを考察してみる僕。


    　その時だった。


    　バチン、というゴムの弾けるような音と共に突然、背中に激痛が走り、反射的に僕は飛び上がる。咄とつ嗟さの出来事に対応しきれぬ僕の身体。次に気が付いたとき、僕は背後からシャツを摑つかまれ、後ろへと引き倒されていた。


    　ふわりと宙に浮く感覚、直後に尻しりから治りたての身体へと激痛が駆け抜ける。


    「～～っ痛ぇ!?」


    　我慢しきれず悲鳴が漏れた。あまりの痛みから床の上を悶もだえまわる、と同時に僕は恐ろしい可能性に思い当たり肝を冷やした。まだ二、三段しか階段を昇っていなかったからいいものの、もっと上へ昇っていた状態でひっくり返っていたら、ただではすまない。打ち所が悪ければ死ぬことだってありえるし、後ろの人間を巻き込んだ大事故になる恐れだってあった。


    「あ、危ないところだった……」


    　階段の下で尻しり餅もちをつきながらも、ふぅと胸を撫なでおろす僕。その姿を見下ろすように、段上から降りてきた誰かがぽつりと呟つぶやいた。


    「騒がしいよ、お前」


    　敵意あるその言葉に顔を上げる。そして僕は見た。目の前に立つ少し小柄な男子生徒、体格のわりにはワンサイズ大きい制服を纏まとう彼の、だぼついた右手の袖そでから電気髭ひげ剃そり機のような機械が覗のぞいているのを。すぐにそれが髭剃り機なんかではなく、スタンガンという立派な凶器であることに気付き、同時に先ほど背中に走った痛みと直後に自分のシャツを引っ張った犯人の正体に思い当たる。


    「お、お前が!?」


    「もちろん、その通り。だが、だからどうしたっていうのさ？」


    　僕の追及をしれっと認めた上に開き直るその男子。何を今更、まるでそう言いたげに肩を竦すくめ、冷笑してみせる。少しも隠そうとしないその害意に、僕は啞あ然ぜんとなってしまう。


    「な、なんで……？」


    「なんで、とは。また間抜けな質問だね。榊さかきセンパイ」


    「っ!?」


    　僕の名を呼び、嫌らしく口元を吊つり上げるその少年。だが、挑戦的に吊り上ったその目は全く笑っておらず、未いまだへたり込んだままの僕を見下すその瞳ひとみには憎悪としか言いようのない感


    情が確かに浮かんでいた。それを受け、ぞくりと粟あわ立だつ僕の肌。空転し、軋きしみを上げる脳。


    　だが、僕はその顔に少しの見覚えもない。ということは、つまり……。


    「君、は……？」


    　その言葉だけで、僕の意図は通じたようだった。それを聞いた少年は苛いら立だたしげに舌打ちし、鳥の巣みたいな癖くせのある髪を搔かき乱す。


    「本当に覚えていないのか。どこまでボクを苛立たせるつもりなんだろうな、お前は」


    　彼はその整えていれば女子と見分けがつかないであろう綺き麗れいな顔立ちをこれ以上ないほどの敵意で歪ゆがめ、吐き捨てるようにそう告げる。正直、なんでいきなり喧けん嘩か腰ごしなのかさっぱりなのだが。その台詞せりふから察するに、やはり彼は記憶を失う前の僕と浅からぬ関係があるようだった。


    　突然の理不尽に対して感じていた憤いきどおりが急速に萎しぼみ、代わりに発生した緊張で僕は息を呑のむ。


    「仕方がない。脳の足りないセンパイのために、自己紹介からやり直してやるよ」


    　彼はそう言うなり、立ち上がろうとしていた僕の腕を摑つかみ、続けた。


    「ボクの名前はトキワカスミ……」そう名乗り、ニタリと笑うその少年。「超能力研究会、副会長の常盤霞だ。以後、お見知りおきを。榊センパイ……？」
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    「まずは来なよ」


    　常盤ときわ霞かすみと名乗ったその男子生徒は摑つかんだままの僕の腕を引き、そう言った。予想以上の力強さで引っ張られ、僕は成すすべもなく彼に連行されてしまう。


    　昼休みが始まり人通りの増えはじめた廊下内を、恐らく下級生であろう自分より背の低い少年に引かれて歩く僕。周囲から集まる奇異の視線とその状況に、僕は戸惑いの声をあげる。


    「いったい、なんなんだよ。君は!?」


    　そんな僕に対し彼は歩調も拘こう束そくも緩めず、首だけこちらに向け、しれっと言った。


    「先ほど、名乗ったはずだが？　その鳥頭は、もう忘れてしまったらしい」


    「そうじゃない。僕が知りたいのは、なんのつもりかってことだよ！」


    「なんのつもり、って？」


    「とぼけるつもりか!?　さっきの階段でのあれ、君の仕し業わざなんだろう!?」


    「とぼける？　ボクに言わせれば、とぼけているのは間違いなくお前の方だが……。しかし、ボクが君にした所業の理由なら、すぐにわかる。目的地に着けばね」


    「目的地？　目的地って、僕をどこに連れていくつもりなんだ？」


    　あれから僕たちは階段を下り、中等部の校舎から抜け出して、校舎裏の林の中を歩いていた。どんどんと人けのない場所へ連れていかれる感覚に、心の中で焦りと恐怖が入り混じる。


    「どこにって？」そんな僕の様子が可お笑かしかったのか、霞はクスリと笑ってふいに足を止めた。こちらに振り返って、僕の顔をじっと見つめる。「……ここさ」


    「ここ？」


    　その言葉に視線を上げる僕。そこには、古ぼけた木造の建築物がひっそりと建っていた。まだ日中のはずなのに、どこか薄暗い印象を持つ陰気な建物。


    「文科系部室棟さ。知らないとは言わせないよ？」


    「そんなこと言われても……」この一週間で学園内の施設は大体把握していたつもりだったのだが、こんな場所にこんな薄気味悪い建物があるなんて気付かなかった。「文科系部室棟？」


    　そんな僕の反応に、何な故ぜか霞は苛いら立だたしげに舌打ちする。


    「……まだ、駄目か。なら、中だ」


    　そう言うなり、僕の腕を引いてその建物の中へと入っていく霞。歩くたびに大きく軋きしみ、危うく踏み抜きそうになる廊下を平然と進み、薄暗い階段をどんどん上り、二階の廊下、その一番奥の突き当たりまで突き進む。そして彼は、ある扉の前で立ち止まった。


    「ここは……」


    　その扉には、「超能力研究会」と記された看板が掛けられていた。聞き覚えのある単語、すぐに先ほど霞が名乗った所属団体であると思い出す。「超能力研究会、副会長」……そういえば「副会長」の部分を嫌に強調して名乗っていた霞かすみ。そして連れて来られたその部室。


    　いったい、なんのつもりなのか。霞は目的地に着けばわかると言っていたが。少し困惑しながらも霞の方を窺うかがうと、彼は険しい表情で首だけ動かし、中に入るよう促うながしている。


    「いいの？」


    　そんな僕の問いかけに返事せず、じっとこちらを見つめるだけの常盤ときわ霞。本当になんのつもりなんだろう、こいつ……そんなことを考えながら、僕はドアノブに手をかける。


    　直後、周囲の温度が二度ほど下がったような感覚に背筋が震えた。


    　ぎぃと大きな軋きしみをあげ、扉がゆっくりと開かれる。


    　その先には異様な光景が待っていた。


    　分厚いカーテンがしっかり閉じられたその室内は全体的に薄暗く、そして無性に埃ほこりっぽい。そんな居心地の悪そうな部屋の壁には威圧的でもある虫や動物の模型、標本の数々。戸棚には化学の実験で使いそうなビーカーやフラスコが立ち並び、その横には恐らくレプリカであろう人間の頭ず蓋がい骨こつが無造作に転がっている。本棚の中も、古めかしくも怪しげな革表紙の本で一杯。


    　マッドサイエンティストかオカルティストの書斎みたい。それが僕の感じた、その部屋の第一印象だった。そんな異界とも呼べそうな空間に啞あ然ぜんとなっていると突然、部屋の隅に置かれていたテーブル、その上のスタンドが点灯し、そこにいた人物の姿を照らし出す。


    「……ッ!?」


    　あまりの驚きよう愕がくで言葉を失う。誰もいないと思われていたその室内に最初からいたその女性は、どこかで見たことのあるような人だった。記憶に検索をかけようとして、すぐに思い出す。


    　顔の左半分に巻かれた包帯と、その隙すき間まから覗のぞく美び貌ぼう。そう、彼女は一週間前、僕に職員室の場所を教えてくれた、あの幽霊みたいな女子生徒だ。


    　鏡越しでもなく、ガラス越しでもない。直接交わされる両者の視線。


    　何な故ぜ、彼女がこの部屋に？　僕がそんな疑問を感じながらその右目と目を合わせた刹せつ那な、突然脳内で何かのスイッチが切り替わった。頭の中で彼女と何か別の情報とが唐突に連結される。


    　瞬間。


    　ぞくりと、全身が総毛立った。僕の心を震わせる何か、言葉にできぬ強烈な衝動。


    　怖いような、懐かしいような、泣きたいような、苦しいような、さまざまな感情が入り乱れ、混ざり合う。制御の外れた感情だけが先走り、思考が完全に置いていかれる、そんな感覚。


    「あ」口を開いてもなかなか声が出ず、その一言を発するのに苦労した。「貴女あなたは……？」


    　喘あえぐようにそう聞く僕を見て、彼女は軽く息をつく。そして僕の背後へと視線を移し、そこに立つ霞に向けて問いかけた。


    「約束が違いますね？」


    「でもっ……！」囁ささやくようなその声に、敏感に反応する霞。すぐに反論しようとして思いとどまり、俯うつむく。「……ごめんなさい」


    　今までの高圧的かつ攻撃的な態度とは違い、素直に頭を下げている。そんな彼の急変にもしかし、驚いている余裕がない。僕は今、心の中に渦巻く「何か」を堪こらえるので精一杯だった。


    　なんでだ。前回、前々回と彼女に対面したときは何も感じなかったはずなのに。なんで今、この場所で彼女を見ると、こんなに心が苦しく、叫び出したい気持ちにさせられるんだ。


    「それで……」そんな僕を再び見つめ、聞いてくるその女性。「……貴方は？」


    「……っ、僕は……」何な故ぜか、その質問に強烈な違和感を覚える。心をよぎる寂しさ、悲しさ。しかしその理由もまた不明。「僕は、榊さかき潔きよ人と……です」


    　それを聞いた彼女は、座っていた椅い子すからゆっくりと立ち上がり、こちらへと向き直る。


    「初めまして、榊さん」


    　その右目に虚うつろな光を湛たたえたまま、微笑ほほえむ彼女。


    



    「私の名前は、常盤ときわ夢ゆめ乃の。この超能力研究会の会長です」


    



    　……あぁ、やっぱり。そんな感想が、心の隙すき間まからぽろりとこぼれた。


    「それで、榊さん……でしたか」


    　そうじゃなければ、よかったのに。自分自身でも把握のできない、噓うそ偽りない僕の本心。


    「我が超能力研究会に、どのようなご用件でしょう？」


    　そう聞いてくる彼女の微笑に、僕は何も答えることができない。
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    　午後の授業が終わり、学園内は放課後へと移行する。部活やサークルへと向かう生徒たちや友人と誘い合わせて街に遊びに出る生徒たち、それぞれがそれぞれの目的のために行動を起こしている中、僕は貴たか苗なえ学園の無駄に立派な門を一人でとぼとぼと潜くぐっていた。


    　夏が終わりかけているからか、日没が随分と早い。既に真っ赤に染まった夕焼け空の下、人通りの少ない通学路に僕と同じ、撫なで肩猫背の長い影が伸びていた。


    　顔を上げると、ここからでも仙せん岳がく駅前にある時計塔の文字盤がよく見える。夏休み前に僕が誤って転落した問題の建築物。仙岳駅六十周年記念だとかで最近、駅前に再建された仙岳駅旧駅舎、その上に聳そびえ立つ長い時計塔。キャッチコピーは「仙岳町の帰ってきたランドマーク」。


    　いささか場違いに聳え立つ塔から目を逸そらしながら、僕はざわめく心を必死で抑える。


    　思い返すのは、昼休みにあったあの出来事。あれから、あの常盤夢乃と名乗った女性の質問に返答することができなかった僕は、何故か突然黙り込んでしまった常盤霞かすみを残して、そそくさとその場から逃げ出していた。結局あの霞が何をしたかったのか、という疑問はわからずじまい。だが、どうやら彼は僕とあの夢乃という包帯の彼女とを鉢合わせさせて何かをしたかったらしい。結局、実際にその何かが実行されることはなかったのだが、しかし……。


    　あの、心の奥より湧わき出るような謎なぞの衝動。ちょうど一週間前、喫茶店の前で自殺した女子高生の死体を直視したときに感じたのと、似た恐怖が僕の中で疼うずいている。


    　それに、あの霞かすみという少年が僕に対して取った態度。あれはどう見ても僕のことを以前から知っていた風だった。あの少年と包帯の彼女と僕は、以前より知り合いだったということか？　いやしかし、あの夢ゆめ乃のという女性は僕と初対面のような話し方だったし。いや、初対面じゃない、以前にも二度ほど顔を合わせたことがあるはずだが……。


    　あれからクラスメイトに聞いて知ったのだが、彼らは校内では有名な二人組らしかった。


    　容よう姿し端たん麗れい成績優秀ながらも、言動がいちいち怪しく周囲から敬遠されているという常盤ときわ夢乃。その妖よう艶えんな雰囲気と対たい峙じする人間の考えをことごとく言い当てる様から、ついた渾あだ名なが「千里眼」。そして、その従弟いとこである常盤霞は、全ての壁や天井に目と耳を持っているのではないかと言われるほどの情報通で、生徒全員のありとあらゆる秘密を握り、教師ですらも頭が上がらないという危険人物らしい。


    　そんな奴らがつるんでいるのが、「超能力研究会」。何をしているのかは分からないが、名前からして、めちゃくちゃヤバげな集団であることは間違いない。何人かの生徒から聞きだした噂うわさを要約すると、だいたいそんな感じであった。


    　そのヤバげな集団にはあと一人メンバーがいるらしいとか、いたけど地味だから記憶に残らなかったとか、そいつは怪しげな実験に巻き込まれて消息不明になったらしいとか、噂に差異はあるけれど、そんなことは関係ない。


    　問題は、そんな集団に僕が目をつけられているということなのだ。


    　なんで霞は僕にあれほどの敵意を見せるのか？　あの夢乃という女性がしていた包帯のわけは？　僕はいったい、彼らについて何を忘れているというのだろうか？


    　考えれば考えるほど疑問が増えていく。だんだんゴチャゴチャと絡まりはじめた思考回路に僕が軽く眩暈めまいを覚えていると、ふいに見覚えのある姿が眼前を横切った。


    「双ふた葉ば？」


    　僕に呼び止められ、驚いて振り返るその少女。短めにまとめられたツインテールが、ぴょこんと動く。やはり、彼女は梓あずさ由ゆ衣いの妹で現在小学四年生の梓双葉だった。


    　彼女はただでさえぱっちりと開いた目を更に見開き、挨あい拶さつしてくる。


    「キョート兄？　久しぶりだね」


    「うん、久しぶり」彼女には僕が入院していた間に、何度か見舞いに来てもらったことがあったが、退院してから会うのはこれが初めてだった。偶然の再会に何気なく挨拶を返そうとして、気付く。「……って、あれ？　なんで双葉がこんなところに？」


    　ここは貴たか苗なえ学園前の通学路、まだ小学生の彼女がこんな場所に来る理由はない。そんな僕の素朴な疑問に、双葉はぎこちない笑みで応答した。


    「えー……っと、なんていうか……、学校見学？」


    「学校見学って、双ふた葉ば。貴たか苗なえ学園に受験するんだ？」


    「ま、まぁね」不自然に視線を逸そらし、そう答える双葉。「ここ中高一貫だし、小四と中三ならギリギリで一年あるから……」


    「……？」彼女が何を言っているのかわからず首を捻ひねった僕は、ふいにそれとは別にあることを思いつく。「……そうだ。ちょっと今日、お前ん家に遊びに行ってもいい？」


    



    　梓あずさ家のある住宅街へと向かうバスの中、隣り合わせに座る僕と双葉。夕焼けが差し込み、赤く染まった車内。ここにまで届いてくる蜩ひぐらしの鳴き声を聞きながら、僕は思考を回転させる。


    　僕が知らない、僕の忘れてしまった「何か」。やはりもう一度、それと向き合ってみなければならないような、そんな気がする。そして思い起こされる一週間前の由ゆ衣いとの会話、あの時、確かに僕の記憶に関しての「何か」を隠していた彼女。


    　もう一度、由衣に話を聞いてみよう。そうすれば、噂うわさの二人組のことについても、わかることがあるかもしれない。上う手まくいけば、それで失っていた記憶も全部……、


    「……ねぇ、キョート兄。記憶喪失って、どんな感じ？」そんな僕の思考を読み取ったかのように、突然双葉がそう聞いてきた。僕の方を見ず、窓の外に流れる風景を眺めながら続ける彼女。「私のことやお姉ちゃんのことは、ちゃんと覚えてるんでしょ？」


    「うん、まぁ。……それも二年ちょい前まで、なんだけど」


    「ふーん」双葉はそう呟つぶやいて、「あのさ、やっぱり記憶ないと、不安だったり怖かったりするのかな？」


    「うーん……そうだね、そういうのも確かにあるけど」


    「けど？」


    　こちらに振り向いて聞いてくる彼女の、オレンジ色に照らされる大きな瞳ひとみ。僕の記憶にある天てん真しん爛らん漫まんな彼女とは様子の違うその口調に少し戸惑いながら、僕は言葉の続きを考える。


    　脳裏によぎるのは由衣が見せた偽物の笑顔、常盤ときわ霞かすみの激しい憤いきどおり、常盤夢ゆめ乃のの透明な微笑。


    「それ以上に、本当は忘れちゃいけなかった大切な何かまで思い出せないのは悔しい、かな」


    「へー」その返答に彼女は興味深げな様子で頷うなずく。「でもさ。その代わりに、苦しかったことや辛かったことも、全部忘れられるんでしょ？　そのプラスマイナスを計算してみたら？」


    「それは……」僕は考えてもみなかったその点に思考を巡らせてから、「って、結局、何も思い出せないんだから、プラスかマイナスかなんてわからないよ」


    「ま、そりゃ、そっか。そうだよね……」


    　再び僕から視線を逸そらし、窓の外へと顔を向ける双葉。


    　……？　どこか、様子がおかしい。


    「あれ、そういえば」その姿を眺めていて気が付いた。「その服、どうしたの？」


    「あぁ、これ？」いつもアクティブな格好をしていたはずの双ふた葉ばはそう言うと、上下黒で揃そろえられた大人しめな洋服を見下ろして、その表情に陰を落とす。「……今日、お別れ会だったから」


    「お別れ会？」誰かが転校でもしたのか、最初はそう思って服装と関連付けられず首を捻ひねる僕。だがすぐに事情を察し、声を呑のむ。黒い服、お別れ、その二つが指し示す答え。「……そっか」


    「…………うん、同じクラスの子で、一昨日までは普通に元気だったんだけどね」


    　その言葉で、今日の双葉がなんとなく元気がなく見える理由がようやくわかった。なんと言葉をかけたらいいかわからず、僕はただ彼女の横顔を見つめることしかできないでいる。


    「……あいつ。突然、教室から飛び降りてさ」


    「え？」その追加情報に、思わず驚きの声をあげていた。「……それって!?」


    　すぐに浮かび上がる一つの情報と、とある予感。


    　この街の小中高、全ての学校に浸透した都市伝説、「クイックセーブ＆ロード」の噂うわさ。


    　先週から数えて新たに死亡した三人の自殺者。一人は今日全校集会で取り上げられたあの女子生徒、もう一人は聞くところによるとこの街に住む予備校生らしい。あと一人、クラスメイトから聞いた噂話ではその一人の情報は伏せられていて未いまだ定かではないとのことだったが、


    「まさか……、その子って、もしかして妙な噂を……」


    「あれ、キョート兄も知ってたんだ。クイックセーブ＆ロード」


    「な……」恐る恐る尋ねた僕の質問を、意外そうな声と共にあっさり肯こう定ていする双葉。彼女の口から聞かされたその単語に、言いようのない恐怖感が発生する。「あぁ、うん……」


    「うん、クラスでもよくその話をしてた。どんなに勉強してなくても、あれを使えば簡単に百点を取れるんだって、そんなことばっかり言ってたよ。次にやる塾のテストでいい点取って、今度こそ上のクラスに上がってみせるから、見てろって」


    「……っ」


    　悪い予感が的中し、絶句する僕。喫茶店前の死体や今日の全校集会から、本当に噂を信じてしまう人間もいるってことはなんとなくわかっていたつもりだったが、どうやらまだ理解が足りなかったらしい。まさか、まだ何も知らない小学生もがその噂を信じ込み、それどころか実際に実行までしてしまうなんて。そんな馬鹿なことが、現実にありえるなんて。


    　テストで百点!?　よもや、そんなくだらないことで命を投げ出すなんてことは……。


    「ねぇ、キョート兄はクイックセーブ＆ロードのこと、どう思う？」


    「……予想以上に広く、そして深いところまで浸透してるみたいだね。正直、びっくりしてる」


    　本当にそうだ。どうして、あんな馬鹿げた噂話ひとつで実際に命を投げ出す輩やからが現れるのか、理解に苦しむ。


    　自分に有益な未来のために、自殺して現在を切り捨てる。


    　やっていることは限りなく後ろ向きなのに、その目的と意図が前向きだから、ポジティブな思考で実行しやすいということなのだろうか。それとも、ただ現実が辛つらいからと逃避のためだけに自殺をするよりかは、生産的で有意義な行動に思えるからか。まぁ、実際は普通の自殺となんの違いもない無駄死になわけなのだけど……。この噂うわさがネガティブに自殺を思い悩む人間をポジティブに自殺する人間へと変えている可能性は否いなめない。


    「……いや、そうじゃなくてさ」双ふた葉ばはそう言うと、僕の方へと向き直り言葉を連ねる。「その内容の方……クイックセーブ＆ロードっていう魔法について、どう思う？」


    「どう思うって、そりゃ……」僕はそう言いかけて気付く、こちらをまっすぐ見つめてくる双葉の瞳ひとみ。そこに宿る、期待の色。「……馬鹿らしいと思うよ。絶対にありえない。死ねば時間を過去へ巻き戻せる？　人生がそんなゲームみたいに簡単に運べば、誰も苦労しないって」


    「……そっか。ま、そうだよね」双葉は、そんな僕の回答に意味深に眉まゆを顰ひそめ、「……確かに、ちょっと考えれば誰だってそう思うよね」


    「双葉、お前……」


    「え？　……あ、いや、違う違う」真剣な僕の表情から何を読み取ったのか、双葉は苦笑でその考えを否定する。「安心して、私はそうほいほい試したりなんてしないから」


    　運転手が次の停留所をアナウンスし、けたたましいブザー音がそれに重なった。ゆっくりと速度を落としていく乗車バス。次は仙せん岳がく一丁目、梓あずさ家の最寄りの停留所だ。


    「確かに、やり直せるならやり直したいけどさ」バスが完全に停車するのを確認し、立ち上がりながら彼女は首を横に振る。「……今更、そんな魔法が使えたって無駄なんだよ」


    「双葉……？」


    「クイックセーブ＆ロードじゃ、もう足りないんだ」


    「……？　それって、どういう……」


    　夕日による逆光で、今、彼女がどんな表情をしているかわからない。でも、


    「そっか、キョート兄。忘れちゃったんだもんね」


    　寂しげにそう呟つぶやく彼女が、いつものように笑っていないことだけは確かだった。


    「去年、うちに……、私たちに何があったのか」
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    「そう、双葉がそんなことを……」


    　梓家前にある長い坂道を下りながら由ゆ衣いは、沈んだ声でそう呟いた。


    　あれから梓家を訪ねた僕は、成り行きで由衣や双葉と他愛もない長話をすることになり、なんだかんだと長居するうちに夕飯までご馳走になってしまった。


    　今はその帰り道、由衣に駅前まで見送ってもらっている最中だ。


    　あれから双ふた葉ばはいつもの調子に戻っていたが、しかし、笑顔の奥に潜む不吉な予感は拭ぬぐえなかった。思い起こされるのは、先ほど双葉に聞かされた一連の話、僕が失った記憶の一部。


    　それは、幸せだったはずの梓あずさ家に起きた、一つの悲劇だった。


    　由ゆ衣いたちの父親、梓和かず夫おの事故死と、新しい父親、誠せい一いち氏の登場。


    　それによる家族間の不和。


    　去年の十二月にこの街に出現した連続猟奇殺人犯、『眼球抉えぐり』。


    　十三人の被害者と、抉られた彼女たちの眼球。


    　その犯人であり、由衣や双葉の母親である梓玲れい子この暴走。


    　拘こう束そくされ、眼球を抉られそうになった双葉。双葉を人質にその犯行の協力をさせられた由衣。


    　そして事件の終しゆう焉えん。眼球抉りの逮捕。歪ゆがんだまま戻らなかった梓家の日常。


    　暗い夜道の途中、その話の真偽を問いただした僕を、由衣は頷うなずくことで肯こう定ていした。


    「本当に、そんなことが……」


    　足を止め、ガードレールに腰掛けながら、僕は思わずそう呟つぶやいてしまう。


    　でもこれで以前、彼女が僕たちが再会した時の話をしたがらなかった理由がなんとなくわかってきた。聞くところによると、僕たちが再会したのが去年の十二月。そして、その『眼球抉り事件』が起きたのも同じく十二月。多分、その『眼球抉り事件』こそが、卒業以来関わりのなかった僕と由衣を再会させたのだ。確信に似たその推測、そして同時に起こる後悔。


    「ごめん、突然こんな話……」


    「別に、いいよ。もう終わったことだしね」


    　そう謝る僕に対し、由衣は全く気にしていないふうに柔らかく微笑ほほえんで見せる。


    　歪んで壊れて、もう恐らく一生もとに戻らない由衣の家族。その過程で今、目の前で笑う彼女がその崩壊を防ぐためどれだけ尽力したか、どれほどの苦しみに耐え、精神をすり減らして日々を過ごしてきたのか。そして、全てが終わってしまった後、どれほどの気力でこうして笑えるまでに回復したのか。僕にはただ、想像することしかできない。


    　心の中に生まれたのは、過去の自分に対する悔かい恨こんだった。小さい頃から本当に世話になってきた彼女がそこまで苦しんでいたのに、過去の自分はいったい何をやっていたんだ？


    　そんな思いが、僕に次の言葉を言わせている。それは今日、僕が梓家を訪れたそもそもの目的であり、今感じる苦しみの根源だった。


    「……あのさ。今日、以前の僕のことを知っているらしい人たちに会ったんだ」


    　そう言い終わると共に、すぅっと冷たい血が脳を巡っていく感覚。


    「超能力研究会とかなんとかいう胡う散さん臭くさいサークルに所属している男女二人でさ、女の人の方は僕とは初対面だって言うんだけど、男の方は絶対僕のことを知っていて、それで僕が記憶喪失になったことに対して、すごく怒ってた」僕はそこまで一気に捲まくしたて、立ち上がる。「多分、僕とあの人たちの間に何かがあったんだ。でも、どうしても、思い出せない」


    「へ、へぇ……、そうなんだ？」


    　その言葉に、由ゆ衣いは若じやつ干かん表情を強こわ張ばらせる。僕の目は、何な故ぜかそれを敏感に見抜き、悟った。


    「……もしかして、由衣。あの研究会の人たちについて、何か知ってるんじゃない？」


    「え？」


    「それだけじゃない。まだ他にも僕が忘れていることについても、何か……」


    「いや、だからさ。ご期待に添えなくて申し訳ないんだけど、去年まであんま会ったりしてなかったから、私は……」


    　あくまでそうとぼけてみせる由衣。そして何故か、僕には彼女がとぼけていると確信できている。


    「本当に？」


    　無意識のうちに手が伸び、由衣の両肩を摑つかんでいた。


    「き、キョート？」


    「本当に、何も知らないの？　僕が知りたい、僕について」


    「え、えっと……？」


    　僕がした突然の行動に驚き、混乱している様子の由衣。だが、彼女は噓うそをついていた。


    　僕の目が、いつの間にか彼女の首筋とその眼球の動きを注視していたから、わかってしまった。意図せず勝手に回転する思考回路。それらが、由衣の頸けい動どう脈みやくが通常より強く脈打っていることや、彼女の視線がこちらから見て左上に逸それていくことを確認し、それが人が噓をつく時にする際の動作であることを理解している。


    「キョートが知りたいキョートについてって、言われてもなぁ……。休みの日とかに時々会うキョートは、特に前とあんま変わってなかったし。別にコレといってあげるようなことも……」


    　そして更に僕は察知する。今、なにげない様子で髪先を弄いじっている由衣の仕し草ぐさは現在、彼女が僕の応答に一定以上のストレスを感じていることを意味し、同時にこのような状況での直前にした質問の反復は、追い詰められた人間が無意識に偽の答えを考えるための時間稼ぎをしようとする表われであるということを。つまり、その直後の発言は高確率で噓八百。


    　やはり、彼女は隠しているのだ。僕の記憶について、何かを。


    「頼むよ、由衣」


    「……あんた、まさか。私が噓をついてるって思ってるわけ？」


    「うん」


    　かけられた嫌疑に眉まゆを寄せ、こちらを睨にらむ由衣だったが、僕があまりにもはっきりと断言したからか、その表情は狼ろう狽ばいへと変化した。


    「……な、なんで、そんなはっきりと言い切れるの？」


    「それは……」


    　頸けい動どう脈みやくによる脈動、視線の動き、台詞せりふの選択、細かい仕草、それら幾つもの要素について言及しようとして、やめる。ふっと脳裏をよぎる何者かの微笑、そしてその微かすかな口の動き。


    「それは、由ゆ衣いがそういう顔をしていたから……」


    　言い終わってから、異常に気付いた。


    　なんだ？　今の言葉、それにそれ以前に自分がした思考パターンと、噓うそを見抜くやり方。まるで僕じゃなく、何か別の意識に乗り移られ操られたかのような、そんな感覚。


    　突然、自分の身に起きたその異変に戸惑う僕。しかし、由衣はそんな僕の姿に苦笑する。


    「……まるで、誰かさんみたい」


    　そう言って、どこか寂しそうに目を伏せる由衣。彼女は密かに張っていた緊張の糸を緩めるように表情を崩し、それと共に僕の推理を認めた。


    「……そうだよね。ずっとごまかしてても、しょうがないもんね」


    「……！」


    　その言葉に、僕は摑つかんでいた彼女の肩を離す。僕から距離を取って顔を伏せる由衣。噓をついている様子はなし、これから話すことが噓偽りのない彼女の本心であることを意味している。


    「本当はね、記憶なんて戻んなくてもいいんじゃないかって、そう思ってた」


    　街灯の明かりの下、由衣はそう呟つぶやいて、ぎゅっと自分の身体を抱きしめた。


    「全て思い出したら、キョートは私の前からいなくなるかもしれない。あんたの記憶喪失は、焦って早まっちゃった私に神様がくれた、セカンドチャンスなのかもって」


    「由衣……？」


    「もし記憶を取り戻したら、もう二度とあんな関係には戻れない。もしかしたら私を置いてあの人のところへ行っちゃうかもしれない。でも今のままでいたならば、そうならずにまた、もう一度やり直すことができるのかもしれない……」


    　由衣がなんのことを言っているのか、僕には全然わからない。しかし、口を挟むことはできなかった。彼女の瞳ひとみにうっすら浮かんだ涙の膜に、僕は気付いてしまっている。


    「私、最低だね……。そんなズルしたって、意味なんてないのにさ」


    「…………」


    「それに、すごくわがままだ。記憶なんて戻らなくていいって言いながら、あの日の出来事を、あの時の私を、なかったことにしてほしくないとも思ってる。……だって、あの時のあの感情は、確かに本気で、本物だったから」


    「あの日、あの時……？」


    「ごめん。もう決めたよ、キョート」由衣はそう言って、その透き通った瞳で僕の目をまっすぐ見つめた。「私はあんたに選択してほしい。全てを思い出し、全てに気付き、全てをきちんと考えた上で、ちゃんとした結論を出してほしい」


    　ざぁっと、夜風が僕たちの間を通り抜けた。


    　遠くの方から聞こえてくる時計塔の鐘かねの音が、静かな夜に木こ霊だまする。


    「もう隠さない。私が知っている榊さかき潔きよ人とを、全部話すよ。だから……」


    　僕はゆっくりと瞼まぶたを閉じ、これから明かされる全てを受け入れる覚悟を決めた。


    「私のことを、思い出して」
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    ３章　リアクション
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    　また、あの夢だった。


    　自分が死ぬ夢。あらゆる場所、あらゆる時間、あらゆる手段で多種多様に死んでいく榊さかき潔きよ人とを眺める、そんな夢。


    　まるでルールでもあるように決まった順番、決まった場面で展開される死のビジョン。交通事故から始まって、転落死、失血死、中毒死と連続して殺されていく榊潔人。風呂場での感電、火事に呑のまれての焼死、珍しいところでは拳銃での自殺まで延々と提示され続ける榊潔人という人間の死に様ざま。冗談みたいなその映像も、妙にリアルで、鮮明で。


    　繰り返されるその生命停止は、たとえ実際の痛みを感じずとも僕の精神を確実に蝕むしばんでいく。


    　これは夢だ。放っておけばじきに目覚める。これで何度目だと思っているんだ。毎回毎回、同じものを見せられて怖がるなんて、どうかしてる。そうわかっていながらも、今度こそ目覚めることができないのではないか、現実に帰れないのではないか、そんな不安が僕を苛さいなむ。


    　やめてくれ。終わってくれ。目覚めてくれ。そう叫びたいのに、金縛りにあったように身体を動かせず、口を開くことすらままならなくて。


    　そしてその直後、ようやく僕は夢から覚めるのだ。かさぶたのように夢の世界に張り付いていた僕の自我が、唐突に引き剝はがされていくような、不快な感覚。


    　僕は汗だくになりながら、ベッドから跳ね起きる。


    「…………また、か」


    　暈ぼやけた視界に映る自分の右手。また今日も、自分の右手が虚こ空くうへと伸ばされていた。夢の中の自分は、この右手でいったい何を摑つかもうとしていたのか。そんなことを考えながら僕は所在なさげに突き出したままの右手を戻し、自分の髪を搔かき乱す。


    　ベッド脇わきの置き時計へと目を向け、今が午前八時であることを確認。慌あわてて制服に着替えようとしてすぐに、今日が土曜日であることを思い出した。


    　なんとなく寝なおす気になれず、ベッドの上から自室を見渡してみる僕。


    　最近、ようやく見慣れてきたその自室。小学生の時に使っていたアニメものの学習机は木製の立派なものへと買い換えられ、漫画と辞典しかなかった本棚の中はハードカバーの小説やら文庫やらで埋め尽くされている。壁にはポスターの類たぐいは貼はられておらず、ただ簡素なカレンダーが立てかけられているだけ。全体を見ても一部を見ても、特にこれといった特徴の感じられない、ごくごく平凡な中学生の部屋がそこにあった。


    　普通と違うところといえば、引き出しの中に入っていた通帳の異様に高い残高額と、鎖が千切れたのか、片側の輪しか残っていない手錠の玩がん具ぐくらいだろうか。昔の僕がどうやってこの金額を稼いだのか、そしてどういうつもりでこんな手錠を買って、何に使い、壊したのか。


    　また更に、過去の榊潔人像が得体の知れないものになっていく。


    　そう、相変わらず僕は、ここが自分の部屋だという自覚を持てないでいた。


    　結局、由ゆ衣いからたくさんの話を聞き出しておきながらも、僕の記憶は戻ってきてくれなかったのだ。それどころか、余計にワケがわからなくなってきたというのが正直なところである。


    　由衣が一息に話してくれた、僕の忘れている榊さかき潔きよ人とについての話。


    　去年の十二月、榊潔人が例の『眼球抉えぐり事件』にどう関わっていたのか。突然ヒーローの如ごとく現れた僕が暴走した梓あずさ玲れい子こと対決し双ふた葉ばや由衣の窮きゆう地ちを救ったという、俄にわかには信じられないその経緯。そして、そんな僕の隣にいた謎なぞの女性、常盤ときわ夢ゆめ乃のと、彼女と共に所属していた怪しげな集団、超能力研究会。最近ではその夢乃の従弟いとこである常盤霞かすみというメンバーを新たに加え、さまざまな事件の陰で暗躍していたという、そんな話。市民を脅おびやかす通り魔殺人事件を解決し、どこかの社長令嬢の誘ゆう拐かい事件に深く関わり、インチキ超能力者のトリックを次々暴いて回る、そんな怪人物。その男こそ何を隠そう、僕こと榊潔人……であるらしい。


    　噂うわさに聞いた地味で記憶に残らない研究会三人目のメンバーというのは、僕のことだったのだ。


    「……そんな漫画みたいな出来事に、僕が関わっていたっていうのか？」


    　普通に考えることができる人ならば一発でデタラメだと決め付けられるほど荒こう唐とう無む稽けいなその話。だが、「そんな馬鹿な」と一いつ蹴しゆうしてしまうには、それを話す際の由衣の目は真剣すぎた。同じ馬鹿話でも「クイックセーブ＆ロード」の噂とは、事情が違うのだ。


    　それに、僕が超能力研究会に所属し彼等と活動を共にしていたならば、昨日僕に絡んできた常盤霞や、超能力研究会の部室で対たい峙じした常盤夢乃、彼らの僕に対する態度やそこに感じた僕の違和感の正体にも一応の納得がいく。クラスメイトや先生たちが、僕はどの部活にも所属していないと言っていたのは、恐らくその研究会が正規のサークルじゃないか、以前の僕が入部届の提出をしていなかったからということで説明もつくだろう。


    　まぁそれだと、あの夢乃という人が僕と初対面だと言った理由がわからなくなるのだが。


    「どちらにせよ、記憶は戻らずじまい……」


    　やはり、医者に言われたように深く意識せず、自然に思い出すのを待つしかないということなのか。それにしても、もどかしい。せめて、以前の僕が日記の一つでも残してくれていれば。


    　ふと、そんなことを考え、本棚を端から端まで探してみたりするのだが、それは退院して初めてこの部屋に来た際、既にやったこと。新しい発見など望めるはずもない。


    「ちっ、やっぱ何もないか……。携帯の中身も全部消えてるし、もう他には……って」


    　いつの間にか自室を家捜しし、記憶の尻尾しつぽを摑つかもうとしていた自分に気付いて苦笑する。そんなことをやっても意味なんて多分ないのに……。そう思いながら勉強机の椅い子すに座ろうとして、その机の端に置かれている「それ」に気が付いた。


    「あ……、あぁっ!?」


    　素すっ頓とん狂きような声をあげ、そこに積み重なっていた課題プリントの束を退どけてみる。そこには分厚くて黒い板のようなものが当たり前のように横たわっていた。見覚えがある、間違いない。


    　これは僕が記憶を失う前、父の使っていたノートパソコン。そういえば、父親が今、新しい型のノートパソコンを使用していたことを思い出す。つまり、そのお古のパソコンを僕が譲ゆずり受けていたということか。


    「おいおい……！　これって、ひょっとしたら、ひょっとするんじゃ……!?」


    　震える手でそのノートパソコンを開き、起動ボタンを押してみる。ブゥンという低い音をたてて、起動を始めるその機械。カリカリという虫の暴れるような音と共に、ディスプレイに光が灯り、オペレーティングシステムが起動する。画面上にどんどんと連ねられていく文字数字。


    「来い、来い、来いよ……!!」


    　気付かぬうちに心のうちが口から漏れていた。


    　記憶を失う前の僕が使っていたパソコン。日記とまではいかないにしても、何か重大な手がかりが残されているかもしれない！　加速度的に高まっていく僕の期待。


    　ついにオペレーティングシステムの準備が終わり、黒一色だった画面が切り替わる。


    「来た……！」


    　思わず前のめりになり、僕はその画面を覗のぞき込んだ。


    「…………っ!!」


    　しかし、そんな僕の前に無情なるカタカナ五文字の単語が立ちはだかる。


    「パス……、ワード…………？」


    　意気込みすぎたためか、あまりの脱力感に床にへたり込んでしまった。


    　そうか、そりゃそうだよな。パスワードの一つや二つ、設定していても不思議じゃないよな。普通、忘れないものな、いつも使うパソコンのパスワードなんて。


    「僕の馬鹿！　余計なことをしてくれちゃって……!!」


    　髪を搔かきむしり、そう叫ぶ僕。とりあえず、手当たり次第に思いつく単語を入力してはみるのだが、一向にヒットする気配がない。くそ、根暗で用心深い僕のことだ、簡単な単語が答えってことはないらしい。だが、無作為だったり数字の混じったパスワードだったりすると、こっちはもうお手上げだ。まるで、自分で仕掛けた落とし穴に自分で落ちてしまったような、そんな感覚。これは本気でがっくりきた。


    「あぁ、くそ……、パソコンも駄目か……」


    　朝っぱらからぐったりした気分になりながら、起動したばかりのノートパソコンを閉じようと手を伸ばす。そんな時、ふと昨日した由ゆ衣いとの会話が脳裏に蘇よみがえった。


    　……待てよ？


    　確か、由衣から聞いた僕の知り合いの中に、こういう機械類にめっぽう強い天才少年が一人、いなかっただろうか？　もしかして、その人物ならこんなパスワードなんて、それこそ朝飯前で片付けてくれたりするのではないだろうか？


    　反射的に携帯電話へと手を伸ばし、そこには彼の番号が残されていないことを思い出す。だがすぐに機転を利かせ、僕はアドレス帳に記入された数少ない番号のうちの一つへと電話をかけていた。すぐに繋つながる相手との通話、僕は挨あい拶さつもそこそこにその人物にこう頼む。


    「常盤ときわ霞かすみの電話番号を教えてほしいんだけど……」


    



    　　　　　２


    



    「ねぇ、さっきの電話…………って、えええぇぇえ!?」


    　ノックもせず、いきなり僕の部屋へと入ってきた由ゆ衣いの第一声はそれだった。


    　まぁ、無理もないだろう。この状況を一目見ただけで理解できる人間なんて、恐らくこの世界には存在しない。それほどまでに異様な光景がここにあった。由衣が今どんな顔をしているかは見えないが、恐らくその頭の上にはこれまで見たことのないほどのクエスチョンマークが大量に浮かび上がっているはずだ。


    　そんでもってなんで由衣の顔を確認できないかというと、それは僕が現在、土下座をして額を床にこすり付けているからに外ほかならない。その上、後頭部を思いっきり足あし蹴げにされているせいで、顔を上げたくても上げられないのだ。


    「……おや、二人目のお客さんだよ。榊さかきセンパイ」


    　椅い子すに座り、楽しそうに含み笑いをこぼしながら僕を踏みつける足に力を込める一人目の来客者、常盤ときわ霞かすみ。わかっているから足をどけてほしいのだが。そう思いつつもここで機嫌を損なわれても困るので、無言のまま屈くつ辱じよくに耐えることにする。
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    「あ、あんた何やってんの!?」


    　権力者と奴ど隷れいの構図を絵にしたような光景に啞あ然ぜんとなっていたらしい由ゆ衣いが、ようやく我われに返って、二人の間に割って入った。ようやく霞の足から解放され、僕は土下座を解除する。


    「なに、このセンパイがどうしても土下座させてくださいと頼むから、仕方なくさせてあげただけだよ。仙せん岳がく第一中学、三年Ｂ組、出席番号一番の梓あずさ由衣さん？」


    　今まで僕を踏んでいた足を組みながら、そう言ってほくそ笑む常盤霞。初対面のはずなのに名前どころか出席番号まで言い当てられ、由衣がその警戒を強める。


    「ちょっと、キョート！　この子、なんなの？　いったい何が起きてるわけ？」


    「えーと……、話すと長いようで短いんだけど……」


    　じんじんと痛む後頭部と膝ひざを摩さすりながら、僕はこの状況に至るまでの流れを説明する。


    　常盤霞の連絡先を知らない状況で僕が思い出したのは、由衣から聞かされた彼のプロフィールだった。常盤夢ゆめ乃のの従弟いとこで貴たか苗なえ学園中等部の一年で、高圧的で生意気で、すぐ武器を振り回す物騒な少年……。記憶をなくす前の僕が由衣に聞かせたそれらの情報の中に、彼の妹と双ふた葉ばが親友同士という話があったのだ。


    　それに気付いた僕はまず由衣に電話をかけ、双葉にかわってもらい、次に双葉から霞の妹、常盤初はつ雪ゆきの連絡先を教えてもらった後、初雪に事情を説明してようやく霞の携帯電話の番号を手に入れたのだった。


    「そこまではなんとなくわかったけど、それがどうしてさっきのアレに繋つながるの？」


    「それは……」


    　そこまで言って僕は口を濁にごし、横目で霞の姿を確認する。


    　話は簡単。電話リレーの末にようやく繋がった彼をここまで呼び出し、事情を説明した僕に彼が要求してきた条件が「とりあえず土下座」だったのだ。せっかくの記憶回復の可能性をみすみす取り逃がしたくなかった僕はその条件を飲み、先ほどの状態に至るというわけである。


    「……じゃあ、さっきので満足したんでしょ？　さっさとキョートの頼みを聞きなさいよ」


    　事情を聞き、何な故ぜか僕よりも怒っているっぽい口調の由衣に、霞がむっと顔を顰しかめる。


    「どうしてなんの関係もないあんたに命令されなくちゃいけないんだよ。部外者はとっとと帰って受験勉強でもすればいい。今度こそ、失敗しないよう気をつけて」


    「なぁっ!?　～～～～～ッ、キョート!!　この子、すっごい生意気！」


    「先ほどから、この子この子と……、子供扱いして見くびらないでもらいたいな。外見でしか人を判断できないあんたより、ボクの方が数段優れた人間なんだからね」


    「んなっ!?」


    「おや、あまりにもはっきりと言及されたから戸惑っているのかな。それともボクの言ったことがよく理解できなかった？　困ったな、小学生にもわかるよう最も簡単な言い回しを選んだのに」


    「こ、こいつ……」


    「おっと、暴力に訴えるつもりかい？　これだから脳を上じよう手ずに使えない人間は困るんだ。筋の通った思考どころか、自らの暴力衝動を自制することすらできないなんて」


    「……っ、キョート！　こいつムカつくんだけど!?」


    「いや、そんなこと言われても……」これが初対面のはずなのに、顔を合わせるなり険悪になった二人に啞あ然ぜんとしながらも、僕は返す言葉を探してみる。「……まぁ、それは置いといて」


    「置いておかない！」


    「いや、これ以上無駄に時間を費やさないためにも、ここは一時置いておくべきだね。なるほど、まだこっちのセンパイの方が利口らしい」


    　霞かすみはそう言うと歯は軋ぎしりして悔しがる由ゆ衣いから、こちらへと視線を移す。


    「お前のことは気に食わないが、記憶を取り戻すつもりなら協力しないこともないよ。ボクが本当に見たいのは、今のお前なんかじゃなく、全てを思い出した後のお前が誠心誠意でする本物の土下座なんだからね」彼はそこまで言うと、その顔に浮かべた生意気な笑みを引っ込める。「……それに、ボクもずっと気になっていたんだ。あの夏休みの直前、お前と姉さんの二人が裏でコソコソと何をやっていたのか。そして、姉さんをあんな顔にした犯人は誰なのか……」


    「犯人？」


    　姉さんというのは、あの常盤ときわ夢ゆめ乃ののことだろう。今の話からすると、僕と彼女は事故直前に何かをやっていて、その際に何者かが彼女にあの怪け我がを負わせたということらしいのだが。


    「……そういえば、ずっと気になってたんだけど、あの人の包帯って」


    「夜道で何者かに襲われ、刃物で顔面を抉えぐられたんだ」僕の質問を遮さえぎるように霞がそう答える。「失明せずにはすんだけど、その顔には大きな傷が。……犯人はまだ、捕まっていない」


    「……っ！」


    　常盤夢乃の包帯に隠された素顔、そこに残されているであろう傷きず痕あとを思わず想像し、尋常じゃなくざわついている自分の感情に気付く。いつの間にか、固く握り締めていた両手の拳こぶし。


    「……まぁ、いいさ。それで？　そのノートＰＣとやらは、これだね」


    　そんな僕をしばし睨にらみつけてから大きく息をつき、霞は机の上のパソコンに向き直る。


    　既に起動させておいたその画面は、先ほどと同じようにパスワードの入力を要求していた。


    「…………うん」何な故ぜか発生した心の揺らぎを抑えながら、僕は気を取り直す。「……君はこういう方向に強いって話を聞いたから」


    　そんな僕の言葉に、霞は大おお袈げ裟さなジェスチャーで肩を竦すくめた。


    「だから？　映画や漫画に登場するハッカーが厳重なセキュリティを突破していくみたいに、このパスワードも解いてくださいって、そう言うわけ？　おいおい、お前はボクをいったい何と勘違いしてるんだよ。まさか、ただ機械や情報に強いからっていう安易な理由で、あんなフィクションをこのボクに期待しているわけじゃないだろうね」


    「う……」


    　言葉を返すことができずに黙り込む僕。それを見て、霞かすみはこれ見よがしに溜ため息いきをついてみせた。


    「やれやれ、これだから素人は……」


    「何？　じゃあ、あれだけ偉そうなこと言っておきながら、結局できないの？」


    「……できないとは言ってない」由ゆ衣いの挑発ともとれる言葉に、むっとなって言い返す霞。「でも、この程度のパスワードにわざわざそんなかったるいことをする必要はないよ」


    「どういうこと？」


    「こういうことさ」


    　霞はそう言うと、鼻歌まじりでキーボードを叩たたき出した。


    　すると、あっという間にロックは解除され、デスクトップ画面が表示される。どうやら、彼が今打ち込んだのが、問題のパスワードだったらしい。所要時間三秒の超早業。


    「えぇっ!?　なんで？　どうして？」


    「ふふん……」驚き、そう聞く僕に霞は得意げに胸を反らしてみせる。「なーに、簡単なことだよワトソン君。お前は学内で使用するＰＣにも、図書館カードの本人確認にも、インターネットサービスの会員登録にも、全部同じパスワードを使っていたからね。どうせ自分のＰＣにも同じパスワードを使っているんじゃないかって、そう思っただけのことさ。案の定だね」


    「へぇ……」当然のようにそう語る霞に感心しかける僕。「……いや、おかしいだろ！　そもそもなんで、君は僕が他に使ってたパスワードまで知ってるんだよ！」


    「まぁまぁ、今はそんな些さ細さいなこと、どうでもいいじゃないか。障害は無事、排除できたわけだろう？」


    　正直、全然些細なことじゃなかったが、僕はぐっと言葉を呑のみ込んだ。そう、今は霞に言及するよりも先に確認しなければならないことがあるのだ。早く肝心の中身を確認しないと。押し合い圧へし合いしながら、小さなノートパソコンの画面を覗のぞき込む僕たち三人。


    「初期状態から余り手を加えていない、パソコンオンチにありがちな雑なデスクトップだね」いつの間にかマウスと主導権を握っていた霞がそう呟つぶやく。「特にソフトも入ってないし、これといった使用目的もないみたい。どうやらセンパイは、このＰＣを完全に持て余してたみたいだね。こういうのをなんていうんだっけ。豚に真珠？　猫に小判？　犬に論語？」


    「うるさいな、そんなこといいじゃないか……。今はそれよりも」


    「わかってる、でもどこを探しても日記とか、そういうものはないみたいだよ」素早い手つきで各所のフォルダを確認して回る霞。「おいおい、もしかして骨折り損とかそんなこと言うつもり？　わざわざこのボクを呼び出しておきながら？　そんなオチが許されると思ってるの？」


    「ねぇ、これは？　この新規エクセルファイルって奴」


    　ちくちくと嫌味を言う霞かすみを押しのけ、由ゆ衣いが画面の端を指差す。それを見て、迷惑そうに由衣の肘ひじを押し返そうとしていた霞の顔色が変わった。


    「これは……。ほら、見て。最終更新日が終業式の三日前だよ！」


    「それって……つまり、どういうこと？」


    「馬鹿なの!?　終業式の三日前、つまりお前が時計塔から落ちたその日にお前自身が開き、書き加えた文章ってこと！」興奮気味の霞はそう声を荒らげ、そのファイルへとマウスを合わせる。「これ、もしかして、事件直前のお前が残した遺書か何かかも……」


    「遺書？　なんでキョートがそんなもん書かなきゃ……」


    「黙って！　どちらにせよ、開いてみればわかる」霞はそう叫び、緊張した面おも持もちでエンターキーへと指を伸ばす。「……いくよ、覚悟はいい？」


    　その言葉に、ゆっくりと頷うなずく僕。霞はそれを確認すると、険けわしい目つきのままそのファイルを開いてみせた。切り替わる画面、頭突きしそうな勢いでモニターへ顔を寄せる三人。


    　そして僕たちは、同じタイミングで一斉に表示されたそのテキストを読み込んだ。


    　三人の頭上に巨大なクエスチョンマークが出現するのも、ほぼ同時だった。


    



    　　　　　３


    



    　問題のファイルには、名簿のようなものが記されていた。


    　僕は流れる景色から視線を戻し、再び問題のノートパソコンを開いた。あれから隅々まで調べても、他にこれといった新情報は手に入らなかった。やはり、僕が転落する直前に更新したというこのファイルこそが唯一の手がかりとなっているのだが……。


    「それにしても、意味がわからん……」


    　全部で十七名ほどの名前が記されたその名簿。そこに並べられている人名に聞き覚えなんてないし、追記されている年齢、性別もバラバラ。職業だって基本的に学生がメインな気もするが、それにも偶然の可能性は否めない。


    「ねぇ、もう一度よく見せて」


    　僕の横に座っていた由衣が身を乗り出し、膝ひざの上のパソコンを覗のぞき込んできた。僕はモニターの角度を調整して由衣に見やすいようにしてから自分でも三度、そのリストを読み直してみる。


    



    　空うつ木ぎ加か奈な子こ・女・17・貴たか苗なえ高等部・Ｋ県Ｂ区西仙せん岳がく１─XX─X・6/16 00:00


    　6/4 12:30　6/7 15:00　6/8 15:00　6/9 15:00　6/13 13:00　6/15 16:00


    



    　針はり桐きり大だい地ち・男・13・仙せん岳がく第二中・Ｋ県Ｂ区仙岳２─XX─X・6/18 00:00


    　5/30 14:00　6/5 13:00　6/12 13:00　6/13 10:00


    



    　山やま萩はぎ健けん二じ・男・23・フリーター・Ｋ県Ｂ区仙岳１─XX─X・6/24 00:00


    　不明。


    



    　海かい棠どう飛鳥あすか・女・18・貴たか苗なえ高等部・Ｋ県Ｂ区東仙岳３─XX─X・6/25 00:00


    　5/31 15:00　6/3 16:00　6/5 14:00　6/10 16:00　6/11 12:00　6/14 12:00　6/17 16:00　6/19 13:00　6/21 12:00 15:00　6/24 16:00……


    



    　……こんな、意味のわからない表記が延々十七人分も続く問題のリスト。


    　最初が名前、次が性別、年齢、所属校もしくは職業、住所。ここまではなんとなくわかるのだが、それ以降に続く日付と時間の意味がわからない。


    「それぞれのデータの意味くらい、ちゃんと記入しておけよ。僕……」


    「普段のズボラな性格が徒あだとなったんだ。コレに懲こりたら、次からは注意することだね。まぁ、センパイのことだからすぐにまた忘れるんだろうけどさ」


    　僕のぼやきを受けて、前の席にいた霞かすみがそうからかった。またも言い返す言葉がなく、黙り込んでしまう僕。その隣で由ゆ衣いがリストと睨にらめっこしながら唸うなり声をあげている。


    　そんな中学生三人を乗せ、タクシーは仙岳の街を疾走していた。


    　霞が僕のＰＣを調べ、このファイル以外に手がかりがないことを知ってから、僕たちがこの名簿に記された人物について調べてみようと考えつくまで、そう時間はかからなかった。


    　捜査方法はネットとリアルの二段重ね。霞がその情報網でリストに記入されている人間について調べている間に、僕と由衣でそれぞれの人間に接触し、聞き込みを行おうというのが当初の方針だった。……だったのだが。


    　問題が発生したのはすぐだった。「とりあえず会って話すのが一番手っ取り早いじゃん」という由衣の意見のもと、リスト五番目の住所らしき項目を参考にその人物の家へと向かおうとしたのだが、記入されている人物は誰も、その場所に住んでなどいなかったのだ。


    　これまでタクシーを使い最初の四件ほど回ってみたのだが、そこにあるのは廃ビルや学校だったり、オフィスビルや歩道橋の地番だったりで、まだ誰とも接触できていない。


    　そこで調査が一段落したという霞を拾い、次の住所へと向かっている最中というわけだ。今度もハズレだったら今の捜査方針を変えなければならないだろう。いい加減、タクシー代が恐ろしいことになっている。


    「うーん……、こんなにスカが続くとは思えないし、やっぱりこの人たちの住所じゃないってことなのか……、でも、じゃあなんで僕はそんなものを？」


    「……もしかして」悩み憔しよう悴すいしきった僕の隣で、由ゆ衣いが元気よく歓声をあげる。「やっぱり！」


    「何かわかったの？」


    「うん！　ホラ見て。この人たち、みんな名前に植物の名前が入ってる！　もしかして、この名簿は『名前に植物が入ってる人たち』のリストなんじゃ……」


    「……それは、あんま関係ないんじゃないかな」得意げにリストの共通点を指摘する由衣から、目を逸そらし僕はそう答える。「ほら、僕も由衣も苗みよう字じは木の名前だし……、名前に木のついた知り合いは他にもたくさんいるし……」


    「うーん……じゃあ、これは？　この六番目の日付と時間が書かれた項目。六月から七月末までの日付が順番に並んでるじゃん。この日付、もしかしてこの人たちの誕生日なんじゃない？　その後に書かれてる時間はその人が生まれた時間で。知り合いの誕生日祝いを忘れないように、順番にメモしておいたとか？」


    「このセンパイに、そんなたくさんの誕生日を祝える知り合いがいたとも思えないけどね」自分の携帯電話を弄いじりつつ、僕らの会話を聞いていた霞かすみが口を挟む。「それに、もしそうだとするとそのリストの人間は全員、十二時ちょうどに生まれたことになるな。……それで？　その後にたくさん続く日付と時間の意味は？　まさか、そのたびに生まれ変わったわけでもあるまいし。っていうか、そもそもこのセンパイがなんでわざわざ事件直前に他人のお誕生日なんてチェックしなけりゃならないのさ。馬鹿馬鹿しい」


    「…………じゃあ、アンタは何かわかったっていうの？」餅もちのように頰ほおを膨ふくらませ、由衣が前の席を睨にらみつける。「偉そうに『ボクはネットを使って別方向から調べてみる』なんて言ってたわりには、調査結果を教えようとしないじゃない。どーせ、かっこつけておきながら何もわからなかったから、恥ずかしくて言い出せないんでしょう？」


    「……なんだと？」


    　その挑発に霞が過敏な反応を見せる。ここであっさり挑発に乗ってしまうあたり、まだまだ彼も中一だなぁと心の中で思っていた僕の顔面に、彼は鞄かばんから取り出した紙の束を投げつけた。


    「そこ！　榊さかき潔きよ人とのくせにボクをそんな目で見つめるな！」


    「そ、そんなこと言われても……」無愛想な顔を不機嫌そうに歪ゆがめるドライバーの視線に、僕は慌あわてて車内に散らばるそのプリントをかき集める。「……って、これは？」


    「必要な情報は、とっくのとうに調べ終わっているんだよ」


    　そんな僕を横目で眺めながら、得意げに笑う霞。見てみると、彼の投げつけてきた紙には名簿に記されている人たちの詳細なデータが記入されていた。年齢、性別、所属校や職業……僕のリストとその内容は一致する。


    「最後に羅列された日付と時間の意味についてはまだわからないけど、少なくともこの日付が彼らの誕生日じゃないことは間違いないね。病院の記録と戸籍まで調べたんだから確かさ」


    　車のルームミラーから、例の高圧的かつ生意気な視線を向けてくる霞かすみは「それに」と続ける。


    「この五番目の項目に記されている住所と、彼らの現住所もまた全て一致していない。今の今まで、お前たちがしてきたことは全部無駄だったってコト」


    「んなっ……」


    「ねぇ、センパイ。お前はその無駄な行動として、これまで四か所の住所を回ってきたわけだけど。そこで、何か気付いたことはあったかな」


    　拳こぶしを振り上げ、今にも飛びかかりそうになる由ゆ衣いを抑えながら、僕は霞の質問を繰り返す。


    「気付いたこと？」そう呟つぶやくと共に頭の中に展開される四か所の情報。「空うつ木ぎ加か奈な子こは廃ビル、針はり桐きり大だい地ちは中学校、山やま萩はぎ健けん二じは駅前のオフィスビル、海かい棠どう飛鳥あすかは歩道橋……。どれも本人と、関係あるんだかないんだかよくわからない場所ばかりだったけど。特に気付いたことは」


    「ふーん。ま、お前の脳じゃその程度が限界かな」そんな僕に霞はやれやれと首を振って呆あきれて見せる。「ちゃんと探せば、どこかに花か何かが置かれていたと思うんだけど」


    「花？　……そんなもの、あったかなぁ？」


    　霞の言った言葉の意味がわからず、首を傾かしげる僕。その様子を見て、霞は深く溜ため息いきをつく。


    「たとえ正解がそこにあっても、それが正解だと気付けなければ意味なんてないってことか」


    「……？　どういうこと？」


    「わからない？　お前たちの注意力のなさに嘆いてみたんだけど」


    「あぁ、もう！　ことあるごとに嫌味ばっか挟んで！」辛しん抱ぼう堪たまらなくなった由衣が、緩めていた僕の手を振り切ってそう叫んだ。「結論から言いなさいよ、結論から！　だいたいあんた」


    「例のリストに記されている名前を調べてみたら、とても面白いことがわかったんだ」そんな由衣を華麗に無視し、もったいぶって続ける霞。「まず一つ目はさっきも言った通り、リストに記されている住所に行けばそこで問題の人たちに会えるっていうのは、とんだ見当違いだったってこと。これに書かれているのは彼らの住所じゃないんだから、当然と言えば当然だよね」


    「…………」まぁ、それは認めるしかないが。「それで、二つ目は？」


    「二つ目は、もともとこのリストについて情報を得るため、リストに記されている人たちに会って話をしようっていう、そもそもの手段自体がとんだ見当はずれだったってこと」


    「…………それ、どういう意味？」


    　険けん呑のんな顔で由衣が聞く。そんな彼女に霞は例の嫌らしい笑いを消し、言った。


    「死んでるんだ」


    「は？」


    　思わず聞き返す僕に、霞は目を細めて続ける。


    「お前のリストに記されている十七人。その全員は既にこの世にはいないって、そう言ってるんだよ。彼らはリストの六番目の項目に記された時間に、リストの五番目に記された住所で、自らその命を絶っているのさ」先ほどと同じように霞かすみが後部座席へと新たなプリントを投げ渡してくる。シート上に舞い上がる紙の束。「ほら。これがその自殺事件の詳細、十七件分」


    「……！」


    　僕はそれを拾うことができなかった。突然、激しく高鳴りはじめる鼓動。再び訪れた正体不明の衝動。脳の中でまた一つ、封印されていた施錠が解除されるような、そんな感覚。


    　僕が記憶を失う直前に更新したそのリストには十七名の自殺者と、その人物が死んだ時間と場所が記入されていた？　ってことはつまり……、何を意味しているんだ？


    　誰も何も言わず、蝉せみの鳴く声とタクシーの走行音のみが耳に届く、そんな状況。ふいに乗っていたタクシーが速度を落とし、停車する。目的地への到着を告げるドライバー。


    　リストに記された五人目の住所と思われていたその目的地……五人目の自殺者が死んだその現場。心がざわつき、思考が痺しびれる。呆ほうけた意識のまま料金を支払い、開かれたドアからその場所を見上げた僕はそこで、思わず息を止めていた。


    　沈む太陽に照らされて真っ赤に染まった駅前広場、その中央に聳そびえ立つ場違いな建物。塔が作る長い影が、僕の周囲を取り囲む。


    　ふいに塔の天てつ辺ぺんから妙に間延びし、籠こもった鐘の音が響き始めた。五時を告げるその鐘声は商店街の方から流れてくる牧歌的なメロディと混ざって不協和音となり、僕の思考を搔かき乱す。


    　驚くことに、ここは夏休み前に僕が落ちた時計塔のある旧駅舎前だった。


    「……なぁ、センパイ。これは姉さんに何度訊いてもはぐらかされる質問なんだが」


    　塔を見上げ絶句する僕を一いち瞥べつしてから、霞が呟つぶやく。


    「お前と姉さんは夏休み前、いったい何を調べていたんだ？」
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    　タクシー代に所持金を使い果たしてしまったため、帰りは電車で、ということになった。


    　ちょうど家が近く、徒歩で帰れる由ゆ衣いと別れた僕たちは二人して仏頂面をしながらホームで電車を待っている。以前ほどではないが、未いまだに僕に対して敵意を見せる霞と二人きり。正直気まずさを禁じえない。


    「クイックセーブ＆ロードって、知ってる？」


    　電車帰りがお気に召さないのか、先ほどからずっと僕の非効率的な行動や能力の低さについてネチネチと文句を言っていた霞がふと、口調を変えてそう言った。


    「……噂うわさは知ってるけど。それが？」


    　僕はようやく整ってきた動どう悸きが再び乱れるのを感じながら、聞き返す。恐らく、彼も僕と同じことを考えているのだろう。リストに記された十七名の自殺者は全員、六月から七月後半にかかる短期間の間に仙せん岳がく町の中で死んでいる。


    　短期間で発生する大量の自殺事件。僕は最近、それに似た話を聞いたばかりじゃないか。今月に入ってから九名の自殺者、クイックセーブ＆ロードの都市伝説を信じて死んでいった人々。


    「……別に自殺自体は珍しくもなんともないんだよ。この県だけでも年間千人くらいは軽く死んでいるし、全国では一年で三万人はいってるはずだ。一年間に出る死者をおよそ百二十万として計算したら、死者全体の四十人に一人は自殺で死んでるってことになる。それも記録上の数字だけでだから、実際はその二倍はいってるって話はよく聞くよね。すごいよ、もしそうだったら二十人に一人だ」


    　こちらの方を見ずにそう語り出す霞かすみ。反対車線の電車が止まり、乗り換える乗客たちがホームにひしめきはじめるのを眺めながら、彼は口元を歪ゆがめる。


    「果たして、あの電車の中に何人、将来自殺する人がいるんだろうね。そう、想像したことはない？」冗談めかすように、冗談じゃないことを囁ささやいて彼は続ける。「……だけど、そこから更に限定された仙せん岳がく町の範囲内で、しかも普通なら自殺者全体の十分の一にも満たないはずの十代全般から二十代前半にかけての人間……つまり子供がこの短期間にホイホイと死んでいくのは、やっぱりおかしい」


    「……」僕は無言でそれに首しゆ肯こうする。


    「そして、おかしいものには総じて理由があるっていうのが、世の常だよね」


    　挑発的に吊つりあがった彼の瞳ひとみが「お前にもわかっているんだろう？」と問うてくる。


    「くだらない噂うわさから始まった死ねば救われると考える風潮、クイックセーブ＆ロード。あの十七名全員がそうと断言はできないが、その中の何人かは確実に噂を信じたせいで飛び降りた馬鹿と、その流行につられた阿あ呆ほうたちだ。前々からちょくちょく囁かれていた噂が一気に表に出はじめたのと自殺事件との時期も重なるし……、間違いないね」


    「…………」


    「もしかしてと思っていたけれど、これでボクの仮説が強まったよ。お前と姉さんは夏休み前、このクイックセーブ＆ロードの噂について調べていたんだ。そして、その際に何かがあった」


    「何か……？」


    「……そう、何か。その何かによって姉さんは顔に大怪け我がを負い、お前は時計塔の上から転落して記憶を失った」


    　その言葉にぞわりと、肌が粟あわ立だつ。そういえば、きちんと考えたことはなかった。ただ、若さゆえの悪ふざけが転じた過ちにすぎないと、勝手に解釈していた僕の転落事故。


    「……僕が時計塔から落ちたのは、事故じゃないってこと!?」


    「知るかよ」霞は勢い込む僕を鼻息一つでいなし、苛いら立だたしげに言葉を接げる。「ボクは最初、お前が姉さんをあんな目に遭わせた責任を感じて、勝手に自殺しやがったんだと思っていたんだ。……まぁ、その疑いはまだ晴れてないんだけどさ」


    「…………」出会った時から彼が僕に向けていた敵意の意味が、ここにきてようやくわかってきたような、そんな気がする。でも……。「僕は自殺なんかしてないよ。……多分」


    　包帯を巻いた彼女、常盤ときわ夢ゆめ乃のの幽霊みたいな雰囲気を思い出しながら僕は答える。あの怪け我がが僕の責任？　もしそうだったとしたら、彼女が僕に対して見せたあの謎なぞの反応にも納得だが。


    「………………それで？　肝心の記憶はどう？」


    「え？」


    「え？　じゃないだろう？　まさかとは思うけどお前、本来の目的を忘れているんじゃないだろうね。わざわざこのボクが、休日を潰つぶしてまでお前の探偵ごっこに付き合ってやったのは何な故ぜなのか？　お前の穴だらけの脳のう味み噌そがおっことした記憶を拾いなおすためだろう？」


    「あ、あぁ、うん」険しい視線を向けてくる霞かすみに慌あわてて返答する僕。正直、自分が残したリストの解明に集中していたせいで、本来の目的を見失っていた。「でも、これといった変化はないかな。まだ中学に入ってからの自分が何をしていたのか全然思い出せないし」


    「……ったく、甲か斐いがない奴だよ。本当に」霞が呆あきれたように不平をこぼす。「そういえばお前、自分が落ちた現場に来るのもさっきが初めてだろ？　ねぇ、本当に記憶を取り戻す気あんの？」


    「そりゃ、あるさ！　あるけど……」自然と口くち籠ごもってしまう台詞せりふ。「あるけど、未知の自分に対する恐怖は、なかなか消えない」


    「ふぅん……？」


    　その言葉に、怪け訝げんそうに首を傾かしげる霞。思わずこぼれた自分の本音に、僕は慌てて会話の軌道修正を試みる。


    「それよりも！　問題はあのクイックセーブ＆ロードとかいう都市伝説の方だよ。僕が記憶を失う直前にその噂うわさについて調べてたっていうのは、これではっきりわかったんだ。なら、今度も同じように調査を続ければ……」


    「記憶も戻るかもしれないって？　ありえない話ではないと思うけど……っと」


    　僕の希望的観測に訝いぶかしげな視線を返す霞が、けたたましいアナウンスに言葉を止める。待っていた電車がようやく到着する知らせ。いつの間にか駅のホームはその電車を待つ人だかりで一杯になっていた。


    「それにしても不可解なことだらけだな。あんな噂を信じて本気で死ぬ奴がでてくるのも、そのせいでこんなに自殺が発生するのも……そして、その件を調べることによってお前や姉さんに危害が及ぶ、そのワケも。だってそうだろう？　自殺者たちは勝手に噂を信じて、勝手に死んでいるだけ。じゃあ、いったい誰が、なんのために、姉さんに悪意を向けたんだ？」


    「それは……」


    　言われてみればおかしな話だ。もし、本当に常盤夢乃が襲われたことや僕が転落したことが、その都市伝説を調査することに起因しているのだとしたら、それはつまり、僕たちがその噂を調査することに不都合を感じる人間がいるってことになる。


    　……ん？　ちょっと待った。まさか、それって……、もしかして！


    　ふいに、とある恐ろしい想像に思い至り、僕は興奮気味に霞かすみの方へ顔を向ける。


    「ねぇ！　霞…………君？」


    　そして、僕は見た。その想像の発現を。恐ろしい犯行の瞬間を。


    「…………え？」


    　霞は、未いまだに自分の状況がうまく理解できていないような、ぽかんとした顔をしていた。


    　その小さな身体が宙に舞い、そしてすぐに落ちていく。その後方、すなわちホームの下へと。


    「なぁっ!?」


    　その光景を目撃した瞬間、僕の思考回路は一瞬でショートしていた。


    　霞が落ちた！


    　いや、違う。突き落とされたのだ!!


    　確かに、僕は見た。


    　パーカを着た僕と年の近そうな女子が、目の前で霞を線路へと突き落とすその瞬間を。直前まで霞がいた位置に立ち、両手を突き出したままで硬直するその少女。フードを深く被かぶり、度のきつそうな黒縁眼鏡めがねをかけた彼女のタヌキ顔が、きっとこちらへ視線を向ける。


    「……っ！」


    　強烈な敵意が込められた眼光。僕まで襲われるのかと思ったが彼女はそうしなかった。その身を翻ひるがえし僕と同じく啞あ然ぜんとなって硬直する人ごみの中へと入り込んで消えるパーカ少女。


    「あ、待──」


    「うわあああああああああッ!?」


    　慌あわてて追おうとした僕の思考に、霞の叫び声が入り込む。それに重なって響いてくる轟ごう音おん、それはいつものようにこのホームへと乗客を運ぶ鉄の箱によるものだった。考えるまでもない、瞬まばたきする間もなくこの直後に訪れる惨劇を僕は正確に直感する。


    　このままだと、霞は、


    　次の瞬間、僕は自らの意思でホーム下へと飛び降りていた。


    　ちょうど霞の隣へと着地する。


    　顔を上げると、すぐそこまで迫る電車のライト、眩まばゆい光。


    　ブレーキと慣性が鬩せめぎ合い、奏でる金属の咆ほう哮こう。それによる振動が僕を震わせた。


    「きゃあああああ！」頭上よりあがる耳障ざわりな誰かの悲鳴。


    「馬鹿!?　お前、ほんとに馬鹿!!」混乱し恐慌する霞の罵ば倒とう。


    「わああああああああ！」知らぬ間に口から漏れていた僕の叫声。


    　僕は霞の身体を両手で抱え、全体重を線路脇わきへと傾ける。


    　しかし、こんなときに限って再び訪れる、いつかの頭痛。


    　制御を外れる感情、置いていかれる思考、動いてくれない肉体。


    　そんな僕にもお構いなしで、非情にも電車は迫り来る。
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    　そして、その電車は榊さかき潔きよ人とを轢ひき殺した。


    　鉄でできた箱とそれに乗る人間を合わせると、いったい何トンになるのか想像もできないその列車は、僕の骨格を容よう赦しやなく砕き散らし、その車輪に僕の皮膚を巻き込んで、榊潔人という人間の肉体をめちゃくちゃに蹂じゆう躙りんしていく。


    　引き千切られ、搔かき混ぜられる僕を、これでもか、これでもかと破壊していく箱の列。


    　全てが通過しきったとき、その線路に残った襤ぼ褸ろ切きれを榊潔人と認識できる人間は、果たして何人いるのだろうか。


    　そんな肉と骨の塊かたまりになった僕を客観的に眺める自分を自覚した時、僕はようやくこれがいつもの夢であることに気が付いて、安あん堵どする。


    



    「……それじゃあ、今日はここまで。残りの問題は宿題だからなー」


    　前方よりかけられたその声で、僕はここが教室であり、今は授業中であったことを理解した。いつの間にか寝てしまっていたらしい。寝ね惚ぼけて鈍った思考回路のまま立ち上がり、号令と共に頭を下げる。次第に戻ってくる現実感覚。今日は月曜日、今終わったのは四限の授業。


    　そして、僕はまだ生きている。
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    　線路の上で気を失った僕が目覚めたのは、日曜の朝のことだった。


    　どうやら、僕が咄とつ嗟さにした救出行動は間一髪で成功したらしい。僕も霞かすみもこれといった怪け我がをせず、無事とのことだった。といっても僕は目覚めた直後、度たび重なる迷惑により怒り心頭の父親によって殴なぐり飛ばされ、話を聞いて病院に来ていた由ゆ衣いと母親にわんわん泣かれたせいで、心身ともにズタボロになってしまったわけなのだが。


    　まぁ、本物のズタボロになるよりかは数倍マシか。そんなことを考えながら、僕はまだ腫はれの引かない頰ほおの湿布を摩さすり、思考を更に一昨日へと巻き戻す。


    　あの時、線路に降りた僕の頭に走ったあの頭痛と衝動はなんだったのだろうか。そして、その直後に脳裏をよぎり、今もまた夢で見たあの映像。電車に轢ひき殺され、千切れていく肉体のビジョン。この正確かつ緻ち密みつなリアリティはいったい……。


    　あれはまるで過去に一度、電車に轢き殺されたことがあるようなリアルさだった。


    「まぁ、もしそうだったとしたら僕はここにいないわけなんだけど……」


    　そう呟つぶやいて、一人苦笑してみせる僕。こういうのをなんて表現すればいいのか、僕はもう知っていた。既視感、つまりデジャヴって奴だ。


    　そう結論付け、複雑に絡まりそうだった思考を強制的に元へと戻す。


    　問題はデジャヴや偏頭痛なんかではない、あの時、確かにあの少女の手によって霞がホーム下へと突き落とされたということなのだ。昨日見たニュースによると、あの黒縁眼鏡めがねタヌキ顔パーカ女は、フードのお陰で監視カメラにも顔を映さず、うまく逃げおおせてしまったらしい。その行動は明らかに故意であり、そこには明確な殺意があった。一歩どころか半歩間違っただけで、僕も霞もミンチになっていたのだ。そのことを改めて思い出し、今更ながら身震いする。


    　だがこれで、僕の想像は確信へと近づいた。


    　あの都市伝説を調べている際に襲われ、顔面を怪け我がした常盤ときわ夢ゆめ乃の。時計塔から落ちた僕。


    　そして、再びその件について調べようとした矢先に襲われた常盤霞。


    　やはり、そうなのだ。あのパーカ女はこの件について調べられると困る人間であり、その捜査を妨害するために僕たちを襲ったのだ。


    　いったい、彼女は何者なのか。そして、クイックセーブ＆ロードの噂うわさとどう関わっているのか。何な故ぜ、僕たちを襲ったのか。


    「むぅ……」記憶を取り戻すための大きな手がかりを得たようで、余計に謎なぞが深まってしまったような、そんな気がする。「でも……」


    　この混こん沌とんとした情報を正しく整理するための鍵を持つであろう女性を、僕は一人知っていた。


    　夏休み前、僕と行動を共にしていたその人物。そして何者かに襲われ、顔面に怪我を負ってしまったその人物。幽霊じみた透明なオーラを纏まとい、複雑な微笑ほほえみをこぼすその人物。


    　クイックセーブ＆ロードにまつわる事件も、僕の記憶についても、彼女に聞けば一発で解明する。そんな根拠のない確信に僕の心は満ち溢あふれている。


    　そうだ、彼女に会いに行き話を聞く。それだけで全ての問題が解決するのならば、そうするのが一番利口な手だろうに。だけど、それを躊躇ためらっている自分が、ここにいた。


    　理性ではなく、本能が彼女を警戒しているような、この感覚。


    「うーむ……」


    「何を難しい顔して悩んでいるんだ？　似合わない」


    　苦悩する僕の思考に、のんきな声が割り込んできた。うんざりしながら僕が顔を上げると、そこには白衣を羽織った保健の先生、赤あか樫がし智とも也やが立っている。画が鋲びようを片手に椅い子すの上に立ち、健康促進のポスターらしきものを掲示板に貼はっている赤樫先生。周囲を見ると、ここは保健室前。熟考しながら廊下を歩くうちに、こんなところまで来てしまったらしい。そこまで理解した僕は来た道を戻るため、踵きびすを返す。


    「ちょうどいいところに来たな榊さかき、ちょっくら手を貸してくれ」


    「今、ちょっと大事な考え事をしてるんで、他の人に頼んでください」


    　僕は背後よりかけられた彼の声をそう切り捨て、中断された思考を再開するため歩き出した。


    「あ、ちょ、待てよお前！　薄情もん！　なんかお前、夏休み前に性格が戻っちゃってるぞ！」


    「！」


    　最後に言われたその言葉にぴたりと足を止め、振り返る。


    「……お？　なんだ、悩み事か」そんな僕を見て、彼は不敵に微笑んだ。「お前は運がいい。今、俺の仕事を手伝ってくれたら特別に、ロハでお前の悩みを聞いてやろうじゃないか」


    「……普通なら、有料なんですか」


    「俺は有能だからな」そう言って偉そうに胸を張る先生。「これは自慢だが、この県で一番優秀なカウンセラーは俺なんじゃないかと思っている。そこらへんのプロよりかは霊験あらたかであることを保障するぞ？」


    「霊験て……」


    　その意味不明な自信はどこからくるのだろう。そしてお金を取ることは否定しないのか。


    　僕は心の中でそんなことを突っ込みながらも、彼の仕事を手伝うことにした。
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    　結果として赤樫先生のお悩み相談室は大して役に立たなかった。


    　さすがに全ての事情を話すわけにもいかず、ところどころ暈ぼかして聞かせた僕の話を彼は「そんなんじゃわからん！」と断じたのだ。そこを技術で察してくれるのが仕事じゃないのか、そう疑いの視線を向ける僕に彼は、「仕方ない。本当はこういうコト断言するのはよくないんだがなぁ」と言葉を連ねる。


    『まぁ、なんだな。話を聞く限り、お前は本当は記憶なんて取り戻さなくてもいいって、そう思ってる。でも、なんか知らねーけど、取り戻さなきゃいけないっていう義務感を強く持っていて。んでもって状況は適度に切せつ羽ぱ詰まっており、実際問題、お前は記憶を取り戻す必要がある』


    『…………確かに、その通りかもしれません』


    『そうだろう、そうだろう』


    『……それで、そういう状況にいる僕は、果たしてどうするべきなのですかね』


    『知るか！　それくらい自分で考えろ！』


    　肝心の解答を丸々放り返してきたうえに、昼食を食べる時間がなくなるからと僕を保健室から追い出した先ほどの赤あか樫がし先生を思い出し、僕は改めてがっくりと肩を落とした。まぁ、確かにその決断は僕自身でするべきなのかもしれないが、もうちょっと役に立つことを言ってくれてもバチはあたらないだろうに。


    「……そろそろ、休み時間が終わるけど」


    　気が付くと僕は校舎裏の林にある、あのおどろおどろしい建物の前に立っていた。悪い魔法使いか凶悪な地じ縛ばく霊れいでも住んでいそうな建造物。文科系部室棟、恐らくこの二階に彼女がいる。


    　先週は何も発言することができず、逃げ出してきてしまったあの部室。夏休み前まで、僕が所属していたらしいあの団体。果たして僕は、彼女や霞かすみと共にどのような学園生活を送っていたのか。あの部室で、何を話し、何を感じ、何に笑い、何に泣いていたのだろうか。


    　先ほど赤樫に言及され、自覚している自分に気が付いた。


    　そうだ。僕は恐れているのだ。


    　常盤ときわ夢ゆめ乃のを、ではない。


    　彼女と対たい峙じすることによって記憶を取り戻すことを、だ。


    「でも……」


    　ふいに僕は、数日前、泣きながら自分の心情を吐と露ろして、訴えかけてきた由ゆ衣いの姿を思い出していた。『私のことを、思い出して』。そんな彼女の言葉が、頭の中に蘇よみがえる。


    　いつの間にか僕は、足を一歩、前へと踏み出していた。
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    　超能力研究会。そう書かれた看板のあるドアを見つめ、僕は大きく深呼吸した。


    　じきに休み時間が終わるという微妙な時間帯だが、ここで躊躇ためらうとまた踏ん切りがつけづらくなる。行くなら、今しかない。意味もなく呼吸を止めながら震える手を伸ばし、木製のドアをノックしようと試こころみる。正しいノックのマナーでは何回叩たたくんだったか……、今更そんなことを考えながら全部で四回、その板を叩いてみる僕。


    　しかし、それに対する応答はない。


    　どうやら今は留守らしかった。まぁ、もうすぐ休み時間も終わるし当たり前か、そんなことを思いながらなんとなくドアノブの方に手を伸ばしてみると、鍵かぎがかかっていないことに気付く。


    「…………」


    　ごくりと、唾つばを飲み込む音が静まり返った廊下に妙に響いた。


    　誰もいないなら都合がいい。今のうちに、過去の僕が過ごしていたという部室をもう一度じっくりと見ておくのも悪くない。そう思った僕はドアノブを捻ひねり、扉を開ける。


    　ぎぃと、大きな軋きしみを上げて開くその扉。


    　相変わらず薄暗い室内に、怪しげなインテリア。趣味の悪いその内装。


    「…………え？」


    　その端、窓際近くのパイプ椅い子すに彼女は座っていた。ぞくりと鳥肌が立ち、肝の凍りつくような感覚に僕は硬直する。何も言わず、ただその虚うつろな右目で僕を見つめるその女性。


    　包帯に隠された左顔。黒く艶つやめく長髪に白く透き通った肌。


    　彼女の名前は、常盤ときわ夢ゆめ乃の。超能力研究会の会長で、僕の先輩だった人。


    　じわりと、感情が思考を先んずるあの感覚が、再び僕を襲った。


    「貴方あなたは確か、榊さかき潔きよ人とさん……でしたか？」


    「……っ」


    　また、僕を知らないようなその素そ振ぶり。僕と彼女がどんな関係だったかまでは知らないが、少なくとも二人は知り合いであり、この部で共に活動する仲ではあったはずなのに。


    　なのに、どうして彼女は僕にそんな態度を……、担任や赤あか樫がし、常盤霞かすみとも違うその接し方は、まるで、彼女の世界に僕なんて存在していなかった、僕の世界に彼女なんて存在していなかった、そういうことにしておきましょうと、言外に告げているよう。


    「…………貴女あなたに聞きたいことがあって、来たんです」


    　だが僕は、そのメッセージを真っ向から拒絶する。由ゆ衣いの気持ち、先日の襲撃、曖あい昧まいなままの日常、もう甘えたことなど言っていられない。僕は記憶を取り戻さなければならないのだ。


    「そうですか。……ですが、そろそろ休み時間が終わります。そのお話はまた放課後に……」


    「そんなものは無視です」ここまで来て、引き下がることなどもうできない。相手には悪いと思ったが、しかし僕は自分の欲求を満たすことを優先した。「申し訳ないのですが、授業に出る前に僕の話を聞いてください」


    　常盤夢乃は、そんな自分勝手な僕の姿をしばし見つめ、諦あきらめたように椅子に座りなおす。


    「……聞きましょう。ですが、手早くお願いします」


    　そして、僕は全てを話した。現在の自分の状況から、あの病院で目覚め今日に至るまでの全て。赤あか樫がしから聞いた話、由ゆ衣いから聞いた話、霞かすみから聞いた話。更に過去の自分が調べていたらしい自殺者の情報と、クイックセーブ＆ロードの噂うわさについて。


    　最後に一昨日、僕と霞を襲ったパーカ女の殺人未遂について話し終えた頃には、五限の授業は全て終了してしまっていた。


    　五限終了を告げるチャイムが木こ霊だまする中、全ての事柄を吐き出した僕はじっと常盤ときわ夢ゆめ乃のの一挙一動を観察し、反応を待つ。すると、これまで相あい槌づちひとつ打たず、ぼんやりとこちらを見つめながら話を聞いていた彼女がふっと僕から視線を外し、囁ささやくように聞いてきた。


    「それで？　貴方あなたが私に聞きたいこととは？」


    「…………っ」あくまでそっけない彼女の言葉に鼻はな白じろむ。だが、すぐに気をとりなおして、「……僕は記憶を失くす前、貴女あなたと一緒にその事件を調査していたと聞きました。その時、いったい何があったのですか？　そもそも、どうして僕はそんなことを……。いや、それ以前に僕と貴女の関係は……」


    「質問が多いですね」勢い込んだ僕を冷たくいなし、その右目を窓の外へと向ける常盤夢乃。「……それに、貴方は何か見当違いをされているようです」


    「見当違い……？」


    「はい。貴方がどこからどのような情報を仕入れてきたのかはわかりませんが、恐らくその情報提供者は勘違いしたか、噓うそをついたかしたのでしょうね。貴方が私と過去に面識があったという事実はありませんし、当然、貴方と私でそんな噂話の解明を行った記憶もありません」


    　彼女はそう言って立ち上がり、「もういいですか？」と聞いてくる。


    　ここで逃がすわけにはいかない。僕はその行く手を遮さえぎるように手を伸ばした。


    「いや、駄目です」


    「……どうして？」少しだけ言葉を詰まらせ、そう聞いてくる彼女。「理由はなんです？」


    　思考を置いて勝手に転がりはじめた感情に従い、僕は言葉を続ける。


    「貴女が、噓をついているから」


    「噓？　私がどんな噓をつきました？　私の言葉に噓があるという証拠でもおありですか？　それとも、私の挙動に虚言の徴候でもありましたか？　先ほどからずっと、私の挙動や脈動、視線の配置などに注目されていたようですが」


    「……！　いえ、それは見られませんでした」


    　さすが、千里眼と噂されるだけのことはあるな。脳に冷たい血液が循環しているのを感じながらも、僕は素直にそれを認める。


    「でも、わかるんです。僕と貴女が赤の他人だったなんてありえないって。……だって、今も僕の心が感じているこの衝動は絶対にただ事じゃない！　貴女はっ！」


    　その言葉を無視して、脇わきを通り過ぎようとする常盤夢乃。僕は反射的に彼女の手を摑つかみ、引き止めた。彼女は振り解ほどこうともがいたが、僕の力には敵かなわない。


    「触らないで……っ」一瞬、声を荒らげた自分自身に驚いたように、「……ください」


    「貴女あなたは僕にとって大切な人だったんじゃないかって、そんな気がするんです」


    　僕は彼女の言葉を遮り、一気にそう言い切る。もしこれが本当に見当違いだった場合、今の僕はかなり危ない人間になり果てているような気がするが、根拠のない確信だけはあった。


    　抵抗をやめ、だらりと腕を下げる彼女。


    「逃げないでください。……どうして、僕を避けるんですか？　その顔の怪我はどうしてできたんですか？　僕は、僕はどうしてあの時計塔から落ちたんですか？」


    　その質問に、彼女の肩がびくりと動いた。触れてはいけない何かに触れてしまったのだと、直感的に気付く。だが、ここまで踏み込んだら、もう引き下がることはできない。


    　しばし、俯うつむいたまま沈黙する常盤ときわ夢ゆめ乃の。そして六限目開始を意味するチャイムが鳴る頃、


    「……………………貴方あなたは、本当に残酷です」


    　彼女は、諦あきらめたようにそう囁ささやいた。


    　陰になってうまく判断しかねるその表情。悲しそうで、何か痛みを堪こらえているようでいて、同時に別の痛みから解放されたようでもある、そんな彼女の右みぎ頰ほおに一筋の涙が伝う。


    「貴方の言うことは、おおむね正解しています」


    　そして彼女は、僕の憶測に過ぎない考えを肯こう定ていした。


    「……!!　じゃあ……！」


    「……はい、確かに貴方は以前、この部に副会長として所属し、部の一員として活動を行っていた。事件が起こる直前まで、とある都市伝説について調べていたのも本当です」


    「やっぱり！」彼女の手を摑つかんだままの指に力が入るのを感じながら、身を乗り出す。「それで……！　その時、僕はいったい何を……！」


    　そんな僕に彼女はまた、例の複雑な微笑ほほえみを向けてきた。


    「それを聞いて、どうするのですか？」


    「どうするって……、そりゃ、もしかしたらそれがきっかけで何か思い出せるかもしれないし」


    「記憶を取り戻したいのですか？」


    「当たり前です！」


    　勢いづいての即答。彼女はそれを聞き、その表情から微笑を消し去る。


    　そして、おもむろに聞いてきた。


    「それを思い出した途端、この世界で最も苦しい痛みを背負うことになったとしても？」


    「は…………？」


    　何を言われたのかわからず戸惑う僕に、彼女は畳みかける。


    「断言します。記憶を取り戻したら、貴方は確実にこの世界で一番不幸になる。今の貴方が当然のように享きよう受じゆしていた幸せは全て消え、自分を取り囲む全ての物事に対して価値を見み出いだせなくなるでしょう。今の貴方あなたに溢あふれている生気は途端に枯れ果て、貴方の世界は一瞬で色いろ褪あせる」


    「な……」


    「今の貴方がいるこの状況は、過去の貴方がどんなに願って、渇望しても手に入れることができなかった、とても貴重なものなのですよ。今、貴方は奇跡的な偶然によってそれを手にしているのです。恐らく以前の貴方は現在の貴方のようになりたいと、そう思っていたに違いありません。本当に、本気で。どんな手段を取ろうとも、どんな犠牲を払ってでも……」


    　そんな大おお袈げ裟さな、と笑うことができない。彼女の片目から投げかけられた視線は、その話が本気であることを告げていた。ただならぬ彼女の雰囲気と話の内容に、僕は言葉を失う。


    「それでも思い出したいと、元の自分に戻りたいと、そう願うのですか？　後悔するとわかっているのに。せっかく手に入れた幸せを、全て失うことになるというのに」


    　彼女の手を摑つかんでいた僕の指が、ふいにその力を失った。


    「それは貴方の、そして、私の望むところでもありません。だから……」


    　そう続けて僕の拘こう束そくをすり抜け、部室から退室する常盤ときわ夢ゆめ乃の。


    「私のことを、思い出さないで」


    　彼女はそう言い残し、扉を閉める。


    　超能力研究会の薄暗い室内に、僕一人が残された。
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    　気が付くと、六限目の授業も終わってしまったようだった。


    　勢いで二つもサボタージュしてしまったな、ぼんやりとした思考のままそんなことを考えた僕は、立ち尽くしていた足の力を抜き、木張りの床にへたり込む。


    　薄暗かった室内はカーテンの隙すき間まから差し込むオレンジ色の明かりで、ぼんやりと照らされていた。僕はまだ、超能力研究会の部室に留まっている。頭の中を埋め尽くすのは、先ほど常盤夢乃から聞いた話、そして去り際に彼女が残した言葉と表情。


    　結局、新しい情報は何一つ得られなかった。由ゆ衣いや霞かすみの言う榊さかき潔きよ人と像がまた一つ補強されただけ。記憶は未いまだに戻ってくれない。いや、戻らないでいてくれる、なのか。


    「世界で最も苦しい痛みって、なんだよ……」


    　いかにも胡う散さん臭くさいオカルトサークルの、いかにも怪しげな人が言った、いかにもな戯ざれ言ごとに過ぎない。そう受け止めようと思考の整理を試こころみるが、うまくいかない。だって、彼女が僕にとって何かしら重要な意味を持つ人物であろうことを、僕はもう確信してしまっているから。


    「……ん？　これって……」


    　ふと、視界に映る部室の風景。その中の一部、パイプでできた本棚の足部分に注目する。そこには、鎖くさりの千切れた手錠の片方の輪だけがしっかりと繋つながれていた。


    　ふいに思い出される榊さかき潔きよ人との自室、その机の引き出しに入れられた手錠の片方。確かめるまでもない、恐らくあれの片割れが、これなのだろう。


    　多分、あれは思い出の品だったのだ。恐らく過去に、この手錠を巡って何かあったのだろうと想像する。でも今の僕には、予想までが限界だった。


    「……本当に、このままでいいのか？」


    　思わず口から漏もれていた心の内。だが当然、それに答えてくれる人はこの場には存在しない。


    　と、その時。突然、ポケットの中の携帯電話がその着信を告げてきた。


    　こんな時に誰だろう。未いまだに暈ぼやけたままの思考で携帯を開き、その表示を確認する。


    　そこには意外な人物の名前が表示されていた。


    　常盤初はつ雪ゆき。霞かすみの妹で、夢ゆめ乃のの従妹いとこ。先日、霞と連絡を取るために経由した電話番号の一つ。慌あわてて通話ボタンを押し、携帯を耳に近づける。


    「もしもし……」これまで面識がないだけに、その用件にまったく予測がつかない。というか、ただ単に電話番号を間違えただけなんじゃ。リダイアル機能の誤操作とか。「……あの？」


    　しかし、それは初雪の誤操作などではなかった。


    『榊潔人……』いきなり僕を呼び捨てで呼んでくる初雪のウィスパーボイス。『……一度しか言わないから、ちゃんと聞いて』


    「は、はぁ……？」


    『……今から五分後に、貴たか苗なえ学園、正門前……。そこで、お兄様が待っているから』


    「え、ちょっと……？」


    　なんのことだかわからず聞き返そうとして、もう通話が切られていることに気付く。突然すぎて意味がわからないのだが。なんとなく、かけ直して応答してくれそうな感じではなかった。


    「なんなんだよ、いったい……」


    　今から五分後に正門前？　そこにお兄様が待ってる？　お兄様ってことは、つまり霞のことだろうか。先日の事故のせいで今日は学校を休んでいると聞いたが、放課後になってからわざわざ来るってことか？　なんで？　っていうか、どうしてそれを妹の初雪が報告してくるんだ？


    　釈然としないものを感じながらも、後で霞から罵ば倒とうの嵐をぶちかまされてもかなわないので、仕方なく正門前へと移動することにする。超能力研究会の部室を出て、部室棟から抜け出し、林の中を足早に移動。そこで、なにやら校庭が騒がしいことに気が付いた。


    　校舎裏の水飲み場に、人だかりができている。


    　どこかで見たことのあるような、異様な雰囲気の野次馬たち。どこかで嗅かいだことのあるような、不吉な匂におい。どこかで聞いたことのあるような、救急車のサイレン音。


    　なんとなく嫌な予感がした。
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    　妙に緊迫した雰囲気が漂う、その人ごみ。


    「……まさか、また？」僕は知らず知らずのうちにそう呟つぶやき、自然と駆け足になってその輪へと突入する。そして、嫌な予感の的中に思わず奥歯を嚙かみ締めていた。「……ッ！」


    　その輪の中央で、再び僕は目撃する。自ら死を選択した、哀れな者の成れの果て。


    　どくんと、僕の心臓が一際大きく脈打った。逸はやる心、正体不明の思考が僕の脳のう味み噌そを駆け巡り、正常な判断と理解を妨害する。しかし、前回ほどではなかった。その証拠に僕の目はその死体をしっかり見据え、冷静に観察を継続できている。


    　水飲み場に溜たまった赤黒い血の中に浸ひたるその肉体。カッターナイフで自らの喉のどを切り裂いたらしい。血を噴ふかなくなった傷きず痕あとと微動だにしない手足が、彼はもう生きていないことを教えてくれた。服装からして中等部の男子生徒。


    　その顔を確認して、驚いた。


    　こいつ、僕と同じクラスの男子じゃないか。一度か二度、話したことがある。どこかの運動部に所属していて、元気があって話も上手い、クラスの人気者だったはず。


    　またしても、自殺と直結しない人物像。それは同時に、クイックセーブ＆ロードという恐ろしい別要因の存在を僕に匂におわせる。


    「どうして……」言い知れぬ恐怖に動けないでいる僕の横で、クラスの担任教師が戦慄わなないていた。その薄くなった頭を搔かき乱し、歯をがちがち言わせながら何度も何度も繰り返す。「どうして、どうして、どうして……!!」


    「…………でも、ま、仕方ないんじゃねーかなぁ」


    　ふいに、そんな声が人ごみの中から上がった。場違いにも程があるのんきな口調で、とんでもない台詞せりふを述べたその人物。集まる注目、その視線の焦点には、またしても僕と同じクラスの男子、しかもそこで死んでいる彼と仲の良い、同じ部の友人であるはずの生徒が立っている。


    「貴様ッ、な、ななな、何をッ!!」


    　激げき昂こうし、その生徒の胸倉を摑つかみ上げる担任。


    「お前、今なんて言った？　仕方ない!?　仕方ないって言ったのか!?　いったい、何が仕方ないっていうんだ！　言え、言ってみろよ！」


    　集まっていた野次馬が一いつ触しよく即そく発はつの空気に注目する。死体を前にして、繰り広げられる新たな騒動。僕は急すぎる場面展開についていけず、ぼんやりとそのやり取りを眺めるしかない。


    「人が死んだんだぞ！　自殺なんかしやがったんだぞ!?」


    　担任は今にも殴なぐりかかりそうな勢いでそう叫ぶ。それに対し、両手を挙げて降参のポーズをとったまま、生徒の方は頰ほおをひくつかせ、笑った。


    「確かにこの世界のあいつが死んじゃったのは残念だよ？　俺だって、あいつともう会えないのは悲しいさ。……でも別に、あいつ本人が死んじゃったわけじゃねーんだから」


    「………………は？」彼が言っていることの意味が全く理解できないのだろう、眉まゆ根ねをこれ以上ないほどに寄せ、戸惑いの声を漏もらす担任。「お前、何を……？」


    「いや、だからさー。なんつーか、説明するのは難しいんですけどね。どう言えばいいんだろ、パラレルワールドっていうのかな、俺の主観世界では死んじゃったわけだけど、あいつの主観世界では、あいつは上う手まく過去に巻き戻ってるわけなんですよ」


    「お前っ、意味のわからんことを……」


    「だ、か、らぁ。あいつさ、今週末大会あるってのに昨日までの練習で上う手まく身体つくれなかったからさ。ほら、一応、次が中学では最後の大会じゃん？　最後くらい万全のコンディションで大会に挑みたいっていうのは、普通の感情でしょ？」


    「だから！　お前は！　さっきから！　何を！」


    「えぇっ!?　ここまで言ってわかんねーの!?　困ったな……」


    　今度は僕の身体が戦慄おののき、奥歯がかちかちと鳴る番だった。彼が何についての話をしているのか、わかってしまったのだ。担任教師によって胸倉を摑つかまれ、ガクガクと揺らされているその生徒へと視線を向け、ふとある一点に注視する。


    　絆ばん創そう膏こう。彼の額ひたい、ちょうどその中央あたりに、小さな絆創膏が貼はられていた。


    「…………ッ!!」


    　僕は知らぬうちに後あと退ずさっていた。周囲の野次馬にぶつかるのも構わずに、その人ごみの輪から退避する。騒動によるざわめき、担任の叫び声、それらが全部、遠くのことのように聞こえてくる。思い起こされるのは、由ゆ衣いから聞いたある話。


    　クイックセーブ＆ロード。その過去へと戻るためのセーブポイントの設置法。


    　セーブデータとして残しておきたい現在を強く意識する。願って願って、強く念じ続けているうちに、頭にちょっとでも痛みが走ったら、それが成功。後々、その痛みを感じた瞬間にまで、人生を巻き戻すことが可能となる。いつまでたってもその痛みを感じない人は、強く念じている間に額に針か何かを刺すことでも代用可能。大切なのは脳に刺激を与えること、それのみ。


    　……強く念じている間に、額に針か何かを刺すことで代用可能。


    「ハァッ、ハァッ、ハァッ……！」


    　荒くなった呼吸をなんとか整えようと、意識を集中する。


    　わかってた。わかっていたはずじゃないか。あの馬鹿げた噂うわさが、単なる都市伝説の枠を超えた恐ろしいものへと変へん貌ぼうしていること自体は。それを信じて実際に何人もの人間が自殺していることも、知っていたじゃないか。だけど……。


    　形がなかったはずの化け物がいつの間にかはっきりとした実体を持ち、僕のすぐ背後にまで迫っているかのような……、その鋭えい牙がが僕の首筋にかけられているような、そんな気配。


    　逃げるように後退し続けていた僕の背中にどん、と誰かがぶつかった。


    「なるほど、上う手まくやったものだ。笑えるほどに、無価値だが」


    　何の抑揚もない平坦なその声に、僕は思わず振り返る。


    　そこには、まだ晩夏なのに真っ黒なロングコートを纏まとった怪しい男が立っていた。後ろに束ねられたその長髪は真っ白で、その皮膚の白さとあわせ、まるで全身から色素を抜き取ったかのよう。能面のように固められた顔面に、深しん淵えんと形容するにふさわしい暗くら闇やみを宿らせた瞳ひとみ。どことなく虚無感が漂う、不自然な雰囲気。


    「なんだ」目を合わすだけで、魂を吸い込まれてしまいそうなその瞳が、僕に気付く。「誰かと思ったら、榊さかき潔きよ人と。ちょうど、君を探していたところだった」


    「え……？」


    　この見るからに怪しい男が、僕のことを知っている？　嫌な予感、そう表現するには不吉すぎるその悪寒に僕の足は後退し、自然と彼から距離をとる。


    「時間に翻ほん弄ろうされる君が時間に疎うといというのは、感心しないな。いや、だからこそ、か」


    「あ、あの……？」


    「五分後に正門前と伝わっているはずだが、ちょうど今、七分が経過しようとしている」


    「あ……！」その言葉で思い当たる。ついさっき常盤ときわ初はつ雪ゆきからあった謎なぞの連絡。五分後に正門前。あれは、霞かすみと落ち合うためのものだと思っていたのだが。「……貴方あなたが、お兄様？」


    　そんな僕の問いかけに彼はその瞼まぶたを閉じ、口元を吊つり上げた。だが、その表情変化に感情は伴ともなっていない。ただ、顔面の筋肉を操作しただけ、そんな印象を覚える彼の笑み。


    「なるほど、上う手まくやったものだ。笑えぬほどに、無意味だが」


    　彼はそう言うなり僕に背中を向け、歩き出す。背中越しにかけられる、彼の言葉。


    「君に用がある。君は黙って私についてくるべきだが……、どうする？」
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    　夕映え、そう表現するにふさわしい景色の中を僕は歩いていた。


    　わざわざ人づてに僕を呼び出しておきながら、僕のことなどお構いなしですたすたと進んでいく黒コートに白髪が目立つその男。彼を追いかけ、学園を出て、街のビル群へと入っていく。ビルの側面が夕焼けの光を反射して、道路を赤く染めていた。その中を一定のペースで歩いていく男の背中に僕は、異様な雰囲気を感じ取る。


    　逢魔ヶ刻おうまがとき、ふいにそんな言葉が脳裏をよぎり、僕の背せ筋すじを冷たくさせた。


    　いったいこの人は何者なのだろう。奇人変人ということは間違いないのだが……、初はつ雪ゆきの兄？　霞かすみは三人兄弟だったということか、それとも他の……。


    「我われながら、上う手まくないセンスだ。だが、その言葉が持つ陳腐さと身近さが、あの子供たちの心を摑つかんだということだろうか。感想はどうだ？　君の表現をモデルにしたのだが」


    　横断歩道を渡っている途中に突然、その男がそんなことを聞いてくる。言われた言葉の意味がわからず聞き返す僕。すると、彼は少しだけこちらを振り返って、またあの言葉を口にした。


    「私は今、クイックセーブ＆ロードについての話をしている」


    「なッ!?」


    　これまで僕の周囲を何度も飛び回り、僕を翻ほん弄ろうしていたその言葉。条件反射に警戒する僕の神経。だが直後、側面から発せられた車のクラクションに僕の注意が分散される。いつの間にか、信号は赤に変わっていた。


    「……どこだっ!?」


    　慌あわてて横断歩道を渡りきり、男の姿を探す僕。だが、道を行き交う人々の中に白髪の頭は見つからない。逃げられた？　いや、奴が逃げる必要なんてない。じゃあいったい……。


    「どこを見ている」


    　突然、横からかけられるその言葉。反射的に僕が顔を向けると、僕のすぐ近く、ビルとビルの隙すき間まにある脇わき道みちに彼が立っていた。夕日の赤い後光を背に、こちらを眺めているその男。


    「君によって既に二分をロスしている。できるだけ、今の君と話をしたい」


    　僕は脇道へと消えていった男の後を追う。奴は噂うわさについて何かを知っていて、それに僕が関わっていることも承知の上で接触を図ってきたのだ。見失うわけにはいかない。


    　もしかしたら僕たちを襲った奴らの仲間かも。携帯電話に一一〇番の番号を打ち込んで、すぐにかけられるよう用意しておく。


    「貴方あなたは……、いったい何者なんですか？」


    「何者か。それを今の君に言っても、恐らく意味なんてない。だから、今の君に理解できるよう言葉を選ぶならば……」裏路地を闊かつ歩ぽしながら彼はそう言い、それに、とんでもない言葉を付け加える。「今、君が強く興味を持っているこの街の都市伝説。時を跳躍する不思議な魔法、世界を変える救いの呪文、クイックセーブ＆ロード。あの話を作ったのが、私だ」


    「……、…………、………………な」


    　一瞬、思考が断ち切れていた。それほどまでに衝撃的で唐突な彼の言葉。


    「今……、なんて言った……？」


    「繰り返さなければならないのか？」彼はそう言って足を止め、振り返る。「私はあの話を創作し、人々の間に流る布ふした人間であると、そう説明したのだが」


    「お、お前…………！　な、何……！」


    「理解に時間がかかるな。相変わらず、頭の使い方が上う手まくない」


    　彼は残念そうに嘆きながら、更に奥の路地へと入っていった。平静を失いながらも、僕はその後を追う。だが、またしてもそこに彼はいなかった。


    「こちらだ。急げ」


    　頭上よりかけられるその声。見ると彼は、古ぼけたビルの外壁に設置された螺ら旋せん階段を上がっているところだった。僕は柵さくを飛び越え、その階段を駆け上がる。


    　カンカンと、小気味いい音が響く中、まるで独り言を言うように続ける黒コートの男。


    「要するに、魚釣りだと考えればわかりやすい。君の後発的登場によって私以外にも異能を持つ『例外』が発生する可能性を知ったから、他にも私に都合の良い『例外』が現れないかどうか、試しにやってみただけのこと。なに、二月に行ったサプライズの下準備をする際、ついでに仕込んだ余よ興きように過ぎない。最初から、期待などしてはいなかった」


    「…………」奴は本気なのか、本当にあの噂うわさが奴によるものなのか。そして、今奴が言っているのはなんのことなのか。話を追いかけるのに必死で、言い返すための言葉が出てこない。


    「だが、餌えさの食いつきだけはいいようだ。あの噂は私の想定を遥かに超えた速度で浸透している。少し面白くなってきた。久しい感覚だが、想像を裏切られるというのは愉快だな。今の君に言っても同意が得られないことが残念だ」奴はそんなことを言いながら、階段を昇り続ける。「といっても、未いまだ死者は十代ばかりで、触媒の域を出ていない。これをきっかけに、三十代から五十代までの自殺主流層が流れに乗ってくれると私としては助かるが。まぁ、理想や期待は実現しないのが常」


    「…………っ、なんで……!!」


    　二段飛ばしで螺旋階段を踏みながら、やっとのことでそう叫ぶ。しかし彼はそれに対し、「理由は既に説明した」という素っ気ない返答しか返してこなかった。


    「それにしても、ここ数か月は顕けん著ちよだな。皆、本気で今の自分を悔やみ、人生をやり直したいと思っているのか。それとも、ただ現在の苦痛から逃避するため、自殺する言い訳が欲しいだけなのか。いや、真実はもっと単純で、単なる衝動を信仰でごまかしているだけなのだろうが」


    「信仰……？」


    「そう、信仰だ。昨年の『眼球抉えぐり』が眼球に抱いだいた宗教も、二月の『小さな殺人鬼』が愛に感じた偏へん執しゆうも、全て自己の中で動機付けを行い、それを自分自身で信仰しているに過ぎない。……いや、今の君にその例えは意味がないか」


    　彼は歌うようにそう繋つなげてから、ふいに言葉を止める。


    「そうだな。親が子供のために身を粉こにして働くのや、市民が日々善行を積むのと同じと考えればわかりやすいか。つまり、言葉と目的を与えることによって自分が縋すがりつく思想に動機付けを行い、それに対して実感を得られるそれぞれの信仰で補強をしているということ。いや、違うか。この街に限っては、その縋りつく思想すら他人が用意してくれる」


    　独りよがりに繰り出されてくる言葉と把握しきれない情報に、僕は声を荒らげる。


    「さっきから、言っていることの意味が……！」


    「それは君が、自分の中にある核心を意図的に無視しているからだ。君は記憶の復古に恐れを抱いだき、足踏みをしている。記憶を取り戻す術など、いくらでもあるというのに」


    　その言葉に、先ほど交わした常盤ときわ夢ゆめ乃のとの会話が重なる。


    「記憶の喪失。確かにそれは、今の私たちが得ることのできる最上の幸福なのかもしれないが、それではこの世界が一向に『ここから先』へと進まない。世界は一つ。並行も分離も虚構、学者や作家が行う机上の空論でしかないのだから」


    　世界？　並行？　分離？　……僕の記憶について話してたんじゃないのか？


    「私はそれを好よしとしないし、君もそれを善よしとはできないだろう？　本当にこの輪りん廻ねから出たいのならば、その存在を消すか、正しく終了させる以外に手などない。理想は後者だが、その答えは未いまだに見えない。だから、私は前者を求めている。つまりがそういうこと。……なるほど、これもまた信仰か、面白い話だな」


    「……」


    　どこがどう詰まっているのか、何に納得し、どこが面白かったのか。やはり僕には奴が言うことの意味がわからない。そしてもし僕の記憶が戻っていたとしても到底、理解のできるような話ではなさそうだった。


    「……貴方あなたは、僕の何を知ってるっていうんだ？」


    「そうだな。あえて言うならば、全てを」


    　なんの臆おく面めんもなくそう言い放つ彼に、僕は言葉を失なくす。


    「だから君が今、しなければならないことも知っている。とりあえずは、ある男を追うといい。例の噂うわさを広めるために、私が一都市につき一人ずつ選んだ発信源のうちの一つ。それだけでしかなかった奴は今、野心からその役割を逸脱しようとしている。今はまだ効率の良い部品に過ぎないが、いずれ私にも不利益な存在となるだろう。消してしまって構わない」


    「あっ……、え？　しなければならないこと？　ある男？」


    「それが誰かを突き止めるのは容易だろう？　君が記憶を失う前に執しつ拗ように追い、そして一時は追い詰めた彼のことだ。自分の辿たどった道を馬鹿みたいに繰り返すのは君の得意分野じゃないか。……さて」


    　彼はそこまで言って、足を止める。


    　いつの間にか僕たちは階段の終着点、そのビルの屋上にまでやってきていた。


    「どうやら間に合ったようだ」


    　高低差が縮まったからか、随分と近くに見える時計塔の文字盤を眺めながら彼はそう言った。


    「間に合ったって、何が……」ようやく彼のところに追いついた僕はそう聞きかけて、気付く。


    　夕焼けと夜が混ざり合った紫色の空の下に、一人の少女が立っていた。


    　老朽化したビルの屋上、錆さびたフェンスの向こう側に佇たたずむその人物。長い髪をお下げにまとめた僕と同じくらいの女子中学生。その制服は、貴たか苗なえ学園。


    「誰ッ!?」


    　僕たちの気配に気付き、振り返る彼女。その垂れた目が大きく見開かれる。


    「榊さかき……潔きよ人とッ!?」


    　また、僕を知っている人間か。どうなってるんだ。これは夢か何かか。幻想的かつ退廃的な黄昏たそがれの中、増えすぎた疑問と混こん沌とんとした思考の渦に酔よい、強烈な吐き気を催もよおす僕。


    　だが、そんな戸惑いはすぐに吹き飛んだ。


    　思い出したのだ。彼女の顔を僕は知っている、いや、知っているなんてものじゃない。


    　度のきつそうな黒縁眼鏡めがね、垂れた目元のタヌキ顔、そして僕へと向けられる敵意の表情。


    「お前はっ……！」


    　彼女は一昨日おととい、駅のホームで霞かすみを突き落とし逃げ去ったあのパーカ女に違いなかった。


    「どうして貴方あなたがここにっ！」


    　それはこっちの台詞せりふだと、言い返そうとしてやめる。状況が想像以上に深刻であることに気付いたからだ。


    　クイックセーブ＆ロードの噂うわさを調べる僕たちを攻撃してきたその犯人、つまりあの噂の関係者が今、屋上の縁に立っている。その意味に大方の予想がつき、戦せん慄りつする。


    　この女もまた、自殺をするつもりなんじゃないだろうか、と。


    「……っ！」


    　なんとしても阻止しなければ。瞬間的にそう意識が定まるがしかし、口からはなんの言葉も出てこない。僕がそうしている間に、彼女の方は何かしらの理解に至ったのか、その生き真ま面じ目めそうな顔面を酷ひどく歪ゆがめて、哄こう笑しようした。


    「なんのつもりか知らないけれど、無駄よ！　貴方の行動も、努力も、何もかも全て無駄！」


    「は!?」


    「そこからじゃもう間に合わないでしょう!?　次はきちんと、殺してあげるんだから！　今度こそ上じよう手ずにやって、あの人に『更なる力』を分けていただくんだから！」


    　彼女はそう言って、こちらに向かって何かを投げつけてくる。


    「その女も、次からはちゃんと潰つぶしてあげるから、安心なさいな！」


    　僕の胸に当たって床に落ち、軽い音を立てるその何か。


    「これは……」その何かを拾って、見る。「……眼鏡めがね？」


    　いったいなんのつもりか。そう問おうとして顔を上げると、もうそこには誰もいなかった。


    　錆さびたフェンスの向こうには、紫色に染まった空が広大に広がっているだけ。


    「……………………」しばし、ぽかんと突っ立っていた僕は、数秒後にようやくその光景の意味に気付く。「…………バカなッ!?」


    　転がるように駆け出して、錆さびたフェンスに突進する僕。そのままビルの下を覗のぞき見て、想像の的中に息を呑のむ。そこには血ち溜だまりの中、糸の切れた操り人形のように両手を投げ出す彼女の身体が転がっていた。急に視界と認識のパースがずれ、感情が先走る。


    「～～～～っ!!」


    　思わず、目の前のフェンスを殴なぐりつけている僕。ささくれ立った金網が拳こぶしに突き刺さったが、その痛みにすらも構うことはなかった。何度も何度も拳を叩たたきつけ、それでも晴れることのなかった思いが、喉のどの奥からこみ上げる。


    「なんで、なんでだよ！　なんなんだよ！　どうなってんだよ！　どうして、どいつもこいつも……ッ、クイックセーブ＆ロード!?　馬鹿じゃないのか!?　なんでそんな話信じる!?　なんでこんなことが繰り返されるんだ!?　いかれてる！　どいつもこいつもいかれてやがる!!」


    「その台詞せりふは君にとって、君が思っている以上に滑こつ稽けいで大変愉快なのだが、しかし」


    　僕の後ろに立って、下を覗き込んでいた白髪の男がそう呟つぶやく。


    「なるほど。『更なる力』を分けていただく、か。奴の意図がようやくわかった」


    「あんたっ！」僕は振り返り、激情のままにその男の胸倉を摑つかんでいる。「こうなることを知ってたな!?　なんのつもりだ！　お前は何者なんだ！　全部、お前のせいなのか!?　お前っ……、いったい何人の人間があのふざけた噂うわさで……！」


    　そう叫び、更に問い詰めようとした僕の眉み間けんに、彼の拳が叩き込まれた。その細い身体からは予想のつかない異様なほどの衝撃で、フェンスへと叩きつけられる僕の身体。


    「そのやり取りは、厭あきた」未いまだに感情ひとつ感じさせない表情でそう吐き捨て、彼は続ける。「先ほども言った通りだ。確かにこの件に関する全ての根源は私。しかし、その状況を加速させ、意のままに制御しようとしているのは私ではない。先ほどの少女……杉すぎ崎さき美み羽うが言っていた『あの人』だ。その人物こそが、君が追い、止めなければならない人間ということ」


    　そう言いながら、彼はコートのポケットより何かを取り出した。


    「……っ!?」はっと、息を呑む。「……何を!?」


    　それは、黒光りする拳銃だった。この状況で偽物を取り出す意味はない、直感的にそう思った僕は、完全に予測不可能な展開にその身を強こわ張ばらせる。なんだか意味がわからないけれど、とりあえず撃たれる、そう思った。だがしかし、彼は取り出した拳銃の銃口を自分のこめかみに当て、笑う。これまでの無機質な作り物ではない、そこにあるのは本物の愉悦。


    「君の選択に期待している」


    　何を、そう問いかける間はなかった。僕が瞬またたきをした次の瞬間、彼は引き金を引いている。


    　ずばん、という破裂音と共に弾け飛ぶ彼の頭部。


    　そこから噴き出した血液と脳のう漿しようが、すぐ前に立っていた僕の顔面に降りかかり、


    「うわ……、うわああああああああああああッ───────────!!」


    　その生々しい感触と凄せい惨さんな光景に思わず悲鳴を上げたその時、僕は気付く。


    　今いるこの場所が、ビルの屋上ではないということに。


    



    　しんと静まり返る周囲の人々。がたんごとん、という定期的な振動だけが聞こえてくる、そんな閉鎖された空間に僕は立っていた。


    「…………え？」


    　呆ぼう然ぜんと、その場にへたり込む。


    　何度、頭を捻ひねっても頰ほおを抓つねっても、間違いなく今、僕がいるのは移動する電車の内部。つい直前まで、あのビルの屋上にいたはずなのに。まさか瞬間移動したわけでもあるまいし、


    「…………夢、だと？」


    　他の乗客からの奇異の視線に気付き、そそくさと平静を整えて立ち上がる。そうだ、何もおかしいことなどありはしない。常盤ときわ夢ゆめ乃のと会話した僕は、夕方までその部室に留とどまっていて、それから何も起きず、とぼとぼと帰ってきたのだ。そういう記憶がちゃんとある。


    　だがしかし、同時に重なる別の記憶。初はつ雪ゆきに呼び出され、白髪の男と会話したという過去の記憶もはっきりと存在している。つまり、同じ時間の記憶が二つあるのだ。


    　この状況を冷静に判断し一言で断ずるならば、白昼夢ということになるのだろう。これまでもリアルな夢は幾度となく見てきたわけだし、これもその中の一つに過ぎないはず……。


    　だが、釈然としない想いが強く残る。


    



    　僕は次の駅で電車を降り、先ほどまで自分がいた問題のビルへと向かうことにした。


    　そのビルの下には僕の予想通り人だかりができていて、その中央には例のパーカ女、杉すぎ崎さき美み羽うの死体が横たわっている。やっぱり、僕の記憶通りの格好で、彼女は死んでいた。


    　僕は自分の足元に落とし物を見つけ、屋上から彼女と共に落ちてきたであろうそれを拾い上げる。ついさっき、夢の中の彼女が投げつけてきたノンフレームの割れた眼鏡めがね。彼女自身も黒縁眼鏡をかけていたし、スペアか何かだろうか。それを投げつけてくる意味がわからないが。


    　僕は磨ま耗もうしきった脳のう味み噌そでそんなことを考えながら、その眼鏡を自分のポケットにしまいこみ、人だかりの中から離れた。とりあえず今は、もう何も考えたくなかった。


    



    　　　　　２


    



    「それ、夢だね」「それ、夢だよ」


    　僕が昨日した体験のことを話すと、由ゆ衣いと霞かすみが同時にそう切り捨ててきた。


    「いや、だから夢のような本当の話なんだって……」


    　僕は必死でそう弁解しながら、冷めかけたコーヒーをブラックのまま一気に飲み干す。昨日、生徒が一日に二人も自殺したせいで貴たか苗なえ学園は今日もまた、二時間かけての全校集会を行っていた。現在はその放課後、もはや行きつけとなりつつあるいつもの喫茶店で、由衣も合流しての情報整理を行っている最中だ。


    「せめてボクがその場にいれば、夢か現うつつかの判断もついたのに」


    「だから、どう考えても本当のことだったとしか思えないんだって……」


    　そう繰り返す僕をよそに、相変わらず由衣が霞に突っかかる。


    「っていうか、なんでアンタ昨日、その場にいなかったの？　役に立たない奴！」


    「役に立たないとは心外だね。この三人の中で、まだボクしか碌ろくに活躍していないじゃないか。……それに、昨日は家から出られなかったんだ。仕方ないだろう」


    「家から出られない？」


    　その言葉を聞きとめた僕に、彼は罰ばつが悪そうに顔を顰しかめる。


    「駅での事件にウチの親が過敏に反応しちゃってね。必要ないのに医者やらカウンセラーやらを呼び寄せて、自室にずっと缶詰さ。あいつら最近、ボクにまで過保護になって困ってるんだ。……誰かさんのせいでな」


    「いいじゃん別に。大事にされてるってことでしょう？」


    　クリームソーダを啜すすりながらそう言う由衣の言葉に、霞は心底嫌そうな顔で話題を変える。


    「まぁ、ボクの家族の話はどうでもいいんだ。問題はこのセンパイが昨日見た白昼夢だろう？」


    「だから、夢じゃないって。証拠だってある！」


    「証拠？」訝いぶかしげにこちらを睨にらむ霞。「まさか葛くずの葉なんて言わないだろうね」


    「違うって！　別に狐きつねに化かされたわけじゃない。見なよ」


    　僕はそう言って、昨日つい拾ってきてしまった割れた眼鏡めがねをテーブルの上に出した。


    　縁はノンフレームで、蔓つるの部分が赤いその眼鏡。ビルの屋上から落としたためか、それともはじめからなのか、片方のレンズが砕けて罅ひびが入っている。


    「ほら！　見てよ。確かに僕はビルの上でこれを杉すぎ崎さき美み羽うから」僕はそう言いかけて、気付く。由衣と霞の表情が、この眼鏡を見て急変したことに。「……って、何？　どうしたの？」


    「いや……、なんでもない……」どこからどうみても何かある顔でそう呟つぶやく由衣。


    「……それは、別の事件の証拠だね」由衣に問い詰めようとした僕を、霞の言葉が遮さえぎった。「なるほど…………わかった。…………よく、わかった。その件はもう、いい」


    「は？　いや、全然わからないんだけど」


    「もういいって言っているだろ、耳障ざわりだよ。黙れ」僕の言葉を遮さえぎって彼は続ける。「言及すべきはボクを襲いやがったあの女……、杉すぎ崎さき美み羽うが実際に自殺しているってことだ」


    　緊迫した空気の中、僕の釈然としない感想をよそに話は別の方向に転がっていく。


    「その人、本当に駅のホームでキョートたちを襲った人だったの？」


    「あぁ、間違いない。ボクも一応調べてみたんだけど、本人だったよ。杉崎美羽、うちの中等部で三年生。センパイと同学年で、成績優秀品行方正。優等生を絵に描いたような奴だったそうだよ。記憶にない？　あ、あるわけないか。センパイ、鳥頭だしね」


    「…………」


    「ちなみに、センパイがいなければこの三年間ずっと学年一位の成績をたたき出していたはずの秀才だよ。ま、センパイが冗談みたくズバ抜けていたせいで、万年二位だったわけだけど」


    「え？」赤の他人だと思っていたが、そういう繋つながりがあったのか。「……そ、そうなんだ？」


    「本当なら『五年に一度の秀才』の名は、彼女のものだったかもしれないね。頭の出来だけなら、センパイより数段優れていたんじゃないかな。ま、どれだけ頭が良くても無防備でか弱いこのボクに突然襲いかかってくる時点で、その底が見えているわけだけど。あんな奴、死んで当然……でも、貴重な情報源が潰つぶれてしまったことは、素直に残念だと思うよ」

  


  [image: ]


  
    「…………」


    　昨日のことが夢でなければ、彼女は僕に「次はちゃんと殺してやる」と言いながら死んでいった。つまりあの自殺は、僕らの抹まつ殺さつに失敗した過去を帳消しにするため、再度過去へと戻ることを目的としていたということなのだろうが。しかし当然、彼女にそんな力なんてあるはずもなく、彼女はただの無駄死にをしたということになる。


    「そんでもって、お前が夢の中で出会った白髪の男っていうのは多分、姉さんの兄。つまりボクの従兄いとこである常盤ときわ令れい司じのことだろうね。なんか黒っぽいコート着てなかった？」


    「着てたけど……、あの人のお兄さん？」


    　言われてみると肌の白さとか、顔のつくりとかはよく似ていたような気がするが。


    「例のクイックセーブ＆ロードの噂うわさも、あの令司さんが仕掛け人なら納得の規模と効果だよね」霞かすみは勝手に納得しながら、紅茶を啜すする。「その動機の方は相変わらず意味不明だけど、あの人はボクらみたいな人間の思考で追いつける次元にいる人じゃないからなぁ……」


    　この自尊心の塊かたまりみたいな男が、そこまで無条件に褒ほめ称たたえる人間か。その人物こそが諸悪の根源かもしれないのに霞の口調には彼を咎とがめる色が少しも見られない。根拠なしの全肯こう定てい。


    「そこまですごい奴なのか、あの常盤令司って……」


    「お前とは住む世界が違う。あの人は人類を超越した予言者なのさ。いや、もう神かも。神」


    「なんだそりゃ」


    　由ゆ衣いがそう言って笑うが、本人をこの目で見て、しかも目の前で突然拳銃自殺されている僕としては全然笑えない。さすがに神はないだろうが、かといって人でもない、そんな印象。


    「まぁ、つまり、だ。お前が杉すぎ崎さきの名や令司さんについて知っていたということは、お前の言う昨日の夢とやらはその大半が現実だったと見ていいだろうな。瞬間移動やら令司さんの自殺やらの話は多分お前の狂言か、寝ね惚ぼけたせいで記憶が混乱してるかのどっちかだ。ボクは後者だと思うね、センパイのことだし。正確な記憶なんて端はなから期待していない」


    「……あのなぁ」


    「まぁ私も、あるなら後者だと思うけど」


    「そんな、由衣まで！」


    　そう非難の声をあげる僕だが、自分でも昨日の出来事を論理的に考えると、そうとしか思えないのもまた事実だ。


    「だから、言ったろ？　夢かどうかの水掛け論で時間を浪費するのは馬鹿らしいって」紅茶を飲み干し、初耳の意見を出しながら空のカップを突きつけてくる霞。「本当に本題にすべきは、その令司さんが言っていた内容についてだよ」


    「……例の、キョートが記憶を失う前に追っていたある男こそが、その令司さんとやらが流した噂を加速させて、制御しようとしているって話？」


    「そう、それだよ。多分、その誰かこそが、この街で起きる噂うわさの発信源であり、杉すぎ崎さき美み羽うを使って姉さんやボクを襲わせたこの事件の真の黒幕だ」


    　僕の理解をおいて、勝手に話が進んでいく。


    「問題はそれが、誰なのかってことだが……」そう溜ため息いきをついて、霞かすみは僕を一いち瞥べつした。「記憶を失う前のセンパイが追っていた、そして多分、追いついた人間。これだけしか情報がないんじゃ、結局のところこれまでと状況が少しも変わっていないじゃないか。もっと何か、他に情報はなかったの？」


    「そんなこと言われてもなぁ……」


    「ったく、情報が足りなさそうだったら、会話を使って新たに引き出すくらいのことはしてくれよな。相変わらず、脳のう味み噌その使い方が下へ手たくそなんだから……」


    「…………」それと同じようなことを令れい司じからも言われた気がする。「……じゃあ、やっぱり、頼りになる情報源は僕の記憶と、このファイルくらいしかないわけか……」


    　そうぼやいて、机の上に広げられていた例のファイルのコピーを眺めてみる僕。


    「センパイの記憶は使えないから、やっぱりこのファイル以外に切り込む隙すきはないってことだよね」いらんことを付け足してから、霞も手元にあったコピーを再読しはじめる。


    「うーん……、でもこれ、意味わからないからなぁ……」僕たちに倣ならったのか、同じように顔を顰しかめてファイルをあさりだす由ゆ衣い。


    「……………………」


    「……………………」


    「……………………」


    　喫茶店の一スペースに、深い沈黙が下りてくる。


    　これでもう何度目になるかわからない、問題のファイルの再チェック。


    



    　海かい棠どう飛鳥あすか・女・18・貴たか苗なえ高等部・Ｋ県Ｂ区東仙せん岳がく３─XX─X・6/25 00:00


    　5/31 15:00　6/3 16:00　6/5 14:00　6/10 16:00　6/11 12:00　6/14 12:00　6/17 16:00　6/19 13:00　6/21 12:00 15:00　6/24 16:00


    



    　胡ご麻ま木き隆たかし・男・17・貴苗高等部・Ｋ県Ｂ区東仙岳１─XX─XX・6/29 00:00


    　6/8 12:00　6/9 12:00　6/11 15:00　6/16 12:00　6/18 15:00　6/25 12:00　6/28 15:00


    



    　雅まさ貴き芳よし野の・女・21・仙岳大学・Ｋ県Ｂ区仙岳１─XX─XX・6/30 00:00


    　6/5 16:00　6/12 15:00　6/19 15:00　6/26 15:00


    



    　宇う部べ空そら美み・女・14・仙岳第一中・Ｋ県Ｂ区西仙岳２─XX─X・7/1 00:00


    　6/6 14:00　6/20 12:00・・・・・・


    



    「まず名前、次が性別で年齢、所属校。で、後ろの住所と日付が死んだ場所と時間なんだよね」


    　口に咥くわえたストローでクリームソーダを搔かき回しながら、由ゆ衣いがそう確認する。


    「あぁ、その通り。全員が示し合わせたように十二時ちょうどに死んでいるのには、なんの意味があるんだろうね。耳にする例の噂うわさには時間指定なんてなかったはずだけど……」


    　テーブルの上に散ったソーダの水滴を迷惑そうに睨にらみながら、霞かすみが話を受ける。


    「そんでもって、その後に続く日付と時間は全くの謎なぞ……。このボクをここまで悩ませておいて、なんの意味もない数字の羅列だったりしたら本気で怒るから、覚悟しておけよセンパイ」


    「んなこと言われたって……」自分のことながら、これが何か重要な情報であるという自信が全くない。「うーん……、例えば被害者とその『発信源』とが、接触した時間……とか？」


    「ふぅん？　で、なんで、記憶を失う前のセンパイがその接触した日にちと時間を正確に把握できてるわけ？　この十七人を全員、ストーキングでもしてたの？　……で、ストーキングしてたくせに、みすみす自殺されるのを黙って眺めていたんだ？」


    「う……」反論できる材料はなし。仕方がなく、攻める方向を変えてみる。「で、でも、こうやって見てみると、やっぱり貴たか苗なえ生が多い気がしないか？　昨日飛び降りたあの杉すぎ崎さきって人も、うちの学校なんだろ？」


    「確かに全体の八割が学生で、その六割がうちの学校の生徒だね」いつまでも僕を責めていても仕方がないと思ったのか、霞が話題の転換に乗ってきた。「……まぁでも、この街の中学高校は、うちと仙岳第一中、第二中、仙岳高校しかないから。偶然と言えなくもない程度じゃない？」


    「うーん……」考えすぎて、思考回路が疲ひ弊へいしてくる。「あと他に気付くことは……、彼らが死んだ日と同じ日付が、後ろの羅列された日付内に比較的多くあるってことくらいかな。時間の方は昼だったり、夕方だったりだけど」


    「だが絶対のルールじゃない。もっとよく考えてよセンパイ。もとは自分で作ったナゾナゾだろう？」そう皮肉をこぼしながらも、霞が目を細めて呟つぶやく。「……曜日による規則性があるようでいて、そうでないものも多々ある。それに『不明』と表記された人物も……、くそっ」


    　一向に光明が見えてこないからか、空からになったカップをテーブルに叩たたき付ける霞。そんな中、一人でストローをがじがじ齧かじっていた由衣が、ふいにぽつりと呟つぶやいた。


    「なんか貴苗生だけ、最後に羅列されてる日付の量が多い気がしない？　まぁ、心持ちだけど」


    「うん？」「どれ……？」


    　僕と霞、二人して由衣の指さすファイルを覗のぞき込む。


    「確かに……、でもやっぱり心持ち、だよなぁ……」


    　眉み間けんに皺しわを寄せ深く息をつく僕に、霞が続ける。


    「そうだね、これだけではこの数字の意味にも、噂うわさの発信源となっている『誰か』に関する情報にも繋つながらない。せめて、もっと貴たか苗なえを匂におわせる共通点があれば話は別……だ、が……」


    「…………？　霞かすみ君？」


    「黙って！」急に言葉を止めた霞に僕が問いかけると、彼は持っていた空からのティーカップを投げつけながら叫んだ。「これも……、これもそうだ！」


    　慌あわててカップを受け止めた僕や由ゆ衣いをほったらかしにして、齧かじりつくようにファイルのコピーを抱え込み、一つ一つ確認していく霞。


    「……なんだ！　これもじゃないか！　なんてことだよ、まったく！」


    「何かわかったの？」


    　霞の豹ひよう変へんに驚きながら、由衣が恐る恐る聞いてみる。すると、彼は未いまだ興奮冷めやらぬ様子でポケットから生徒手帳を取り出し、笑った。


    「見てよ！」そう言って、霞は十七名の自殺者と、謎なぞのリストに羅列されていた日付をカレンダーに一つ一つ書き加えていく。「まさか、こんな単純かつ簡単なことだったなんて。どうして一発で気付けなかったのか、不思議でしょうがない！」高速でボールペンを動かしながら、彼は説明を開始する。「今、そこにいる梓あずさ由衣が言ったことが、限りなく正解だったんだ！」


    「え？　私？」ストローを口にしたまま、由衣がぽかんとした顔になる。「どういうこと？」


    「いったい、何がわかったんだ？　教えてくれよ」


    「ふふ……、まだ気付かないんだ。愚かだね、愚かしいほど無能だね、センパイ！」まるで、はしゃぎまわる子供そのもので笑う霞。その口から飛び出すのは無邪気さとは無縁の毒ばかりだが。「この一見、無意味な四番目の項目。自殺者の所属校、職業の欄に鍵があったんだよ」


    「所属校……？　貴苗だけが、最後の日付の量が多いっていう話か？」


    「そうだが違う！」満面の笑みで意味のわからないことを叫ぶ霞。「その日付をカレンダーに全て記入すれば楽勝でわかることなんだよ。ホラ見て！」そう言って、書き終わったカレンダーを僕たちに提示する。「死亡した十七名のうち、貴苗生以外の欄に羅列された日付だけが休日のものなんだ。そして、貴苗生の欄にある日付は基本的に平日、それも昼から夕方までが多い」


    「うーん…………、あ！　本当だ……」


    　まじまじとそのカレンダーを確認し、感心したように頷うなずく由衣。僕も同じようにカレンダーをチェックし、確かに今、霞が言ったことが正しいことを確認する。だが……、


    「……で、それがなんだって言うんだ？」


    「呆あきれるほどに馬鹿！」霞は、かなりのご機嫌でそう笑って僕を見下した。「それが何を意味しているか、まだわからないのかい？　さっき自分で言ったろう？　これは、自殺者たちが『発信源』と接触した日付と時間なのかもって。それが、貴苗生は平日。それ以外は休日に集中しているっていうのは、どういうことだと思う？　少なくとも、『発信源』は貴苗学園の関係者だってことにならない？　ならないかな？　どう？」


    「な、なるかも……だけど」


    　霞かすみがハイテンションすぎて肯こう定ていするのが若じやつ干かん悔しいのだが、しかし、ここは認めるしかない。


    　確かに、この最後の日付の羅ら列れつが指し示す『何か』は、貴たか苗なえ学園に関係しているようだった。


    「絞れてきたね。あとは、うちの学校の『何』についてなのかを見つければ、ゴールまであと少しじゃないか！　そしたら次は更なる絞り込みだ。……記憶を失う前のお前が、そのタイミングを正確に把握できた何か、それが答えだ！」


    「僕がそのタイミングを正確に把握できた、何か？　……って、何？」


    「馬鹿だね。それは、これから考えるんだよ」


    　なんだ、散々偉そうにしておきながら肝心の部分はわかっていないのか。霞の暴力が怖いので心の中でだけそう突っ込んで、僕は再度、そのファイルの紙束へ目を落とす。


    「うーん……、月曜日の午後三時、木曜日の午後四時、土曜日の午後二時に、また木曜日の午後四時……。こっちは火曜日の正午、水曜日の正午、金曜日の午後三時……」


    「基本的に一時間単位で、平日は正午以降になっているようだね。そして一番遅くても午後四時までになっている……。ん？　それに午後一時や二時はないらしい」


    「…………正午と、三時、四時……」何か喉のどに引っ掛かるような感覚。「なんだ、ここまで……すぐここまで出かかっているのに……」


    　髪を搔かき乱し、プリントを睨にらみつける。あと、一歩。あと一歩何かあれば、答えが出そうなのに……。そんな僕のもどかしさをよそに、由ゆ衣いがけろりと呟つぶやく。


    「いや、っていうかこれ。昼休みと放課後でしょ？」


    「！」「！」


    　僕と霞が同時に由衣へと顔を向ける。そんな僕らには気付かず、のんきに推理を続ける由衣。


    「そんでもって、キョートが時間を正確に把握できてたってことは、もともと時間を記録するのが普通な場所だったんじゃない？　……例えば、図書館の貸し出しノートとか、視聴覚室やパソコン室の利用カードとかさぁ。ほら、ああいうところの開放時間って、だいたい昼休みと放課後に限られてるじゃん？」


    「……！」


    「なるほど、梓あずさ由衣のくせに鋭いね」


    「……それ、褒ほめてんの？」


    「だけど、それも確かではないし、『発信源』への手がかりにもなり得ないなぁ。それらの施設は職員も当番制だし、特定の個人には迫れない。それに、うちの生徒以外の人間が休日に利用しているっていうのもおかしな話だろう？　ふむ、やはり梓由衣の意見は梓由衣の意見だった」


    「……それ、貶けなしてんの？」


    　僕の目の前で言い合いを続ける二人。


    「なにさ、馬鹿にして！　じゃあ、あんたも、もっとマトモな例をあげてみなさいよ！　何か他にないの？　昼休みと放課後にだけ窓口が開いている、何かがさ……」


    「窓口って、役所じゃないんだから」


    　憤ふん慨がいして詰め寄る由ゆ衣いに、そうごまかしながら笑う霞かすみ。


    　それらのやり取りを眺めていた僕の脳のう味み噌そに今の言葉が作用した。どこかで聞いたことのある台詞せりふ。カチリと、欠けていた歯車が嵌はまったかのような感覚。二つの情報が脳内で連結される。


    「あ…………」


    　昼休みと、放課後。貴たか苗なえ生は主に平日で、それ以外は全部休日。


    「ま、さか…………そんな……」


    「……キョート？」「何？　何かわかったの？」


    　言い争っていた二人が、こちらに注目する。しかし、それらを相手している暇ひまはなかった。


    「いや……、でも……、ありえない話じゃ……」


    　今、僕の脳味噌全てを使って、検討しているその考え。もしそれが、正解だとしたら……。


    「ちょっと大丈夫？」「おい！　無視するな！　答えろ！」


    　僕の胸倉を摑つかんで、ガクガクと揺らしはじめた霞にも反応できない。


    『──昼休みと放課後の五時までしか空いてないから……』


    　脳裏に蘇よみがえり、リフレインしはじめる誰かの言葉。


    　その声の主を僕は知っている。よく、知っている。おぼろげだった記憶が、だんだんはっきりと浮かび上がり、その言葉がいつ、どこで、誰からかけられたものだったかも思い出す。


    『──俺、臨床心理士の資格も持ってるから、理事長に頼まれてスクールカウンセラーの真ま似ね事ごともしてるんだ』


    　以前、記憶喪失になってから間もない頃、学校の廊下である人物にかけてもらった、その言葉。


    『──お前も何か困ったこととか、悩み事とかあったらどしどし話しに来てくれよ。あ、でも、相談窓口は昼休みと放課後の五時までしか空いてないから、注意してくれ』


    　僕はその人物のことが、


    『──いつでも遊びに来いよ。おっと、授業中以外でな！』


    　……その人物のことが、嫌いではなかった。


    



    　　　　　３


    



    　赤あか樫がし智とも也や。男性、二十七歳。貴苗学園の養護教諭……つまりが保健室の先生であり、生徒相談室の室長も兼任するスクールカウンセラー。


    　男前な外見と、気さくな性格で生徒たちからの人望は厚く、教師陣からの人気も高い。


    　記憶を失う前の榊さかき潔きよ人とと仲が良く、記憶を失った今でもよく相談に乗ってもらっていた。


    　記憶を失った僕の最初の理解者で、頼りがいのある大人。僕は、彼のことをそう思っている。


    　だが、


    



    「……なるほどね、あまりにも簡単すぎて盲点だったよ。灯とう台だい下もと暗くらしとはよく言ったものだ」


    　ポケットから何やら怪しい小道具を取り出しながら、霞かすみは訳知り顔でそう呟つぶやく。


    　彼が広げた布の巻物にしまわれている、いかにも犯罪に使えそうな細長い金属棒の数々。もちろんこれは、そのような用途で大活躍する俗に言うピッキングツールというやつである。


    「いや、でもただの偶然かもしれないし……」自分の意見のせいで、状況が急激に発展していくのに気き後おくれしながらの僕の台詞せりふ。「なにも、当日に強行突破しなくても……」


    　霞がどこからか持ってきた本格的な暗視スコープで夜の廊下を見通し、夜勤校務員による巡回を警戒しながらも僕は続ける。


    　今、僕たちは深夜の貴たか苗なえ学園に忍び込み、確固たる証拠を摑つかむためにと、その施せ錠じようされた保健室の扉を破ろうとしている最中だった。もちろん違法行為である。よくて停学、悪くて警察。


    　夏も終わりだというのに、一筋の汗が頰ほおを伝う。


    「やっぱりさ。もっと他の方面から証拠を固めて、しっかりとした準備と対策を練ってからでも遅くなかったんじゃないかな、って思うんだけど……」


    「何言ってんの、キョート。そうして時間を食っている間に、また新しい自殺者が出てきたら困るでしょ？　こういうのは当たったらラッキー、外れていたらゴメンナサイでいいんだって」


    　僕と反対側の廊下を警戒しながら、何な故ぜかノリノリの由ゆ衣いがそう言ってくる。


    「……っていうか、なんで由衣まで来てるんだよ」


    「よく言うでしょ？　乗りかかった船からは降りれないって。……それにキョートったら、今までずっと私のことをのけ者にしてあの先輩と三人で、こういう危ないことばっかりしてさ。今度という今度は最後まで関わりきってやるんだから！」


    「いや、そんなこと言われても……」アグレッシブすぎる二人に辟へき易えきしながら、僕は呟く。こういう直情的かつ短絡的な実力行使は、得てして上う手まくいかないものじゃないかと思うのだけれど。「……それで、由衣のその格好は何？」


    「何って……」暗視ゴーグルのせいで表情は読み取れないが、恐らくきょとんとした顔をしているであろう由衣の回答。「変装だよ、変装！　もし見つかった時に第一中の制服を見られたら、学校間の問題になるでしょ？」


    　そう言って、彼女は自分の服装……貴苗学園のブレザーを見下ろしてみる。といっても、僕のスペアを勝手に引っ張りだしてきたものなのでズボンにネクタイの男子用だ。


    　まるで、というかまんま男装である。まぁ、よく似合ってはいるが。


    「あーあ、ほんとは女子用のブレザーが着てみたかったんだけど。憧あこがれだったんだよね、貴たか苗なえの制服。あのお上品なリボンタイがさー」


    「いいじゃないか。体型、顔、性格……総合的に見て、そっちの方がお似合いだよ」


    「……それ、どういう意味？」


    「おや、残念だ。とうとう日本語まで通じなくなったのか」


    「こ、こいつ……。ってか、そう言うあんたの制服姿は似合ってないよね。ちんちくりんって言うの？　それとも寸足らず？　前々からずっと思ってたけど、なんでそんなブカブカな服、着てるの？　もしかして、それ以上小さいサイズがなかったとか……」


    「……言うね。あまりにも哀れだから、その貧相な体型には直接言及しないでおいてあげたのに」


    「んなっ……、これは貧相じゃなくて、引き締まっているって世間一般ではね……」


    　相も変わらず、詰まらない悪口を応酬していがみ合う由ゆ衣いと霞かすみ。というか、見つかることを危き惧ぐするならば、僕たち三人とも私服の方がよかったんじゃないか？


    　そう突っ込もうと思ったが、その前に霞が会話の継続を切り捨てた。


    「はい、開錠」


    　そう言って扉を開き、すたすたと中へ入っていく霞。取り残された由衣が憤ふん慨がいしてその後を追う。仕方ないので、僕もそれに続いた。


    「うわ……」


    　夜中に入る学校は静まり返っていてどことなく薄気味悪かったが、保健室はそれに輪をかけてホラーだった。


    　ガラス棚に並べられた薬品の数々や、清潔感を出すためのどこか無機質な内装。それを和らげるために部屋の各所に置かれたぬいぐるみの類たぐいまで、恐怖の対象に見えてくる。


    「……なんか、怪談話に出てきそうな雰囲気」僕の内心を代弁するかのように、由衣が呟つぶやく。


    「ガキじゃないんだから……」そんな僕たちを鼻で笑い、一人で室内を物色しはじめる霞。「はてさて、とりあえずは保健室と相談室の入室記録を調べないとね……、相談室はこの奥の扉から入るのかな。……うん？　また鍵かぎか、仕方ない」


    「お、おいおい……」


    　平然と更なる施せ錠じようを暴きはじめた霞に、未いまだ確信のもてない僕は引け目を禁じえない。


    「っていうか、私は知らないんだけどさ。その赤あか樫がしって人、本当に怪しいの？」


    　そんな僕に、空気も読まずそんなことを聞いてくる由衣。その台詞せりふは今更にも程があると思うのだが。


    「だから、あくまで可能性のひとつとして……」


    「そう？　ボクはもう、かなりヒットしていると思うけどね」霞がそう言いながら、何気ない様子で奥の扉を開錠する。「あの男、一目見たときから胡う散さん臭くさいと思っていたんだ」


    「……どういうこと？」


    　彼に胡散臭さなど、微み塵じんも感じたことなどないのだが。そう問いかける僕に、霞かすみは信じられないといった顔で振り返った。


    「噓うそ？　センパイはあの男から何も感じられなかったわけ？　つくづく観察眼のない男だね」


    「ほっとけ……」


    　そんな僕にやれやれと肩を竦すくめ、どこか自慢げに解説を始める霞。


    「あの、顔面に刻み込まれたようなスマイルや、不自然なほどに溢あふれ出た自信。そこらへんも適度にキナ臭いけど、やっぱり一番はものの考え方というか……思考の規模と方向と範囲だね」


    「規模と方向と範囲……？　思考の？」


    　霞が何を言っているのか、僕にはさっぱり理解が利かない。


    「うーん、うまく表現できないな。例えるならば、歩き方から座り方までの一挙一動……、選択する台詞せりふとその際に発する声のボリューム……、そしてその自分という存在が周囲の人々にどのような影響を与え、それがどう捉とらえられ、それによりどう事態が推移するのか。あの男は並々ならぬ観察力でそれら全てを把握して、意図的に操作することに成功しているんだ」


    「…………？」


    「何、理解できない？　それじゃあ、頭の悪い人にもわかりやすい例で説明するならば……服装かな。あの男、いつも似たような紺色のシャツに白衣、下はチノパンにスリッパ履きだろう？　あのチョイスは別に好きな格好だからとか、たまたま洗濯が終わっていたから着ていたわけじゃない。学校という環境下で教職員や生徒という種類の人間に自分がどう見られていて、彼らに対して自分がどのような格好をするのが好ましいのか、それを理解した上で奴はあの格好をしているのさ。ラフすぎず堅すぎず。自分と接する人間の警戒と油断を絶妙のバランスで保ち、かつ最善のコミュニケーションを取れるよう、容姿や立ち振る舞いを調節しているってこと」


    　霞はさもそれが当然と言わんばかりにそう言って、棚の中へガサ入れを開始する。だが、まだ今の台詞せりふをうまく咀そ嚼しやくしきれていない僕は、彼の背中を呆ぼう然ぜんと眺めることしかできていない。


    「……で、でもさ」僕と同じようにポカンとした顔になっていた由ゆ衣いが、反論を試みた。「場の空気を読んで、コミュニケーションを取りやすいように配慮するっていうのは、普通のことなんじゃないの？　そこまで大おお袈げ裟さに言わなくても……」


    「まぁね。でも、そこまで意図的にそれができ、しかもそれを完全にコントロールした上で自分の利に持っていこうとする人間なんて、そうざらにはいないでしょ？」


    　クリアファイルを一冊ずつチェックしながら、霞はそう返答する。


    「……春先の全校集会で職員紹介をされたその時から鼻持ちならない奴だとは思っていたけど。まさか、この事件の黒幕だったとは、そこまで想像が及ばなかったよ」


    「鼻持ちならないって……」よりにもよって、お前がそれを言うのか。内心そう思いながらも、僕はふと気付く。「……というか、なんでそんなことが君にわかるんだよ。もしかしたら、全部ただの偶然で、君が言いがかりをつけてるだけかもしれないだろ？」


    「……まったく、なんで言いだしっぺのお前が擁よう護ごしているんだよ」僕の言葉に霞かすみはそう溜ため息いきをついてから顔を伏せ、「わかるさ。わかるに決まってる。だって……」


    「だって？」


    「ボクの尊敬するある人も、そうやって生きていたから。そんな生き方を強しいられていたから」


    「……霞君？」


    「まぁ、その人はそれを自分の利に繋つなげようなんて、これっぽっちもしていなかったけどね。その優れた人格はボクも大いに……」霞は苦笑しながらそう言って、ふと何かに気付いたように調査の手を止める。「これだ……！　二〇一〇年、四月以降の利用者記録！」


    「！」


    　その言葉に僕たちは会話を中断し、霞の元へと駆け寄った。霞の手にある厚手のファイル。それには間違いなく、相談室の利用者名簿と表記されている。


    「ふーん、枠は一時間ごとの当日予約制。予あらかじめ電話で申し込みをすれば別の学校の生徒が休日に利用することも可能、か。……すごいな、これが本当ならあのセンセーはいつ休んでるんだ？」


    「そんなことより！」妙なことに感心する霞を、由ゆ衣いが急せかす。「問題は、キョートのリストとそのリストが一致するかどうかでしょ!?　早く、見てみてよ！」


    「あぁもう、煩うるさいな。今、確認しようとしていたところだよ」


    　そう言いながら、ファイルを広げる霞。僕も脇わきからその名簿を覗のぞき見た。


    「……！」


    　霞が、微かすかに息を呑のむ。僕も由衣も同様だった。


    　これまで幾度となく読み直し、頭を悩ませ続けた僕の謎なぞの名簿。そこに記されていた、もはや見飽きた自殺者たちの名前が、このファイルにもしっかりと記録されている。


    　思わずポケットから謎の名簿のコピーを取り出し、読み上げている僕。


    「空うつ木ぎ加か奈な子こ！　日付と時間は、六月四日十二時三十分、七日十五時、八日十五時、九日十五時、十三日十三時、十五日十六時！」


    「……空木加奈子。六月四日十二時三十分、七日十五時、八日十五時……」それに続くように、霞が利用者記録を読み上げる。「九日十五時、十三日十三時、十五日十六時だ……」


    「……ッ！　胡ご麻ま木き隆たかし！」心の中では既にガッツボーズをとりながら、念のため別の人物名と時間を読み上げてみる。「六月八日十二時、九日十二時、十一日十五時、十六日十二時、十八日十五時、二十五日十二時、二十八日十五時っ……！」


    「えっと、胡ご麻ま木き隆たかし、胡麻木隆……」僕の意図を読み取り、その名前を探しはじめる霞かすみ。素早く名簿の上をなぞっていた彼は十秒ほどでその指を止め、ニヤリと笑う。「……あったぞ。胡麻木隆。六月八日十二時、九日十二時、十一日十五時、十六日十二時、十八日十五時、二十五日十二時、二十八日十五時……はは、すごい。すごいじゃないか」


    　興奮のためか、霞の声が若じやつ干かん戦慄わなないている。震える手で、ぎゅっと問題のファイルを抱え込み、彼は意味深な目で僕と由ゆ衣いを交互に見つめた。


    　そして、勝者の笑みで高々と宣言する。


    「完全に一致。これで、奴のクロは確定だ」


    



    「何が完全に一致して、誰のクロが確定したんだ？」


    



    　今にも抱き合わんばかりの勢いだった僕たち三人に、背後からそんな声がかけられたのは、その直後のことだった。


    



    　　　　　４


    



    　数回の点滅と共に、保健室の照明が点灯される。


    　暗順応していた眼球には眩まばゆすぎる光景の中、赤あか樫がし智とも也やはいつものようなアイビールックに身を包み、少し驚いたような顔で保健室の入り口に立っていた。


    「おぉ？　どこぞの特殊工作員かと思ったら、榊さかき？　お前、こんな時間に何やってんだ？」


    　まったく、こちらに警戒していない風にそう言って歩み寄ってくる彼。状況が状況だけに、僕たち三人は何も言葉を発することができず、ただ息を殺して後あと退ずさることしかできない。


    「センセー、ありましたかー？」


    　ふいに扉の外よりかけられる呼び声。恐らく、夜勤の校務員のもの。


    　どうするか、現状を客観的に見れば僕たちの方が犯罪者だ。だが、ここで第三者を介入させて事態を有う耶や無む耶やにしてしまったほうが安全なのかも……。そんな一瞬の葛かつ藤とう。そうしているうちに赤樫は僕たちをちらりと一いち瞥べつして、悪戯いたずらっぽくウインクをしてから、こう返事する。


    「すみませーん、ちょっとどこにしまったか忘れちゃって……、捜すのに時間かかりそうです」


    「わかりましたー。じゃあ、私は戻りますんで、帰る時には受付にひと声お願いしますー」


    「はい、お手数おかけします」


    　そんなやり取りと共に、離れていく校務員の足音。どうやら、赤樫は偶然にも忘れ物を取りに深夜の学校まで帰ってきていたらしい。


    「最悪のタイミングだな……」


    「本当に偶然だと思ってるわけ？」


    　思わず小声で呟つぶやく僕に、険しい顔をした霞かすみが苛いら立だたしげに吐き捨てる。それがどういう意味か聞き返すことはできなかった。赤あか樫がしがこちらに振り返って、笑う。


    「それで、榊さかきと、確か一年の常盤ときわ……と、そっちのお嬢じようちゃんは？　そんな格好して、うちの生徒じゃないみたいだけど？」


    「え、えと……」警戒というよりかは好奇の色が濃い赤樫の視線に、由ゆ衣いがたじろぐ。


    　暗視ゴーグルに変装、不審者であることを全身で証明している僕たちを順に眺めながら、彼はいつもの口調で続ける。


    「いったいこれは、なんの悪巧みだ？」


    「あーっと、えー……、なんて説明すればいいのやら……」


    　そんな普通すぎる彼の様子に戸惑う僕。頭の中で、先ほど霞が語った赤樫像が繰り返し浮かび上がったが、どうにもやはりしっくりこなかった。彼はどう目を凝こらして観察しても、僕の知っている赤樫先生以外の何者でもない。


    　だが、霞にはそう見えなかったらしい。瞬時に自分の腰へと手を回し、制服の陰に隠していたらしい何かを赤樫へと突きつける。


    「動かない方がいい。これは本物だし、ボクは本気だ」


    　そう言って霞が構えるのは、どうやらピストル形スタンガン……俗に言う「テーザー銃」のようだった。テレビか何かで見たことがある、電極付きのワイヤーを飛ばして目標に電流を流し込む、外国の警察が暴徒を鎮ちん圧あつする時に使ったりするアレだ。


    「おいおい、物騒だな。なんだ？　サバゲーごっこ？　懐かしいな、俺も学生の頃は一晩のうちに七十七人切りを達成して、仙せん岳がくのナイトストーカーと呼ばれ……っと」


    　彼は自慢げにそう言いかけ、無言のまま目を細める霞に慌あわてて両手を挙げる。


    　その姿からは勝手に保健室に侵入し、泥棒まがいのことをしていた僕たちに対する敵意が微み塵じんも感じられない。この状況はもう、意図的に客観視しなくても明らかにこちらの方が悪だった。


    「お、おい霞君……」


    「さっきから何、心を許しきってるんだ馬鹿！　たった今、コイツが真っ黒であることが証明されたばっかりじゃないか！」


    　完全に日和ひよった僕に、霞が活を入れる。


    「何の話なんだ？」


    「とぼけたってそうはいかないよ。ネタはあがっているんだ」


    　テーザー銃で赤樫の行動を制止しながら、声を鋭くする霞。


    「ネタ？　なんの？」


    「あんたがやってきた所業、その全ての、さ」


    　そう言い放ち、一歩踏み出す。さながら推理小説のクライマックスのようなその口調。今すぐにでも引き金を引いてしまいたい、そんな憎悪と敵意を押し殺し、一から順序だてて自分の推理を繰り広げていく危険で生意気な後輩、常盤ときわ霞かすみ。


    　恐らく、このやり方は彼の矜きよう持じ。もしくは、彼が尊敬してやまないその人のやり方なのか。


    「……この街で起きている大量の自殺事件。その裏で自殺者たちに怪しげな宗教を広めて回っていたのはお前だ！　お前こそが、クイックセーブ＆ロードの発信源ッ!!」


    　全ての説明を終え、霞は口元を吊つり上げる。


    「さぁ、弁解するかい？　それとも抵抗する？　ボクはどちらでも構わないけど」


    　そんな彼の様子に、未いまだ平静を崩さずぽかんとした顔で立ち尽くす赤あか樫がし先生。


    「ちょ、ちょっと待った。突然すぎて、何がなんだか……」相変わらず両手を掲げたまま、霞を宥なだめるような微笑を浮かべ、続ける。「その、榊さかきが事故を起こす直前に残していたよくわからないリストと、俺の相談室の利用者記録が一致したからって、それがなんだっていうんだ？　榊が何かしらの理由で俺の利用者記録を写しただけなんじゃ？」


    　その言葉を聞き、霞は更に踏み出す。


    「まだとぼけるんだ。別にボクは互いのリストが一致したから悪い、なんて一言も言ってないよ」


    「じゃあ、どういう意味なんだ？」
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    「問題は、この相談室であんたが関わった生徒たちがみーんな、ここ数か月の間に自殺しているっていう、ただその一点にのみ存在している！」


    　一歩、一歩。テーザー銃を突きつけたまま、赤あか樫がしのすぐ目の前まで近づき、彼を睨にらみ上げる。


    「お前だよ！　お前がカウンセリングをするフリをして、相談者たちに刷すり込んだんだ！　これといった形も持たなかった彼等の悩みや自殺衝動に名前を与え、その解決法として前向きな動機を提供し、その背中を片っ端から押していった！　お前は令れい司じさんから与えられたクイックセーブ＆ロードという宗教を利用して、五十を超す相談者たちを次々と殺していったんだ！」


    　我慢の限界、そう言わんばかりに霞かすみは声を荒らげ問い詰める。しかし、それでも赤樫は揺るがなかった。いつもと変わらぬ様子で、一人激げき昂こうする霞を見下ろしている。


    「そこまでは、まだいいさ！　だが、許せないのはここからだ。お前は、その宗教を加速させ、熱心な信者を私兵に仕立て上げ、噂うわさの確信に迫ろうとした姉さんを傷つけた。あの人の顔に、一生残る傷きず痕あとを残した！　取り返しがつかないことを、しやがった！」


    　テーザー銃の銃口を赤樫の顎あごに押し付け、叫ぶ霞。彼がもともと嫌っているはずの僕にここまで同行していた理由、彼の姿にその動機を垣かい間ま見みる。


    「……ふぅん？」


    　そんな霞の様子に、これまで全くといっていいほど平静だった赤樫の目の色が変わった。一瞬、その両目に宿る炎のような揺らめき。しかしそれは動揺や警戒からのものではなく、どちらかというとその色は、無む垢くな子供が見せる好奇心に近しい。


    「……この話の面白いところは、別に榊さかきが記憶を取り戻したわけじゃないらしいってことだな」


    「は？」


    　今まで見せたことのないような含み笑いをこぼしながら、こちらへと視線を向ける赤樫。僕がなんとなく胸ポケットに入れていた杉すぎ崎さき美み羽うの割れた眼鏡めがねを一いち瞥べつし、彼は愉快気に目元を細める。


    「……なぁ、榊。一度、痛い目を見ておきながら、懲りずに同じことを繰り返してくる馬鹿と、一度、痛い目を見ておきながら、そのことを忘れてまた同じことを繰り返してくる馬鹿。より愚かなのは、どっちなんだろうな」


    「……どういう、こと？」


    　本来あるべき高度へと高まっていく場の緊張を感じ取ったのか、僕の前に立ちながら由ゆ衣いがそう問いかける。それを受けて彼は、軽く口元を吊つり上げた。


    「わからないか？　つまりが、こうやって榊がこの部屋に忍び込み、こうやって俺に突っかかってきたのは、今日で二度目だっていうことだよ。……今、常盤ときわが言った台詞せりふ。まさに、過去のお前そのものだったぞ？」


    「！」


    　僕の思考が凍りつく。その発言以上に雄弁なその表情、邪悪な微笑。


    　彼は今、認めたのだ。過去、記憶を失う前の僕が執しつ拗ように追い、そして一時は追い詰めた噂うわさの発信源。それが自分であるということを。


    　僕の中の赤あか樫がし智とも也や像が、急速に書き換えられていく。


    「ど、どうして……」


    　霞かすみが何を言っても、リストと利用者が一致しても、今の今まで完全に疑いきれなかった彼への信頼が、地面へと落ちていく。そんな僕の顔がよほど滑こつ稽けいだったのか、嘲ちよう笑しようを隠さない赤樫。


    「何に対しての疑問なのかはわからないが、理由について聞きたいのならそれだ」彼は、そう言って僕の顔を指差し、「無条件に注がれてくるお前の信頼は、痛快だったよ。やりがいがある」


    「……ッ！」


    　瞬間、僕の感情が大きく揺らいだ。爆発的に増長した怒りを必死で堪こらえ、強く歯を食い縛しばる。


    「おいおい、そんな顔するなよ」思わず肩を震わせる僕に赤樫は苦笑して、「なぁ、榊さかき。お前、まわりの人間はどうにも頭が悪すぎると、そう感じたことはないか？　物事を考えようとする意思すら持てない人間の存在に失望したことは？　そんな奴らによって回転していく社会に反へ吐どが出たことはないか？　そんなクソどもに苛いら々いらして日々を過ごすのは虚むなしく、馬鹿らしいことだと思わないか？」


    「何を言っている……？」テーザー銃を構えたままで霞が聞く。


    「俺は思うね。こんな不条理なこともないってな。だからこそ、俺は日々を穏やかに過ごすため、娯楽を持たなければならなかった。これは俺が正常な精神を保つために必要なことだったのさ。そして、それはすぐ見つかった。強い精神と賢い脳を持つ人間にだけできる高度な娯楽だ」


    「……？」


    　どこか遠くを見るような目で続ける赤樫。恐らく彼はもう僕や由ゆ衣い、それどころか自分に武器を突きつけている霞ですら見ていない。今、彼は自分の内面と会話をしているのだ。


    「ようは躾しつけ遊び、コミュニケーションごっこだな。他人の中にある俺の重要度を調整して、他人の思考や人生すらも俺の意思で自由に操作する。俺が白と言えばそいつも白と言い、黒と言えば黒と言う。しかも、そいつは心の底からその回答が正しいと思い込んでいるんだ。犬の調教みたいで面白そうだろ？　これこそが、この世で最も愉快かつ高度な娯楽だよ。これは、俺の人生において最も有意義な発見の一つだな」


    「…………ッ!?」


    　今、彼の言ったことを頭の中で反はん芻すうする。確実に常軌を逸いつした発言と思想。だが、今笑いながら言ったことを、彼はすでに実現させている。僕にとってそれは、何よりの恐怖だった。


    　だが、これで間違いない。今、彼がやっているのは自供だ。


    　担当した悩める相談者たちを唆そそのかし、自殺させてきたのは自分であるということを。そして、その動機が単なる憂うさ晴ばらしや遊び以外の何物でもないということを。彼は告白したのだ。


    「あんた……、自分が何を言ったのか、わかってるのか？」


    　完全なる自供、それを前にして凄すごむ霞かすみ。だが、赤あか樫がしはここで唐突にすっとぼけた。


    「わかっている？　何が？」


    「何が……だと？」


    「ふむ、確かに自殺した子供たちの中に何人か、俺の相談室の利用者がいたらしい、……で？」


    「……は？」突如、巻き戻る話題。そこで僕は、彼の意図に気付く。「……！」


    「確かに、俺の技術で彼らの心を救うことができなかったのは残念だ。人並みに罪悪感は覚えるさ」これまでとは一転して、こちらをからかうような口調で続ける彼。「だが、それを全て俺のせいだと決めつけられるのは心外だな。お前たちは手術に失敗し、患者を死なせてしまった医者を人殺しだと罵ののしる手合いか？　もっと寛容な心で物事を見ないと将来、いい大人になれないぞ？」


    「なっ……!?」


    「それに、クイックセーブ＆ロード……だったか？　そんな噂うわさ話ばなしがあること自体が初耳だったんだが、そもそもそんな馬鹿げた噂を信じて人間が自殺するなんてこと、本当にありえるのか？　しかも、それをこの俺が相談者たちの心理に植えつけたって？　そんな洗脳みたいな真似が俺にできるとは到底思えないんだが？　……もし、それが可能だったとして、俺がそれをしたという証拠でもあるのか？　まぁ、その事実自体がないのに、証拠が出てくるはずがないけどな。もちろん、俺がその噂を信じた人間を洗脳して私兵化しているなんて話ももってのほかだ」


    「……ッ！」


    　急変した彼の態度、その言葉に由ゆ衣いが声を呑のむ。そんな彼女をちらりと見て、口元を歪ゆがめる赤樫。「俺が何を言いたいのか、わかるか？」そう言いたげに微笑ほほえんで見せる。


    「おっと、『証拠を出せ』が探偵小説における犯人の常じよう套とう句くだからってのは、ナシだぜ？」そして視線を霞へと戻し、「常盤ときわにもそれがわかっていたんだろう？　わかっていたから、こんな強硬手段をとったんじゃないか？　怒りに任せて我われを忘れた風を装い、そのポケットに隠してるレコーダーか何かで俺の言げん質ちを取ろうって？」


    「！」


    　その言葉に、これまで吊つり上がっていた霞の眉まゆがぴくりと動いた。


    　右手で銃を構えたまま、左手をブレザーのポケットに伸ばし、そこからテレビのリモコンみたいな機械……ＩＣレコーダーを取り出す霞。これまで作っていた怒りの形相が崩れる。


    「……よく、わかったね」


    「そりゃ、そんな無茶苦茶な誘導をされたら誰だって気付くだろ。それで、お望みの言質は取れたかな？　先ほどまでに君が広げた推理の全てを、俺は完全に否定しているわけだが」


    　やはり、そういうことか。これまで赤あか樫がしがしてきた発言は確かに、今回の事件への関与を認めているように聞こえる。だがそれは、そう聞こえるだけだ。彼はただ匂におわせているにすぎない。言げん質ちとするにはまだ弱いのだ。


    　それに彼の言う通り、悩み相談を利用して生徒たちを洗脳し、自殺させたなんて証拠はどこにもない。彼らは相談室に来る以前から自殺する動機を持っていた。持っていたからこそ、相談室にも通っていた。そう言われたら、反論しようがないではないか。


    「おっと、もうこんな時間か」ふいに気付いたように自分の腕時計を確認し、笑う赤樫。「俺はもう行くが、お前らもとっとと帰れよ。校務員さんに見つからないようにな」


    　彼はそう言って踵きびすを返し、霞かすみのテーザー銃なんて見もせずに、軽く手を振って保健室から出ようとする。霞が引き金を引かないことを、引き金を引いても意味なんてないことを十分にわかっているからこそできる芸当。


    「待て！」このままではいけないと思ったのか、由ゆ衣いが扉の前に立ち塞ふさがった。


    「なんだい、お嬢さん。明日も早いし、十二時までに眠りたいんだが」


    「……こ、これで勝ったと思わないで！」


    　その並外れた負けん気がそうさせるのか、赤樫に向かって強くそう言い放つ由衣。赤樫は、そんな彼女に敬意を表わすように足を止め、由衣と視線を交わらせる。


    「……というと？」


    「たとえ警察が信じなくても、私たちはこれで貴方あなたが犯人だって確信したもの！　もう、貴方の思い通りにはさせない。これ以上の悪行は全部、私たちが防いでみせる！」


    「ほぅ？」赤樫はこれまで見せていた恫どう喝かつするかのような微笑を、楽しそうに少し緩める。「それはつまり、俺と同じステージに立って彼らを説得しなおすということか？　残念ながら、俺はこのゲームでは百ひやく戦せん錬れん磨まだ。君たちには分の悪い戦いだと思うがな」


    　そう言って彼は由衣の肩を叩たたき、脇わきを通り抜けて廊下へと出ていった。


    「おっと、彼らに今の会話を聞かせたって多分無駄だぜ？　彼らの信仰は既に完成されている」


    「……！」


    「じゃ、頑張って。彼らを改心させられるだけの説得力を提示してみせるといい」


    　そう言い残し、薄暗い廊下へと歩いていく赤樫智とも也や。僕は咄とつ嗟さにその後を追うが、保健室の出口で立ち止まってしまった。もし追いついても僕にできることなど何もない。今の僕たちが何を言っても、負け犬の遠とお吠ぼえにしか聞こえないだろう。そう、僕たちは今、負けたのだ。


    「…………っ！」


    　拳こぶしを固く握り締め、保健室のドアを叩く。意外と響く音、痺しびれる手の感覚。だが、痛みは感じなかった。僕が感じているのは悔しさ、ただそれだけ。


    　今にも暗くら闇やみの中に消えようとする赤あか樫がしの背中を睨にらみつけ、歯を食い縛って敗北の味を嚙かみ締めることしかできない。そんな僕の脇わきから、霞かすみがにゅっと顔を出し赤樫の方へ目を向ける。


    　そして彼は、ふいにこんなことを言い出した。


    「でもさ、証拠自体はあるんだよねー」


    　ぴたりと、赤樫がその足を止める。それを確認して、嫌らしげにニンマリと笑う霞。


    「杉すぎ崎さき美み羽うに姉さんやボクたちを監視させ襲わせるために、あんたが送った指令のメール……」


    　赤樫は振り返らなかった。だがしかし、再び歩き出そうともしない。


    「自分はちゃんと削除したし、彼女にも読み終わったら消すよう強制していたから大丈夫だと思った？　残念だったね。いくら完全削除を心がけても、ハードディスクの中にはデータがちゃーんと残っているものなんだ。試しにサルベージしてみたら、すぐ見つかったよ？　ま、それを調べるのにちょっとだけ法に触れるようなことをしちゃったから、堂々と突き出すことができないんだけどさ……。でも、こっちも罰を受けるの覚悟で特攻することはできるわけだ」


    　霞の台詞せりふが、暗がりに木こ霊だまする。そんな中、赤樫はおもむろに歩きはじめた。


    「噓うそだと思う？　信じるも信じないも、そちら次第なんだけど。でもこれだけは覚えておいてほしいんだ。こっちにはまだジョーカーが残っているってこと」


    　闇やみの中に消えていく、赤樫の背中。


    　しばしの間、僕たちは誰もいない廊下の向こうを見つめたままでいた。


    



    「今の話、本当？」


    　赤樫の気配が完全に消えてから、由ゆ衣いが霞に詰め寄って聞く。しかし、ぐったりと保健室の壁にもたれかかった霞は、苦笑して肩を竦すくめるだけだった。


    「本当なわけないだろう？　あの喫茶店からここまで、ずっと一緒にいたじゃないか。いつボクにそんなことする時間があったっていうんだよ」


    　やっぱりか、どうせそんなことだろうと思っていた。


    「う、噓ってこと!?」


    　素すっ頓とん狂きような声をあげる由衣。それに対し煩うるさそうに耳を塞ふさぎながら霞が反論する。


    「ハッタリをきかせたと言ってほしいね。指令が直接口頭で出されたのか、電話越しだったのか、メールだったのかすらもわからなかったから、試しにカマをかけるだけのつもりだったんだけど。……あの反応はどういう意味なんだろうね。当たったのか、外れたのか」


    「もし、当たっていたら？」


    　かすかな期待を込めて、僕は霞に問いかける。しかし、霞の返答は芳しくなかった。


    「もし本当に指令がメールからだったとしても、それが携帯かパソコンかまではわかっていない。そして、どちらにせよ杉崎美羽の携帯やパソコンを直接調べるのは、ボクたちには難しいと思うよ」


    「そんな……！　きちんと、事情を説明すれば！」


    　そう食いつく由ゆ衣いを、霞かすみは鼻息で一いつ蹴しゆうする。


    「自殺した娘の葬儀を粛しゆく々しゆくと執とり行っている杉すぎ崎さき家。そんな中、のこのこ現れたボクと、冴さえない子供二人。さて、どうする？　本当のことを喋しやべろうにも、どう説明したらいいのかな？　自殺した彼女の遺族に向かって『生前この人に殺されかけたんですけど、その件に関わる証拠を探すのでパソコンを貸してください』って？　もう、いっそのこと少年探偵団とでも名乗った方が勝率は高いんじゃないかと思うよ」


    　おどけて見せた彼の言葉に、黙りこんでしまう由衣。


    「さっき、あいつに言った牽けん制せいじゃないけれど、やっぱり本当に泥棒してしまうのが一番手っ取り早いかもね。でも、そうするリスクが高いわりには、手に入る結果が弱すぎる」


    　確かに、その通りだ。不法侵入に窃せつ盗とうまでしておいて、何も出ませんでしたでは虚むなしすぎるし、もし本当に問題のメールが復元できたとしても入手方法が後ろめたい以上、さっき霞が言ったように証拠として掲げることができない。


    「まぁ、とりあえず今日はお開きかな」欠伸あくびをこぼしながら、霞はそう告げる。「結果としては、しょぼいけど。ま、及第点だよね。最低でも敵が誰かだけはハッキリしてきた」


    「うん……」霞から伝染したのか、大口を開ける由衣。すぐに我われに返ったのか、赤面して口を塞ふさぎながら続ける。「……明日から大変だね」


    「…………」こっちにも感染してきた欠伸をなんとか嚙かみ殺しながら、僕も頷うなずいた。そうだ。杉崎美み羽うの削除メール探索と、これ以上の自殺を阻止すること。とりあえずこの二つの命題について考えていかなければ。「……ま、でもそれは明日からだな」


    　その言葉に、霞と由衣が同時に頷く。


    



    　だが、僕たちは甘かった。これ以上ないほどに、甘すぎた。


    　明日からでは、遅かったのだ。


    　僕たちが寝ね惚ぼけ眼まなこを擦こすりながら帰宅したその夜のうちに、


    　赤あか樫がし智とも也やはその命を絶っていた。


    　僕が落ちた時計塔の天てつ辺ぺんから、同じようにして落ちたのだ。

  


  
    ５章　リサイクル
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    　僕はまた、あの悪夢の中にいた。


    　次々と死んでいく自分を、ただ見ているしかない。例の夢。


    　記憶にある通りの死因で順番に死にゆく榊さかき潔きよ人と。なんとなく理解する。これがただの夢ではないということを。このリアリティは、ただの夢ではありえない。


    　では、ただの夢でないとするならば、なんなのか？


    　ボーガンに射られ、炎に巻かれ、毒物に悶もだえながら、僕は考える。


    　ふいに飛躍する思考。これはただの夢ではない。ならば、これは現実にあったことなのではないだろうか。これこそが、僕が失っていた記憶の正体なのでは？　僕はすでに、何度か死んでいるのではないだろうか。そんな突拍子もない考えが脳裏によぎる。


    （…………！）


    　いつの間にか目の前には、逆さまに映った仙せん岳がく町の夜景が広がっていた。


    　曖あい昧まいに浮かんでは消える感覚。


    　死へと直結する落下感。その直前に受けた驚きよう愕がく。突き飛ばされる衝撃。


    　今度の僕は、高いところから突き落とされて死ぬらしい。


    　僕の意思ではなく誰かの手によって、不条理に死へと落ちていく自分。その感覚をきっかけに生じる感情と思考のズレ。その食い違いの変動が僕の心を強く鑢やすりがけ、傷つける。


    　ふっと、混こん濁だくしていく意識。落ちていく僕の姿が別の何かと重なった。


    　同じように落ちていく誰か、見覚えのあるシルエット。


    　間違いなくそれは、赤あか樫がし智とも也やその人で。


    



    　何かを叫びながら、僕はベッドから飛び起きていた。


    　汗でびっしょり濡れたパジャマの感触が、気持ち悪い。目覚めたばかりなのに息が荒く鼓動が早い。そして感じる、夢の世界から急速に引き剝はがされるような、あの不快感。最も早はや慣れきったその感覚に別の、何かを摑つかみかけていたような感触が残っていた。


    　未いまだ思考に残留している夢の感覚を思い出そうと、目を閉じる。


    　しかし、靄もやがかかった意識の中で、答えを摑むことはできなかった。


    　なくした記憶は、未だに戻ってくる気配すら見られない。


    　あるのはそんな現状に対する焦しよう燥そう感かんと、正体不明の違和感のみ。


    　ふと、思う。いろいろと積み重ねられたせいで忘れていた……、いや、意図的に問題を積み重ね、見ないようにしていた本来の謎なぞ、問題の深層。


    　僕は何故、時計塔から転落し、どうして記憶喪失になったのか。


    　どういうわけか、その理由こそが全ての疑問を晴らす鍵かぎのように、僕には思えた。


    　だけど……。
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    　悪夢によっていつもより早く起きてしまった僕は、本来ならまだ通学路にいるであろう時間帯には朝の教室へと到着していた。雑談や読書に勤いそしむ生徒たちの間を覚おぼ束つかない足取りで進み、睡眠不足のせいで呆ほうけた思考のまま自分の席に鞄かばんを置いて、ふと教室内を見渡してみる。


    　花か瓶びんの置かれた机が、また一つ増えていた。


    　白い陶器の花瓶に、黄色く映える菊の花。窓際と中央の二か所に配置されたそれは、教室全体に妙な存在感を放っている。教室にいるみんなが、それを意識しながらも意図的に無視しようと試こころみているようだった。場の空気が、妙に浮わついている。


    　窓際にある花瓶は、僕が常盤ときわ令れい司じらしき男と邂かい逅こうした日に見た男子生徒のもの。


    　そして、新たに増えた中央にある花瓶は昨日、学校のトイレで毒物を飲んで死んだクラスメイトのものだった。僕は、新たに死んだ彼のこともよく知っている。あの日、自殺した生徒の前で担任とひと悶もん着ちやくを起こしていた絆ばん創そう膏こうの彼だ。


    　あの額ひたいに貼はられた絆創膏はやはり、セーブの儀式をする際にできた怪我のためだったということか。昨日、即死せずに救急車で運ばれていった彼の姿を思い起こしながら僕はしばし、花瓶のある光景を眺めて過ごす。


    　このままの勢いで花瓶の数が増えていけば、最終的にこの学校全ての机の上に菊が供そなえられるようになる日も近いのではないか。ふと、そんなことを考え、その思考の異常性に気が付き苦笑した。そのさなか後ろから肩を叩たたかれ、不穏な思考は中断される。


    「おはよう、榊さかきにしては早いな」


    　隣席の生徒による、いつものような気さくな挨あい拶さつ。僕は硬くなっていた頰ほおの筋肉を緩め、それに応じる。「まぁね、僕だって本気を出せば早起きくらいワケない……」


    　そう言いながら顔を上げて、気が付いた。


    　彼の額、その眉み間けんに貼られた絆創膏の存在に。


    「それ……」思わず指差しかけて、自制する。ふと我われに返って周囲を見直すと、教室内にいる生徒の中にちらほら、同じように絆創膏を貼った人物が見受けられた。「…………」


    「なんだ？　どした？」


    「いや、なんでもない……」


    　呻うめくようにそう返した僕は、中腰になっていた姿勢を戻す。ちょっと前から気付いてはいたのだ。だが最近、その増加傾向が著しい。


    



    　夜の保健室で赤あか樫がし智とも也やと対たい峙じしたあの日から、一週間。


    　あれから、この学校は明らかにおかしくなってしまった。


    　これまで密ひそかに囁ささやかれてはいたものの、一応は顕けん在ざい化かしていなかったクイックセーブ＆ロードの噂うわさ話ばなしは公然と交わされるようになっていて、まるで今まで押し込められていた反動で一斉に溢あふれ出したかのよう。


    　学校全体を不穏な空気が包み込み、当然のように自殺事件は増加している。


    　まるで赤あか樫がしの死が、閉ざされていた蓋ふたを開く鍵かぎであったかのようだった。いや、もしかしたら本当にそうだったのかもしれない。赤樫の目的は支配者ごっこ、あれでも効果が広がり過ぎないように抑制していたということなのだろうか。


    　だが、そんな想像には最も早はや意味がない。赤樫はすでに死んでいるのだから。


    　彼の死体が見つかったのは、僕たちが彼と対たい峙じした日の翌朝のことだった。駅前の旧駅舎時計塔、その天てつ辺ぺんから落ちての転落死。同じように時計塔で死んだ過去の自殺者たちと現場や死体の状況が似通っていることから、彼の死もそれと同じ最近の連続自殺事件の一環だろうというのが警察の見解だった。あの日、僕たちを言い負かし、意気揚々と帰っていったはずの彼がその足で旧駅舎へと向かい、そのまま自殺したというのは、どうにも考えられないのだが。世間の認識はすでに自殺ということで固められているらしい。


    　それはともかくとしても、一連の黒幕である赤樫智也が死亡したという事実に間違いはない。なのに、自殺事件は減るどころか増える一方。これはいったい、どういうことなのか……。


    「よーし、出席取るから席につけー」


    　考えているうちにホームルームの時間になっていたらしい。いつの間にか教壇に立っていた担任が点呼を始めるのを聞いて、僕は疑問の中彷徨さまよっていた意識を強制的に引き戻す。


    　昨日の自殺事件についてはどう説明するのだろうか、これで何度目になるかわからない全校集会をまたも開くつもりなのか。いっそのこと臨時休校にでもした方が良いのでは。


    　そんなことを考えながら、ぼんやりと視線を教壇に向け、そこで僕は瞠どう目もくする。


    「榊さかき、……おい、さかきー？」


    　気だるげな声で出席を取る彼の声が、僕の名を呼んでいた。「榊、おーい。返事しろー」


    　しかし、僕は上う手まく応答することができないでいる。


    　教師であるはずの彼の額ひたい、後退した前髪の生え際辺りに貼られた、小さな絆ばん創そう膏こう。


    　僕の視線は、その一点に釘付けされて動かなかった。
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    「ウェルテル効果って、知ってる？」


    　昼休み、学校の屋上から秋晴れの空を見上げながら、霞かすみはそんなことを聞いてきた。


    「ウェルテル効果？」


    　僕はパンを食べるのをやめ、フェンスに寄りかかって呆ほうけた顔をしていた霞かすみへと視線を向ける。特に何か示し合わせていたわけでもないのに、出入り禁止であるはずの屋上で合流しての昼食。今はその一コマだ。


    「……何それ？」


    　そう聞く僕に、霞はやれやれと肩を竦すくめる。ちなみにその制服は、小さな身の丈たけに合わせて新調された新品。一週間前に気付いた僕が指摘した際、彼はやっぱりこちらの方が機動性や着心地が何たらとごまかしていたがなんのことはない。赤あか樫がしと対たい峙じした日の夜、由ゆ衣いに「ちんちくりん」と馬鹿にされたのが悔しかったからというのが真実だろう。


    「……まぁ、無知なセンパイにゲーテとか言っても通じないとは思ってたけどさぁ」相変わらずの侮ぶ蔑べつを枕まくら詞ことばに、おニューの制服で語り出す霞。「昔、ヨーロッパで、とあるベストセラー小説の主人公が物語内で自殺した際、それを読んでいた読者が主人公を真似してその小説の主人公と同じ格好、同じ死に方で次々と自殺していくっていう社会現象が起きたんだけど。まぁ、どうせ知らないよね。いいんだ、別に。知ってることを期待してたわけじゃないから」


    　なら、わざわざ聞くなよ。そんな思いを嚙かみ殺し、僕はパンの残りを齧かじって飲み込む。


    「……で？」


    「それからというもの、何かしらの事柄によって自殺が誘発され、連鎖し、まるでドミノ倒しみたいに自殺者が増えていくことを、その作品の主人公の名前にちなんでウェルテル効果って呼ぶようになったんだ。誘発効果、連鎖自殺とも言われているね。日本で言うと、巌がん頭とう之の感かんの奴とかが有名かな」


    「ガントーノカン？」


    　それは何語だ？　そう顔を顰しかめる僕を、霞がげんなりとした目で見下してきた。


    「それは何語ですか？　って顔してるね。悲しすぎるほどに論外だよ。うーん、知識が悲しいことになってるセンパイにもわかりやすい例をあげるなら、よく有名アイドルとかが自殺するとその熱狂的なファンがどんどん後追い自殺をして問題になる時があるでしょ？　あれだよ、あれ」


    「あぁ……」今の説明で、ようやく彼の言っていることの意味がわかってきた。……というか、最初からそう説明してくれればいいものを。そんな愚痴がこぼれそうになるのを堪こらえ、口内のパンと共に嚥えん下かする。「……なるほどね、言いたいことはよくわかった」


    「本当に？」意外そうに目を丸くする霞。「これから、この日本国内で年々増加する自殺事件は、自殺者数が増えているという報道によって誘発されている……つまり、そういうウェルテル効果が発生してしまっているからなのかもしれないっていう話に繋つなげて、身近にある社会問題にも無関心なセンパイを扱こき下ろしてやろうという意図だったのだけれど」


    「……主題はそっちじゃないだろ」僕は平然とそんなことを言う霞を睨にらんでから、「つまりが、その問題となったベストセラー小説とやらと、クイックセーブ＆ロードの都市伝説は似ているんじゃないかって、そういう話だろ？　赤あか樫がしはただ被害者たちを洗脳していただけでなく、そのウェルテル効果とやらの後押しも受けていた、と？」


    　その言葉に霞かすみは、まるで僕が理解を示したことが意外と言わんばかりの表情をする。


    「今回の騒動がここまで拡大したのも多分、そのせいだとボクは思うね。だって、自殺者の中にはサラリーマンやフリーター、つまり赤樫との接点がない人間だってたくさん交じっているんだもの。彼らは多分、赤樫に洗脳された学生たちとそいつらが妄信する都市伝説に上う手まい具合にのせられて、ついつい死んじゃったクチなんだろうさ。……多分、赤樫と令れい司じさんは、そうなることまで考えて例の噂うわさを流していたんだ」彼はそこまで言うと、ふと思いついたように、「あ、そういえば、あの後調べてみてわかったんだけどあの男、学生時代に所属していたＮＧＯの活動中に、南米かどこかで令司さんと出会ったらしいよ。赤樫の活動履歴も大概だけど、令司さんも令司さんだ。そんなとこでいったい何やってたんだろうね」


    「……いや、知らないけど」


    「いいよ、別に答えなんて期待してないから。……それで、話は最初に戻るわけなのだけど」


    「え？」


    「え？　じゃないだろうが。お前が聞いてきたんだろう？　今のこの学校に充満している気持ちの悪い空気について」


    「あぁ……」


    　そう言えば、そんな話だったような気がする。黒幕である赤樫が死んだ後も続き、どんどんと悪化していく状況について霞に意見を求めたのがそもそもの始まりだっけ。そしてその問いかけに対する霞の答えが、これまでの「ウェルテル効果」の話だったというわけだ。


    「ねぇ、まさかそもそもの主題を忘れてたなんて言わないよね？」


    　じとりと睨にらんでくる霞の視線から目を逸そらし、シラを切る。


    「……まぁ、いいか」これ以上のやり取りは時間の無駄と考えたのか、霞はさっさと話を本題へ移行させる。「つまり、だ。……もしかしたら、赤樫智とも也やがあのタイミングで死んだのも、彼の計画だったのかもしれないっていうことだよ」


    「……っ!?　どういうこと？」


    「もしかして、あの夜、帰り際の赤樫に向かってボクが言ったハッタリの証拠物は赤樫にとって、物もの凄すごく致命的なものだったんじゃないかな」


    　霞のハッタリ……、杉すぎ崎さき美み羽うの削除メールをサルベージしたっていうホラ話のことか。


    「ボクらに決定的な証拠を摑つかまれたと感じた赤樫はきっとこう思ったんだ。このまま全てが明るみに出てしまったら自分の立場はもちろんのこと、クイックセーブ＆ロードの幻想までもが砕け散ってしまう。今の状態になるまで長い期間をかけて育て上げてきたその信仰が無駄になってしまうのは、どうしても耐え難いってね」


    　そこまで一息に言って、彼は少しだけ言葉を止める。


    「……だから彼は、自らもその噂うわさに殉じゆんじることで、これまで続いていた連鎖の一部になろうとしたんじゃないかな。自分自身が『ウェルテル』となることによって、更なる自殺連鎖の波を誘発する礎いしずえになろうって、そう思ったんじゃないか？」


    「そんな……！」


    　その話で脳裏に蘇よみがえる、赤あか樫がしが死んでからの一週間。


    　多発する自殺。浮わついた空気。そして、皆の額ひたいに貼はられた絆ばん創そう膏こう。


    「……でも、それだけのために命を捨てるなんてことありえるのか？　まさかあの人まで、例の噂を信じていたわけじゃないだろうし……」


    「知るかよ、そんなこと」自分から言い出したくせに、あっさり会話を放棄する霞かすみ。「でも、これで状況は更に面倒くさくなったわけだ」


    「……？」


    「今までなら、噂を信じる信仰者の前でボクたちが赤樫の欺ぎ瞞まんを論破して彼自身に噓うそを自白させれば、皆の目を覚まさせることが可能だった。でも、赤樫が死人となってしまった今では、その手はもう使えない。死人の言葉が持つ説得力は、生者のそれよりもはるかに強いからね」


    「説得力、か……」


    



    『──じゃ、頑張って。彼らを改心させるだけの説得力を提示してみせるといい』


    



    　帰り際に赤樫の言った、最期の言葉が脳裏に蘇よみがえる。彼が強固に作り上げ、皆の心に深く根付いたクイックセーブ＆ロードの噂。今の僕がそれを打ち破れるほどの説得力を持つことは、かなり至難の業わざのようだった。更に彼の洗脳とは別の場所でも、ウェルテル効果によって自殺の波はどんどんと広がっていく。


    　解決する手段が、少しも見えない。事態は、もう僕なんかの手に負えるような状態ではなくなっているらしかった。ただ指を咥くわえて事態の成り行きを見守る以外にすることがない。


    「……お手上げじゃないか」


    「それだけじゃないよ？」畳みかけるように、霞はそう付け加えてきた。「実は二、三日前から赤樫に洗脳……いや、調教されていた人間たちに怪しい動きが見られるんだ」


    「あ、怪しい動き……？」


    　まだ何かあるのか、泣きたくなるような気持ちで聞き返す。


    「赤樫を信仰する奴らの中でも一ひと際きわ濃ゆい連中が集まって、ちょっとしたカルト集団みたいな活動を行ってるみたいだね。自分たちを『ＮＧ』と名乗って、既に二回も集会を行っている」


    「え、『ＮＧ』……？　なんだそりゃ」


    「ボクに聞かれてもわかるわけないだろ。規模は十数名で、メンバーは小学生から高校生まで幅広く、その主目的は未いまだにはっきりしていない。……なんでも赤樫の遺書が見つかったとか、彼の遺志と能力を引き継ぐだとか、いろいろ触れ回っていたらしいけど」


    「赤あか樫がしの遺書……!?」


    　ぞくりと、鳥肌が立つのがわかった。生者よりも絶対的な説得力を持つ死者の言葉。その究極ともいえるものが遺書というやつだ。その文章は、通常の何倍もの力を持って読む人間に影響を与える。ただでさえ強力な力を持っていた赤樫が残した遺書……、考えるのも恐ろしい。


    「どーせ、あることないこといろいろ書かれているんだろうさ。ボクたちについて触れられてないことを祈るばかりだね」さらりと怖いことを言ってのける霞かすみ。そして、ふいに何かを思い出したかのように、ぷーっと吹き出した。「……それにしても、『ＮＧ』だってさ。『ノー・グッド』？　それとも『ネクスト・ジェネレーション』とでも言いたいのかな？　どちらにせよ、破滅的なセンスのなさだよね。クイックセーブ＆ロードといいコレといい、考えたのは誰なんだろ。赤樫かな？　もしそうだったとしたら、ボクはその一点にのみ彼に対して同情を覚えるよ」


    「……あのなぁ」あまりにも軽い霞の態度に、僕は立ち上がる。「笑ってる場合じゃないだろ？」


    「なんで？」そう言って霞は、きょとんとした顔で首を捻ひねった。


    「なんでって……、ただでさえこの問題をどう解決すればいいのかわからないのに、それに加えてヤバそうなカルト集団まで出てくるなんて……！　もう、どうしようもないじゃないか！」


    　そう叫ぶ僕に、霞はけろりと言い放つ。


    「なら、どうもしなければいい。赤樫が死んだことで、もうこの件はお終しまいだろ？　あとは、どうなったっていいじゃないか。死にたい奴は死なせておけばいい。クイックセーブ＆ロードのことだって、信じたい奴は勝手に信じていればいい。それだけのことじゃないか」


    「は？　おいおいちょっと、何言ってんだ？」


    「それはこっちの台詞せりふだよ。お前こそ、何言ってんの？　そもそもの目的、また忘れてるんじゃない？　ボクの目的は姉さんを襲った犯人を突き止めることと、お前の記憶を取り戻させること。クイックセーブ＆ロードの調査や赤樫への追及も、全部そのためのものだっただろう？　そして、前者の方はもう解決した。本当なら、ボクの手で警察に引き渡すのが理想的だったんだが、自殺されちゃあ仕方ないよね。これでボクの復ふく讐しゆうはもう終わり」


    「な……」


    「そんでもって、後者の方は……なんかもういいや。本当は記憶を取り戻したお前に土下座でもしてもらおうと思ってたんだけど、それも別に絶対ってわけじゃないから」


    　校庭で遊ぶ生徒たちを見下ろしながら、そんなことを言い出す霞。


    「と、いうわけでこれ以上この件に首つっこんでも得るものはなさそうだし。あとはどう転んでも敗戦処理になりそうだし。シカト決め込むのが一番利口、ってなもんじゃない？」


    　霞はそう言ってフェンスから離れ、踊り場へと足を向ける。


    「ちょ、ちょっと待……」


    「あ、そうそう。随分前に駅で命を助けてもらった礼がまだだったね。ここいらで一応、言っておくよ、ありがとう。……はい、お礼完了」


    　彼は一息にそう言うと、背中ごしに手を振りながら歩き出した。


    「ボクがお前にこんなことを言うのは、多分これが最初で最後だから。ありがたく嚙かみ締めるといい」彼は顔も見せずにそう言うと、「じゃーね、センパイ。お元気で。これから先は何があっても助けないから、もうボクに期待なんてしないでくれよ」


    　そう続けた霞かすみは、いつものような嫌らしい笑いを残して一人、階段を下りていく。


    　確かに、彼が僕に礼を言ったのはこれが最初で、最後だった。
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    　本日の授業もつつがなく終了し、時間帯は夕刻となっていた。


    　これ以上、絆ばん創そう膏こうを見せつけられるのが嫌で、誰とも挨あい拶さつを交わさず逃げるように校舎から抜け出した僕はそこで、突然背後から何者かに強襲される。


    「ちぇすとー！」そんな掛け声と共に腰に走る衝撃。完全に油断していた僕は、その一撃を受け、校庭の上を盛大にすっ転んだ。


    「何をッ……!?」地面に打ち付けた鼻を擦こすりながら振り返る僕。強襲者の姿を確認しようとして、犯人の意外な正体に気付く。「って、……あれ？」


    　小さめなツインテールにぱっちりとした瞳ひとみの女の子。間違いない。


    　そこに立っていたのは由ゆ衣いの妹、梓あずさ双ふた葉ばだった。


    「やっぱり、キョート兄にいだった」


    「ふ、双葉？」やっぱりって、僕じゃなかったらどうするつもりだったのか。そんなツッコミを飲み込んで、僕は聞く。「……どうしてこんなところに？」


    　そういえば、二週間くらい前にも同じように遭遇したような。


    「なんだ、また学校見学か何か？」


    　そんな僕の質問に、双葉はふるふると首を振った。


    「違う違う、今日はちょっとキョート兄を見に来たの。それだけ」


    「それだけ……って、噓うそつけ。思いっきりドロップキックかましてるじゃないか」


    　思わずそう突っ込んだ僕に、双葉が笑う。


    「あはは、悪い悪い。あまりにも隙すきだらけな背中だったから、つい」彼女はそんなことを言いながら、ふと気付いたように目をパチクリさせる。「って、もしかしてキョート兄。記憶戻った？」


    「は？　いや、全然戻ってないけど」突然の台詞せりふに、今度はこっちが目を瞬しばたたかせる番だった。


    「え？　なんで、いきなり……？」


    「あ、いや、なんとなく。雰囲気が戻ってるような気がしたから」


    「…………」その言葉に、僕は思わず黙り込む。考えてみれば、ここ二週間の間で僕は相当、濃い体験をしてきた。その経験が僕を過去の自分へと引き戻しているのだろうか。あんな、体験で引き戻される自分は正直、ごめんこうむりたいのだが。「……気のせいじゃないか？」


    「ホントに～？　ほら、口調も微妙に戻ってるし……」


    　そう言いながら、じろじろとこちらを観察してくる双ふた葉ば。


    「そんなことで噓うそついても仕方ないだろうが……」僕はそう言いながらも、心のどこかで焦りのようなものを感じている自分に気付く。自分の物の考え方や仕草などが二週間前のそれと異なっていることは、少なからず自覚していたのだ。


    「ま、それもそだね」


    　そんな僕の内心には気付かなかったのか、双葉はそう言って詰まらなそうに頰ほおを膨ふくらませる。そんな彼女の姿を見て、僕はふと違和感を覚えた。そして同時に発生する既視感デジヤヴ。


    「あれ？　双葉、その服……」遅れて気付く彼女の服装。赤いランドセルと共に双葉が纏まとうその服は、またしても黒一色になっていた。「まさか、またお前の学校で……？」


    「え？　……あぁ、違うよ。別にそういうことがあったわけじゃないから」そんなことを言ってからから笑う双葉。「単に偶然、他の服が洗濯中だっただけ」


    「なんだ、紛らわしい」


    「ひどーい。……っていうか、キョート兄にい。些さ細さいな出来事からすぐ物騒な話を連想する悪い癖まで戻ってるよ」そう笑い、軽いステップで僕から距離を取る。「……ま、今日の目的は果たしたし、帰るかな」彼女はそう言って、とたとたと走り出した。


    「は？　お、おい。ちょっと！」


    「なーにー？」


    　僕の呼び声に、双葉はグラウンドの真ん中で立ち止まる。ここ最近の混乱により全学年部活動停止となっていたせいか、いつもより広く感じる校庭。夕日のせいで長くなった影がまっすぐ僕の足元まで伸びていた。


    「いや……、なんでもないんだけどさ」


    　結局、本当はなんでここに来たのか。その理由を問いただそうとしたのだが、なんとなく聞いてもごまかされるだけのような気がしてきたので、やめておく。


    「何それ」


    　そんな僕に彼女はそう笑うと、再び駆け足でどこかへと去っていった。
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    「双ふた葉ばが？　なんで？」


    　通学路沿いにある喫茶店。いつものように下校途中で落ち合った由ゆ衣いに、僕が先ほどのできごとを報告すると、彼女は意外そうな顔でそう聞いてきた。


    「それが聞きたくて、話したんだけど」


    　僕は運ばれてきたばかりのエスプレッソを飲みながら、そう呟つぶやく。しかし、この様子からすると由衣にも心当たりがないようだった。


    「……まぁ、双葉の奴。いろいろと理由をつけて、ちょくちょくそっちの学校に顔を見せてたらしいから、多分その一環だとは思うけど……」


    「貴たか苗なえに？　なんでさ」


    「なんでって、そりゃあ……」何をいまさら。そんな表情で僕を見てから、ばつが悪そうに視線を逸そらす由衣。「……知らないけど」


    「……？」


    　よくはわからないが、心配するようなことではないということか？　なんとなく、言いようもない嫌な予感を覚えるのだが。


    「そ、それより、あのちっちゃいのは？」


    　話題を逸そらすように、由衣がそう聞いてくる。


    「あぁ、あいつは……」


    　その言葉でふと思い出し、僕は自分の隣に空あいた席へと目を向けた。いつも偉そうにふんぞり返り、毎度毎度何かしらの理由で僕にケチをつけてきたあの後輩は、もういない。


    　昼にした霞との会話、あれはつまり霞かすみの戦線離脱を意味していた。ここ二週間で定例となっていた三人の放課後捜査会議も、これでまた二人だけになったというわけか。まぁ、あいつは途中からさり気なく混ざっていただけなんだけど。


    「そっか……、生意気な奴だったけど。いなければいないで、寂しいものがあるよね」


    　昼間の話を聞いた由衣が、コーヒーから立ち上る湯気を眺めながらぽつりと呟く。


    　それには、全くの同意見だった。


    　常盤ときわ霞。以前の僕を知る人間の一人であり、僕を敵視する人物でもあり、嫌みったらしい言動がしばしば鼻に付く奴でもあったが、さまざまな方面で頼りになる男であったことは間違いない。そもそも彼の協力がなければ、僕たちはまだ最初のパスワードすら解けていなかったかもしれないのだ。いや、多分それ以前に記憶を取り戻そうとする意思すら持たぬ段階でいたかも。それほどまでに、彼の存在は今の僕にとって大きなものだった。


    　そんな思いに駆られ、何度も頷うなずいていた僕に由衣が意味深な視線を向けてくる。


    「……それで？」


    　その表情だけで彼女が何を言いたいのかを察することができた。霞がこれ以上は敗戦処理と判断し、手を引いたこの現状。だがしかし、僕は未いまだ納得ができていない。


    　もともとは、記憶を取り戻すきっかけを得るために調べはじめた一連の事件。赤あか樫がしに行き着いても記憶が戻ってこなかった時点で、すでにこれ以上の介入は無意味だということは、わかっている。だが……、


    「事件はまだ、終わっていない。ここまで関わっておいて、見て見ぬフリはできないよ」


    「やっぱね」そんな僕の顔を見て、由ゆ衣いは満足そうに頷うなずいた。「キョートならそう言うと思った」


    「なんだそれ」そんな彼女の言葉に感じたむず痒がゆさを打ち消すため、僕はコーヒーを一気に飲み干す。苦味が脳のう味み噌そに染み渡り、思考が現実的なものへとシフトした。「……でも、問題はこれからどうするか、なんだよなぁ……」


    　赤樫智とも也やというコントローラーが消え、暴走を始めているクイックセーブ＆ロードの噂うわさ。そして、別れ際の霞かすみから聞いた赤樫の忘れ形見とも言えるカルト集団『ＮＧ』。更に、常盤ときわ令れい司じの言葉を信じて赤樫にたどりついたにもかかわらず、一向に戻ってこようとしない榊さかき潔きよ人との記憶。


    　振り出しに戻るどころか、現状は更に困難なものへと変へん貌ぼうしている。あれからいろいろと考えてはいるのだが、未いまだ解決の糸口すら見えてこない。


    「……そういえば、この件が始まってからずっと姿を見せないけど、あの人は？」


    　そんな時、ふいに由衣がそう聞いてきた。恐る恐るこちらを窺うかがう、どこか遠まわしな聞き方。


    「あの人？」


    　思考を中断してそう聞き返す僕に、彼女は決まりが悪そうに言葉を濁す。


    「だから、その……。あの人だよ、ちびっ子の従姉いとこで怪しい倶楽部の会長の……」


    「……？」その情報に一人の人物が該当。僕は彼女と対面した時に生じる正体不明の感情を思い出しながら、答える。「あぁ、常盤夢ゆめ乃のさんのこと？」


    　そんな僕の言葉に、彼女はビクリと肩を動かした。そちらから話を振っておいて、何な故ぜ驚くのか。言い方に問題でもあったのか、そう訝いぶかしむ僕をよそに由衣は質問を続ける。


    「……そう、その人。彼女は今、何をやってるの？」


    「え？」質問の意図がわからず、首を捻ひねる僕。「……いや、僕が知るわけないだろ。なんで僕があの人の行動を把握してなきゃいけないんだよ」


    「え……？」その返答が予想外だったのか、由衣は目を丸くして絶句した。「どういうこと？」


    「いや、どういうことって聞かれても……」


    　こっちが聞きたいくらいだ。そう続けようとして、思い出す。


    　そういえば、由衣には一週間前くらいにあった常盤夢乃との一件について言っていなかった。あの後すぐに、常盤令司や杉すぎ崎さき美み羽う、赤樫智とも也やという怒ど濤とうの急展開があったせいで、すっかり失念していたのだ。


    　思い出すことで生じるこの世界で最も苦しい痛み。現状こそが、やっと手に入れた幸せ。彼女が、しつこく食い下がる僕に言い放った言葉の数々が蘇よみがえる。


    　そうだ。僕の記憶について言えば、彼女だって重要な鍵かぎである。そんなことを考える僕の前に、由ゆ衣いがずいっと身を乗り出してきた。


    「ねぇ、どういうことなの？」


    　何な故ぜかむきになって詰め寄る彼女。何故、彼女がこんなにも真剣なのかはわからないが、とりあえず一週間前の出来事を話すことにする。霞かすみが杉すぎ崎さき美み羽うに襲われた後、赤あか樫がしの助言を受けて常盤ときわ夢ゆめ乃のに会いに行った時のこと。


    「……とまぁ、そういうことがあったんだけど」


    　由衣に説明しながら、僕はふと思い出す。そういえばあの時に教えられた、記憶を取り戻すことにより生じる問題について、僕は思考を保留していた。


    「思い出さないでって。本当に、あの人がそう言ったの……？」


    　赤樫が死んだと知らされた時より……、いや、僕が記憶喪失になったと知った時よりも驚いている由衣の様子。何故、彼女がここまで動揺しているのか、以前の由衣と常盤夢乃の関係を知らない僕には、全く想像ができない。


    「……うん、まぁ、そうだけど」


    　仕方なく、正直にうなずくことにする。すると、まるでそれこそが死刑宣告であったかのように、由衣はゆっくりと瞼まぶたを閉じた。その仕草はどういうことなのか、あの言葉にはいったいどんな真意が込められていたのか。しかし、その答えが僕にわかるはずもない。


    「…………」


    　しばらく、由衣は口を閉じたままだった。


    　ジャズ調のＢＧＭが流れる店内で、会話もなくただじっとしているだけの二人。


    　保留していた問題が今、再び提示されている。


    　夏休み前に転落事故を起こした榊さかき潔きよ人と。その際に消失した記憶。


    　なんだかんだと悩んでおきながら、その件については本気で考えようとしてこなかったこれまでの自分を、ようやく僕は自覚できるようになっていた。


    　世間が若干浮き足立ってはいるものの、僕とそれに近しい人間にとっては平和な世界。それなりに慌あわただしく、満たされた日常。時折無性に不安になるが、それを耐えさえすればなんの問題も発生しない毎日。停滞と言われようが、ぬるま湯と言われようが、心ここ地ちよいことが否定できない現在の居場所。他には特に何もいらない、これ以上は欲しくない。それが本音。


    『──ねぇ、本当に記憶を取り戻す気あんの？』


    　ふいに、僕の脳裏に浮かび上がるのは、いつか霞に言われた一言だった。


    『──お前は本当は記憶なんて取り戻さなくてもいいって、そう思ってる』


    『──記憶を取り戻す術など、いくらでもあるというのに』


    　連なって聞こえてくる赤樫の台詞せりふ。同時に、常盤令れい司じに言われた言葉がそれと重なる。


    『──私のことを、思い出して』


    『──私のことを、思い出さないで』


    　直後に蘇よみがえる、相反した二つの願い。


    　そして、それらの全ての情報は一つの疑問へと帰結していた。それは、これまでにも何度か感じ、そのたびに黙殺してきた自分への問いかけ。


    　本当にこのままでいいのかという、単たん純じゆん明めい快かいかつ複ふく雑ざつ怪かい奇きな一つの思考。


    「キョートは、このままでいいの？」


    　あたかもそれを代弁するかのように、由ゆ衣いがぽつりと聞いてくる。


    　その問いに対する答えは、未いまだ出ていなかった。もしかしたら、一歩踏み出すだけで全てが崩れ落ちるかもしれない、そんな恐怖が僕の選択を迷わせる。


    　しかし、由衣の言葉には続きがあった。


    「私は、嫌だ」


    「……え？」


    　後ろ向きな思考から俯うつむきかけていた僕をよそに、すっくと立ち上がって由衣は言う。そして、思わず見上げていた僕をそのまっすぐな瞳ひとみで見つめ、告げた。


    「私は嫌だって、言ってるの」


    　彼女はそう繰り返すと、大真ま面じ目めな表情でこう続ける。


    「この前は言いそびれてたんだけどさ、キョートが記憶を失なくすちょうど前日に私、キョートにすっごく大事な話、したんだよね。それをさ、忘れられたまま流されるのは嫌。だから」


    　そう言いながら、由衣はおもむろに手を差し伸べてきた。


    「キョートは、このままじゃ、駄目」


    　意味のわからぬ思考、恐らく彼女自身も根拠を持たない謎なぞの自信、感情まかせの考えなし。事情や問題を見て見ぬフリで流すのではなく、直視しながらも踏みつけにする強さと、乱暴さ。


    　決して褒ほめられたものでない彼女の行動。だが、僕はその手を取って立ち上がっていた。


    「よし！」


    　何がよしなのか、さっぱりわからぬ彼女の微笑ほほえみ。自己中心的な感情の押し付け、普通なら毛嫌いするそれも何な故ぜか、彼女からなら不快にならない。


    　ふいに思い出す。梓あずさ由衣はずっと前から、こういう奴だったということを。


    　そして僕は、彼女のこういうところが好きだったということを。


    



    　今すぐもう一度、常盤ときわ夢ゆめ乃のと話すべきだと主張する由衣に、僕は首を振っていた。


    　その前に、行くべき場所がある。


    　問題の深層を直視した時、ようやく定まったその目的地。


    　夏休み前に僕が転落した場所であり、噂うわさに流された自殺者のうちの何名かが飛び降りた場所であり、赤あか樫がし智とも也やの死体が見つかった場所でもあるその現場。


    　旧駅舎時計塔。


    　僕は何故、時計塔から転落し、どうして記憶喪失になったのか。


    　そこに行けば、その答えが見つかる。


    　それは、根拠のない確信だった。
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    　仙せん岳がく駅前に再建された旧駅舎。二階建てであり、現在は資料館となっているその建物の上に、問題の時計塔は聳そびえ立っている。


    　当時の特殊な建築様式で設計されたらしいメルヘンチックな外見はそのままに、内部は最新式の機械時計になっているというその時計塔。全高二十メートルはある塔の内部構造は取り壊される以前のままに復元されており、料金さえ払えば自由に見学できる仕組みになっているらしい。


    　普通に見たらビッグ・ベンのパチモノ程度にしか感じられなかったであろう建築物も、因縁を持つ身から見れば悪魔の棲すむ城の一角のよう。雲すらも真っ赤に染まった夕空の下でその時計塔を見上げていると、言い知れぬ恐怖に身体が竦すくんでいる自分に気付く。


    　夏休み前の僕がなんのつもりか見学時間の終了している深夜にここへと入り込み、立ち入り禁止になっている屋根へと上がって、そこから足を滑らせて落ちた……というのが、僕の聞かされた転落事故の経緯だった。しかし、今の僕はその話を鵜う呑のみにすることができなくなっている。


    　当初は暇ひまを持て余した馬鹿な子供……、つまり僕の悪ふざけだと思っていたが、事故当時の僕はクイックセーブ＆ロードの噂うわさと赤樫智也への調査を行おこなっている真っ最中。わざわざ自殺者まで出ているその建物で悪ふざけをしていたなんてこと、あるわけがない。


    　杉すぎ崎さき美み羽うの件もある。赤樫という黒幕を特定していた僕が、彼の信仰者に襲われていたとしても不思議はないのだ。


    　赤樫の一件によるものか、連日閉館状態になっている旧駅舎を眺めながらそんなことを考えていた僕の肩を、いきなり由ゆ衣いが叩たたいてきた。


    「ねぇ、キョート！　あれ、あそこ！」


    　力加減を知らぬ打撃に悶もだえる僕をよそに、僕の背後を指さす由衣。言われるままにその方向へと目を向けた僕は駅前道路に見覚えのある姿を目撃し、瞠どう目もくする。


    「あ……」


    　瞬間に高鳴る鼓動。この距離からでもはっきりとわかるその麗れい姿し。そこには、先ほど話題に上がったばかり人物、霞かすみの従姉いとこで超能力研究会会長でもある常盤ときわ夢ゆめ乃のの姿があった。


    　引越しトラックのような車に寄りかかり、由ゆ衣いと同じ学校の制服を着た少女と何かを話し合っている彼女。阿あ呆ほうみたいに立ち竦すくんでいた僕たち二人に気付き、会話をやめる。


    「…………」


    　彼女の話し相手も僕たちに気付き、こちらを見た。距離を置いて互いに見つめ合う二組。よくわからない構図のままで膠こう着ちやくする僕たち。僕はただ、再び自分のうちに生じた謎なぞの逸はやりを堪こらえるのに必死で、冷静に思考できない。互いに何を考えているのか、全く不明のこの状況。


    　ふいに、常盤ときわ夢ゆめ乃のの隣にいた人物……ウェーブのかかった長髪が印象的な女子が、常盤夢乃の肩を叩たたき、どこかへと歩いていった。


    　それを見た由衣は何な故ぜか一瞬物もの凄すごく微妙な表情をしてから、同じように僕の肩を叩く。


    「わ、私。先に中を見てくるから」


    「は？」


    　わけがわからず聞き返す僕を無視して、旧駅舎へと走り出す由衣。


    　なんだ？　さっきの一瞬で、なんらかの意思の疎通があったということか？　困惑しているうちに一人取り残された僕は、ただ立ち尽くすしかない。なんとなく意図的に僕と常盤夢乃を取り残したように思えるのだが、その動機もまた不明。


    「こんばんは……」


    　すると、いつの間にか近くにまで歩み寄っていた彼女が、そう挨あい拶さつしてきた。前回の別れがかなり気まずかったためか、どこかぎこちない彼女の様子。


    「こ、こんばんは……」唐突な会話に驚きながら、僕はなんとかそれに応じる。てっきり無視されるものだと思っていたのに、向こうから話しかけてきた。その驚きによって、何故か心の中に発生していた謎の焦しよう燥そうが薄れる感覚。「……あの、お久しぶりです」


    「えぇ……、そうですね」


    　そう答える彼女の包帯の巻かれた顔。黒くて長い髪に、白くて透明な肌。それらに思わず見入りながら、僕は曖あい昧まいに返答する。


    「ほ、本当に……」


    「はい……」


    「……………………」


    「……」


    　会話は、あっけなく終了していた。


    　向こうから話しかけてきたくせに、特に何かを言うわけでもなく僕のことを見つめてくるその右眼。噂うわさに聞く千里眼。どことなく心の内を見通されているような感覚に、むず痒がゆくなる。


    　居心地が悪いはずなのに、一方でそれも悪くないと感じている謎の心境。


    「……あら？」そんな彼女の視線が、僕の胸ポケットの辺りで停止した。「それ……」


    「あ、えっと？」指さされ、自分の胸を見る僕。そこに入れっぱなしにしていたものを見て、答える。「あぁ、これですか？」


    　そう言って僕が胸ポケットから取り出したのは、壊れた眼鏡めがねだった。


    　以前、杉すぎ崎さき美み羽うに投げつけられた……ような気がするそのアイテム。ノンフレームで蔓つるが赤くて、レンズが割れているその眼鏡。拾ったいきさつがいきさつだっただけに捨ててしまおうと思っていたのだが、なんとなくそんな気分になれず、何な故ぜかお守り気分で胸ポケットに入れたままにしていたのだ。僕がその入手経路を話すと、彼女は物もの憂うげにその目を細め、呟つぶやく。


    「……あれほど言ったのに、まだこの問題に首を突っ込んでいるのですね」


    「あー、えっと、それは…………」


    　気き後おくれして、言い訳を探す僕。しかし、彼女はそれを許さない。


    「あの後、貴方あなたが何をしていたのかも聞いていますよ。私の兄とのことや、赤あか樫がし智とも也やとのことも」


    「…………」告げ口したのは霞かすみか。「まぁ、成り行き上、仕方なく、ですね……」


    「ここに来たのは、赤樫智也の事件について調べるためですか？　それとも二か月前の転落事件について調べるため？　……いえ、貴方のことだから漠然とした感傷が理由なのでしょうね」


    　彼女はそう言って、軽く溜ため息いきをつく。


    　果たしてそれは、彼女の要望と常に逆の行いをし続けていた僕に対する呆あきれか、失望か。


    「あ、貴女あなたこそ、どうしてここに？」


    　話の矛ほこ先さきをそらすため、そんなことを聞いてみる。すると彼女は少し視線を彷徨さまよわせ、言った。


    「……赤樫智也の件に関して、興味深い情報を手に入れたので調べにきていたのです」


    　僕はその返答に目を見張る。そういえば、彼女は記憶を失う前の僕と共にこの件に関わっていたという話だった。つまりが、彼女は僕がいなくなった後も一人でこの事件について調査を継続していたということか。考えてみれば、なんの不思議もない話だが。いや、今はそれ以上に、


    「……興味深い情報って？」


    「それは、ですね」


    　返答を渋るかと思ったのに、意外にもあっさりと教えてくれる彼女。まるで「別に大したことではない」という口調で、特に感慨も見せず、彼女は告げる。


    「赤樫智也が本当は何者かに殺害された、という情報です」


    　しかしその内容は、あっさり流すには重大すぎた。
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    　時計塔の鐘が連続で五回打ち鳴らされ、現在が午後五時であることを知らせていた。


    「日の入りまで、あと三十分といったところでしょうか。あちら側は商店街があるからまだ明るいですが、街灯の少ないこちらの広場はそろそろ暗くなってくる頃ですね」


    　赤く染まった時計塔を見上げながら、おもむろにそんなことを言い出す常盤ときわ夢ゆめ乃の。しかし、そんなのんきな世間話に乗っかっている余裕は僕にない。


    「そ、そんなことより、どういう意味ですか!?　赤あか樫がしが殺されていたって……！」


    「どういうも何も、そのままの意味ですよ」


    　彼女は詰め寄る僕を眺めながらあくまで冷静にそう応対する。微かすかに傾けられる首、さらりと揺れる黒髪。流れるような動きで僕の足元を指さし、続ける。


    「赤樫智とも也やの死体が発見されたのは、今から一週間前の九月七日、零時過ぎ。場所はちょうど、今、貴方あなたが立っているその位置です」


    「うわっ!?」


    　その言葉に、僕は思わず飛び退ずさる。そういえば、この部分だけコンクリートの色が若干くすんでいるように見えるが。まさか、これは赤樫の血と肉の色が染み込んでいるということか。


    「第一発見者はジョギング中だった会社員で、いつものようにこの広場を通りかかった際、妙な音がしたので駆け寄ってみたら血の中に倒れた赤樫智也を発見した、と供述しています。ちなみに遺体は頭骨や脊せき柱ちゆう、右腸骨等を骨折し、脳動脈や腎じん臓ぞうに出血が見られたようですね。損傷から察するに仰向けに頭から落ちたらしい、ということです。まぁ高さが高さですから、即死だったようですね」


    　平然とそんなことを言ってのける彼女。というか、落下地点はまだしも遺体の詳細なんてなんで知っているのか。その異様な詳しさに疑問を挟もうとした僕をやんわりと右手で制した彼女は、その右手で自分の頭上をちょいちょいと指差す。思わず上に向かう僕の視線。


    「そして彼は、あの鐘が収まっている天てつ辺ぺんの小室から落ちたのです。ちなみに、二か月前の貴方が落ちたのも同じ場所からですね。……貴方は、本当に運が良かった。貴方を見ていると、本当に神はいるのかもしれないと思えてしまうから不思議です」


    「……はぁ、どうも」なんと反応してよいかわからず、頭を搔かく。「それで、赤樫が他殺だったという話は？」


    「私が最初に変だと思ったのは、死体の落下地点です」それが彼女の流儀なのか、どこかもったいぶった言い方で説明を続ける常盤夢乃。「飛び降り方にも個人差があるでしょうから、確固とした根拠にはなりえませんが。赤樫智也の落ちたこの地点、時計塔との距離が中途半端だと思いませんか？　時計塔にある鐘の小室にはもちろん人が落ちぬよう柵が設置されていますが、その柵を足場にして上空に飛び出したにしては建物からの距離が近すぎて、その柵を乗り越えた後、真下に向かって落ちたにしては建物からの距離が遠すぎる。ちなみに九月七日事件当時、特に強い風は観測されていませんでした」


    「…………！」


    「それに、自殺する人間の心情からして彼が背中から落ちたという点もまた不自然です。また、柵があるので足を滑らせて落ちたということも考えづらい、ならば……」


    　自殺でも事故でもないのならば、他殺しかない。


    「で、でも……、それはあくまで推論でしょう？　距離のことだって落ちる人間の個体差があるでしょうし、警察がちゃんと調べて自殺といったんだから、自殺なのは間違いないんじゃ……」


    　なんとなくそう反論しながらも、内心では赤あか樫がし他殺説に大きく傾いている僕。そうだ、確かに赤樫の自殺は彼の宗教を更に加速させ、この問題を急速に深刻化させはした。だがしかし、そもそもの赤樫の動機を考えてみれば、彼が自分で作った噂うわさに殉じゆん教きようするのはおかしいのだ。彼はただ、自分の欺ぎ瞞まんに操られる他人を見たいだけだったのだから。


    「もし貴方あなたの言った遺体の状態や発見者の証言が本当ならば、もちろん警察だって同じ情報を得ているわけでしょう？　なら……」


    「問題はそこなのです」そんなことは当然、わかっているというふうに頷うなずく彼女。「最初から、この件については妙なことが多かった。現場の状態から他殺の疑いが濃厚であるとされながらも、直後に出された最終判定は投身自殺。そこで捜査は打ち切られ、もう誰もこの件について関心を持っていないという状況ができあがっています」


    「……ど、どういうことですか？」


    「簡単ですよ。そうするよう警察に圧力をかけた人間がいる、ということです」


    「へ？」何をいきなり、至極まともな表情の常盤ときわ夢ゆめ乃のから発せられた冗談みたいな言葉に、思わず変な声をあげてしまう。「そ、そんな、ドラマみたいなことが……」


    「冗談みたいな本当の話という奴ですね。あの人は、あくまでも他要素を介入させずにこの盤面を進めたいようです。恐らく、二か月前の貴方が事故であると見なされ、処理されたのもあの人の仕業なのでしょう」


    「……ッ！」


    　その言葉に僕の心臓が、一際高く脈打った。彼女はそんな僕をよそに話を進めていく。


    「以上の点から公式発表に疑念を抱いだいた私が、個人的な知り合いに調べ直してもらった上で発覚したのが、先ほど言った赤樫他殺説の根拠です。まず一つ目は、事件直後に調べられた時計塔の状態。小室には明らかに何者かが争ったかのような痕こん跡せきが残されていたとのことでした」


    「な……！」


    「そして、二つ目の根拠。こちらこそ、決定的な物的証拠なのですが……」驚き、絶句する僕に畳みかけてくる常盤夢乃。「発見された赤樫智とも也やの右手が、握っていたのです」


    「握って、いた？　……何を？」


    　ごくりと、生なま唾つばを飲み込んで次なる言葉を待つ。そんな僕を一いち瞥べつした彼女は手品のようにどこからか写真を一枚取り出し、言った。


    「これです。極秘裏に見せてもらったものを、こっそりカメラで激写しました」


    「しましたって……」


    　なんでそんなことができるのか、本気で貴女あなたは何者なんだ。これまでの話の真否は？　一瞬で浮かび上がったさまざまな疑問を全て押し殺し、僕は彼女から写真を受け取る。


    「これが、赤あか樫がしが握っていたという遺留品？」そこに写されていたのは、透明なビニール袋に入れられた布のようなものだった。そう、布切れとしか表現しようがない、紺色で厚手で、筒状に細長いその物体。端に染みた汚れは赤樫の血けつ痕こんか何かだろうか。「……で、なんです？　これ」


    「ここです。この部分をよく見てください」


    　首を捻ひねる僕に彼女はずいっと身を寄せ、写真の一部を指差して言った。


    「ん……」彼女の指先にある布切れの一点、目を凝らしてそこを見つめる。「んん？　これって」


    　粗い画質と被せられたビニールのせいで定かではないが、そこにはボタンのようなものが並んで取り付けられていた。つまり、これは服の切れ端ということか。


    「……って、もしかして!?」


    「はい、恐らくこれは破り取られた衣服の一部。形状からして、袖そででしょう」


    「そで……」


    「はい、袖です」


    　制服の袖部分を軽く摘つまみながら、常盤ときわ夢ゆめ乃のはそう続ける。


    「恐らく事件当時、誰かともみ合いにでもなり破れたのでしょうね。赤樫智とも也やは、自分の着ているものとは違う服の切れ端、その袖そで部分を、右手に握り締めて死んでいたのです」


    　なるほど袖か。言われてみれば、確かに袖としか言いようがない。袖だけ切り離して見たことがないから、意外と気付かないものだなぁ。そんな思考に走りかけていた脳のう味み噌そに、心の中の冷静な自分がストップをかける。


    　待て、よく意味を考えろ。赤樫の死体が、誰かの服の切れ端を握っていた。いや、もう誰かなんて言葉を暈ぼかす必要もない。それは間違いなく、


    「これ、明らかに犯人の袖じゃないですか!?」


    「はい、だから言ったでしょう？　赤樫智也が他殺だという情報を得たって。恐らく、事件発覚が余りにも早かったため、犯人は回収しそびれてしまったのだと思われます」


    　それは、これ以上ないほどに単たん純じゆん明めい快かいな物的証拠だった。


    　こんなものが残っているのに、赤樫の一件は自殺と処理されている。今の話が本当なら、さっきの警察に圧力という話もあながち冗談じゃないんじゃ……。


    「そ、それで？　その袖っていうのは、誰の袖なんですか？」


    「そこまではまだ特定されていないようです。これを私に見せてくれた刑事さんは、圧力がかかっているせいで大っぴらに調べることができないと嘆いていましたよ」


    　これほどの爆発力を持つ話をしながらも眉まゆ一つ動かさず、平静を貫き通していた彼女はそう言って、ポケットからもう一枚の写真を取り出す。


    「そして、これがこの袖のボタン部分を拡大してみた写真です」


    「はぁ……」


    　妙に用意がいいな。そう思いつつ二枚目を受け取った僕は、写されているボタンに刻まれた独特の文様に目を留めた。あれ、このマーク、どこかで見たことがあるような……、


    「……これ、もしかして。うちの校章じゃないですか？」


    　反射的に顔を上げた僕の、すぐ目の前に彼女の顔が近づいている。


    「その通りです。つまり、この袖そでは間違いなく貴たか苗なえ学園関係者のものというわけですね。更に言うと、布質からこれがブレザー、それも男子用のものだということまでは判明しています」思わず仰のけ反ぞった僕に構わず、彼女は淡々と続ける。「……つまり、うちの学園の男子でつい最近、制服を新調したり修繕したりした形跡のある人物こそがこの袖の持ち主であり、この事件の犯人である可能性が高い、ということです」


    「なるほど、……って？」


    　その情報について考察するよりも先に、直感的な何かが、ずしりときた。


    　貴苗学園の男子で、


    　制服を新調したり、修繕したりした人物で、


    　赤あか樫がし智也殺害の動機がある奴。


    　それが、犯人？


    　……あれ？　おかしい、どういうことだ。


    　僕はその条件に該当する奴を一人、知っている。


    「推定されるブレザーのサイズはＭ。購買や業者に掛け合ってみましたが、未だ新調や修繕の依頼は来ていないそうです。まぁ、犯人にしてみれば自白と同じですから、そんなことをするとは思えませんが。かといって、制服を破れたままにして着ているとは思えませんから自力で修復したか、既に替えのブレザーを一着持っていたということなのでしょう。一応、事件を境に服装が変わった生徒を調べてはいるのですが…………？　どうか、しましたか？」


    　茫ぼう然ぜん自じ失しつとなった僕の様子に気付いた彼女が不思議そうに聞いてくる。その様子からすると、彼女は多分まだ気付いていないらしい。


    「……あの」


    　思わず何かを聞きかけて、やめる。逡しゆん巡じゆんする思考。


    　本当に、そんな馬鹿なことがあるのか？　いや、そんな解答がありえるはずがない。だからこれは、ただの勘違いで決着する話に過ぎない。だが、そのためにもまず、彼女に聞いてみなければならないことがあった。


    　ただ一言聞くだけでいい。彼女がわざわざ言及しないのは、気付いていないからではなく、既に確認を取って無実の裏づけがとれているからなのだと、そう答えてもらえれば、それで。


    「あのっ……！」


    　思い切って、口を開いたその時。


    　けたたましい着信音が僕の言葉を遮さえぎった。ポケットの中に感じる携帯の振動。着信の合図。


    「……っ」完全に出鼻を折られた形になり、狼ろう狽ばいする僕。くそ、今は電話なんてしている場合じゃないのに。そう思いながらも携帯を取り出し、耳に当てる。「……もしもし？」


    　画面に表示された通話相手の名は、僕を残して先に旧駅舎に入っていた由ゆ衣いだった。


    　今、大事な話の途中だからと早々に通話を切るつもりだった僕は、しかし、そうする前に異常に気付く。耳元から聞こえる荒い吐息と、取り乱した彼女の様子。


    『キョートッ、キョート！　やばい、やばいって、どうする？　どうしよう!?』


    　囁ささやくような小声でありながら、明らかに切羽詰っている由衣。何か緊急事態が発生した。そう直感した僕は焦る思考を切り替え、電話口の向こうに集中する。


    「由衣？　おい、どうした？」


    『あ、わっあっ……あぁっ！』


    「由衣!?」


    　悲鳴じみた由衣の声、いったい全体何か起きているのか分からず、彼女がいるであろう時計塔の方向を仰ぎ見る。そんな僕の頭上にかかる影。その刹せつ那な、僕は何が起きているのかを理解した。


    「榊さかき君ッ!!」


    　僕と同時に、その緊急事態に気付いていた常盤ときわ夢ゆめ乃のが僕の身体を突き飛ばす。それと同時に自分も素早くバックステップ。


    　間一髪だった。


    　直後、先ほどまで僕と彼女がいた空間に衝突し、衝撃と共にべちゃりと潰つぶれるその何か。


    「うわっ!?」


    　撒まき散らされる血潮。それが、地面に激突した人間の身体から出たものであると把握するよりも先に、更なる衝撃が僕たちを襲う。


    　上方より木こ霊だまする歓声。反射的に顔を上げる僕たち。


    　次なる事態への理解、しかしにわかには信じがたく、


    「噓うそ、だろ？」


    　空を仰ぎ見たまま、そう呟つぶやいていた僕の前にぐしゃりと落下してくる、二人目の人間。


    　それは噓なんかではない。正真正銘の現実だった。


    



    　　　　　８


    



    　これまで正常に動いてくれていた肉体が、一瞬で凍りついたかのようだった。


    　死体はこの二週間で嫌というほど見て、もう慣れたはずだったのに。そう思いながらも、指一本動かすことができない僕の身体。目の前でじわじわと広がっていく二つの血ち溜だまりが、また僕の精神状態に異常をきたさせる。視覚から脳を毒されているような気分。


    　割れるような頭痛、爆裂する脈動、こみ上げる胃液を堪こらえるだけで精一杯な精神状態。


    　意味不明の高揚に感情が暴走し、思考回路は無意味に空転し続けている。


    「だぃ……、いだぃ……、いだぃよ……」


    　その状態が薄れ、再び動けるようになったのは、僕の目の前で凶悪な存在感を放ち続けるそれが、呻うめき声をあげたときだった。ひゅうひゅうと必死に呼吸しながら、喘あえぎ続けるその人物。


    「っ、生きてる!?」どう考えても生きているようには思えないが、それでもその人物は生きていた。更に、潰つぶされた蜘く蛛ものようにもがくもう一つの身体。「こ、こっちの人も！」


    「動かさないで！」一足早く携帯を取り出し通報か何かをしていた常盤ときわ夢ゆめ乃のが、慌てて駆け寄ろうとしていた僕の動きを制止する。素早く二人の怪我人の顔を確認し、一言。「……やっぱり」


    　やっぱり？　どういうことだ？　彼女は、この二人がここに飛び降りることを予測していたとでもいうのか？　混乱し、絡まる思考でなんとかそう考え、更に混乱することになる。


    　どういうことか聞こうにも、未いまだに何が起きたか理解しきれていない僕では、うまく言葉を紡つむげない。そんな僕に、少しだけ焦ったように説明してくる常とき盤わ夢ゆめ乃の。
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    「彼等はリーダー格の二人です。後続が来ないことから察するに、恐らくお手本のつもりだったのでしょう。……それにしても早すぎる。予定までまだ六時間以上もあるというのに……」


    「リーダー格？　後続？　予定？」継続する頭痛に苦しみながら、僕は矢や継つぎ早ばやに現れた情報に困惑する。「いったい何の……」


    「急がないと兄の遊びでまた、たくさんの人が死ぬ。……それ、まだ幼おさな馴な染じみちゃんと繋つながってますね？　貸してください」そう言うなり返事も聞かずに、彼女は僕の携帯を掠かすめ取った。


    「もしもし、梓あずささん？　常盤です。お久しぶりです。落ち着いて聞いてください」


    『あっ、え？　常盤、さん？　ど、どうして……』携帯のスピーカーからこぼれる由衣の戸惑い。『いや、それどころじゃなくてっ！　今！　今、人が二人もっ！』


    「状況はわかっています。今の二人は大丈夫、なんとか生きています。……それより、今、貴女あなたはどこにいるのですか？」


    『と、時計塔の中、一番上の鐘のあるとこ……、あの、私、隠れてて……』


    「！」


    　その言葉に、僕は再び顔を上げる。


    　夕焼けと夜よる闇やみの溶け合った紫色の空間に、異様な存在感を放つ時計塔。今、二人もの人間が飛び降りたあの場所に、由ゆ衣いがいるというのか。


    「……ッ！」


    　思わず旧駅舎へと走ろうとした僕の手を常盤夢乃が摑つかみ、止めた。離せ、そう言おうとした僕を一瞬で黙らせる険しい眼光。彼女は無言のままに僕を威い嚇かくすると、落ち着いた声で電話口に向かって尋ねる。


    「……その場所、もしくは下の階に、他に誰かいませんか？」


    『……い、いる！　下の部屋にっ！　たくさん、なんかやばげな感じでっ！　出入り口は一つしかないから私、逃げられなくて！　それで……！』


    「旧機械室の展示スペースですね。……なるほど」携帯電話を握り、一瞬何事かを考え込む彼女。「……いいですか。これから言うことを落ち着いて聞いてください。今、そこにいる人々は恐らく、思い込みを強めるために儀式のようなものをしているのだと思います。それが終わり次第、じきに彼らも先ほどの二人のように飛び降りようとするでしょう」


    『な……っ』


    「何ですって？」


    「彼らがその部屋に籠こもっているのは好都合ですね。……お願いがあります、梓さん。今すぐその部屋と繋つながる扉を閉じて、彼らが上がって来られないようにしてください」


    『あ、上がって来られないようにって……、ど、どうやって？』


    「着ている服でも、近くにある展示品や看板類でも何でも使って、バリケードを作ってください。すぐに警察が駆けつけますから、それまでなんとか耐え切って。今現在、彼らに対処できる場所にいるのは貴女あなただけ。貴女だけが、頼りです」


    『私だけ……』


    「はい。榊さかき君でも私でもなく……貴女だけが」


    『……わ、わかった！』


    　気丈な声と共に聞こえてくる雑音。恐らく、バリケード作りに取り掛かったのであろう物音。


    「あ、あのっ……！」


    　何がどうなっているのか。そう聞こうとする僕に、深刻な表情の常盤ときわ夢ゆめ乃のが頷うなずいてくる。


    「今から、説明します」


    　そう言って、旧駅舎へと歩み寄る彼女。引っ張られた僕もそれに続く。


    「今、落ちてきた二人と現在、時計塔内部にいる十数名は、赤あか樫がし智とも也やの作り話に陶とう酔すいする自殺志願者集団、『ＮＧ』と名乗っている人たちです」


    「……『ＮＧ』って、それ」


    　聞き覚えがある。今日の昼に霞かすみから聞いたその話。赤樫の遺書に操られている少年少女の集いで、ちょっとしたカルト集団とのことだったが。


    　……って、待てよ。今さっき、赤樫は自殺でなく他殺であると、証明されたばかりなんじゃ。


    　一瞬、走ったその思考。しかしそれを言葉にする前に、彼女は先んじて言葉を連つらねる。


    「私の調べによると彼らは、生前の赤樫からクイックセーブ＆ロードとは違う、もう一つの虚構を信じ込まされ、そのために彼の操り人形となってさまざまな活動を行ってきていました。噂うわさ話ばなしの布教やサクラから、多発する自殺に異常を感じ、調べようとする者たちを警戒して牽けん制せいする諜ちよう報ほう員いんまで。私や貴方あなたたちを襲った杉すぎ崎さき美み羽うも、その一人だったようですね」


    「……もう一つの虚構？」


    　思わずそう聞き返していた僕に、彼女は初めて言葉を詰まらせる。


    　どこか、言いづらそうに視線を彷徨さまよわせる彼女。しかしここで言い淀よどんでも仕方ないと悟ったのか、こちらに向き直り、教えてくれた。


    「クイックセーブ＆ロードの亜種……、いや上位種といったものでしょうか。噂に聞くクイックセーブ＆ロードには、その性質ゆえに事前にセーブをしておかないと過去に戻れないという問題があったのですが、それを克服することができる更なる魔法……という内容の虚構です」


    「……？」


    「…………『ニュー・ゲーム』と、彼らはそう呼んでいるそうですが。赤樫智也から特別な力を授かった人間は、セーブのおまじないをしない状態で死ぬことにより、人生の一番初めまで時間を巻き戻すことができる、という話です。もちろん、赤樫智也が都合の良い駒を作るため、考えた噓うそにすぎませんが」


    「ニューゲーム……？」


    　なるほど、それで『ＮＧ』か。なんていうか、これといいセーブ機能といい、どこまでもふざけた話だ。マスコミに持て囃はやされるゲーム脳の究極形態といったところだろうか。


    　しかし、それにより一つの疑問が氷解する。噂を信じ込んだ人間の中でも、何な故ぜか赤あか樫がしの私兵のように働いていた杉すぎ崎さき美み羽う。なるほど、彼女が死ぬ前に言っていた「あの人に『更なる力』を分けていただく」というのはそういうことか。彼女はニューゲームという疑ぎ似じ餌えのために、赤樫の私兵として僕たちを襲い、その命を絶ったということらしい。


    「恐らく、赤樫の死とその後に出回っているという遺書とやらによって、自分たちにその力が継承されたと思い込まされているのでしょう。彼らは今、自分たちの人生を一からやり直すために、自ら死のうとしているのです」


    　どこか焦るような様子で続く彼女の声。その内容に突如、僕の背筋に悪寒が走る。


    　脳裏に蘇よみがえるのは、いつか聞いたある人物のある台詞せりふ。


    『──確かに、やり直せるならやり直したいけどさ』


    　同時に並列して、呼び出される別の情報。赤樫の忘れ形見、『ＮＧ』。


    　規模は十数名で、メンバーは小学生から高校生まで幅広く……、


    『──そんな魔法が使えたって無駄なんだよ』


    　何な故ぜか、幾度となく貴たか苗なえ学園に足を運んでいた彼女。


    　今日も見かけた、そのどこかおかしな様子と不吉な予感。


    『──クイックセーブ＆ロードじゃ、もう足りないんだ』


    　…………まさか、


    「彼らが今、いるのは全部で四層に分かれている時計塔の三層目。塔内にある長い螺ら旋せん階段を上った先にある、展示室となっている部屋ですね。今、幼おさな馴な染じみちゃんがいるのが一番上の四層目で、三層目と四層目の間は小階段と木製の扉で繋つながっています。その構造上、うまくバリケードを作りさえすればしばらくの間は現状を維持できるはず……」


    　常盤ときわ夢ゆめ乃のの言っていることが、全く頭に入ってこない。


    　脳内を占めるのは、ただの混乱。考えすぎだ、そんなことがあるはずがない、という希望的感傷のみ。しかし、その願いにも似た思考は常に裏切られるものであることを、僕はこの二週間で嫌というほど思い知らされていた。


    　常盤夢乃が持っていた携帯から、大きな物音が聞こえてくる。即座に説明を中断し、携帯を耳に当てる彼女。


    「どうしました？」


    『や、やばいよ！　下の人たちに見つかった！　バリケードはできたけど、こんなのすぐに破られちゃう！　いや、違うの。大変なのは、それだけじゃなくてっ……！』


    　由ゆ衣いの声と共に、聞こえてくる荒々しい物音。恐らく、『ＮＧ』の連中相手に必死でバリケードを押さえているであろう彼女は、更にこう続けてくる。


    　嫌な予感こそ、的中するもの。


    　彼女の言葉は、僕にそれを確信させるに十分たる力を持っていた。


    『……いるの！　下の人たちの中に、双ふた葉ばが！　私の妹が、混ざっているの！』
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    　最も早はや、一刻の猶ゆう予よもありはしなかった。


    　僕は自分の手を摑つかんだままだった常盤ときわ夢ゆめ乃のの手を振り解ほどこうと、力を込める。しかし、彼女の白い細腕は見かけからは考えられない力でその抵抗を抑え込んでいた。


    「離してください！」どうして彼女が僕を止めるのか、理解できない。まさか、この期に及んであとは警察の仕事だとでもいうつもりなのだろうか。先ほど警察は頼りにならないと言っていたのは、他ならぬ彼女自身なのに。「……っ、このっ！」


    　無理やり解こうともがく僕の前に、彼女はその身を寄せてきた。触れる寸前まで近づく彼女の相そう貌ぼう、その右目が超至近距離で僕の瞳ひとみを覗のぞき込む。


    「これは罠わなですよ」


    　その吐息すら届く距離で、彼女はそう囁ささやいた。


    「わ、罠……？」


    「赤あか樫がし智とも也やの遺書を捏ねつ造ぞうして彼らを操っている人物がいます。恐らく、それこそが赤樫を殺害した犯人であり、この騒動の首謀者。この騒ぎの目的は未いまだ不明ですが。……嫌な予感がします。この先に進むことで、貴方あなたは今持っているものを全て失うかもしれません」


    「…………？　この前、言っていた記憶を取り戻したら……っていう話ですか？」


    　関連性が見えず眉まゆを顰ひそめる僕に、彼女は真剣な表情で首肯する。


    「今は何を言っているのかわからないかもしれませんが、この先に進むことは貴方の幸せに繋つながりません。貴方は、死にたくても死ねない、そんな地獄にまた足を踏み入れようとしている。……それでも、行くのですか？」


    　見開かれた彼女の瞳は、噓うそ偽いつわりない真実の回答を求めていた。


    　だから僕はそれに答える。目を逸そらすことなく、逆に彼女の瞳を覗き込むような眼光で。


    「……行きますよ。僕は」


    「行って、何をしようと言うのです？　ただの中学生である貴方にできることなんて、何一つありませんよ？」


    「…………」そうだ。僕には彼らの信仰を論破できるだけの説得力も、彼らの暴走を止める強制力も持ち合わせていない。「……でも、それでも行きます。行って、何かをします」


    「……そう、ですか」恐らく彼女は、その返答を予測していた。どこか諦あきらめるようにその目元を緩め、聞いてくる。「…………あの、……それは、何な故ぜ……なんですか？」


    「……何な故ぜ？　何故ってそれは」


    　もう決めていたから。


    　この二週間続けていた葛かつ藤とう。それに対する答えを、僕は既に選んでいたから。


    「いえ、いいです。すみません」質問に答えようとする僕を遮さえぎり、摑つかんでいた手を放す彼女の、消え入りそうな一言。「……駄目ですね私は、いつも引き止めてばっかりで」


    「？」


    　放された手、強く握られていたその手首の痕あとを摩さすりながら首を捻ひねる。


    　そんな僕の仕草を見つめながら、彼女は改まった口調でこう言った。


    「この騒動の被害を最小限に抑える用意があります。しかし、予定が早まったために準備が完了していない。それが整うまで、一分一秒でも長く時間を稼いでください」


    「……！　わ、わかりました！」


    　そんなもの、いったいどうして。という疑問は何故か湧わいてこなかった。僕は既に気付いている。常とき盤わ夢ゆめ乃のが、そういう規格外の人であることを。


    「すみません、私の未練で時間を浪費しました。急いでください、榊さかき君」


    　その言葉を背に走り出す。


    　今の選択が決定的な境界線であったことを、僕はなんとなく理解していた。
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    　立ち入り禁止の柵さくを飛び越え、旧駅舎へと侵入する。


    　照明の消えた暗い構内を突き進み、更に奥へと疾走。時計塔へと繋つながる道順は、僕の足が覚えていた。このルートは記憶を失くす直前の僕が通った、最後の道。


    　目が覚めてから一か月、意識的に調査を始めてから二週間、その間もずっと視界の隅に映りこみながら、何な故ぜか入ることだけはしようとしなかったこの建物。そうだ、僕は無意識のうちにこの場所を忌き避ひし続けていた。


    　本当に思い出したいなら、元に戻りたいならば、まず真っ先に来るはずだったこの場所を。


    『──お前は本当は記憶なんて取り戻さなくてもいいって、そう思ってる』


    「……くそっ！」怨おん霊りようのように纏まとわりつく赤あか樫がしの言葉を振りきり、廊下を駆け抜ける。この先、突き当たりにある扉の向こうが時計塔の第一層。そんな案内板を横目に、両足は更に加速する。


    　このまま止まらず由ゆ衣いの所へ。


    　そう思っていたのに、時計塔へと入った途端、僕の足は立ち止まってしまった。僕の視界に広がる、時計塔内部の光景が僕の思考を止めている。


    　逢魔ケ刻おうまがとき。沈みかけた夕日の赤と、滲にじみだした夜の青が混ざり合い、鮮あざやかな紫となって差し込む外の明かり。一定間隔に設置された窓からの、その光だけが唯一の光源となるこの空間。


    　時計塔の振り子を取り囲むようにしてできた吹き抜け上の螺ら旋せん階段も同じように紫で、まるで冥めい界かいにでも続いていそうな雰囲気をかもし出している。


    　そんな空洞内に反響する、幾多もの人間の叫び声と激しい衝突音。恐らく、バリケードを突破しようとする奴らによるものだ。


    　急いで、昇らなくてはいけない。慌あわてて我われに返り、僕は階段に足を踏み入れる。


    「……ッ!?」


    　その痛みは、唐突に訪れた。


    　まるで、この階段に侵入することがトリガーであったかのように、激しい頭痛が僕を襲う。感情が思考の箍たがを外し、頭ず蓋がい骨こつの中を暴れまわるあの感覚。これまでにも何度か……自殺を目撃した際や以前の自分に関わる何かと接した時に感じていた、例の感覚が再び僕を苛さいなんでいた。


    　まるで金縛りにあったかのように、収縮する全身の筋肉。どんどんと加速していく脈動と、身体に纏わりついてくる寒気。頭蓋骨が軋きしむような痛みに立っていられなくなり、階段の上に崩れ落ちる。反響している騒音が、一瞬だけ遠くなった。


    　しかし、驚きや戸惑いはない。僕はどこかで、わかっていたのだ。


    　ここに来れば、こうなることを。


    「こなくそッ……！」


    　なんとか上へと這はい上がろうとし、強くなる苦痛に悶もだえ苦しむ。まるで一段進むたびに痛みが増しているようだった。何な故ぜか、僕の肉体がこれ以上進むことを全力で拒絶しているかのような、そんな感覚。全身から噴ふき出す脂あぶら汗あせで服が湿って気持ち悪い。


    　だが、ここで時間を食っているわけにはいかない。手すりを支えに立ち上がり更に一段進もうとして、その分強まる苦痛に歯を食い縛る。たった五階分しかないはずの階段が途方もなく長く思えた。だが、足は止めない。一段、一段、這はうように上がっていく。


    　まだ、二階分も進んでいない。くそ、普段ならほんの数十秒で駆け上がれる距離なのに。僕はそう愚ぐ痴ちり、吹き抜けになっている上層部を仰ぎ見ながら額ひたいの汗を拭ぬぐい取る。


    　反響音が急に止やんだのは、その時だった。


    「……………………え？」


    　あまりの痛みで耳まで聞こえなくなったのか。一瞬そう思った僕のすぐ横、ちょうどその位置に設置されていた窓の外を、物影が素早く通り過ぎる。


    　上から、下へと。


    「……な、あ、ああ、ぁ」


    　僕のすぐ横を落ちていったそれはなんだったのか。理解は、遅れてやってきた。


    「あああぁぁ、あぁ！」


    　答えは単たん純じゆん明めい快かい。


    　間に合わなかった。僕は、間に合わなかったのだ。


    「ああああああああああぁぁ～!!」」


    　爆発的に強まった痛みに、自分の脳が破裂したのかと思った。その激痛に思わず叫ぶ。しかしそれは言葉にならず、理性の欠かけ片らもない、獣のような咆ほう哮こうとなって時計塔の内部に反響した。


    「───────────────ッ!!」


    　止めることなく叫んでいるうちに胃と食道がせり上がり、僕はその場に吐き出していた。服が汚れるのにも構わず、自分の内臓まで全て吐きださんばかりの勢いで嘔おう吐とする。吐と瀉しや物ぶつの中に崩れ落ち、途絶えそうになる僕の意識。


    「バリケードが破られたようだ。やはり多勢に無勢だったということか」


    　ふいにかけられたその声は、僕の数段上から聞こえてきた。


    　聞き覚えのある、平坦なその口調。


    　渾こん身しんの力で首を動かし見上げると、やはりそこには予想通りの人間が立っている。


    「……ときわ、れいじ」


    「なんだ、確か今のお前にはまだ名乗っていないはずなのだが」長い白髪を後ろに結わえ、相変わらずの黒コートを着込んだその男は少しだけ意外そうにそう答え、続ける。「まぁ、いい。スムーズにとは言い難かったが、お前は無事、この段階まで行き着いた」


    「なに、をっ……」


    　息も絶え絶えにそう聞き返す僕を無視して階段を上りだす令れい司じ。僕は砕けかかっていた意識をなんとか繋つなぎ止め、匍ほ匐ふく前ぜん進しんの体勢になりながらも彼を追う。


    「これも、お前が仕組んだのか……!?」


    「そうだと言えばそうだが、違うと言えば違う」


    「ふざけるなっ、お前、本当に何様のつもりでっ……」


    　そうこうしているうちにもまた一つ、僕の横を通り抜けていく新たな影。


    　今度はちゃんと見た。しっかりと目撃し、すれ違う刹せつ那なにその影の顔まで見てしまった。


    　泣いているのか、笑っているのか、よくわからない最期の表情。


    「ッ、くそッ……！」


    「……二人目か。意外と早い」特に驚くこともなくそう言って、令れい司じが振り返る。「今、上の連中が何をしているか知っているか？　セーブデータの、針を抜く儀式だそうだ。人生を新たに一から始めるため、邪魔になったデータを消去しようと祈りを捧げているらしい。滑こつ稽けいにも程があるが、彼らとしては大真面目だ。断食やその他禁則と同じ、制約があるからこそ信じられる信仰もあるということか」


    「……っ！」


    　今すぐ立ち上がって、殴りかかりたい衝動にかられる。しかし、強い頭痛と重力が僕をその場に縫い付けていた。今の僕にできることは、ただ一段一段を昇るだけ。


    「しかし、そんなことはやはり些さ事じ」


    　また新たに落ちる誰かを横目で眺めながら、彼はそう切り捨てる。


    「大切なのは、今、お前がいるその状況だ」


    「……どういう、ことだ？」


    「どういうことも、何も」彼はそう言って足を止め、「これだけお膳立てが整えられていながら、何も思い出さないとでも言うつもりなのか？」


    「なに、も、おもい、だす……、おもいだす？」


    　思い出す？　何を？


    「……！」


    　……そんなの、決まってる。


    　記憶だ。


    　この場所で僕が失なくした、榊さかき潔きよ人との二年半だ。


    「……あぁ、そう、か」


    　その理解で、ようやく今、自分を苛さいなんでいるこの苦しみの正体に思い当たった。


    　つまり、ダムのようなものだったのだ。流れをせき止めていた堤防が一連の出来事によって消耗し、溜たまりに溜まった水量を支えきれなくなっているのだ。今にも決壊しそうなその状態が、この痛みを作り出しているのだ。


    　そう理解する僕の脇わきを、妙な奇声と共にまた誰かが落ちていく。


    「理解が遅い。お前はいつもそうだな。焦じらすことだけが得意だ」


    　耳がおかしくなったのか、令れい司じの声が大きくなったり小さくなったり、近づいたり離れたりしていた。目がおかしくなったのか、ちかちかと瞼まぶたの裏に蘇よみがえるフラッシュバックの数々。そこには、これまで毎日のように僕を苦しめていた悪夢のビジョンがはっきりと焼き付いている。


    「さて、肝心なのはここからだ。このまま進めば、お前を守る殻からは確実に破れる。しかし、ここで立ち止まればそうはならないかもしれない」どこか楽しそうに、令司がそう聞いてくる。「どうする？　進んで思い出すか、帰って忘れるか」


    　その質問は、耳にたこができるほど聞いていた。


    　その選択は、もうとっくに済んでいる。


    　あとは、それが正解だと信じて進むだけ。


    「ほう……」無言のまま這はい上がる僕を見て、少し感心したように笑う令司。「過去の自分を思い出すことによって、今の人格が消滅する可能性もありえるのだが、それでもか？」


    　鉛のように重い身体に、なけなしの力を込めて、僕は更に上へとよじ登る。


    　窓の外を一人、また一人と落ちていく人影。壁一枚向こうでは、自らの幸福を信じてやまない人たちが、その壮絶な最期を遂げている。それを感じながら、螺ら旋せん階段を昇り続ける僕。


    「あぁ、あ、ぐっ、がっ……」


    　どんどんと増す痛みで、脳は思考可能な限界点を超えていた。


    　奇声とも悲鳴ともつかぬ声が、食い縛った歯の隙すき間まから漏れていく。嚙かみ締めすぎたせいか、奥歯が砕け、痛みを発しているのがわかった。


    「辛つらそうだな。いつぞやみたいに手伝ってやってもいいが、どうする？」


    　常盤ときわ令司がそう言って、手を差し伸べてくる。


    　僕はその手を振り払っていた。


    　僕は他人のもののように感じる腕や足を動かし、上半身を起き上がらせていた。


    　僕はそのまま肘ひじや膝ひざに力を込め、手すりに縋すがり、立ち上がっていた。


    　僕は右手を伸ばし、目の前に立つ令司の肩を摑つかんでいた。


    　僕はその肩を摑む指に力を込め、彼を横へと押しやっていた。


    「……どけ、邪魔だ」


    　僕はそう言って足を踏み出し、彼の脇わきを通り抜け、追い越していた。


    　瞬間、


    　自分が何かを突破したのが、わかった。


    　頭の中でバキリと、硬いものが砕けるような音がした。


    　それを境に僕の脳、そこに刻まれた皺しわの一つ一つから何かが滲にじんで、溢あふれ出していた。


    　まるで血のようにだらだらと流れ出し、頭ず蓋がい骨こつの中に溜まるのは、もしかしたら本当に僕の血なのかもしれなかった。


    　それは、何千何万という榊さかき潔きよ人との人生と、その死に様ざまだった。その際に感じた痛みや、苦しみだった。その記憶の断片とも呼べるものが塊かたまりになって、一つ一つ僕の方へと投げつけられていた。避けることのできない僕はその全てを受け止め続けた。剝むき身の精神にぶつけられたそれら一つ一つに、一生分の業ごうがあった。全てを受けきるまでに、途方もない時間がかかった。


    　理解は早かった。納得も早かった。


    　脳に抱えきれない量の情報が雪な崩だれ込んでいるのがわかった。


    　目の前が真っ白になり、意識が完全に断絶したのはその直後。


    『──記憶を取り戻したら、貴方あなたは確実にこの世界で一番不幸になる。今の貴方が当然のように享きよう受じゆしていた幸せは全て消え、自分を取り囲む全ての物事に対して価値を見出せなくなるでしょう。今の貴方に溢あふれている生気は途端に枯れ果て、貴方の世界は一瞬で色いろ褪あせる』


    『──貴方は、死にたくても死ねない、そんな地獄にまた足を踏み入れようとしている』


    　がらんどうになった頭の中に、いつか聞いた先輩の忠告が延々と木こ霊だましていた。
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    　最初に理解したのは、自分が既に一度、死んでいるということだった。


    　いや、一度どころではない。思い起こされるのは、数え切れないほどの命の終わり。


    　主に自らの、時には事故や誰かの手によって、何度も何度も死に、そのたびに生き返ってきた榊潔人という人間の怪奇な人生。


    　そして、それを可能にする得体の知れない特殊な力、セーブ機能。


    　クイックセーブ＆ロード。そして、ニューゲーム。つい数分前までの自分が心底、馬鹿らしいと断じ、欠かけ片らも信じていなかったそれらの『魔法』が、外ほかならぬ自分のものであったという事実に、驚きを通り越して呆あきれてしまった。


    　そういえば、いつぞやの常盤ときわ令れい司じがこの噂うわさは僕を参考にして考えついたものだと言っていた。それはこういう意味だったのかと、遅ればせながらも理解する。


    　そうだ。セーブ機能もニューゲームも、全部僕が自分に備わった異常に、自分なりにつけた解釈に外ならない。


    　これまで、思考にかかっていた靄もやは全て晴れていた。もう僕の想起を阻はばむものは何もない。


    　僕、榊潔人という人間の人生。


    　思い出す。小学生最後の年に起きた交通事故による死、そしてそれから始まった異変。繰り返される無意味な自殺と時間の逆行。思い通りになり、やがて色いろ褪あせる世界。常盤先輩との出会い。由ゆ衣いとの再会。彼女たちと遭遇するさまざまな事件と、その結末。


    　そして、二か月前にあったこと、その全て。


    　世間で多発している自殺事件の裏に、怪しい都市伝説があるという噂うわさ。それが、自分自身の境遇と相似したクイックセーブ＆ロードというものであるということを知り、他ひ人と事ごととは思えずに調査を開始した僕と、いつものように手伝ってくれた常盤ときわ先輩。


    　全て、この二週間の調査で得た情報から僕が想像していた通りだった。そう、全てが、嫌になるほどに、想像通りだったのだ。


    　その後、自殺者たちと赤あか樫がし智とも也やの関係に気付き、赤樫智也を問い詰めたということも。そこで確固たる証拠を摑つかむことができず、あえなく追い返されたということも。そして、その日のうちに常盤先輩が何者かに襲われたということも。


    　更に、その事件をなかったことにしたくとも、それが不可能であったということまで。


    　今年の二月にあった同類、常盤令れい司じとの邂かい逅こうをきっかけに至った一つの考え。難しいことは考えず、ただの榊さかき潔きよ人ととして人生を全まつとうしてみようという思い。そんな自分を喚起し、セーブ機能に甘えっぱなしだった性しよう根ねを直すために取った、一つの措そ置ち。


    　それは、ノーセーブの状態で毎日を生活していくというものだった。


    　笑えないほどに迂う闊かつな事態。それは、完全なる裏目となって僕を叩たたきのめすことになる。


    　自己満足のために自らかけた枷かせのせいで、先輩に起きた悲劇をなかったことにすることができない。そんな自分自身に嫌気がさし、制約を解いて再びニューゲームするか否いなかの葛かつ藤とうに苦しむことになる僕。そんな時に起きたのが、あの時計塔での一件だった。


    　そこで起きた出来事、その果ての転落と衝突。


    　そして僕は死に損なって記憶を失い、また同じ道を辿たどって、ここにいる。


    



    「僕って奴は、どうして、こう……」


    　盛大な溜ため息いきと共に、そんな言葉がこぼれていた。先ほどまで、僕を苦しめていた頭痛や寒気は全てなくなり、その代わりに激しい虚脱感と倦けん怠たい感かん、空虚感と荒こう廃はい感が胸中に満ちていく。


    　意識が重く、感覚が鈍にぶい。だが、さしたる問題は感じられなかった。


    　これは普通のことなのだ。いや、これがいつも通りだったのだ。


    「さて……」


    　階段内は暗くら闇やみに包まれていた。夕日が完全に沈んだのだと理解する。常盤令司の姿はいつの間にか消えていた。目的は果たしたから、もうここに用はないということか。


    「……いや、今はそんなことどうでもいい」


    　そう呟つぶやいて、足を踏み出す。


    　奴に構っている場合ではない、奴の目的がどうなったのかは知らないが、僕の目的はまだ何一つ果たせていないのだ。そう、僕はまだ、何もしていない。
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    　長い長い螺ら旋せん階段のその先にある時計塔の三層目、旧機械室。


    　そこには、僕が直面しなければならない現実が待っていた。


    「…………っ！」


    　つい先ほどまで赤あか樫がしの狂信者、『ＮＧ』が集合していたはずの空間。


    　しかしそこには、誰もいない。


    　恐る恐る向けられる視線、上へと続く小階段。そこへと続く出入り口の前には、もともとは扉だったらしい板切れと、拉ひしやげたテーブルやら折れた看板やらが無残にも散らかっていた。恐らくこれは、彼らによって破壊されたバリケードの残ざん骸がいだ。


    　階段を昇っている時点でバリケードが破壊され、彼らの計画阻止に失敗していたことはわかっていたはずだったのに、なんだかものすごくショックを受けている自分に気が付いた。


    　破壊された扉から吹き込んでくる冷たい風に、慌あわてて我われに返る僕。そうだ、こんなところに突っ立っている場合じゃない。ここにいるはずの由ゆ衣いと双ふた葉ばは……！


    「……離してって、言ってるでしょ！」


    　そう思った途端、部屋の隅よりあがる双葉の声。


    　双葉は無事だった、最悪の予測だけは外れ、どこか安あん堵どしながらも声が聞こえた方向へ顔を向ける僕。緩ゆるみかけていた顔が強こわ張ばるのは、すぐだった。


    　視線の先に展開される光景に、僕は瞠どう目もくする。


    　そこには、簡単には認められない。いや、決して認めてはいけない景色があった。


    　旧機械室の片隅、散乱した資料や横倒しになっているショーケースの横で繰り広げられるそのやり取り。そこにいたのは夕方に会った時と同じ姿、恐らくは赤樫のための喪服をその身に纏まとう梓あずさ双葉。そして、うつ伏せになってその足にしがみ付く彼女の姉、梓由衣の二人だった。


    　あまりの驚きに、言葉が思い浮かばない。


    　つい先ほど別れた時とは、明らかに違う由衣の姿。髪は乱れ、服は破けて、全身が擦すり傷や青あお痣あざだらけ。多分、バリケードを突破してきた『ＮＧ』の連中に暴行されたのであろう、襤ぼ褸ろ切きれのようになって転がる彼女の身体。


    　そんな状態になってなお、由衣は双葉の足を摑つかみ、止めている。そんな彼女をまるで蔑さげすむように見下ろす彼女の妹、双葉。摑まれていない方の足で由衣の頭を蹴けりながら激げつ昂こうする。


    「邪魔しないで！」


    「いや、邪魔する……」


    「放して！　放してよぉっ!!」


    「駄目、絶対に放さない……」


    「どうして、行かせてくれないの!?　どうして！　どうして!?　どうしてだよぉ!?」


    　それは、幾重もの人生を経てきた僕が、これまでに見たあらゆる光景よりも凄せい惨さんで、直視できないものだった。縋すがるように妹の足にしがみ付き、必死で彼女の自殺を阻止しようとする由衣。そんな姉の顔を蹴けたぐりながら、更に髪を摑つかんで引き剝はがしにかかる双ふた葉ば。


    「やめろ！」


    　そう叫び、双葉の手を押さえる。反射的に顔を上げる二人。


    「キョート兄にい!?」「キョート……」


    「双葉、お前どうしてっ……！」


    　そう叫んでから、気付く。どうしてもなにもないじゃないか。これまでの状況から、双葉が赤あか樫がし智とも也やによって調教された子供の一人であり、『ＮＧ』の一員であり、ニューゲームという魔法を信じ込んで実行しにやってきた人物であることは、もう明らかだ。そして、彼女が何な故ぜ、こんな馬鹿げた宗教を信じ込んでしまったのかということも、痛いほどによくわかる。


    「どうして？　どうしてって……」何を今更、そう言いたげな表情でこちらを睨にらみつけてくる双葉。正気を失っているというわけじゃない。全てが承知の上であるとでも言いたげな、切実な表情。「言ったでしょ、クイックセーブ＆ロードじゃ、足りないって！　いくら今をやり直したくても、セーブしていなかった私にはそれができないって！」


    　僕の手を振り払いながら、双葉がこちらへ向き直る。


    「そしたらね、先生が教えてくれたの！　そんな私のために、新しい力を分けてあげるって！　これを、ニューゲームを使えば、私は幸せになれるって！　神様が、嫌なことも辛つらいことも全部なかったことにしてくれて、また一から頑張ることを許してくれるって！」
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    「……！」


    「なのになんで二人とも邪魔するの!?　お姉ちゃんだって、絶対やり直したいって思ってるくせに！　やり直せば、お父さんもお母さんも、ちゃんと帰ってくるのに！　いなくならないのに！　そしたら今度こそ私のこと、嫌いになったりしないのに！」


    　やはり、そうだった。


    　すでに思い出している過去の出来事。父親の事故死、母親の豹ひよう変へん。その上、狂乱した母親に殺されかけたという彼女の記憶。それによって、抉えぐられた心の傷。今の今まで、気丈なフリをして隠し続けていた彼女の傷は今、歪いびつな形に化か膿のうして、抑えきれずに噴ふき出している。


    「双ふた葉ば……」


    　彼女に、どんな言葉をかければいいのか。僕にはわからなかった。


    　唐突に理解する。クイックセーブ＆ロードという陳ちん腐ぷな魔法が、こんなにも大々的に広まり、信じられてきたその理由。辛つらくて悲しくて、どうしようもなくなってしまった人にとって、過去をやり直せるということが、どれほどの希望だったのかということを。


    「駄目だよ、双葉。そんなことしたって、一度起きてしまったものはやり直せないんだ！」


    「噓うそ！　だって、先生が言ったもの！　やり直せるって言ったもの！」


    「赤あか樫がしは噓をついてたんだ！」咄とつ嗟さに出た僕の反論。「あいつは悪ふざけで噂うわさを流して、双葉たちを弄もてあそんでただけなんだよ！　証拠だってある！　あいつが全部噓だったって認めた時の会話を、録音してあるんだ！」


    　そう訴えかける僕の脳裏に蘇よみがえる、赤樫の言葉。『──彼らの信仰は既に完成されている』『──彼らを改心させられるだけの説得力を提示してみせるといい』。


    「そんなの、信じない！　クイックセーブ＆ロードも、ニューゲームも、全部本当にあるんだもの！」案の定、双葉の態度は揺らがない。それどころか、彼女は僕の手を振り解ほどきながらとんでもないことを言い返してきた。「……キョート兄にいだって、わかってるくせに！」


    「………………なんだって？」


    「ごまかしても、無駄だよ！　先生に教えてもらったもの！　キョート兄だって、使ってるんでしょ？　クイックセーブ＆ロードとニューゲーム！」


    「……っ！」咄とつ嗟さに、顔面の筋肉が強こわ張ばらないよう抑え込む。「……それ、どういうこと？」


    「とぼけないでよ、知ってるんだから！　キョート兄、中学に入ってからクイックセーブ＆ロードを使って、テストで一番になったり宝くじ当てたり、やりたい放題やってるってこと！」


    「……！」


    　内心の驚きよう愕がくと動揺を表に出さないよう、全力で表情を制御した。


    　確かに入学当初、つまりセーブ機能に気付いたばかりだった僕はそれを乱用し、好成績を獲得していたことがある。宝くじや賭かけ事に悪用したことだって、一回や二回じゃない。双葉が言っていることは、恐ろしいことに真実だった。


    　つまり赤あか樫がしは、僕が本物であることを知っていたということか。令れい司じから聞いた？　いや、彼自身、クイックセーブ＆ロードなんて信じていなかったのだから。ただ単に、偶然その状況にいた僕を、都合の良い例として利用したということなのか。


    　いや、今はそんなこと関係ない。


    　問題なのは、恐らくこれこそが、双ふた葉ばがこの虚構を信仰する根拠になっているということだ。


    　僕という身近な成功例、それが彼女にこの虚構に対する信頼と実感を与えてしまったのだ。


    　つまり僕こそが、彼女が抱く信仰の芯。


    　……なら、双葉に対する僕の返答は、一つしかなかった。


    「……双葉、この前も言ったと思うけど。クイックセーブ＆ロードなんてもの、ないんだよ。悪質な噂うわさ話ばなしに過ぎないんだ」一言一言告げるたびに、心が切り裂かれていくようだった。その痛みが外に出ないよう、口調と表情を死ぬ気で調整する。「一度、過ぎてしまった時間は決して戻らないし、一度起きてしまった出来事はもう二度とやり直すことなんてできないんだ。それを覆くつがえすことなんて……、誰にも、神様にだってできないんだよ」


    「噓うそ……」その言葉に初めて揺らぐ、双葉の信仰。「だ、だって……」


    　欺ぎ瞞まんに欺瞞で対抗する。そのあまりの愚かしさに対する吐き気、罪悪感、痛み、それら全てを渾こん身しんの自制で抑え込み、僕は双葉の両目を力強く覗のぞき込んだ。怯おびえる瞳ひとみ。僕は、恐らく今、彼女が一番言ってほしくないであろう言葉を選択し、続ける。


    「……噓じゃ、ない。目を覚ませ。お前は、騙だまされていたんだ」


    「そんな、噓。……噓だ！」


    　効果は抜群だった。全身で拒絶するようにもがく双葉。その瞳から散る涙。駄々をこねる子供のように暴れる彼女を、由ゆ衣いが必死に押さえ込む。


    「双葉っ！」由衣の悲鳴。「……確かに父さんや母さんのことは辛つらかったし、悲しかったけど、でも、それでも、今を投げ出しちゃ駄目なんだよ！　頑張って生きなくちゃいけないんだよ！　今の双葉には私だって、誠せい一いちさんだって、キョートだって、友達だって、たくさんいるじゃない！　そんな人たちとのこれからを全部捨てて、過去になんて逃げちゃ、……駄目なんだよ！」


    　双葉と全く同じ状況に置かれながらも、強く生きてきた由衣の言葉。それは、その内容以上に双葉の精神に作用する。


    「でも！　でもっ！　そんなの……」


    　しかし、欺瞞でも正論でも、双葉の激情を抑えきることはできなかった。


    「そんなの辛すぎるよおっ！」


    　そう叫びながらもがき、とうとう由衣の腕を振り解ほどく双葉。


    「双葉ぁっ!!」


    　由ゆ衣いの絶叫。反射的に伸ばした僕の手をすり抜けて、双ふた葉ばは走り出す。その足はまっすぐ、上の階に続く小階段へ。


    「駄目だ！　止まれ、双葉！」


    　直ただちに追いかけようとして、気付く。死に急ぐ彼女の前に、立ちはだかる人物がいた。


    「わっ!?」その存在に気付けず、正面からぶつかる双葉。戸惑うように、顔を上げ、「だ、誰？」


    「ボクが誰かどうかは、この場合関係ないだろう？」その人物は双葉を見下ろしながら、嫌らしく口元を吊つり上げ、言う。「…………はい、おしまい」


    「え…………？」


    　面食らう双葉の台詞せりふをさえぎるように鳴り響くバチン、という激しい音。


    　同時に双葉はひきつけを起こしたように全身を強こわ張ばらせ、その場にがくりと崩れ落ちた。


    「双葉!?」


    「安心しなよ、一応、威力は低めに設定してあるから」


    　そう言いながら、その人物は手元に持っていたスタンガンを見せつける。彼は気絶した双葉を支えながら、いつもの得意げな笑みでこう続けた。


    「やっぱりボクがいないと駄目駄目だね。その不ふ甲が斐いなさ。きちんと自省しといた方がいいよ」
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    　今にも死にいこうとする双葉を止めたのは、生意気で危険な後輩、常盤ときわ霞かすみだった。


    「霞君……」


    　思わずそう呼びかける僕を見て、彼はふてくされるように眉まゆを寄せる。


    「なんだ、その顔。もしかしてボクを責めてる？　だって、仕方ないじゃない。今、あの子がいた状況を冷静に分析してみなって。仲間たちが全員飛び降りてあとは自分だけ。皆に続けば、壊れた幸せを再生できるって信じこんでいたんだろ？　そんな場面で、こっちが何言ったって無駄なんだよ。相手は興奮しててこっちの話なんて聞かないんだから。こういうのは、お互い熱が冷めた後に逃げられないよう縄でふんじばってから、じっくり話すのが吉だって」


    「それは、そうかもしれないけど……」


    　どうしてここに？　という質問を飲み込んで、僕は霞を観察してみる。昼休みに別れた時と同じ格好の彼。ボサボサのくせっ毛も生意気な態度も、全てこれまでと同じだ。


    「キョート……、双葉は？」


    　そんな僕の背後からかけられる由衣の問いかけ。慌あわてて我われに返った僕は、霞から双葉の身体を受け取り確認する。手加減したというのは本当らしい、彼女の身体には火傷やけどの痕あと一つついていなかった。電撃で強制されたわりには安らかな寝顔。呼吸も正常、ただ気を失っているだけ。


    「よかっ、た……」


    　それを聞いた由ゆ衣いが、脱力するようにへたり込む。


    「由衣っ……！」


    　駆け寄って、倒れる寸前だった彼女を受け止めた。改めてみると、本当に痛々しい由衣の状態。むしろ、双ふた葉ばよりこっちの方が重傷だ。破けた服から覗のぞく傷と痣あざの数々、骨や内臓に異常がないかどうか心配になるほどの負傷。腫はれ上がった瞼まぶた、切れた唇くちびるから血がたれる。


    「ごめん、キョート。結局、あの人たちを止め切れなかった……」


    「いや、よくやったと思うよ。十分すぎるほど」むしろ間に合わなかった自分を謝ろうとして、それは彼女の嫌うところであるという思いからやめておく。「少なくとも、双葉は生きてる」


    「うん……」


    　そう言って、少しだけ微笑ほほえむ彼女。その表情に胸がざわつく自分がいた。


    　全てを思い出した今、彼女に抱くのは純粋な尊敬と、それと同量の愛いとおしさだった。急激に認識が入れ替わった今だからこそ、明確に実感できる。中学に入ってからこれまでの間に、僕が彼女に感じていた甘えや依存の感情、それが全て別のものに変わっていたということに。


    　僕は抱きかかえた彼女の頰ほおに、なんとなく指を伸ばしていた。ぎこちなく汚れを拭ぬぐう僕の指、柔らかくて冷たい感触。身じろぎする体力すらないのか、されるがままの由衣。


    「ん……」目を細めていた彼女が、おもむろに口を開く。「あれ？　キョート、目が戻ってる」


    「目？」


    　思わず聞き返した僕に、胡う乱ろんな返事をしてくる彼女。


    「うん、なんていうか、目がね、元に……」そう言う彼女の焦点が、だんだん合わなくなってくる。「あ、やばい。なんか安心したからかな、急に意識がすーっと抜けてくような……」


    　まどろみ、今にも途絶えそうな彼女の意識。それが完全に断ち切れる前に、僕は言った。


    「……思い出したんだ」


    　脳裏に蘇よみがえるのは、先ほどした由衣との会話。


    　僕が記憶を失う前日、彼女が僕にしたという大事な話。


    　そして、いつか彼女が言っていた、僕に思い出してほしい彼女自身の何か。


    「全部、思い出したんだよ。だから……」


    　約束する。


    「明日。同じ時間、同じ場所に」


    「……………………ん」


    　ゆっくりと閉ざされる彼女の瞼。最後まで聞こえていたかどうかは、わからなかった。


    　確認を取りたくても、小さな寝息が返ってくるだけ。


    　僕は気を失った由衣を抱きかかえ、螺ら旋せん階段へと続く小さな踊り場に移動させる。そして双葉も同じように安全な場所まで退避させ、由衣の隣に横たえた。


    　窓の外は深い闇やみに包まれ、夕刻の時間が完全に終了していることを教えてくれる。


    　秋の夜の冷たい風。彼女たちに自分の上着をかけてやろうと思い、尋常じゃなく汚れていたことに気付いたので慌あわててそれを払い落とした。多少匂におうけれど、まぁいいか。後で文句を言われるかもしれないが、それはそれで一興。そんなことを考えながらブレザーを広げ、かける。


    　さて……、由ゆ衣いたちはこれでいい。後は、


    「……ねぇ、今さ。聞き捨てならないことを聞いたんだけど」


    　背後よりかけられたその声に、僕はゆっくりと振り返る。


    　以前はこの搭の時計を動かしていたであろう歯車の一つに寄りかかりながら、にやりと口元を吊つり上げる常盤ときわ霞かすみ。しかし、その目は全く笑っていなかった。


    「なぁ、聞き間違いかもしれないから。もう一度、言ってくれないか。何を、どうしたって？」


    　そう繰り返し聞いてくる彼をしっかりと見据え、僕は言う。


    「全てを、思い出したって言ったんだよ」


    「全てって、何？」


    「全てさ。セーブ機能のことも、常盤先輩のことも、超能力研究会のことも……、そして」


    　僕はそこまで言って、言葉を止める。これから先の言葉を告げるには、少しばかりの覚悟が必要だった。それは即すなわち、心地のよかった現状との決別を意味しているのだ。


    「……あの日、この場所から僕を突き落として殺そうとした犯人が、君だってことも、全て」


    　それを聞いた霞の嘲あざ笑わらうかのようだった微笑ほほえみに、獰どう猛もうな獣のそれが入り交じった。
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    『ＮＧ』が占拠していたせいか、まるで竜巻が通過した後のように散らかった旧機械室で、僕と彼は対たい峙じしていた。


    「ここまでは、概おおむね計画通りってところか？」


    「……まぁね」


    　僕の問いかけにそう嗤わらいながら、手に持っていたスタンガンをくるくると回す常盤霞。


    　鳥の巣みたいな髪の毛に、常盤家特有の白い肌。挑戦的に吊り上がった瞳ひとみに、人を見下すいつもの微笑。その全てが僕の知っている霞のものと寸分たがわず同じもの。


    　今年の二月に常盤先輩の家で起きた事件で知り合い、その直後貴たか苗なえ学園に入学し超能力研究会にも入部してきた彼との日常を思い出す。こちらを敵対視して、すぐに何かと突っかかってくるのは変わらなかったが、それでも一学期の間に良好な友人関係を築いてきたと思っていた。


    　だが彼は今、僕に対して明確な憎悪の視線を向けている。


    「……言い逃のがれとか、しないのか？」


    「言い逃れ？　なんでそんなことする必要があるんだよ、やっぱりお前は正真正銘の馬鹿だな」あまりにあっさりと全てを認めたことが気になった僕に、相変わらずの汚い口調で哂わらう霞。「加害者本人であるボクが、被害者本人であるお前に、いったい何を言い訳すればいいってんだ？　本気じゃなかった、まさか本当に落ちるとは思わなかった、あれは事故なんだ、ってか？」


    「…………」


    「ふざけるなよ。事故でも過失でもない。ボクは、本気でお前を殺そうとしてたんだ」


    　わかってるんだろ？　霞かすみはそう言いたげに口元を歪ゆがめる。


    　そうだ。全てを思い出した僕には、彼の意図がこれ以上ないほどにわかってしまっていた。


    　二か月前。


    　常盤ときわ先輩が襲われ、その顔に大おお怪け我がを負ってから七日。全てをなかったことにするかどうかで迷っていた僕の苦悩と葛かつ藤とうの一週間、その最後の日。由ゆ衣いと常盤先輩の助言からある結論を導き出した僕を、この場所に呼び出したのが霞だった。


    　そこで彼は、僕に死ぬことを要求する。


    　それは別に、死んで償つぐなえというわけでも、殺したいほど憎いというわけでもなかった。


    　彼が要求したのは僕が死ぬことによって起きる、ニューゲームの発動だったのだ。


    「そういえば、この前は聞きそびれたんだけど。……どうして、君がそれを知っていたんだ？」


    　僕に備わった異常、セーブ機能。この世界の霞には一度も説明していなかったはずであることを思い出し、ふと聞いてみる。すると、霞は例の得意げな表情でこう言った。


    「何言ってんの、お前。初はつ雪ゆき誘ゆう拐かいの時、自分から変なことをぺらぺら口走っていたじゃないか。そこから推察すればすぐに気付ける。最初は半信半疑だったけど、令れい司じさんの例もあるしね」


    「……さすが、常盤先輩の従弟いとこなだけはある」


    　思わず感嘆しながらそう呟つぶやく僕に、霞はその眼光を強めた。


    「黙れよ、お前に姉さんの名前を口にする権利なんてあると思ってるの？　姉さんをあっさり見捨てて、自分だけの幸せに逃げたお前なんかに……」


    「…………」


    　彼のその目は、以前にも見たことがあった。僕がセーブ機能を持つ人間であることを見抜き、その発動によって常盤先輩を襲った不幸をなかったことにしてほしいと願った彼に対し、僕が首を横に振った際に見せた殺意の表情。


    　それを目まの当たりにした直後、僕は彼によって突き飛ばされ、この時計搭の天てつ辺ぺんからまっ逆さまに落ちたのだ。僕が自主的に死なないのなら、無理やりにでも殺して時間を巻き戻してしまおうという彼の判断。しかし、僕は奇跡的に生きのびることになる。


    「……まさか、死なないとは思ってもみなかったよ。本当に、神様ってやつは碌ろくなことをしてくれないよね。……それどころか、記憶喪失？　ほんっとに、さ。ふざけてると思わない？」


    「…………」心の中で同意しながら、僕は更に追及する。「……すぐにとどめを刺しにこなかったのは、なんでなんだ？　僕が記憶を取り戻すまで、ずっと待ってたんだろ？」


    「魔法とか超能力とか、あまりに頓とん珍ちん漢かんすぎてお前がどうやって時間を巻き戻すのか、よくわからなかったからね。やり方を忘れたまま死なれて、何も起きませんでした、じゃ困るんだよ」


    「なるほど……」


    　僕はそう呟つぶやきながら、徐々に変わりつつある場の空気に姿勢を正す。さりげなく測る彼との間合い。じっと見据える彼の表情と、その挙動。


    「……赤あか樫がし智とも也やを殺したのや、彼の遺言を偽造したのも？」


    「そんな今更、……聞くまでもないでしょ？　何のために、お前の探偵ごっこに付き合ってやったと思ってるの？　あいつらは、姉さんを傷つけた。突き止め次第、殺してやらなきゃ気がすまないと思ってたんだけど。渡りに船だったよ。あいつ、自分から死ににやってきた」


    　そう言って、霞かすみは目を閉じる。恐らく、一週間前のことを思い起こしているのだろう。


    「探偵ごっこで保健室に忍び込んだあの後、赤樫がボクを尾行してたんだ。やっぱり、あの時ボクが言った証拠のハッタリはドンピシャだったみたいだね。焦ってたのか、隙すきをついて返り討ちにするのは簡単だったよ。その時に、思いついたんだ。こいつとこいつの信者たちを再利用して、何か面白いことができないかなってさ」


    　もたれかかっていた身体を離し、ゆらりと立ち上がる霞。閉じていた瞼まぶたを開き、その鋭い双そう眸ぼうに暗い炎を宿して嗤わらう。周囲の空気がどんどんと張り詰めていくのがわかった。


    　これが俗に言う殺気というものなのだと、唐突に理解する。しかし、それは同時に僕の身体からも滲にじみ出ているようだった。度を超越した怒りに、思考が支配されていくのがわかる。


    「……それが、これか？」


    　思わず出た問いかけ。


    「……この状況が、お前の望みだったのか？」


    　赤樫の死によって加速した自殺連鎖。急速に浸透し、深まっていく都市伝説。どこかおかしくなってしまった学校の人々。『ＮＧ』の暴走、次々と飛び降りていく赤樫の信仰者。


    　死に損ぞこない苦しんでいた彼ら、ズタボロにされた由ゆ衣い、泣き叫ぶ双ふた葉ば。


    　それら全てが今、こうしてこの場所に記憶を取り戻した僕が立つ、ただそれだけのために仕組まれていたというのか。そのために目の前の霞が皆を操作していたと、そういうことなのか。


    「そうだよ！　まさに、その通り!!」


    　それは鋭利、かつ簡潔な返答だった。


    　霞はこちらに歩み寄りながら、酷薄な嗤い声と共に言葉を続ける。


    「さぁ、榊さかき潔きよ人と！　ここからだ、肝心なのはここからなんだよ！」


    　乱暴な足取り。あふれんばかりの憎悪と愉悦を込め、霞かすみは叫び散らす。


    「死んだぞ！　たくさんの人が死んだ！　赤あか樫がしも、それを信じた馬鹿共も、その流れにつられた阿あ呆ほうたちも、みんなみんな死んだんだ!!」


    　僕よりも小さい中学一年生であるはずの彼から発せられる強烈な威圧感。


    「いっぱいの人間が無意味な幻想を抱いて死んだ！　無駄死にだよ、なんの価値もない人生だ！　なんであいつらは、死んだんだと思う？　全部、お前から始まった馬鹿げた噂うわさを信じたからさ！　奴らの無駄死にによって状況は更に加速するぞ？　これから先、もっとたくさんの人間がこの虚構に縋すがりついて死んでいくだろう！　取り返しのつかない痛みや悲しみは周りの人間に伝染していき、もっともっと、数え切れないほどの人間が不幸になる！　それら全ての源泉は外ほかでもない、お前自身なんだよ、榊さかき潔きよ人とっ！」


    　僕の目の前にまで近づき、霞は「だけど」と続ける。


    「……だけど、それと同時に、お前だけがそれら全ての不幸をなかったことにできる。お前がちょっとその気になるだけで、全ての過ちをかき消し、狂った歯車を直すことができるんだ」


    　彼の言いたいことは、とっくのとうにわかっていた。


    　彼の望みは最初から一つしかなかった。


    「もう一度言うよ、榊潔人」


    　そこで一端区切り、霞は悪魔のような笑みを浮かべる。


    「……この世界を、リセットしろ」


    　身が竦すくむほどに低い声。それは、二か月前にかけられた言葉と全く同じものだった。


    　だが、それに対する僕の答えも前と全く同じだ。


    　悩むまでもない。悩むのも苦しむのも後悔するのも、二か月前にもう全部終わっている。


    　結論は既に出ているのだ。


    　だから、僕は言った。


    「僕はリセットしない。もう二度と、セーブ機能なんて使わない」


    　霞の双そう眸ぼうが険しく細められる。


    「今の自分と、その周りにあるもの全てを捨ててまでして過去に逃げるのは、絶対に間違っているから。……だから、僕の覚悟は変わらない！」


    　決裂。それが意味することも、この後に続く展開も、前と同じだった。


    「……やっぱり、変な情けなんてかけずに放っておけばよかったな。魔が差しただけにしては致命的なミスだったよ、ほんと」横たわる双葉を一いち瞥べつして、嚙かみ締めた奥歯を軋きしませる霞。「……散々偉そうなことを言いながら、自分の大切なものが壊れたらあっさり宗しゆう旨し替えして死ぬくせに。……いや、今からでも遅くないのか？　すぐ目の前であの二人を殺せば、お前はちゃんと考え直してくれるかな？」


    「お前ッ……」


    「ま、わざわざそんなかったるいことしないけどね。令れい司じさんから聞いたよ、別に難しい工程や呪じゆ文もんなんて必要ないんだろ？　お前はただ、ぶっ殺されるだけでよかったらしいじゃないか」


    「……確かにそうだけど。こんなところでやすやすと殺されるわけにはいかないな」


    　至近距離からにらみ合う僕と霞かすみ。互いに黙り込み、絡み合う視線に敵意と殺意を応酬する。


    　すぐ頭上にある時計搭の鐘が午後六時を告げるのは、その直後のことだった。
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    　大反響で鳴り響く鐘声、それを合図に霞がその鋭い牙きばを剝むく。


    　いきなり僕を突き飛ばし制服に隠していた何かを取り出す霞。それは見覚えのある武装、ピストル形スタンガン、テーザー銃。僕にとっても霞にとっても、もはやお馴な染じみの代物だった。


    「馬鹿の一つ覚えにっ！」完全に自分を棚に上げた思考が脳裏に走る。


    　彼の先せん手てがこれであることも、これまでの問答が僕たちの距離を縮め、これの命中率を高めるためのものであることも読めていた。積み重なっている経験。僕がなかったことにした前回の世界まで含め、いったい何度僕がこれに痛い目を見させられたかわからないのだ。


    　反射的に伸ばした手で、銃身を摑つかみ軌道を変える。破裂音と共に飛び出し、足元に突き刺さるワイヤー付き電流針。


    　なんとか出鼻をくじくことに成功。このまま初手をしくじって戸惑う霞を一気に制圧しようとして、まっすぐこちらを睨にらむ霞の不敵な表情に気付く。


    　霞の右手。すぐさま放り出されたテーザー銃の代わりに、小さな筒が握られていた。こちらも僕にとっては馴染み深い代物。まずい、そう思った時には遅かった。


    「馬鹿はお前だろっ！」


    　咄とつ嗟さに両手で顔面をカバーする。直後、僕に向かって吹きかけられる催涙スプレー。以前の僕が取ったのと全く同じ戦法。気付くのが遅かったら視界と共に動作を塞ふさがれ、逆に畳みかけられていた。防ぐことには成功したが、まずい。今ので完全にペースを握られた。


    　これまでさまざまな武装で僕を驚かせていた危険な少年、霞。こうなることを想定していたなら、かなり強力な武装と作戦を用意していることは間違いない。丸腰でなんの用意もしてこなかった僕にできることは、彼の先手を完全封殺し一気にかたをつけることだけだったのに。


    　その時、反射的に現状をセーブしようとしている自分に気が付いた。


    　ありとあらゆる場面で活躍し、なかでも特に「殺し合い」において絶大なる成果を誇るセーブ機能。絶対不敗の必殺技。しかし僕はその使用を自制する。


    　テーザー銃や催涙スプレーに、一途な激情、そしてその動機と目的。僕は今、目の前にいる相手を、この反則技抜きで制しなければならないと、直感的にそう感じていた。


    「く……！」とりあえず、下がって距離を稼かせがないと。体重を後ろに傾けながら、僕は顔を守っていた手をどけて、前を見る。「……っ！」


    　すぐ目の前、肉薄する距離に霞かすみがいた。今の僅わずかな葛かつ藤とうが、彼に追撃の隙すきを与えている。


    　ぞっとするほど凶悪な彼の笑み。そのまま彼の全体重が乗ったタックルをくらい、僕は後ろへとひっくり返った。同時に腹部から感じる強烈な熱。見ると、僕の脇わき腹ばらに木製の小さな棒のようなものが生はえている。破けたシャツを濡らす水。直後に溢あふれ出す激痛が、この液体が血で、腹に刺さっているのが刃物であることを教えてくれた。


    「ぐっ……あ」


    　汚れた床の上で身をよじる。後から後から滴したたり落ち、広がっていく僕の血液。


    　見たところ小型のナイフだが、刃の部分が完全に肉に埋まっている。傷は思っていたよりも深いようだった。


    「ほらね、やっぱりお前の方が馬鹿だった」


    　そんな僕を踏みつけにしながら、霞が笑う。いつだったか僕の自室でしたやり取りを、思いっきり凶悪にアレンジした構図が再現されていた。


    「刃物とは、また……」


    「何？　もしかして、ボクが本気で殺しにきたからびびってる？　既に一度、殺されかけておきながら？　まさか、そこまで間抜けじゃないよね？」


    　流血を防ぐため傷口を押さえる両手を、その上から踏みつける霞。刃が更に深く突き刺さり、肉を抉えぐる痛みに僕は呻うめく。だがしかし、耐えられないほどのものでもなかった。


    　このくらいの怪け我がになら、もう慣れているのだ。これまで体験してきた数々の死にくらべれば、まだまだ。拳銃やボーガンに射殺され、電車に跳ね飛ばされた時の方が、ずっと痛かった。


    「ねぇ、黙ってないで何か言ったら……」


    　返答しない僕に、霞は苛いら立だった様子で問いかける。


    　その言葉を遮さえぎるように、僕は全力で立ち上がった。


    「なぁっ!?」


    　片足を持ち上げられ、バランスを崩す霞。その胴に渾こん身しんの蹴けりを叩たたき込んだ。そのまま、いっきに圧し伏せようとした途端、膝ひざがかくんと崩れ落ち、失敗する。


    「……やばっ」


    　思わずそんな声が漏もれていた。一瞬だけ遠のく意識。血を流しすぎたのか、予想以上に腹の傷が響いている。なんとか体勢を立て直そうとして、自分の立ち位置に気付く僕。


    　そこは上の階へと続く、小階段の前だった。


    　由ゆ衣いが作ったバリケードの残骸や、破壊された扉の切れ端が散らばるその空間。その中に、由衣がどこからか持ち出したのであろうある物を発見する。


    「榊さかき、潔きよ人とぉおッ!!」


    　起き上がり、猛獣のように唸うなって突進してくる霞かすみ。その手に煌きらめく、バタフライナイフ。先ほどよりも一回り大きな刃が、こちらへとまっすぐに伸ばされる。


    　僕はそんな彼に向かって今、手に取ったばかりのそれ、真っ赤な消火器を差し向けてトリガーを引いていた。ノズルより噴射される消化剤。それを至近距離から食らった霞の身体が、その勢いに怯ひるんで止まる。


    　狭い空間はたちまち、消化剤の白に覆い尽くされていた。目の前、数センチの空間も把握できない強烈な目くらまし。僕は残された力全てを使って、スモークを噴き続ける消火器を振りかぶり、目の前の空間へと叩たたき下ろす。


    　感じる手ごたえ。煙の中より上がる霞の悲鳴と、湿った打撃音。


    　朦もう朧ろうとした意識でそれを確認した僕は、そのまま足元から崩れ落ちていた。


    　足に力が入らない。こんな状態は初体験だった。そういえばこれまでに何度も死を体験し続けてきた僕でも、こんなに長く死にそうな状態が継続したことがなかったことを思い出す。ちょっとでも態勢が悪くなったりミスったりするたび、すぐにリセットしてきたことによる弊へい害がい。


    　どうするか。こんな状態じゃ、あの霞に太刀打ちすることは難しい。だけど、由衣たちを残して逃げることもできない。今にも途絶えそうになる意識でそう葛かつ藤とうする僕の背に、冷気が吹き付けてきた。それは、すぐ背後にある小階段から流れ込む夜の外気。


    　これといってなんの意図もなく、その風の流れる方向へと進む僕の足。ナイフが突き刺さったままの脇わき腹ばらを押さえ、よろめきながら屋上へと上がる。


    　一歩一歩階段を昇るたびに痛む傷口。またか、と苦笑した。どうやら今日の僕は階段との相性が最悪らしい。そんな馬鹿げたことを考えながら、無理やり口元を吊つり上げてみる。


    「死にたくない……」


    　そんな時、口元からこぼれていたのは、意外にもそんな言葉だった。全く意識せず出てきたその言葉。榊さかき潔きよ人との無意識と肉体が発する今の最も正直な心情が、それらしい。


    　全く、笑える話だった。死ぬのは怖くないんじゃなかったのか。死を超越した人間以上の存在だとかなんだとか言っていたのは、誰だったっけ。


    「死にたくない……」


    　もう一度、口にして、その言葉を嚙かみ締める。


    　そうだ。僕は今、死にそうだけど、死にたくないんだ。


    　今、死ぬと時間が巻き戻って、全部が帳消しになってしまうんだ。ここまで、十四年間を生きてきた榊潔人と、その周りにいた全ての人との関わりが搔かき消されてしまうんだ。


    「死にたく、ない」


    　更に呟つぶやく。死ぬわけにはいかないと、自分自身に言い聞かせる。霧散しそうになる自我をかき集め、強く思う。駄目だ。絶対に駄目だ。ここまで来て死ぬなんて許さない、許されない。


    　だって、やっと思い出したのだ。先輩とのことも、超能力研究会のことも、他のみんなとのことも。そして、由ゆ衣いとのことも。


    　その上で約束したのだ。一方的だったけど、明日会うことを僕は、約束したのだ。


    　だから、ここで終わるわけにはいかない。明日、由衣に会って、伝えたいことを伝えるまでは、死ぬに死ねない。絶対、死なない。


    「死にたくない」


    　再度、そう続けてみてふと気付く。それは天てん啓けいの閃ひらめきだった。


    　今の感情を、それ以上に言い表わしてくれる言葉の存在を思い出したのだ。腹の底から湧わき上がってくるその言葉。そうだ、正確に言えば僕は、死にたくないと思っているわけじゃない。


    　そう、僕は……、


    「……生きたい」


    　そう口にした瞬間、消えかけていた何かが自分の中に戻っていくのを感じた。久しい感覚。血は絶えず流れ落ち、体温も急激に下がっている、感覚だってどんどん鈍くなるばかり。


    　しかし、そんな中でも心の中に漲みなぎる何かを、僕は確かに実感していた。


    　生きたい。


    　生きたい。


    　生きたい。


    　見苦しくても、罪や業ごうに塗まみれても、それでも僕は生きたいのだ。


    



    　　　　　７


    



    　雲ひとつない夜空。しかし、大時計の文字盤をライトアップする照明のおかげで、その空間は昼間よりも明るく照らされていた。


    　ここは小階段の先にある時計塔の四層目、鐘かねのある小室。


    　小室といっても壁はなく、四方を落下防止用の柵さくに囲まれただけの狭い空間。屋根と、そこに設置されている鐘、それを鳴らすための装置しか存在しないこの場所に僕は座り込んでいる。


    　うんともすんとも言わない足、息をつくたびにじくじくと痛む傷口。


    　刺さっていたナイフを抜き取り、破れた服を包帯代わりに応急処置を施ほどこしてはみたものの、胡う乱ろんな知識のためどこか心こころ許もとない。


    　ふと視線を上げると向こう側の柵に見覚えのないものが見て取れた。恐らく『ＮＧ』の連中が用意したのだろう。そこには飛び降りるのに、おあつらえ向きな踏み台が設置されている。


    　彼等は皆、あそこから飛び降りたのか。自然と導き出されたその理解。


    　幻想を信じ、無意味な死を遂げていった自殺志願者集団、『ＮＧ』。ふと脳裏に過よぎるのは、先ほど霞かすみの言ったある言葉だった。


    　彼らの人生を正しく戻すことができるのは、僕のセーブ機能だけ。


    　いつだったか、自殺するサラリーマンを助けた時のことを思い出す。僕に対し、感謝の言葉を告げて笑ったあの男。その時に感じた、あの生ぬるい温かさ。自分の偽善は必ずしも無駄ではないのかもしれないと、そう思うことができたあの瞬間。


    　そうだ、僕はあの時のように自殺した彼らを助けることができるのかもしれない。その行動には、価値や意味があるのかもしれない。


    　しかし、それを痛感していながらも、やはり僕の決意は揺らがなかった。


    　非情なのはわかっている。非人道的であることもわかっている。


    　でも、これはもっと単純な重要度の問題なのだ。


    　自分にとって都合のよすぎるその理屈に、僕は思わず苦笑した。だが、心のうちで激しくのたうつ自己嫌悪やジレンマ。それら全てに対し、見てみぬフリをするわけでなく、直視しながらも踏みつけにする苦痛……、それを耐え抜く覚悟は、もうできている。


    　そんなことを考えていると、階下から乾いた足音が聞こえてきた。未いまだ煙の晴れない小階段より、ゆっくりと上がってくる誰か。一人しかいない、常盤ときわ霞かすみだ。


    　消火器のせいで白く汚れた全身、その後の追撃で折れたらしい左腕をかばいながらも、彼は少しも弱まらない殺意でこちらを睨にらみつけてくる。その右腕に握られているナイフは健在。


    　数秒、身動きの取れない僕を見下ろしてから、ぽつりと聞いてくる霞。


    「……死ぬの？」


    　こんな状況を作り出して僕を追い詰めた張本人にしては、似つかわしくない質問。だが、僕はそれに対し、あくまでも強く返答する。


    「絶っ対、死なない。死んでやらない」


    「そう……、まぁ、殺すけどね」


    　彼はあっさりとそう告げるなり表情を緩め、ふいに泣き出しそうな顔になる。


    「……今更だけどさ、聞いていい？」


    　翳かざしていたナイフの切っ先を下ろし、そんなことを聞いてくる霞。


    「…………なんだよ？」


    「どうして、死のうとしないんだ？　お前はこれまで、本当に些さ細さいな、くだらないことにだってそのクイックセーブ＆ロードを使ってきたんだろ？　なのにさ、どうしてなんだよ。どうして、姉さんが傷つけられたってのに、何もしないんだよ」


    　その言葉を聞いて感じたのは、小さな違和感だった。


    「顔だよ？　あの人の顔に、一生消えない傷を残されたんだよ？　見ただろ？　あの包帯っ！」


    　もしかして、という予感。膨ふくらむ疑惑。霞、まさかお前は、


    「黙ってないで、なんとか言ったらどうなんだよ！」


    「……もしかして、お前。常盤先輩から聞いてないのか？」言ってみて、すぐに気が付いた。当然だ、セーブ機能とはなんの関わりも持たなかった霞かすみがあの話を聞いているはずがない。「……そうか、そうだ。本当なら、それが普通だったはずなのに……」


    「なんだよ……」苛いら立だたしげに顔を歪ゆがめる霞。「なんの話をしてるんだよ、お前っ……!?」


    



    「私が言ったんです」


    



    　その声に、衝動的に刃を翳かざそうとしていた霞の動きが、ぴたりと止まった。


    　目を見開き、唇くちびるを戦慄わななかせて硬直する霞。同時に僕も気付く。


    　霞の背後、その向こう側から発せられる、僕でも霞でもない第三者の気配。


    「……私が言ったんですよ。機能を使う必要なんてない、って」


    　いつの間に階段を昇ってきたのか。そこには、予想通りの人物が立っていた。
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    　時計塔の天てつ辺ぺんは、まるで時間を止められたかのような静せい寂じやくに包まれていた。


    　時折、吹き付ける風の音だけが聞こえるその空間に佇たたずむ僕と霞、そして先輩。そのたびに彼女の長い黒髪が揺らぎ、さらさらと風に流れる。


    「ときわ、先輩……？」


    　ようやく我われに返った僕がそう呼びかける。言ってから、このフレーズがものすごく久しぶりだったことに気が付いた。その認識と共に湧わき起こる理解。この二か月間、記憶を失くした僕が彼女にしてきた所しよ業ぎようと、それに対する彼女の反応。そして、そんな自分が彼女に対して感じていた謎なぞの感情の正体に、僕はやっと到達する。


    「……………………っ!!」


    　言葉が、出てこなかった。


    　そんな僕の様子を見て全て悟ったのか、先輩は静かにその目を閉じる。


    「……思い出して、しまったんですね」


    　静かに、深く息をつくように呟つぶやく常とき盤わ先輩。


    　そんな彼女に、僕は傷の痛みも忘れ、大きく頷うなずいていた。


    「……はい、全部」


    「そう、ですか…………、まぁ、思い出してしまった以上は、何を言っても詮せん無なきことですが」


    「……すみません」思わず謝り、すぐに思い直す。連想される現状に最も相応ふさわしい言葉。それはありきたりな謝罪なんかではなく、「……ありがとうございます」


    「あっ……」それを聞いた彼女が、戸惑うように目を開けた。「ご、ごめんなさい……」


    　開かれたその右目から、ぼろぼろと涙がこぼれ出す。今度は僕がぎょっと目を見開く番だった。


    「せ、先輩っ!?」


    「ちょっと情緒が。いえ、ただ混乱しているだけです。大丈夫……」


    　慌あわてた様子で目頭を押さえる先輩。


    　そんな彼女の様子に硬直していた霞かすみがようやく復活する。


    「姉さん!?」


    　それは、悲鳴のような声だった。


    「ど、どうしてここに……、いや違う。今のは、今言ったのは、どういうことなの？」


    　先輩の登場によって完全に動揺する霞。咄とつ嗟さに背中へと隠される右手、ぶらぶらゆれる左腕。


    「言った？　姉さんが？　な、なんて……、なんで？」


    　そんな彼に、常盤ときわ先輩が向き直る。従弟いとこを見るその瞳ひとみに浮かぶ、憂ゆう愁しゆうの色。


    　間違いない、彼女はもう全てを見抜いている。犯人の正体も、この事件の全ぜん貌ぼうも、そして多分、この事件を終わらせる方法まで、全て……。


    「二か月前、機能を使って人生をやり直すかどうか悩んでいた彼に、私が言ったんです。私のために機能を使うことは許さないと」


    「ど、どうしてっ！」


    　金切り声で叫ぶ霞。その様子はまるで、雑踏の中で親と逸はぐれた幼子のよう。


    「わけわかんないよ！　どうして、そんなっ……」


    　その言葉は二か月前の僕が彼女に向かって放ったものと同じだった。そんな霞に対し、以前の僕にするのと同じように、優しく諭さとす口調で彼女は続ける。


    「理由は三つあります。一つ目は、そもそもこの怪け我が自体が私の不注意によるものであり、榊さかき君にも貴方あなたにもその責任を感じる必要が皆かい無むであるということです。これは、私と私を襲った彼女……杉すぎ崎さき美み羽うとの問題で、それも既に彼女の死という形で決着がついています」


    「…………っ」


    「二つ目は、私自身が心の底からニューゲームによるやり直しを忌き避ひしているということです。今ここにいる自分をなかったことにされ、全てを一からやり直すなんて、考えるだけでぞっとします。存在そのものが消されるくらいなら、死者として残された方がまだましです。私はこれでも今の私と、自分がいるこの現状を結構、気に入っていますから」


    　霞の表情が苦く悶もんに歪ゆがんでいく。


    　先輩の登場によって完全に逆転された形勢。しかし、それも無理のないことだった。


    　こいつは、霞はこれまでずっと彼女のため、それだけを考えてやってきたはずなのだ。


    　今、先輩が意図的にしているそれは彼にとって、ものすごく残酷な仕打ちだった。


    「そして、三つ目。これが一番、重要なことなのですが……」


    　静かに、しかし厳げん粛しゆくにそう告げて一歩前に踏み出す先輩。その動作に露骨に怯おびえる霞。


    　そんな彼から視線を離し、彼女はその横にいる僕を一いち瞥べつした。


    　その意図がわからず、戸惑う僕。それをよそに彼女は両手を掲げ、それを自分の頭へともっていく。これまでずっと彼女の顔面、その左半分を覆い隠していた包帯。彼女はそれに指をかけると、おもむろにその布を引き抜いた。


    　しゅるり、という衣きぬ擦ずれの音と共に、包帯が取り外される。


    「あ……」「……！」


    　二人して、息を呑のんでいた。


    　ライトアップされた光の下に晒さらされる彼女の相そう貌ぼう。今まで隠されていた彼女の左半面。


    　そこにある彼女の顔は寸分たがわず僕の記憶そのままで、


    　穏やかで淑しとやかな、いつも通りの先輩の、綺き麗れいな顔そのものだった。


    「……ね？」


    　先輩はどこか子供っぽくそう言って微笑ほほえみ、自分の左ひだり頰ほおを撫なでてみせる。


    「傷は、治るんですよ。別に歴史ごと搔かき消したりしなくたって、元に戻るんです」


    　そう言うと先輩は、霞かすみに向かって一歩踏み出した。細められる先輩の双そう眸ぼう。


    「形成外科の進歩も捨てたものではありませんね。さすがに完全に元通りとまではいきませんでしたが、この程度の痕あと、少し化け粧しようするだけで消えちゃいますよ。これだって時間と共に癒いえ、いつか化粧でごまかす必要すらなくなることでしょう。だから」


    　更に一歩、歩み寄る常盤ときわ先輩。


    　霞はその後ろ手に持っていたナイフを取り落とす。からん、という乾いた金属音。


    「……………………」


    　目の前に立つ最愛の人を眺めるその顔は、まるで絶対的な世界の終わりを宣言されたかのような悲愴さに歪ゆがめられていた。いや、彼女がこれから告げる言葉は霞にとって、それと同義。


    　大きく開かれた口から何かを叫ぼうとしたのに、叫ぶ言葉がもう何もない。そんな状態の霞。


    「だから……」


    　先輩が、ゆっくりと言葉を重ねる。


    　それは今にも死にそうな人間に、聖母の慈悲でとどめを刺すかのような行為だった。


    



    「貴方あなたがこんなことをする必要なんて、なかったんです」


    



    「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■」


    　僕には、霞が何を叫んだのか聞き取れなかった。ただ、彼がここに来るまでに強固に固めていた一つの信仰が、信じていた本人の手によって砕け散ったということだけは、理解できる。


    　全ては彼女のため。彼女の幸せを願い、彼女の不幸を打ち消すために戦い続けてきた霞。


    　そのためにしてきたありとあらゆる行為。殺人すら厭いとわなかった彼の強力な信念。


    　その全てが今、完全に終了したのだ。いや、終了させられたのか。


    「そんな」引きつった笑みを浮かべる霞かすみ。「そんなのって、ないよね……」


    　焦点の定まらない視点が、目の前に立つ常盤ときわ先輩を見つめ、その後すぐに僕の方へと向けられる。先ほどまでの純粋な敵意と憎悪じゃない。もっと複雑で、妬ねたみや羨せん望ぼうに満ちたその瞳ひとみ。


    「…………どうして、お前だったんだろ」


    　ぽつりと、彼はそう言った。


    「どうして、ボクじゃなくて、お前だったんだろう」


    「霞く……」


    「本当なら、ボクだったはずなのに。超能力研究会の副会長も、姉さんを助けるヒーローも、全部全部、ボクがやるはずだったのに。ボクが……、ボクに、お前の力があったなら……」


    　乾いた声でそう続ける霞が一歩、また一歩と後ろに下がっていく。


    「ボクだったらさ、もしそれがボクだったなら。あの頃に戻って、あのくそったれな家族どもから姉さんを守れるのに。今度こそボクの手で、貴女あなたを助けられたのに。そのための勇気を持つことが、できたのに……」ゆらゆらと、幽鬼のように後あと退ずさりながら霞は続ける。「そうしたらさ、そうしたら、今度こそ、貴女はボクを……」


    　そう呟つぶやいた霞の身体が何かに躓つまずいて、ぐらりと後ろに傾かたむいた。


    「あ……」


    　ぽかんとした表情のまま、霞が僕の視界から消える。


    　その足元にある『ＮＧ』が用意した踏み台。それは、幻想を抱いだいて死ぬための舞台装置。


    「霞君ッ!?」


    　事態を理解した僕は、怪け我がにも構わず立ち上がっていた。


    　柵さく越ごしに伸ばした手。しかし、それに答える彼の左腕はついさっき僕がこの手で折っている。


    　スローモーションに流れていく時間の中で、ゆっくりと夜の闇やみに落ちていく常盤霞。


    「…………………………っ！」


    　このまま逝いかせるわけには、どうしてもいかなかった。


    　下の階で殺しあっていた時からずっとあった一つの思考。彼は、ついこの前までの「僕そのもの」であり、同時に数少ない榊さかき潔きよ人との友人なのだという勝手な認識。


    「させっ……るかぁッ!!」


    　それは、身体に染み付いていた動作だった。


    　柵を飛び越え、その身を投げ出して今にも落ち行く霞の右手を取り、しっかりと握り締める。そしてそのまま反対の左腕を伸ばして、そこにあった何かを摑つかんだ。


    　一瞬の浮遊感の後、二人の合計体重が一斉に腕へと負担をかける。軋きしむ骨、広がる腹の傷。ただでさえ弱りきった肉体に走る新たな激痛に、僕は声にならない叫びをあげていた。


    「榊君っ、霞っ!?」


    　突然の事態に意識が追いついたらしい常盤ときわ先輩が、柵から身を乗り出してくる。


    　そこで僕は、ようやく今、自分がどこにいるのかということに気が付いた。


    　この街の人間にとって見覚えがありすぎるくせに、まだ誰も来たことがなく、恐らくこれから先も永遠に誰も来ないであろうこの地点。ここは時計塔の大時計、その文字盤のすぐ近く。


    　僕の左手が摑つかんだそれ、僕たち二人分の体重を支えている物の正体は、僕がこれまで幾度となく見てきた大時計の長針だったのだ。


    　ふいに、理解する。


    　落ちるのがこのタイミングじゃなければ、


    　この位置に長針が来る「今」でなければ、恐らく僕は助からなかった。


    「…………神様って実は僕のこと、大好きなんじゃないですかね」


    　強がってそう言ってみせた僕に彼女は深く息をつき、少しだけ苦笑する。


    「……いくら奇跡に愛されていても、そのすぐに無茶する癖くせを直さなければ、長生きすることなんて到底できませんよ？」


    「……以後、気をつけます」


    　そう言いながら、霞かすみを摑んでいた腕に力を込めて持ち上げる。常盤先輩によって、引き上げられる霞。どこか毒気を抜かれたように放心していた彼は柵の内側へと戻され、言った。


    「……これで二度目だよ。お前って、ほんとに馬鹿だよね」


    「……ほっとけよ」


    　いつかのように応おう酬しゆうされる軽口。


    　そんな彼と、常盤先輩が二人で手を差し伸べてくる。


    　その手を取ろうと、空になった右手を伸ばす僕。


    　摑んでいた長針が壊れたのは、その直後だった。


    「な」


    　へし折れた金属製の棒。


    　それを握り締めながら僕は重力に引っ張られ、落ちていく。


    　慌あわてて腕を伸ばしたが、彼らの手には掠かすりもしなかった。


    　驚きよう愕がくに目を見開いた二人が口々に何かを叫んでいる。しかし、ちょうどそのタイミングで吹き込んできた強風により、その声は僕の耳まで届かない。


    



    　　　　　９


    



    　手を伸ばしても摑めるものはなく、足を伸ばしても支えてくれる地面が存在しない。


    　そこは、本当に何もない空間だった。


    　あるのは風を切る皮膚の感触と、身体の芯が重力に引き寄せられる落下感。


    　僕は間抜けにも折れた長針を摑つかんだまま、まっ暗な夜よる闇やみの中を、真っ逆さまに落ちている。


    　時計塔の天てつ辺ぺんから、地面に向けての一直線。どんどんと加速していく落下速度、どう足あ搔がいても死しか待っていないこの状況。


    　二か月前の完全なる再現。まるでたちの悪い冗談だった。


    『──自分の辿たどった道を馬鹿みたいに繰り返すのは君の得意分野じゃないか』


    　以前、常盤ときわ令れい司じに言われた言葉の通りだ。果たして僕は同じ過あやまちを、それこそ馬鹿みたいに繰り返そうとしている。神だ奇跡だと冗談を言った直後の悲劇。不運の一言では片付けられない、泣きたくなるほどの宿しゆく業ごう。


    　前回と違うのは、今度こそ奇跡なんて起こらずに僕は死ぬであろうということと、そして、そんな状況にいる榊さかき潔きよ人とが死に対して恐怖を感じているということだった。


    　いつもの自殺ならば、この段階に陥おちいった僕を満たすのは諦てい観かんと解放感だけなのに。全ての悔かい恨こんや苦痛から解き放たれて、楽になれているはずなのに。


    　なのに、今の僕は今まで以上に狂おしい恐怖に、この心を苛さいなまれている。


    　その理由はわかっていた。


    　僕が、生きたいと思ったからだ。


    　ここで死にたくない、まだ生きていたい。そう強く願っているからだ。


    　どうしてもこの先にある未来を諦あきらめられないから、だから、こんなに苦しいのだ。


    　無駄なのに。


    　この人生に、ここまで辿たどった僕の日々に未練なんか感じても、もう、どうしようもないことなのに。どんなに失いたくないと願っても、失われてしまうのに。いくら悔やんでも、この世界はじきに巻き戻され、上書きされて消えていくのに。


    　こんな感傷に、意味なんてないのに。


    　なのに、諦めきれない。


    　いつかのように訪れる、走馬灯。


    　脳裏に蘇よみがえる映像はまたもや以前と同じ、二か月前にした由ゆ衣いとのやり取りだった。


    



    　常盤先輩の負傷により人生をリセットするかどうかで葛かつ藤とうしていた僕を、突然由衣が呼び出した。恐らく、最近様子がおかしかった僕を心配して、悩みの一つでも聞いてやろうと思っていたのだろう。場所は近所の児童公園。時間は夕刻。


    　さすがに今抱いている悩みをそっくりそのまま打ち明けることもできず、曖あい昧まいにぼかして相談した僕に対して、由衣は突然何かに悩みはじめた。


    　僕の相談をどう受け止めたのかはわからない。もしかしたら常盤先輩のことについて苦悩する僕を、変に誤解したのかもしれなかった。


    　ふいに、彼女は改まった様子でこう切り出してくる。


    『──あのさ、ずっと前から言おう言おうと思ってたことなんだけどさ……』


    『──言うよ？　覚悟して聞いてよ？　聞き逃したりしないでよ？』


    『──あと、笑うのも禁止。茶化すのも、ごまかすのも全部禁止。……いい？』


    『──えっと、ね？』


    　そして、由ゆ衣いはこう言ったのだ。


    『──私、キョートのこと、好きだよ。だから……』


    　本当はその後に、何か台詞せりふを連ねるつもりだったのだろう。むしろ、そっちの方が本題だったのかもしれない。しかし、僕に対して突然そう告げてきた彼女は直後、その耳までを真っ赤に染めて、逃げるようにどこかへと行ってしまった。


    　その場に一人取り残され、放心状態になった僕はその言葉の意味が脳に浸透するまで、ずっと阿あ呆ほうみたいに突っ立っていた。それが、あの日にあった出来事の一部始終だ。


    　そう、由衣とはそれっきり。次に顔を合わせたのは、病院で目覚めた時になる。


    　あの時、病院で彼女が見せた涙の理由を、今更ながらに理解した。そして同時に、彼女に対する感情が加速している自分に気付く。


    　そうだ。僕は、


    　僕は……！


    



    　目を開く。


    　そこには、逆さまに映った仙せん岳がく町の夜景があった。


    　僕──十四歳まで生きた榊さかき潔きよ人とは、諦あきらめきれずに手を伸ばす。


    　これまでも幾度となく僕を窮きゆう地ちから救ってくれた「最後の足あ搔がき」。


    　しかし、それがどこにも届かず、その指先が何かに触れることのないことを僕は知っていた。


    　じきに、最期の瞬間が訪れる。


    　嫌だ、死にたくない。


    　僕は生きたい。


    　生きたいのに。


    



    　そして訪れる───────────────────────────────衝突。


    



    　だがそれは、僕が予想していたような激しいものでも、痛みが伴ともなうものでもなかった。


    　柔らかく包み込まれるような、そんな感触。鈍にぶい衝撃はあるものの、痛みも破壊もない。


    　それは、僕の長い自殺遍へん歴れきの中でも初めての体験だった。


    　なんだ、何が起きているんだ。もしかして時間が巻き戻らずに、天国か地獄にでも降り立ったのか。混乱し、そんな戯ざれ言ごとを口走る僕にかけられる笑い声。


    「残念でした。まだまだここは現世だよ」


    　上空からの落下点。そこにいたのは見覚えのある少女。記憶に新しい。彼女は常盤ときわ先輩の親友で、ウェーブのかかった長髪と眼帯が特徴の極道少女、黐もち木き慧けいだった。


    「どうやら、貴方あなたが最後みたいね。生まれ変わった気分はどう？」


    　彼女はそう言って微笑ほほえみながら、僕が乗っている「それ」をぽふぽふと叩たたいてみせる。そんな慧の背後に並ぶ警官や救急隊員、パトカーや救急車。


    　それらを見て、ようやく僕は理解する。


    　今、僕が乗っているこの白くて柔らかい物体の正体。それは俗に言う「エアークッション式救助マット」というものだった。災害救助の現場などで活躍し、避難する人々の命を助ける文明の利器。簡単に言うなら超巨大な衝撃吸収クッション。時計塔に昇る前、先輩が言っていた『この騒動の被害を最小限に抑える用意』というのは、どうやらこれのことだったらしい。


    「あぁ……はは、は……」


    　うまく言葉が出てこない。今度こそ本当に、全身の力が抜けていくのがわかった。


    　ふぅーっと、意識が霞かすんでいく。


    　というか、腹を刺されて死にかけているのだ。このまま、あっさりと死んでしまうのではないか。そう危き惧ぐして、慌あわてて意識を保とうとしてみるがしかし、限界はすぐに訪れる。


    　糸の切れた人形のようにばったりとマットの上に倒れ込んでしまう僕の身体。


    　そんな僕の様子に慌てて駆け寄ってくる周りの人間たち。彼らが何かを叫んでいるらしかったが、全然聞こえてこなかった。


    　薄れゆく視界に映る時計塔。その文字盤が遠くて、小さい。

  


  
    エピローグ　リスタート


    



    　昨夜の事件で、とうとう全面休校になった貴たか苗なえ学園の昼下がり。


    　患者服にジャケットを羽織っただけの格好で病院から抜け出してきた僕を、常盤ときわ先輩は部室棟の前で待ってくれていた。


    　いつものように制服を纏まとった彼女の顔に、もう包帯は巻かれていない。一方、昨夜大立ち回りを演じたばかりの僕は身体のいたるところが包帯だらけ。


    　そんなあべこべに苦笑し合った僕たちは、そのまま部室へと移動する。


    　超能力研究会部室の怪しげで見慣れた内装。静せい謐ひつで落ち着いた雰囲気。


    　こういう表現をするのも奇妙だが、確かに懐かしいと感じるその部屋で、まず僕は以前拾った眼鏡めがねを先輩に返却することにした。


    　僕の目の前でコンタクトレンズを取り外し、割れたままの眼鏡をかけてみせる常盤先輩。


    「やっぱり、こっちの方がしっくりきます」


    　そう言ってはにかむ彼女の表情に、思わず僕は記憶を失っていたことについて謝っている。そんな僕に対し、彼女は記憶を失くした僕を欺あざむいていたことを謝罪した。


    　二月にした「ある選択」により、永遠に抜け出すことのできない無限地獄に陥おちいった僕。多分、僕が記憶を失ったのは外的損傷からだけじゃない。あれは、無意識的に蓄積されていた無限地獄に対するストレスや日々加速する感性の磨耗から、本能的に逃げようとした結果だったのだ。


    　先輩はそれに気付いていたからこそ、僕を欺あざむき、遠ざけるような言動を取っていた。


    　謝られることなんて何一つない。悪いのは全て僕だった。


    　しかも、その背後で彼女は僕に気付かれないよう事件を収束させるべく奔ほん走そうしていたらしい。


    　決定的証拠がなかったが故ゆえに追い詰めることができなかった赤あか樫がし智とも也や。彼について調査していた先輩の記録は、既に警察へと提出されている。僕たちの口を封じた後も続けられていた赤樫の洗脳、その様子を記憶した盗聴、盗撮データ。それら全ての情報は、今は亡き赤樫の悪事を暴き、彼を信奉していた生徒たちの目を覚まさせることに一役買うに違いない。


    　そして、そんな情報の中から『ＮＧ』の存在と活動に気付いた彼女は最悪の事態に備え、あの時計塔の下で準備していた、というわけらしかった。相変わらずむちゃくちゃで、無理やりな独走。だが、そんな彼女の機転のおかげで昨晩の犠牲者は最小限に抑えることができている。


    　結局、昨夜の一件で大きな怪け我がを負ったのは最初に飛び降りた二人の首謀者だけで、後に続いた連中は軒並みあのフカフカクッションに命を救われていた。由衣の活躍による賜たま物ものだ。


    　そんなこととは露つゆ知らず、塔の階段で暴れたり泣き叫んだりしていた自分が恥ずかしい。だが、それが記憶を取り戻すために必要なプロセスだったのだとしたら、まぁ、許せる気がした。


    　一方、赤樫の遺言を偽造して一連の騒動を意図的に引き起こした常盤霞かすみは、大人しく警察に自首したらしい。僕はあの後すぐに救急車で運ばれていたので見送れなかったのだが、まさに憑つき物が落ちたような顔をしていたと先輩は言っていた。


    　彼女自身の手によって信仰の芯を折られた霞。いつか機会を見て彼とはいろいろなことについて話し合わなければいけないと、そう感じている自分がいた。


    　そしてもう一人、双ふた葉ばともしっかりと話をする必要があるだろう。


    　昨晩の出来事から、まだ目を覚ましていないという彼女。いくら完かん璧ぺきな論理で赤あか樫がしの欺ぎ瞞まんを解消できたとしても、彼女たちの心が孕はらんでいる問題の根源はそっくりそのまま残されている。


    　実際問題、本当に難しいのはここからなのだ。


    



    　それから僕は先輩と、さまざまなことについて話し合った。


    　記憶を失っていた期間について、その間にあったこと、したこと、感じたこと。そして、これからの自分たちについて、したいこと、しなければならないこと、考えなければいけないこと。更には、それらとは全く関係のない他愛のないあれこれ、最近見たテレビ、読んだ本、食べたお菓子。まるで不在だった期間を埋めるかのように、止とめ処どなく語り合う僕たち。


    　時計がいつもより早く回転し、いつの間にか時間が過ぎている。


    　来客者が現れたのは、夕方になってからだった。


    　ノックもなしに突然開かれる扉。西日が入り込み、オレンジ色に照らされていた室内にずかずかと入室してくるその人物。白い能面のような顔が印象深い、白髪で[image: ]そう身しんで、黒コートを着たその男。人間を超越した存在、諸悪の根源、常盤ときわ令れい司じ。


    　彼の突然の登場にも、しかし、僕は驚かない。


    　この展開は既に予想されていたものだった。そもそも、今日僕たちがここに来た本来の目的は、こうして彼を待ち伏せることにあったのだ。


    「…………っ」


    　僕の隣で先ほどまで朗らかに笑っていた先輩が、微かすかに息を呑のむのがわかる。


    　無理もない。彼にとってはどうか知らないが、先輩の主観からしたらこれは、かれこれ五年ぶりの再会になるのだから。


    　しかし彼はそんな妹に目もくれず、僕の姿を確認して淡々と告げてくる。


    「今日は幾つかの質問をするために、ここに来た」


    「……質問？」


    　予想されていたとはいえ、先輩へのぞんざいな態度に思わず眉まゆを顰ひそめる僕に対し、令司はぐいっとその顔を寄せ、底知れぬ暗くら闇やみを宿した瞳ひとみでこちらの顔面を覗のぞき込んでくる。


    　強制的に意識内に潜りこんでくるかのような、禍まが々まがしいその視線。


    「どうやら無事、記憶を復古したらしい。喜ばしいことだな」


    「そりゃ、どうも……」


    　上半身を反そらして、その視線から抜け出しながら僕は言う。そんな反応に、少しだけ首を傾かしげてみせる令司。


    「私に対して明確な敵意が見られるな。誤解をされていると面倒なので、あえて言うが。今回の件に関しては、私はただ噂うわさを作って流しただけだ。後につながる出来事は、その全てが騒動を起こした本人たちが個々に考え、行動した結果に過ぎない」


    「噂を作って流したのが一番の問題なんだよ。要するに、諸悪の根源ってことだろう？」


    　思わずそう切り返していた僕に、彼は得心したかのように頷うなずいてみせる。


    「なるほど、確かにそれは真実だ。あとは主観の問題だな」


    「…………っ」


    　案の定、罪悪感はゼロ。やはり、令れい司じくらい長く生きていると罪悪感どころか普通の感性すら磨ま耗もうしきって、跡形もなくなってしまうということなのだろうか。


    　……この僕もいつか至るであろう、無限地獄の果ての果て。


    　思わず良くない方向に流れた思考を読み取ったのか、先輩が僕の手に自分の指を重ねてくる。それにより、一時的に和やわらぐ心のざらつき。


    「……で、質問っていうのは？」


    　そんな僕たちを淡白な瞳ひとみで眺めながら、彼は肩を竦すくめた。


    「そうだな。まずは、その怪け我がだ」そう言いながら、僕の身体を指差してくる令司。「私の記憶が正しければ、お前は常盤ときわ霞かすみによって腹部を刺され、大量に失血していたはずだが」


    「はぁ……？」何な故ぜか唐突にこちらの体調を気遣ってくる彼に戸惑う。「……まぁ、幸い臓器に損傷はなかったし、すぐに治るってさ。失血の方はやばかったらしいけど、こうして今は普通に生きてるし、多分大丈夫なんじゃないかと思う」


    「そうか、喜ばしいことだな」ちっとも感情の籠こもっていない声でそう告げ、「では次の質問だが」と続けてくる令司。くそ、なんなんだいったい。そう愚ぐ痴ちりそうになる僕だったが、彼の放った次なる質問により自制する。


    「記憶を回復させたことに、後悔はあるか？」


    「…………」


    　恐らくそれが、彼の本題だった。


    　僕と同じように、いや、それよりもはるかに強く、無限地獄からの脱出を渇望している常盤令司。もとを正せば今回の騒動だって、彼が自分のことを殺してくれる存在を探すために行った活動の一つに外ならない。そんな彼の欲求を一時的に満たしていたのが、つい昨日まで僕が陥っていた記憶喪失という状態だった。


    　だからこそ彼は、記憶を失っていた僕の行く末に純粋な興味を抱いていたのだ。


    「どうなんだ？」


    　しつこく追及してくる令司。そんな彼を前に、僕は考える。


    　そう、確かに記憶を失っている間は、無限地獄のことも感性の磨耗のことも、全てを忘れて、普通の人間としての日々を送ることができていた。そんな僕が、記憶を取り戻すことに対して恐れを感じ、怯ひるんでいたこともまた事実だ。


    　だけど、


    「後悔はない」


    　僕の答えは、それだった。


    「確かに、あのままでいれば普通の人間として生きることができたとは思うよ。そこそこに幸せな生涯を送れそうだとも思う。でも、それは榊さかき潔きよ人との人生じゃない」


    　その返答に、令れい司じの瞳ひとみが微かすかに揺らいだ。


    「それが無限に続く亡者としての人生でもか」


    「そうだ」僕はきっぱりとそう断じてから、付け加える。「でも、僕は別にもう、死ねない自分に絶望したりなんかしていない」


    「それだ。それを説明しろ」令司による初めての命令口調、かつ険けわしい声色。「今の言葉が、どういう意味なのか。私が聞きたいのは、それなのだから」


    「説明しろって言われても……」


    　そんな彼に怯ひるみながらも、僕は続く台詞せりふを模索する。言葉にするのは簡単だが、その意味を伝えるのは難しそうだった。


    　それは、昨夜の一件で僕が勝ち取った一つの天てん啓けい。


    「……僕は生きたいと思うことができるし、その通りに今を生きることもできる。……だから、死ねないからって絶望する必要なんて、なかったんだ」


    　その発想は、自分でも上手に表現できないものだった。だが、確かにそれは僕の心で強く、熱く息づいている。


    　多分、これはセーブ機能に翻ほん弄ろうされた僕が忘れてしまっていただけで、昔から当然のように持っていた、当たり前のものだったのだ。


    　それを受けた令司は深く瞑めい目もくし、何事かを考えはじめる。


    　そんな彼を黙って見つめる僕と、緊張のためか先ほどからずっと何も話さない常盤ときわ先輩。部室内にしばしの沈黙が訪れる。


    　やがて、彼はその瞼まぶたを上げて言った。


    「……なるほど、なんの価値もない主観から得た信仰の一つ。しかし、だからこそ、それが答えにもなり得るということなのか」


    　何かに納得するかのように、令司は満足げな声でそう告げる。


    　果たして今の問答にどれほどの意味があったのか、そう首を傾かしげる僕の方へと向き直り、彼は例の口調でおもむろに話りはじめた。


    「私は最初、この身に起こった全ての異変は神罰なのだと考えていた。両親を見殺しにし、妹を見捨て一人で逃げた私に対する罰なのだと。今となってはそれも、ただの欺ぎ瞞まんに過ぎないが」


    「……え？」


    　突然の言葉に、先輩が戸惑いの声をあげる。


    「今から話すことは、面白いものを見せてくれたお前に対する感謝の意だと思ってほしい」


    「は……？」


    「繰り返される人生の中で、この異能について調べているうち、私は興味深い事実を知った。それは、今よりはるか過去にも同じような境遇にいた人物が、確かに存在していたらしいということ。果たしてそれがどういう意味か、お前にはわかるだろうか？」


    「わかるだろうかって……」


    　いきなり始まった令れい司じの話に僕は困惑した。だが、その言葉を頭の中で数回反はん芻すうして、気付く。今、彼の言ったことが本当なのだとしたら、確かにおかしなことになる。


    「この前、言ってたよな。世界は一つしかなく、平行も分離もしないって。だったら……」


    「そうだ、私とお前が同じ認識を共有していることからも、そのことは間違いない。にもかかわらず、そのような人間による文献が数点残されている。今より数百年も前の、この世界にだ」


    「……っ!?」


    「そしてもちろん、その文献を記した人物は既に死んでいる。ということはつまり、このような状態に陥おちいった人間でも、その無限地獄から脱出する術すべはあるのだということ」


    　令司が淡々とした口調で告げているそれは、今さっき無限地獄なんてどうでもいいと断じたばかりの僕でさえ、聞き捨てならないものだった。


    「彼ら自体は別に歴史的有名人でも偉人でもなんでもない。ただの思想家だったり、貴族だったり、兵士だったりまちまちだ。だが、そのような文献を残す人間がいた時代を調べると、そこに共通点を見み出いだすことができた。それは彼らがいた時代はどれも、後の現代において歴史の分岐点と呼ばれているものだったということ。そこから、私が導き出した推論はこうだ」


    　彼はそこまで言って、一呼吸置く。


    「歴史には、到達しなければならないゴールがある。しかし、それはさまざまな要因や事象に影響され、正しい道筋を辿たどることが困難になっている。だからこそ、異能者は歴史の分岐点とされる時代に設置され、その歴史が望まれた方向に向かうよう修正する役割を与えられている。その役目を果たし、歴史を正しく導くことができたなら、異能者の役割は完了し、その人生を全まつとうすることが許されるようになる。それができるまで、異能者は自分の生きている時代を延々と繰り返し続けなければならない。……なんだ、理解が追いついていないのか」


    　すらすらとまくし立てていた令司が、呆ほうけた僕の顔を見て説明を止める。


    「あ、えっと……」


    　歴史の分岐点、到達しなければならないゴール、異能者の役割。突如、判明した新たな情報の数々に僕の頭は飽和状態になっていた。


    「つまり、お前の言葉を借りるなら、こうだ」


    　そんな僕へと瞳ひとみを向けた令司はそう前置きすると、不敵に笑う。


    「正しいエンディングに辿り着くことができたなら、お前はゲームをクリアすることができる」


    「な……」


    　それは僕にとって、これ以上なくわかりやすい例え方だった。


    　あまりの驚きよう愕がくに硬直する僕を見て、令れい司じが愉快げに補足する。


    「……というのが、今の私が抱いだいている信仰だ。なんのことはない、これだってお前が抱いているものと同価値に過ぎない代物。これがなかなかにうまくいかず、難航しているのだが」


    「…………」


    「しかし、そうだな。今回の一件は参考になった。これまで私は自分の知識や能力の向上、特別な歴史の変動や周囲への変革ばかりに気を取られていたのだが、自分の内面を変えることについては長い間、失念していた。だが、お前は不器用ながらも常に自分の内面を革新させ続けている。私とお前の間にある、明確な認識の差はそこにあるようだ。……そこに、鍵かぎがあるのかもしれない。なにも意図的に世界を変へん貌ぼうさせる必要なんて、なかったということなのか……」


    　彼は呟つぶやくようにそう言って、おもむろに僕の横に座っていた常盤ときわ先輩へと視線を向けた。


    　僕の手に重ねられていた彼女の指が、びくりと硬直する。彼女に対して令司が興味を向けたのは、僕の知る限りこれが初めてだった。


    　そんな時、窓の外より聞き慣れた鐘の音が聞こえてくる。長針を破壊されてもなお、正確に作動する時計搭からの鐘しよう声せいは全部で五回、午後五時を示す合図。


    「あ……」


    　ここからが肝心なところなのに。令司が来るのが遅かったせいだ。僕は内心そう思いながら立ち上がる。話を続けたいのは山々だったが、今から出ないと間に合わなかった。


    「話の途中で申し訳ないけれど、これから大事な約束があるので……」


    　そう言いながらこっそりと先輩の手を強く握り、放す。そんな僕にいつもの複雑な微笑を返してくる先輩。この約束のことは、彼女も承知の上だった。


    「そうですね、急がないと……」


    「……はい、それじゃ」


    　僕はそう告げ、先輩と令司の二人を残して部室から退出する。


    　扉を閉める際、あの令司が先輩に向かって何か話しかける姿を垣間見た。


    　心の中で先輩の健闘を祈り、部室の扉を静かに閉じる。


    



    　僕は廊下に出て、階段を下り、自転車置き場へと走った。


    　約束の時間に間に合うかどうか、正直ぎりぎりだ。


    　駆け足のまま、僕はその約束について思いを馳はせる。


    　約束。それは昨夜、僕が由ゆ衣いに対してした「あれ」だった。


    『──明日。同じ時間、同じ場所に』


    　二か月前、由ゆ衣いがしてきた告白に対する僕の返答。


    　正直、まだそれに対する言葉は用意できていなかった。昨日の晩には、確固たる答えを持っていたはずなのに、今朝、病院で目覚めた時にはもうすっかり忘れてしまっていたのだ。


    　というかこの約束自体、かなり一方的な押し付けだった上に、それを言ったのが由衣の意識が途切れる直前だったため、彼女にきちんと届いているかどうかすら不安という、めちゃくちゃ脆ぜい弱じやくかつ、自己中心的な代しろ物ものなのだが。


    　昨日から由衣とは会っていないし、彼女が今、どんな状況にいて、どうしているかもわからない。つまり、彼女が約束の場所に来ている確証なんて、微み塵じんもありはしなかった。


    　もし来ていたとしても、僕の返答に対し、彼女がどのような反応を見せるかわからない。


    　僕には、その後の僕たちの関係がどう変化するのかなんて、わかるはずもないのだ。


    　でも、だけど。


    　全速力で向かうだけの価値はあると、そう思った。


    　自転車置き場。二か月前に僕が停とめ、放置したまま忘れていたマウンテンバイクを発見して、その鍵を取り外す。久しぶりの運転だが、問題はなさそうだった。


    　僕は勢いよく自転車に飛び乗り、最初のひと漕こぎに力を込める。


    　車輪が、ゆっくりと回りはじめた。
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    　あとがき


    



    　お久しぶりです。鮎あゆ川かわ歩あゆむです。


    　早いもので、クイックセーブ＆ロードも最終巻ですね。


    　うまくいけば、この本が書店に並ぶちょうどその日に、私は今いる大学を卒業することになるでしょう。これが学生生活最後の作品と考えると、感かん慨がい深いものがあります。


    　まぁ当然、卒業できない可能性も多分にあるのですが、その時はその時。このあとがきが、私の人生における最大級の自じ虐ぎやくギャグのネタに昇しよう華かされたことを意味しているので、特に問題はありません。ないのです。


    



    　と、そんなクイックセーブ＆ロード３ですが、


    　とりあえず、最初に言っておかねばならないことが一つあります。


    　本編を読んでくださったうえでこのページを開いている方々にはお分かりでしょうが、本作は一巻、二巻と続けてきたものとは違った形式でできています。


    　と言いますか、もしかしたらジャンルすら異なるのかもしれません。


    　少なくとも、三巻は「ループ×ミステリ」ではないのです。


    　なにこいつ、これまで脆ぜい弱じやくながらもお前を守ってくれていた「ループ×ミステリ」の鎧よろいを脱ぎ捨て、激化するラノベ戦線の中を裸はだかで走り回ったりして、いったい何がやりたいのだろうか。馬鹿なのだろうか、頭をやられてしまったのかしら。と皆さんは思うかもしれません。


    　ですが、別に頭をやられてしまったわけではないのです。


    　今は昔、何の間違いか優秀賞を頂き、あろうことか続きまで書かせてもらえることを知ったとき、浮かれポンチになった私がこれから書くことになるシリーズを通してやりたいと思ったのが「主人公がこの特殊能力への依存を完全に断ち切る話」でした。この時点でループモノとしても、特殊能力モノとして何かを間違っている気がしますね。当時は気付きませんでしたが。


    　そして同じ頃、一巻が書店に並ぶのを見たとき、その嬉しさよりも先に私が感じたのが、一つの不安でした。


    　死ねば楽になるのは確実なのだから、誰か私の背中を押してくれないかなぁ。そう考えて日々を生きている人たちの背中を、この本が押してしまうのではないかと思ってしまったのです。それが三巻の核になっています。


    　というわけで、一巻が完成した時点で、三巻がこの形になることは決定していたのです。


    　今、こうして私がこんなあとがきを書いているということすらも、あの時に宿命づけられた必然であったということになりますね。


    　……つまりが、何を言いたいのかというと。こういうことです。


    　本作品に「ループ×ミステリ」を期待していた読者の皆様、申し訳ありませんでした。


    　ですが、考えなしに鎧よろいを脱ぎ捨てたわけではないので、安心して（？）読んでください。


    



    　そして、同時にお願いしたいことがあります。


    　このクイックセーブ＆ロードという話は、呆あきれるほどに不道徳的な内容ですが、この本を読んだ貴方あなたはこの話を理由に自殺したりしないでください。別にこの話の手順に従って自殺しても、生き返ったり、時間を超越したりすることはできません。


    　あくまで、この話はタチの悪いフィクションなのです。


    



    　あ、フィクションで思い出しました。


    　この物語がフィクションであるのだから、当然、登場人物もまた想像の産物です。


    　物語中に、スクールカウンセラーのような人物がでてきますが、あれもまた私が創作したキャラクターなので、実際にはあんなスクールカウンセラーは存在しません。


    　本作品を書くに当たって、本物のスクールカウンセラーにも取材をしましたが、皆さん、真剣に子供たちと向き合う誠実な方ばかりでしたので、ご安心を。


    



    　以下、謝辞を。


    　担当の望もち月づき様、Ｈ様。お二人のおかげで、なんとかここまで来ることができました。これまでかけた迷惑やらなんやらについて謝ったりお礼を言ったりしていると軽く十五ページは超えそうなので、ただ一言の感謝の言葉に凝縮します。本当に、ありがとうございました。


    　素敵なイラストを描いてくださった染そめ谷や様。ヘタレかつ腑ふ抜ぬけである私が、最後までこの話を書くことができたのは間違いなく貴方あなた様の絵のおかげです。本当にありがとうございました。


    　この話を書くにあたって、いろいろと相談にのってくれた友人の皆様。ありがとうございました。その結果、あの話がこんな話になりました。苦笑したり舌打ちしたりしてください。


    　そして、最後まで読んでくださった読者の皆々様。ここまでお付き合い頂き、本当にありがとうございました。この話はこれで終わりですが、もしよかったら小説業は続けたいなぁと思っていますので、もし新たな話を書く機会がありましたら、その時はよろしくお願いします。


    　では、また会う日まで。さようなら。


    



    　追伸。


    　今さっき、一巻のあとがきを読んでいたら、最後の最後で私は何かについて謝ろうとしていました。当時の私は何について謝ろうとしていたのでしょうか。どうにも思い出せません。


    　次にお会いする機会までには、頑張って思い出しておこうと思います。
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